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昭和60年度国立公害研究所年報  

の発刊に当たって   

国立公害研究所はこの3月で満12年を迎えましたが，この間，公害・環境問題を  

巡る内外の情勢は大きく変ぽうしております。すなわち，昭和30年代から40年代前  

半にかけての初期の公害問題においては，特定の汚染発生源の負荷が周辺の寄与に  

比べて著しく大きく，しかも・発生源が比較的明らかでありました。ところが，最近  

では，発生源がはなはだ不明確なものや特定困難なものが多くなる一方，これと呼  

応して，環境問題は局地的なものから広域的なものへと移り変わると同時に，その  

態様も多様になりつつあります。   

これらの傾向は，今後更に蹟著になることが予想されるとともに，自然環境等を  

含む身の回りの身近な環境問題に関心が寄せられております。   

このため，当研究所としては，社会のこ－ズに対応した目的指向型の研究を中心  

に据え，各種のプロジェクト研究に取り組んでいるほか，長期的視野に立った基礎  

研究をも重視し経常研究として実施しでおります。   

この年報の発刊に当たり，公害・環境研究に携わる方々はもとより，関連する多  

方面の方々において，当研究所の研究活動に一層理解を深めていただくとともに，  

関係各位の御支援と御協力をお願いする次第であります。   

昭和61年8月  
国立公害研究所  

所長 江 上 信 雄  
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1．概  況   

国立公害研究所は，昭和49年3月，我が国の環境研究の中心的役割を果たすために，環境庁の  

附属機関として，筑波研究学園都市に設立された。本研究所の特色は，理工学分野，生物・医学  

分野，さらに，人文・社会科学分野に至るまで広範囲にわたる多種多様な研究者集団で構成され  

ており，大字の研究者等所外の専門家の参加を得て，研究を学際的に実施すること及び環境研究  

の基礎を確立するために必要な大型実験施設を駆使し，野外の実地調査研究と併せ，研究プロジ  

ェクト化して総合的に実施することにある。   

本研究所は，発足以来，12年を経過し，その間，組織の充実，施設の整備を進めつつ，研究体  

制の強化に努めてきた。現在，主要な大型実験施設が完成し，機構の充実とあいまって，研究活  

動も本格化する時期を迎えている。   

このような状況の下に60年度は12課題の特別研究（うち4課題は新規，8課題は継続）を実施し  

たほか，経常研究において基礎的研究を積極的に進めた。   

昭和60年度中における主な活動は，次のとおりである。  

（1）機構については，50年度に現在の10部になり，その後は各部の内容の充実に重点を置いて  

整備を進めており，59年10月から霞ヶ浦臨湖実験施設担当の主任研究官が置かれた。   

定員については，霞ヶ浦臨湖実験施設等に関連する研究の推進体制の強化を中心に3名の増員  

を図った。なお，60年度末の組織・定員は10部2課§9室，249名となっている。  

（2）施設の整備については，所外研究施設である生物フィールド実験施設奥日光ステーション  

の建設に着手した。  

（3）予算については，研究所の運営に必要な経費として，43億6100万円，また，施設の建設に  

必要な経費（建設省所管）として，900万円が計上された。さらに原子力利用研究に必要な経費（科  

学技術庁一括計上）として3300万円が計上された。  

（4）研究活動については，大型実験施設の整備及び研究者の協力の下に年ごとに活発化してい  

る。研究内容は，社会的ニーズに対応した目的指向型の研究に重点を置いているが，一方，環境  

研究分野は，複雑な要因の絡み合った難しい問題を抱えており，いまだその研究の基礎が確立さ  

れていないものが多いため，基礎的な研究分野も重視している。   

昭和60年度における研究活動としては，特別研究として  

1．複合ガス状大気汚染物質の生体影響に関する実験的研究   

2・広域における大気汚染物質の輸送・混合・沈着過程に関する研究   

3．植物の大気環境浄化機能に関する研究   

4▲海域における赤潮発生のモデル化に関する研究   

5■光化学汚染大気中における有機エアロゾルに関する研究   

6▲ 自然浄化機能による水質改善に関する総合研究   

7▲ バックグラウンド地域における環境汚染物質の長期モニタリング手法の研究   

8・遠隔計測による環境動態の評価手法の開発に関する研究   

9．土壌及び地下水圏における有害化学物質の挙動に関する研究  

10．水界生態系に及ぼす有害汚染物質の影響評価に関する研究  
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11．呼吸器系健康影響に係る長期潜在リスクの評価手法に関する研究  

12．環境指標を用いた都市及び自然環境等の変動予測手法開発に関する総合解析研究  

を実施した。   

なお，これらの特別研究を進めるに当たっては，大学等所外の研究者と連携を密にして実施し  

ている。   

さらに，経常研究としては，環境悪化が人の健康及び生活環境に及ぼす影響，環境汚染現象・  

機構の解明，環境汚染の計測技術方法の開発，環境に係る知見を活用した総合解析等に関する継  

続及び新規の課題ユ46課題について実施した。  

（5）このほか，環境情報システムについては，大気汚染及び水質汚濁に関するデータベースの  

整備を進めるほか，国連環境計画（UNEP）の国際環境情報源照会システム（INFOTERRA）に係  

る情報源の登録を拡大するなど，所要の作業を進めた。   

なお，地方公共団体において公害・環境研究等に携わる関係者との交流を深めるため，61年1  

月に「全国公害研究所交流シンポジウム」を開催した。  

▼ 2 －   



2．調 査 研 究＊  

2．1特 別 研 究  

2．1．1複合ガス状大気汚染物質の生体影響に関する実験的研究   

〔研究担当部〕環境生理部：部長・環境生理研究室・環境病理研究室・急性影響研究室・慢性影  

響研究室  

技 術 部：動物施設管理室  

〔研究期間〕57～61年度  

〔研究概要〕本研究は，ガス状大気汚染物質であるNO2と0。を各種動掛こ複合暴露し，その  

生体影響を，生理学，病理学，免疫学，生化学的観点から多面的に研究し，第一次及び本特別研  

究で得られた各ガスの単独暴露の結果と比較し，その影響の差異を明らかにすると共に，その作  

用機作の解明を行い，生体影響を総合的に評価するこ七を目的としている。   

生理学的研究では，呼吸機能，ガス交換等が調べられ，特にガス交換機能の抑制機構が検討さ  

れ，また，中枢神経系の機能変化が光誘発電位で記録された。   

免疫学的研究ではリンパ性臓器への影響結果を踏まえて，アレルギー反応に関与する免疫担当  

細胞の影響が研究され，さらに免疫機能に関連して肺等でのプロスタグランジン頬合成系の変動  

がみられた。   

細胞遺伝毒性については，暴露したラットの末梢血のリンパ球での姉妹染色分体交換の誘発が  

検討された。   

細胞の基本的構成分である生体膜への影響に対する生体側要因による修飾について，肺の薬物  

代謝系，末梢血リンパ球，年齢差のある動物の代謝系を用いて検討した。   

ガスによる過酸化脂質生成は既知のことであるが，これと抗酸化性防御機構との関連及びコラ  

ーゲン関連因子さらにグルタチオン合成系酵素に対する影響などが，生化学的に検討された。   

これらの基礎研究と並び，慢性暴露実験の第1回が終了（22か月暴窟）し，病理学，生理学，生  

化学的知見が得られ，先の特別研究で得られたNO2単独による結果と比較検討中である。既に  

第2回慢性暴露実験が前回と同一の条件で開始されている。今後，さらに基礎的研究の成果を踏  

まえて，再現性を確認していく予定である。  

研究課題1）呼吸生理学的研究  

〔担当者〕鈴木 明・局 博一・河田明治  

〔内 容〕NO2及び0ユの複合暴露は比較的低濃度でも肺におけるガス交換能を抑制し呼吸代謝  

を変化させることがラットを使った実験で明らかにされたが，ガス交換能を抑制する要因につい  

て不明な点が多い。そこで，肺におけるガス交換能抑制の磯序を解明する一項として，呼気・吸  

●〔発表）に記載された記号は第5章 成果発表一覧記号に対応する。  
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気中の酸素，炭酸ガス，窒素ガス等の濃度変化と動・静脈血中の酸素，炭酸ガス分圧，pH，そ  

して心電図と心拍数及び換気力学的指標について吟味した。10ppmのNO2と0．2ppmの0。を  

24時間混合暴露したラットを使用した。呼気と吸気中の酸素濃度差は小さく，体内への酸素摂取  

が少ないことが観察された。このとき，動脈血中酸素分圧は低下傾向を示した。吸気と動脈血中  

の酸素分圧差は対照と比較して大きく，肺におけるガス交換が抑制されていることが示された。  

そこで，動脈及び静脈に細い管を2本人れ，左心房附近と右心房附近の血中酸素分圧を測定した  

ところ，その差は小さく肺におけるガス交換が抑制されていることが確認された。また，一回換  

気量は減少傾向を示したが，呼吸数が増加したため分時換気量は増加傾向を示した。このとき，  

気道抵抗は増加傾向を示し，残気重が減少傾向を示したので，新鮮な空気が肺の深部まで到達で  

きない可能性が示唆された。一方，動脈血は心拍数が減少傾向を示し血流速度が遅くなったた  

め，肺におけるガス交換時間が延長し，予測より高い酸素分圧を維持している可能性が指摘され  

た。いずれにしても，呼吸・循環機能の複雑な調節機序の範囲を越えたために肺におけるガス交  

換能の低下とそれに続く低酸素血症が生じたものと考えられ，それらの要因として換気量一気道  

系一肺胞（拡散）－血流量などが挙げられた。   

研究課題 2）神経系に関する電気生理学的研究  

〔担当者〕局 博一・鈴木 明・河田明治  

〔内 容〕大気汚染物質の吸入による中枢神経系の機能変化の可能性を探るために，ラットの頭  

部から光誘発電位を記録した。人工呼吸下，ガラミン非勧化のラットに，一定の条件下で200～  

300回の光刺激（フラッシュ）を行い，誘発される微小電位をシグナルプロセッサーで加算した。  

ラットでは光誘発電位を構成する波形成分として五つのピーク（上向き波）が観察された。出現時  

間の早い方からPKl，2，3，4，5として，各ピークの出現時間（潜時）を暴露群（0き，0■4  

ppm，22日間）と対照群との間で比較した。対照群では平均値（msec）±SD（標準偏差）がPKl  

＝31．9±1．31，PK2 ＝42．8±1．54，PⅨ3＝55．5±1．53，PK4 ＝64．3±1．35，PK5＝76．5±  

2．91を示し，暴露群ではそれぞれ32．1±1．86，43．8±1．78，54．7±2．04，66．4±1■20，78・7±  

2．07を示した。暴露群ではPK3を除き各ピークの潜時がごくわずか遅延する傾向を見せたが，  

いずれも対照群との間で有意な差は認められなかった。これらの実験とは別に，0。0．1，0．2  

ppmの2，4週間暴露ラットに対してヒスタミンの投与実験を行い，呼吸数，血凪心拍数，  
血液pH，Pco2，Po2の変化が検討された。  

研究課暦 3）免疫反応に及ばす影響の解明に関する研究  

〔担当者〕藤巻秀和・白石不二雄・村上正孝  

〔内 容〕これまでに，リンパ性臓器である脾臓，胸腺に及ぼすNO2，0。暴露の影響について  

検索した。本年度は，遅延型と即時型のアレルギー反応に関与するリンパ球，肥満細胞への影響  

について検討した。   

0．8ppmO3の3日，7日間暴露で遅延型過敏反応の抑制が認められたが，14日間の暴露では対  

照群との間に差がみられなかった。抗原感作を暴露前に行ったほうが暴露後に行うより遅延型過  

敏反応の抑制が著しかった。なお，血中のリンパ球数も3日，7日間暴露で減少したが，Tリ  

ンパ球とBリンパ球の間での影響の差はみられなかった。次に，肺の肥満細胞への影響をヒス  

タミン量の測定により検討した。03暴露により単位湿重量当たりのヒスタミン量は対照群に比  

べ減少したが，肺湿重量当たりに換算すると善が認められず，肺水腫とヒスタミン遊離との関連  
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が示唆された。  

研究課題 4）病理学的研究  

〔担当者）村上正孝・米元純三・白石不二雄・河越昭子  

〔内 容〕NO2と03の22か月長期暴霹実験（暴露条件は研究課題9）において，光顕レベルでの  

肺組織の観察をNO。による定型的病変とされる項目につし－て行った。すなわち，（1）中等大気  

管支の粘膜上皮肥大と過形成，（2）細気管支の非線毛細胞突出の増減，食細胞の動員，（3）終末  

細気管支から肺胞道にかけての気管支上皮肥大と，その肺胞道への増殖性延長（気管上皮化），当  

該部の気管結合織の肥厚，（4）肺胞壁肥厚傾向，肺胞腔内への食細胞の動員である。その結果  

（1）～（4）のような定型的病変は，対照群と0．05ppmO。群ではほとんど認められなかった。  

一方，0．05ppmO3＋0．04ppmNO2群においては気管支上皮の肥大と気管支・肺接合部の軽微な  

病変が1／3の動物に認められ，さらに0，05ppmO，＋0．4ppmNO2群においては病変の程度は動物  

個体により多様であるものの，中等大気管支から細気管支にかけての粘膜上皮の肥大と非線毛細  

胞の突出減少による平滑な気管支脛面を示し，しかも気管支・肺接合部の結合織の肥厚を含む軽  

度の病変を示す動物が2／3も認められた。しかし，同一の実験群であっても，その病変の程度と  

病巣の広がりは全く対照と差が認められないものから，軽度とはいえ．明らかに定型的病変の認  

められるものまで，その病変の程度と範囲が広く分布することが特徴的であった。電顕レベルで  

の肺組織の観察は，電顕形態計測法を用いて，平均肺胞壁厚の測定，肺胞壁構成成分の成分比の  

変化と肺胞壁厚の関係の解析を中心に進行中である。ラットの末棉血リンパ球での姉妹染色分体  

交換（SCE）を指標とした細胞遺伝毒性の検索において，0．2ppmO3を若齢（5週令）及び老齢（22  

か月令）ラットに1週間暴零して，加齢因子による感受性を検討した。両者とも0。暴寄による  

SCE頻度の有意な増加はみられず，加齢因子による感受性の増加は認められなかった。  

〔発 表〕ト23，25，34  

研究課題 5）細胞内顆粒成分に及ぽす影響に関する生化学的研究  

t担当者〕高橋勇二・国本 学・持立克身・三浦 卓・野原恵子・彼谷邦光  

〔内 容〕本年度は，①昨年度に引き続きNOzの単一暴露が肺の薬物代謝系に及ぼす影響，（参  

0ユの単一暴露が末梢血中のリンパ球に及ぼす影響，及び③動物の加齢によるNOぞの影響の修  

飾について検討した。   

NO2（15～0．4ppm）暴露によって，ラット肺ミクロソームのクマリン水酸化及び7－エトキシ  

クマリン脱エチル化活性が，暴露開始3日目から特異的かつ濃度依存的に低下し，12週間の暴露  

期間中低レベルを維持した。0。（0．2～0．紬pm）暴露によって，両活性は低下せずNO2の特異な  

作用である可能性が示唆された。また，両ガスの複合暴露は，相殺的な効果を示した。   

0。（0．1～0．8ppm）暴靂によるマウス末梢血のリンパ球群への影響を検討した結果．Tリンパ  

球が7日間の暴露期間中低いレベ／レを維持した。03暴露によるTリンパ球の補給と貯臓を行っ  

ている胸腺と脾臓の重量が減少するが，これらの重量が回復した後も，Tリンパ球の減少した  

状態が続いた。   

NO2（1・2及び4■Oppm）を14及び24か月令のラットに3か月間暴露した。24か月令のラットで  

は，赤血球量及び肝重量の低下が起きた。肺及び肝臓のエネルギ｝産生系と過酸化物代謝系では  

NO2の効果は加齢によりほとんど修飾されなかったが，ミクロソーム薬物代謝系ではNO2によ  

る低下効果が加齢により増幅された。これらの結果から，NO2が低下効果を示すと共に個体の  
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加齢と平行して生合成能が低下する生体分子及び臓器細胞では，加齢がNO2の作用を増幅させ  

る可能性が示唆された。  

〔発 表〕ト18，19，f－27，28，36  

研究課題 6）脂質過酸化的障害と抗酸化性生体防御機傾の変化に関する研究  

〔娼当者〕市瀬草道・嵯峨井勝  

（内 容〕今年度は低濃度のNO2と0さの混合ガスを5，9，18及び22か月間慢性暴露したラ  

ットの過酸化脂質生成とコラーゲン関連因子の変化について検討した。実験は8週令のウイスタ  

ー系雄ラットに1）群清浄空気：2）群0．05ppmO，：3）群0．05ppmO，十0．04ppmNO，：及び  

4）群0．05ppmO，＋0．4ppmNO2を暴露した。   

呼気中エタンは5及び9か月日の3）群と4）群で有意に増加したが18及び22か月目ではむしろ  

対照群より低下していた。肺のTBA値も同様であった。肺の抗酸化性防御系酵素ではSOD  

性がNO2＋03の暴露期間の長期化につれて対照群より低下する傾向を示したがそれ以外の酵素  

に変化は認められなかった。これらの変化はNO2単独暴露の場合より影響が少ないように見え  

るが，4ppmNO2の27か月日でみられた過酸化脂質生成の低下が本実験では3）群と4）群では  

18か月目で認められていたことより，抗酸化性防御系の変化よりコラーゲン代謝関連因子の変化  

が示唆された。   

コラーゲン関連因子についてみると，NO2単独18か月暴露で唯一有意に増加していた血清コ  

ラゲナーゼ様活性は，本実験では9か月日から既に有意に増加し，これに伴い血清のヒドロキシ  

プロリン含量も増加し，5～22か月間の経時変化も極めて類似していた。これに対し，血清中の  

コラゲナーゼ胆書因子活性は逆の経時変化を示し，9～ユ8か月目では気歴任変化を示唆してい  

る。しかし，その後22か月日では両者の関係は更に逆転し気胚性変化も低下していることを示唆  

している。  

〔発 表〕f2～4  

研究課題 7）各種臓器におけるプロスタグランジン合成及び代謝に関する研究  

〔埴当者）小林隆弘・山根一括  

〔内 容〕これまでに，肺，気管，血管壁，血小板，赤血球，胸腺，脾臓のプロスタグランジン  

類の合成能を測定する系を確立してきた。今年度は，13過令の雄ラットを用い，10ppm NO2暴  

露により免疫担当器官である脾臓のプロスタグランジンD2及び他のアラキドン酸代謝産物であ  

る12－ヒドロキシエイコサテトラエン酸の合成能がどのように変動するか検討した。10ppm NO2  

暴露により脾臓の湿重量は3日目で有意に減少し，その後回復し14日目には対照群の値に戻っ  

た。プロスタグランジンD2合成能は有意に増加し3日目で最高になり，その後徐々に低下し対  

照群の値に戻った。一方，12一ヒドロキシュイコサテトラエン酸合成能は有意の変化が見られな  

かった。プロスタグランジンD2の免疫系細胞に及ぼす影響に関してはナチュラルキラー細胞の  

細胞傷害性を阻害する，T細胞の幼君化を抑制するなどの作用があることが知られており、  

NO2暴霜による免疫機能の変化との関連が示唆された。  

〔発 表〕F－9，10，ト11，12，16   

研究課題 8）アミノ酸及びペプチド等に及ぼす影響に関する研究  

〔担当者〕河田明治・三浦 卓  
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〔内 容〕これまでの研究でラット，マウスに比較的低濃度のNO2，03を暴露すると，肺の還  

元型グルタチオン量の増加することが認められている。このことに関連してラット肺のグルタチ  

オン合成系酵素（γグ′レタミルシステインシンテターゼ，及びグルタチオンシンテターゼ）活性  

に及ぼす暴露の影響について検討した。10又は19遇令のウイスター系雄ラットを用いた場合，  

4．OppmNO2暴露ではr－グルタミルシステインシンチターゼ活性のみが増加し，これに対して  

0．2ppmO3暴露ではγ－グルタミルシステインシンチターゼとグルタチオンシンチターゼ活性が  

ともに有意に増加した。   

今年度は12～14か月令のラットを対照群とし，老齢ラット（23又は24か月令）の肺のグルタチオ  

ン合成系酵素活性に及ぼす暴露の影響について検討した。1．2，4．OppmNO2の1，2，3か月  

間暴露において，γ一グルタミルシステインシンチターゼ活性は，対照群では4．Oppm暴露群のす  

べての暴露期間においてほぼ一定の有意な増加を示した。これに対して老齢ラットでは4．Oppm  

暴霜群においてばらつきの大きい増加傾向が見られた。   

また0．1，0．2ppm O3の1，2，4週間暴露において，γ－グルタミルシステインシンチターゼ  

活性は対照群における0．1，0．2pbm暴露群において有意に増加したが，老齢ラットでは0．1，  

0・2ppm暴露群ともに増加する傾向を示さなかった。これに対してグルタチオンシンチターゼ活  

性は対照群及び老齢ラット群ともに0，1，0．2ppm暴露群において有意な増加を示した。  

研究課題 9）NO2と0。の低濃度混合ガスの慢性暴露実験  

〔担当者】久保田憲太郎・河田明治・彼谷邦光・鈴木 明・局 博一・村上正孝・白石不二雄・  

藤巻秀和・米元純三・三浦 卓・持立克身・国本 学・高橋勇二・嵯峨井勝・小林隆  

弘・市瀬孝道・高橋 弘・高橋慎司・清水 明・山元昭二・伊藤勇三・松本 茂  

〔内 容〕昭和58年度と59年度にわたって行った第1回NO2＋03の低濃度慢性暴露実験は22か  

月目を59年12月に終了した。NO2と0。の暴露濃度は1）対照群（浄化空気吸入），2）0．05  

ppmO3群（午前9暗から午後5時までの間にMax O．1ppm，この暴露時間の平均値が0．05ppm  

となるような正弦曲線を描く），3）0．04ppmNO2＋0．05ppmO3〔2）と同様〕群及び，4）0．4  

ppmNO2＋0・05ppmO3〔2）と同様〕であった。病理学的研翠では4か月と22か月暴露群について  

光顕観察が行われ，22か月は研究課題4）の項で記述されるごとく，NO2単独暴露による病変  

と共通した所見が得られた。4か月群では，中等大気管支，細気管支，終末細気管支から肺胞  

道，さらに肺胞において対照群と羞はなかった。電顕レベルでの形態計測のデータを解析中であ  

る。   

呼吸生理学的研究では，4か月暴露において，動脈血pH及びガス分圧（02，CO2）に著しい変  

化を認めなかったが，18か月暴露では第4）群で低酸素血症及び高炭酸血症が認められ，肺にお  

けるガス交換能が低下していることが判明した。22か月暴露では，第2）群でのみ低酸素血症を，  

第4）群で高炭酸血症を示し，暴露期間の推移に伴って影響の発現様式が異なることが推測され  

た。   

生化学的には，呼気中エタン及び肺TBA値は，5及び9か月暴露で第3），4）群において増  

札18，22か用では低下した。肝抗酸化性防御系酵素ではSOD活性が暴露期間の延長に伴い低  

下した。血清コラゲナーゼ様活性値及び血清ヒドロキシプロリン含量は9か月日から増加した。  

5～22か月間の両物質の経時的変化はNO2－単独暴露の場合と共通する点が多かった。これに対  

して，血清中のコラゲナーゼ阻書因子活性は逆の変動パターンを示した。   

なお，第2回目のNO2＋03の暴露が，60年5月から行われている。  
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2．1．2 広域における大気汚染物質の輸送・混合・沈着過程に関する研究   

〔研究担当部〕大気環境部：部長・大気環境計画研究室・エアロゾル研究室・大気化学研究室・  

大気物腰研究室  

総合解析部：部長・第mグループ  

環境情報部二部長・情報調査室  

計測技術部：分析室  

技 術 部二理工魔設管理室  

〔研究期間〕57～60年度  

〔研究概要〕（1）目的：近年，大気汚染の状況は光化学スモッグ発生の広域化に見られるよう  

に局地汚染から広域汚染へと変化してしゝる。さらに，最近石炭，LNG等の代替エネルギーへの  

転換が求められつつあることから，質的にも大きく変化しながらさらに進行することが予想さ  

れ，これらの変化に対応して適切な大気保全計画を策定することは緊急の課題である。   

本研究では，昭和53～56年度に実施した「臨海地域の気象特性と大気拡散現象」の特別研究を発  

展させ，大都市域，内陸山岳地域をも含めた広域の大気汚染を対象とした。我が国の広域汚染  

は，領域内に種々の局地風が形成され，それが複雑に重なり合った中に汚染物質が数日間にわた  

って滞留し蓄積されていくことが特徴である。このとき，多種類の汚染物質が長時間輸送中に混  

合，反応して二次汚染物質を生成し，一方，輸送中に地面，水面，被植などに沈着し，さらに雨  

や霧によって除去される。そこで本研究では，まず汚染物質の輸送，蓄積，混合，変質，沈着過  

程などの素過程と各地域に形成される個々の局地風の構造の解明を行い，さらにこれらが重畳し  

た広域気流とその中での大気汚染の動態を把握するた捌こ野外調査を実施し，大気汚染予測のた  

めの風洞予測方法と数値予測手法を開発することを目的とした。このため，1）個々の素過程に  

関する基礎研究と，2）広域大気汚染の動感戟測，3）風洞予測手法及び 4）数値予測手法の  

開発の四つを研究課題に据え，室内実験，数値実験及び観測の三つの方向からの実験的なアプロ  

ーチと，これと並行した理論的なアプローチを行った。  

（2）広域大気汚染としては，従来，北欧，北米で問題になっているものとは全く異なった形  

態が見いだされた。すなわち，暖候斯，高気圧下（弱い傾度風下）の晴天日に，沿岸の大規模発生  

源地域から内陸山岳地域の奥深くにまで及ぷ（200km以上）大気汚染の長距離輸送が発生し，山  

岳地域の内部では夜間に光化学反応生成物であるオキシダントや浮遊粒子状物質の高濃度汚染が  

発生する。これには次のような幾つかの機構が組み合わさって発生する。1）海陸の日平均温度  

の遠いによって生じる陸向きの風が，いわゆる海陸風循環を大きく非対称化して広域的な海風を  
形成し，2）内陸に山岳地帯がある場合には，選択的加熱によって山岳地帯を中心として強い熱  

的低気圧が形成され，これに向って周辺地域から風が吹き込む。3）総観規模の高気圧に伴って  

沈降性安定層が形成され，この安定層が運動量の上方への拡散を抑制して，下層大気中の海風，  

谷風などの局地風を結合する。このような機構によって下層大気中には地上風速の比較的大きな  

大規模局地風系が形成される。大規模風系としては，関東地方を覆う太平洋側からのものと，日  

本海側からのものの二つが形成され，気流は甲信地方に侵入して収束線を形成する。収束線は熱  

的低気圧の中JL、位置を通るが，長距離輸送された汚染物質はこの地点まで到達する。4）夜間，  

山岳地域に到達した汚染気塊は山岳斜面に形成された山風の中を重力流となって独自に流下し，  
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重力流ヘッド内の循環流によって上空の高濃度汚染物質は地表にもたらされる。   

本研究では統計解析と野外観測により，このような機構によってもたらされる広域大気汚染を  

見いだし，それを構成する個々の機構の詳細を調べた。更に，この種の広域大気汚染の発生する  

気象条件を検討し，数値シミュレーションを行って全体像を把握すると共に，これらの予測手法  

を確立した。   

大気汚染物質の輸送・混合・反応・沈着などの素過程に関する基礎研究と，風洞及び数値予測  

手法に関する研究の成果を研究課題ごとに以下に記す。  

研究課題1）均相及び二相流中の乱流輸送現象に関する研究  

〔担当者〕小森 悟・若松伸司・植田洋匡・光本茂記・鵜野伊津志・官尊 武・金谷 健・福山  

力・上原 清・竹下俊二・山本一夫■・佐藤行成●・中島正基－・福井啓介●・薄井  

洋基＊（－客員研究員）  

〔内 容〕汚染物質が長時間，長距離輸送されると，拡散・混合・変質等の素過程を経て大気中  

から除去される。本研究では，ガス状及び粒子状の大気汚染物質のライフ・サイクルにおけるこ  

れらの素過程を解明することを目的とする。  

（1）拡張・混合・反応機構   

大気拡散に関する研究としては，これに及ぼす密度成層（大気安定度）の影響を中心に調べた。  

密度成層に伴って生じる浮力は大気中では乱流構造や乱流エネルギーの主成機構に支配的な役割  

を果たすことを示し，乱流構造の変化を通して乱流拡散機構をも大きく変化させることを示し  

た。この浮力効果は接地気層（地上から高度数十mまでの気層）とその上空では本質的に異なる  

こと，また浮力の働く鉛直方向の拡散と水平方向拡散に及ぼす浮力効果も大きく異なることを見  

いだし，これらについて室内実験と理論の両面から一連の研究を実施した。実験的には，まず，  

2方向成分測定可能のレーザ・ドップラー流速計と白金抵抗温度計よりなる計測システムを2組  

用いて，異なる2点（一点固定，他点移動）での乱流測定法と，パターン平均法と呼ぶ条件付きサ  

ンプリング法を用いたデータ処理法を確立し，これを種々の乱流流れに適用して乱流の組織的構  

造の解明を行った。乱流拡散に関する実験ヒ解析の結果から一般性のある乱流輸送モデルを構築  

し，数値予測のための基礎方程式系として実用に供した。   

一方，混合・反応機構に関する研究として，排出源近傍での混合・反応と排出源の遠方での大  

気乱流による混合・反応のそれぞれについて室内実験を行い，混合過程が正味の反応速度を著し  

く促進したり，減少させたりすることを示した。特に，正味の反応速度を促進するという事実の  

発見は，反応乱流の研究（燃焼研究を含めた）に大きな一石を投じた。この事実を説明するため，  

まず，反応界面での乱流の組織的な構造を検出し，この知見をもとに一次元反応拡散モデルを構  

成して定性的な説明を行った。更に厳密に，反応を含めた2点ラグランジュ拡散理論を展開し  

て，反応に及ぼす乱流混合の効果を定量的に説明した。  

（2）粒子飛散・沈降に関する研究   

粒子状汚染物質の地面からの飛散を支配している空気力学的なメカニズムはパースティング現  

象である。本研究ではレーザ・ドップラー流速計の2点同時測定法と条件付サンプリング法を用  

いてパースティング時の組織的な乱流構造を明らかにした。また，エアロゾル風洞を用いて粒子  

の飛散開始時の空気力学的特性と粒子充てん条件の影響を調べた。  

〔発 表〕D－1，4，5，12～14，43，d－15，16  
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研究課題 2）広域大気汚染の動態  

〔担当者〕植田洋匡・若松伸司・光本茂記・小森 悟・鵜野伊津志・官尊 武・竹内延夫・笹野  

泰弘・溝口次夫・浅井富雄■・赤尾秀雄◆・栗田秀貿●・佐々木一敏◆（●客貞研究  

員）  

〔内 容〕本研究では，広域大気汚染の総合的な観測手法の確立を図り，これを用いて個々の局  

地風のメカニズムを，それらが重畳して形成される広域気象，その中での汚染物質の挙動につい  

て，野外調査によりその動態を把握することを目的とする。  

（1）航空機による広域気象観測   

本特別研究における主要課題のひとつとして，初年度から一貫して，航空機による風向・風速  

の測定法の開発を続けてきたが，60年度は，最終年度のまとめとして特に乱流変動成分の測定法  

の開発を行い，熱線風速計により10kHzのサンプリングによる測定を実施した。  

（2）広域大気汚染の動態観測   

57年度から3年間にわたって，関東地方から中部山岳地域に至る大規模な観測を実施し，その  

結果200km以上に及ぶ大気汚染物質の長距離輸送が存在することが分かった。上記の結果をさ  

らに詳しく解析することにより，長距離輸送を引き起こす局地風のメカニズムを解明した。特  

に，重力流としての海風の前線の進行とそれに伴う，地上での汚染物質濃度の変化の関係を見い  

だした。観測としては，長野県軽井沢において，酸性雨に関連した二次汚染物質の調査を実施し  

た。  

（3）大都市域の大気汚染の動態   

59年度に引き続き，札幌市を中心に都市気象と大気汚染の観測を実施した。今年度は，都市ス  

ケールでの汚染質の拡散機構を把握することを目的とし，都市境界層内の乱流観測とトレーサー  

実験を行った。  

（4）オゾンのバックグラウンド濃度測定   

58年6月から実施してきた，乗鞍岳山頂でのオゾン濃度の連続測定を，60年6月に打ち切っ  

た。この2年間にわたる記録の解析及び，周辺の低高度地域での常時監視データから，（i）成  

層圏から降下するオゾン量と（ii）地上発生源からのオゾンの寄与をある程度解明した。今後も  

引き続き測定を続ける必要があるので，60年7月から測定地点を約70km北方の八方尾根に移し  

て続行中である。  

（5）山岳地域の気流と大気拡散   

59年度に参加した米国ASCOT計画の共同観測のデータを用いて，夜間の大規模山風の中の  

乱れを詳しく解析した。その結果，大規模山風には2種類あり，そのフルード数が臨界値1を境  

にしてその内郡構造が全く異なったものになることを見いだし，理論的にもこれを裏付けた。  

〔発 表〕D2，3，6，41，49，C－40，d－17，19～23  

研究謙信 3）風洞予測手法の開発  

〔担当者〕小森 悟・植田洋匡・光本茂記・福山 力・金谷 健・竹下俊二・上原 清・山本一  

夫■・佐藤行成■・中島正基●・福井啓介■・長瀬洋一－（■客員研究員）  

〔内 容〕風洞や水槽を用いてシミュレートした局地風や，数種の局地風が重畳して形成された  

広域の複雑気流について，それらのダイナミックスを解明し，さらに，野外観測や数値実験結果  

と比較しながら相似律を検討し，最終的には大気汚染予測手法の一つとして，アナログ・シミュ  

レーション法を確立することを目的とする。  
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（1）山越え気流の中の拡散   

大型拡散風洞を用いて，米国環境保護庁（EPA）と共同で山越え気流とその中での拡散シミュ  

レーションを行った。特に，夜間接地逆転眉形成時には，気流は山を越えず，迂回して山腹に層  

状の高濃度大気汚染の帯が形成され，中立成層状態での山越え気流とは著しいフローパターンの  

変化のあることを示した。また，実測の濃度分布がわずかの風向のずれを除いて，野外観測の結  

果と非常に良く一致することを示して，山岳地域の大気汚染の風洞予測手法の妥当性を確認し  

た。  

（2）重力流   

海風，陸風，山風，谷風など，気圧傾度風の弱い場合に生じる局地風の基本的な流動形態は重  

力流である。前記の野外観測（米国ASCOT計画共同観測）で重力流にはそのフルード数の臨界  

値1を境にその内都債造が全く異なったものになることを示したが，本研究課題で室内実験と理  

論からその詳細を検討した。重力流内部では底面近傍での強いシヤーによりバースティング現象  

が起こり乱流が生成される。この乱流は通常の壁面乱流（三次元運動）と同じ性質を持っている  

が，この乱れが上方に拡散する際，重力流内部に形成される強い安定な密度成層により組織化さ  

れて上層では二次元的（平面的）な波状運動（内部重力流）に変化していく。その波長は重力流の高  

さ程度で，その周波数はプラント・バイサラ周波数に等しい。   

フルード数が1を越えると，重力流の上端部で周囲流体との間に大きな速度こう配が生じてシ  

ヤー・インスタビリティが生じ内部重力波は間欠的に崩壊する。この砕波時に新たな乱れが生  

じ，周囲流体のエントレインメントが起こる。このような2種類の重力流の機構を理論的に確認  

する一方，重力流内の拡散機構の定式化を行った。  

（3）複合内部境界層   

河川，湖沼，公開等地表面の温度条件及び表面粗度が流れ方向に変化するとき，内部境界層が  

形成される。本年度は，熱的に形成された内部境界層を風洞内にシミュレートし，内部境界層の  

発達過程とトレーサーガスの拡散過程を追跡した。一方，乱流モデルに基づく数値シミュレーシ  

ョンを行い，実測値を良く説明できることを示した。また，上空が安定成層で，下層に不安定層  

状態の内部境界層が発達するとき，下層には熱対流に伴って生じる二次流（縦渦列や多重細胞状  

渦）が形成されることを示し，これの内部構造を実験的に明らかにした。  

〔発 表〕D－7，8，42，d14，18  

研究課題 4）数値予測手法の開発  

〔担当者〕植田洋匡・若松伸司・小森 悟・光本茂記・鵜野伊津志・官等 武・秋元 肇・内藤  

正明・飯倉善和・廣崎昭太・松本幸雄・谷 一郎●・橋本英典●・尾添紘之－・北田  

敏廣事・水島二郎■（●客員研究貞）  

〔内 容〕大都市域，内陸・山岳地域，沿岸域を含めた広域の複雑地形について，種々の気象条  

件下での気流の予測と，広域気流中での汚染物質の輸送・蓄積・混合・変質・沈着・除去過程の  

予測を行うため，本研究では基礎理論の確立と物理的な数値モデルの開発を行う。   

一方，地上測定局のデータの統計的性質と物理的・科学的知見を基にして，大気汚染の統計予  

測モデルを開発することを目的とする。  

（1）物理予測モデル   

非静力学メゾスケール数値予測モデルを用いて，臨海地域に形成される熱的内部境界層の発達  

といぷし型の大気汚染現象をシミュレートし，その結果が風洞実験及び野外観測結果を良く説明  
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できることを示して実用モデルとしての有効性を確かめた。また，このモデルを混合，反応モデ  

ルと組み合わせて，沿道での自動車排ガス中のNOが反応してNO2に転換し拡散する過程をシ  

ミュレートし，野外実験との比較によりその有効性を確かめた。   

さらに，一様な安定成層状態にある静止大気層を地面から加熱したときに発達する非定常熱対  

流の発生とその構造に及ぼす成層効果を調べた。その結果，流体層の成層が強くなると，対流の  

発生時刻と対流の水平波数は増大することが予測され，実験と良い一致を示した。さらに，成層  

は，プライマリな対流渦の上に第2，弟3の渦を形成されるように働き，しかもそれらの渦の大  

きさや運動エネルギーは周期的な時間変化を示すことを見いだした。   

一方，オイラー型の三次元シミュレーションモデルを用いて光化学大気汚染の時間・空間分布  

を求め，得られた結果を航空機観測などのフィールドでの測定データと比較・検討した。   

関東地方においては海陸風循環や山谷夙により，汚染物質が長時間にわたり滞留する現象があ  

り，また夜間や早朝にかけては安定層より上の大気中に前日に生成された高濃度のオゾンが存在  

することが知られている。シミュレーション結果はこれらの現象を良く説明しており，大気汚染  

発生源と環境濃度の関連性を把握することができた。   

さらに，境界条件や気象パラメータが，濃度分布に及ぼす影響を検討し，垂直方向の拡散係数  

や，気流の立体分布が濃度場を決定する重要なパラメータであることを見いだした。  

（2）統計予測モデル   

甲信地域にオキシダント高濃度が発生する場合に限定して，関東，中部山岳地域の気象要素，  

大気汚染濃度の地上データの統計的性質を調べた。その結果，これらの地域で200km以上に及  

ぷ大気汚染の広域輸送の存在することを実証した。このとき甲信地方にはさらに大きなスケール  

を持つ内陸性低気圧が発生して沿岸地域に比べ6ミリバール程度も気圧が下がるために，太平  

洋，日本海側から海風が引き込まれて甲信地方でぷつかる。南関東からの汚染物質はこの気流に  

乗って運ばれるうちに反応してオキシダントを生成し，夜半同地域に達して高濃度をもたらすこ  

とが確認できた。  

〔発 表〕d－14，18，24，29～32  
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2．1．3 植物の大気環境浄化機能に関する研究   

〔研究担当部〕生物環境部：部長・生理生化学研究室・陸生生物生態研究室  

環境情報部：情報システム室  

技 術 部：生物施設管理室  

〔研究期間〕57～60年度  

〔研究概要〕本研究は，大気汚染環境の浄化を目的とじた緑地造成計画に対して有用な知見を提  

供することを目的とする。そこで，植物の大気汚染物質吸収能力や植物体内での解毒機能及び汚  

染ガス抵抗性などを明らかにして，大気環境浄化のために利用される植物の適性を明らかにする  

と共に，植物集団における汚染ガス吸収やガス抵抗性と環境条件との関係を解明して植生の大気  

環境浄化能力を評価するために，6研究課題を設定した。本研究に先だって実施された特別研究  

において，植物の種類によっては多量の汚染物質を体内に吸収していることが明らかにされた。  

さらに，植物は吸収した汚染ガスを解毒する能力をもち，汚染大気の浄化に貢献していることを  

示唆する基礎的知見が蓄積された。これらの成果を踏まえて，植物の大気汚染物質解毒機能の生  

化学的研究を進めると共に，植物の大気浄化能力と汚染ガス耐性，及びこれらの関係を評価する  

ための生理生化学的並びに生態学的手法の開発を，主として植物実験棟Ⅰにあるガス暴露施設を  

利用して進めた。一方，植物群落による大気浄化能を実験的に計測するための施設をほ場温室内  

に設置すると共に，植物実験棟ⅠⅠにある自然環境シミュレータの制御法を検討し，人工植物群落  

による汚染大気浄化の評価を行った。また，野外条件下に生育する植物による汚染ガス吸収とそ  

の生長への影響を調査し，併せて植物群落の浄化能力の画像診断システムを開発した。さらに，  

植物群落の成立過程並びに大気浄化能力を検討するための数学モデルの開発を進めた。   

細胞レベルにおける解毒機能について，主にNO2と0。について研究した。NO2の毒性は主  

に亜硝酸イオン（NO2－）によっていることが確認された。また，NO2暴露で植物の硝酸還元酵素  

活性が阻害されることが明らかになった。これは，植物体内に過剰のNO2▼が蓄積するのを免れ  

るための一種の防御機構であると思われる。0。による傷害の機構の一つとして，細胞の膜系を  

構成する脂質の代謝変化による膜の変性が明らかになった。また，03毒性に対する植物の抵抗  

性はアスコルビン酸等の生体内還元物質の含有量に依存していることが分かった。   

各稜草本植物や木本植物について，ガス吸収を支配する気孔開産ヒ光条件の変化ヒの関係を調  

べるとともに，植物の潜在的ガス吸収能力を評価した。植物個体当たりの汚染ガス吸収量は植物  

体の大きさや全案面積にほぼ比例したが，葉面積当たりの吸収速度は葉齢などのほか植物種によ  

って異なっていた。木本植物のガス吸収能力は概して落葉樹の方が常緑樹より高かった。また，  

汚染ガス吸収能の推定のために“熱赤外画像計測法”や“15N希釈法’’を開発あるいは検討し，  

種々の草本・木本植物のガス吸収能力を推定した。特に，“熟赤外画像計測法”では，植物群落  

の浄化能力の診断が可能になった。また，“15N希釈法”により，NO2吸収への培地の窒素レベ  

ルの影響を調べ，培地に十分の窒素があっても植物は多量にNO2を吸収することが分かった。   

SO2やNO2による植物の障害は気孔を通したガスの吸収速度・吸収量むこ依存しているが，0。  

による障害は吸収量によらないことが明らかになった。汚染ガス暴露に伴う教程植物の光合成，  

生長の変化を調べた結果，ガス暴露により特に根の生長及び機能が損傷を受けること，また，ガ  

ス暴露時に植物の構造的適応作用が機能して，ガス暴露による相対生長率の低下が軽減されると  
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いう，ある種の補償作用の存在することが示された。   

植物群落のガス吸収について，自然環境シミュレータ内に人工群落を育成して測定した結果，  

植物群落のガス吸収が主として群落上層部で行われること，ソルガム群落（C4型植物）のガス吸  

収能力がキク群落（C。型植物）と比べて同一葉面積密度で1／5程度と低いことが明らかとなった。  

また，自然環境シミュレータの気流速度成層設定装置の自動制御のためのマニピュレータの開発  

をすすめると共に，植生の汚染ガスに対する諸反応を評価するための画像計測システムの開発を  

進めた。一方，新宿御苑などにおいて，植生の汚染大気浄化能力を調査し，植生により大気浄化  

が行われていることを証明した。生物指標による植生の大気浄化能力の評価法として，従来使用  

されてきたプリオメータ装置の改良を進めるとともに，指標植物となる辞苔類の生育試験により  

被験植物としての適性を検討し，野外において浄化室に比べて非浄化室の辞首類の生長が阻害さ  

れることを示した。   

植生の大気浄化能力の総合評価法の開発について航空写真を画像解析した結果をもとに植生遷  

移経過を示すシミュレーションモデルの開発を進めると共に，植生のガス吸収能評価のための数  

学モデルの開発のために，植物のみならず，土壌，水，木材等によるガス収着の速度などの基礎  

データを取った。   

非破壊で植物の光合成機能を画像計測するためのクロロフィル螢光測定装置や，葉面の個々の  

気孔の運動を連続的に観測する遠隔操作の光学顕微鏡システムを開発し，大気汚染物質による生  

理機能変化を計測するのに有効であることを示した。  

研究課題1）植物の大気汚染隻の解毒機能に関する研究  

〔担当者〕菅原 淳・近藤姫朗・田中 浄・島崎研一郎・竹内裕一・榊 剛・佐治 光・滝本道  

明■・山田晃弘事・杉山達夫■・藤伊 正－・庄野邦彦■・和田正三■・長田敏行●  

・鈴木 彰■・伊藤 繁■・大森正之■・高橋正昭い・内宮博文■（■客貞研究員）  

〔内 容〕植物の汚染ガス解毒機能を解明するためには，植物の生理機能に対する汚染ガスの影  

響を詳細に検討するとともに，障害に関与する毒物及び毒物の生成・蓄横機構を明らかにする必  

要がある。   

植物のNO2障害について以下の結果が得られた。（1）明条件下よりも暗条件下でNO2暴露  

したものの方が被害が大きく，障害と亜硝酸イオン（NO2‾）の秦内蓄積とが関連していることが  

示唆された。（2）NO2に強いホウレンソウと弱いインゲンのNO2‾の代謝を比較したところ，  

NO2‾除去能がホウレンソウの方が大きく，これが抵抗性と関連していることが示された。  

（3）NO2の水溶液をホウレンソウ菓とインゲン葉に与えたところ，光照射によりクロロフィ  

ルの分解が観察され，また，その分解の度合はインゲンの方が大きく，NO。‾が毒物として作用  

していることが確認された。NO2と同時に活性酸素の消去剤を共存させると，クロロフィルの  

分解が一部抑えられ，NO2毒性への活性酸素の関与が示された。   

植物の窒素代謝に対するNO2ガスの影響を検討したところ，NO2ガス暴露により硝酸還元酵  

素の光による誘導が抑制されることが明らかになった。この結果は，植物細胞における通常の窒  

素代謝とNO2ガスに由来する毒性の強いNOコ‾が，細胞内に過剰に生成・蓄積するのを防止す  

るために，植物は巧みな調節機構を有していることを示していると考えられる。   

植物の03解毒機能を明らかにするためには，植物体内に吸収された0。の春作用を解明しな  

ければならない。従来の研究から，細胞の膜系が0。による初期障害部位であることが指摘され  

ているので，0。による細胞膜脂質への影響について研究を進め，以下の結果を得た。（1）植  
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物を03に暴露すると，可視傷害が見られる以前に，葉緑体膜を構成する糖脂質含量が大きく減  

少したが，他の細胞膜系の脂質成分はほとんど変化しなかった。（2）03に暴露した薫から単  

離した，糖脂質含量の低下した葉緑体は，光照射によって容易に色素が分解した。（3）数種植  

物を0。に暴露したところ，葉緑体の糖脂質減少の程度が大きいほど，色素破壊による可視吾が  

甚大であった。これらの結果から，Olによる植物傷害の一つは葉緑体膜の糖脂質の減少であり，  

この代謝変化の起こりにくい植物種は0。に対し抵抗性をもち，Oaの解毒能が高い植物種である  

可能性が高い。   

高等植物の0ユ耐性は植物体自身が含有している還元物質（アスコルピン酸と還元型グルタチ  

オン）の量と密接な関係があることを示した。また，植物に可視害を与えない程度の低濃度0ユ  

に接触したホウレンソウにおいて，活性酸素の一種である過酸化水素を解毒除去する酵素である  
アスコルビン酸パーオキシダーゼの誘導が見られた。他の活性酸素防御系であるスーパーオキシ  

ド ジスムターゼやグルタチオン還元酵素には目立った変化はなかった。この結果は低濃度03  

接触時，植物葉緑体に過酸化水素が蓄積し，これがアスコルビン酸パーオキンダーゼの誘導の引  

き金になったことを示している。  

〔発 表〕H－7，・15，h－15  

研究課題 2）植物の大気汚染質吸収能に関する研究  

【担当者〕近藤矩朗・戸塚 績・古川昭雄・岡野邦夫・伊藤 治・名取俊樹・相賀一郎・大政謙  

次・安保文彰・藤沼康実・町田 孝・庄野邦彦－・鈴木 隆■・佐藤秋生●（●客員  

研究員）  

〔内 容〕植物のNO2吸収能に関して以下の結果を得た。（1）マメ科作物の空中窒素固定量  

の推定に使われている“15N希釈法”は，比較的長期間にわたる植物の大気NO2吸収能力を定  

量的に評価するために有効であった。（2）低濃度NOz暴露の場合，NO2吸収速度に培地窒素  

レベルの影響は認められなかったが，高濃度NO2の場合，窒素欠乏区では他区より低いNO2吸  

収速度を示した。また，培地に十分量の窒素が存在する場合でも，大気中NO2を気孔から多量  

に吸収することが分かった。（3）8種類の草本植物のNO2吸収能を比較すると，個体当たり  

のNO2吸収量は植物体の大きさや全案面積にほぼ比例し，葉面積当たりのNO2吸収速度はヒマ  

ワリやハッカダイコンで大きく，トウモロコシやソルガムで小さかった。また，吸収速度の大き  

い植物はNO2暴露による生長影響を受けやすい傾向があった。（4）9種類の木本植物のNO2  

吸収能を比較し，吸収速度の大きい樹種として，ポプラ，キョウチタトウ，ケヤキなどが見つか  

った。いずれの樹種でも0，3ppmNO2による生長影響は見られなかったが，これに0．1pprnO，を  

混合した場合，吸収速度の大きい樹種は顕著な生長阻害を受けた。（5）イネの葉に吸収された  

NO2は速やかにアミノ酸にまで同化され，大部分はその葉のタンパク質に取り込まれるが，一  

部は光合成産物と共に新根や新案などの生長部位へ転流した。NO2吸収速度は若い葉ほど大き  

く，老化した葉ほど，吸収されたNO2Nがタンパク質に取り込まれる割合が低下し，他部位へ  

転流する割合が高まった。末展開の若い葉に吸収されたNOz－Nは，その葉の展開が完了するま  

ではほとんど他部位へ転流しなかった。   

7種の木本植物の蒸散速度に対する0．1ppmのSO2，NO2，0。の2種混合ガスの影響を調べ  

ると，抵抗性種のキョウテクトウとマサキは混合ガスに対して直ちに気孔を閉じた。   

SO2に抵抗性のイタドリに比較的高濃度のSO2，03を与えると，SO2に対しては直ちに気孔  

が閉じ，SO2暴露停止により素早く回復したが，0。に対しては反応が極めて鈍かった。  
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植物の大気汚染質吸収能を決めている気孔圃度は種々の槽物ホルモンによって制御されてい  

る。SO2暴露により植物ホルモンのオーキシン含有量が増加することを見いだし，大気汚染質暴  

露による気孔の複雑な開閉運動を理解するための糸口となりうることを示した。   

通常の生育状態で気孔を観察できる遠隔操作の光学顕微計測システムを開発し，植物の汚染ガ  

ス吸収と気孔反応との因果関係の解明に適用した。   

都市に生育している樹種の潜在大気浄化能力を調べるため，典型的な街路樹種8種の0き吸収  

速度を測定した結果，概して常緑樹の気孔拡散抵抗は落葉樹のそれよりも高く，0き吸収能力が  

低かった。これらの中で，サクラが最も03吸収速度が高く，光強度の上昇と共に吸収速度が増  

加したが，暗所においても0。の吸収が観察された。   

気孔コンダクタンスをポロメータ法によって，野外条件下で調査した結果から選抜した約20種  

の樹木について，大気汚染質の暴露による気孔コンダクタンスの変化や，大気汚染質暴露による  

可視障害の発現程度を室内実験で調査し，それら広葉樹木の大気汚染質吸収能に閲した特性衰を  

作成した。  

〔発 表〕k－10，H－4，ト1，h－4，5，8，9，ト3～8  

研究課題 3）植生の大気汚染貿抵抗性に関する研究  

〔担当者〕戸塚 績・古川昭雄・岡野邦夫・伊藤 治・相賀一郎・大政謙次・安保文彰・藤沼康  

実・町田 孝・松本 茂・清水 明・岩城英夫象・佐藤秋生■・竹葉 剛■・巽 二  

郎■・三宅 博●・青山莞爾◆・橋本 康■・原 退屈∵・鹿野快男■・米谷俊彦■  

（◆客員研究員）  

〔内 容）可視障害及び光合成低下の不可視障害の発現度合によって比較した03抵抗性の植物  

種間差並びに品種間差はいずれも0。吸収量によらなかった。また，CO2濃度が高まると0。に  

よる光合成阻害が摩滅されることが判明した。   

インゲンマメ葉中の糖含有量はOa処理によって増大した。一方，蒸散速度とデンプン含有量  

は03処理により減少し，両者の間に比較的良い正の相関関係が認められた。このことはデンプ  

ンの蓄積が光合成を介して気孔の開閉と一定の関係にあり，デンプンの蓄積量を光合成活性を表  

す一指標として利用できる可能性を示唆している。   

0。処理による植物葉微細構造の変化を経時的に電子療徴鏡観察した。0．1，0．2ppmO。の48時  

間処理によってホウレンソウ棄の葉緑体チラコイドの膨潤が起き，処理停止後回復することが観  

察されたが，細胞膜を破壊されたチラコイドの回復は見られなかった。   

植物の生長に対する大気汚染質の影響について，次のような結果を得た。（1）0。やNO2に  

春雷すると，同化器官の葉に比べ，非同化器官の根や茎の生長が著しく抑制された。大気汚染質  

暴露により純同化率は低下するが，菓面積比は上昇するため，相対生長率は比較的高く維持され  

ることが分かった。（2）大気汚染質暴露により光合成速度が低下すると，根や茎の生長を犠牲  

にし，新薬の展開を優先する方向へと光合成産物の分配パターンが変化することを1ユCトレーサ  

ー実験により見いだした。また，根に光合成産物を供給している下位実は汚染ガスの影響を強く  

受けた。（3）栄養生長期のイネは03泰盛により，新根の発生と伸長が強く抑制された。ま  

た，根の窒素吸収活性も低下した。   

植物の大気汚染質抵抗性に対する大気汚染質の暴露方法や他の環境要因の影響について検討し  

た。栄養生長期のハッカダイコンを低濃度の0。及びSOzの複合で長期間暴露したところ，相対  

生長率に対する阻害率はどの生育段階でもほぼ一定であった。また，24時間連続暴露と昼間のみ  
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暴露の2区に分けたところ，24時間連続区の方が昼間区より大幅に乾物生長が阻害された。水ス  

トレスを受けた経験のある植物は，ガス暴蒔による可視障害の発現程度が減少したが，その原因  

は水ストレスの影響が気孔開閉機能に残っているためであることが分かった。   

植物の害徴発現度を画像解析法によって評価する際に必要な植物の分光反射，透過，吸収の各  

特性を野外で解析するためのスペクトロラジオアナライザーを開発した。また，野外で植物群落  

の生育や可視障害などを計測するためのTVカメラを用いたマルチスペクトル画像計測システ  

ムを開発した。   

植物の光合成活性の指標であるクロロフィル螢光を画像計測するための装置を開発し，汚染ガ  

スに対する植物の光合成機能の変化を調べた。  

〔発 表〕k－10，H－3，h－6，7，i－4～9，25，26  

研究課領 4）植生の大気汚染質吸収に関する研究  

〔担当者〕戸塚 績・古川昭雄・岡野邦夫・伊藤 治・可知直毅・清水英幸・相賀一郎・大政謙  

次・安保文彰・藤沼康実・松本 茂・町田 孝・及川武久≠・岩月善之助－・佐藤秋生●・  

青木正敏■・相原敬次∵・矢吹万寿●・橋本 康●・原薗芳信●・長野敏美●・沢田信一－  

（■客員研究員）  

〔内 容〕植生による大気浄化能を評価するために，新宿御苑において70か所のNO2濃度を季  

節別に測定した。御苑内部のNO2及び植物に吸収されにくいNOの濃度は周辺部よりも低かっ  

たが，NO2濃度の低下の方が著しかった。また，御苑内のNOz濃度の減少は冬期よりも，植物  

のガス吸収活性が高い夏期に著しかった。平塚市八幡山公園においても同様の測定を行い，夏期  

における植生内でのNO2濃度の減衰は冬期よりも高く，植生の大気浄化に果たす役割が大きい  

ことが判明した。また，道路際の緑地帯を形成している街路樹は，道路からの粉じんを吸着除去  

し，エアーフィルターとして有効なことが分かった。   

植生の大気汚染質の吸収の特性を調べるために自然環境シミュレータの制御法を確立する必要  

があり，次のような研究を行った。（1）自然環境シミュレータに設置する土壌ユニットを試作  

し，土中の温度成層制御の方法について検討した。また，土壌水分環境を制御する手法を開発す  

るために，土壌ユニットにおける水分分布の変化を理論的に解析した。（2）熱線風速計やスベ  

タトロアナライザと計算機を組み合わせた気流解析システムを開発し，自然環境シミュレータ内  

の植物群落内気流の解析を行った。（3）自然環境シミュレータの速度成層装置の自動制御のた  

めのマニピュレータを開発した。そして，シミュレータ内の群落微気象を支配する主要因である  

気流を速度成層装置を用いて調節する手法の開発を進め，群落そ観察される気流のプロファイル  

を短い吹走距離で作ることができた。さらに，温湿度，ガス，光その他の群落微気象の解析を行  

った。   

大気の0。濃度はガス吸収が最も盛んな群落表面で顕著に低下し，群落上の光強度が増大する  

につれて群落内での0，減衰量は増大した。0ユ減衰量は葉面積密度が等しいときでもキク群落の  

方がソルガム群落の約5倍高かった。群落構成種による差異は葉面における気孔拡散抵抗の差異  

によっていた。   

熱赤外画像計測によるガス吸収量評価法を開発するために，実験ほ場において植生の温度分布  

の変化を測定し，日射，温湿度，風速などの気象要因との関係を検討した。その結果，熱赤外画  

像計測法が野外での植物群落の浄化能力の診断に有効であることが分かった。   

植物群落のガス吸収量に関する広域調査のために，リモートセンシング手法により群落葉面積  
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指数を推定する方法を検討し，植物群落表面における800nm（Nl）と660nm（R）の分光反射率（そ  

れぞれrNI，rRと略称）比γNIルRが棄面積指数の推定に適していることが確認された。   

臨海工業地帯に隣接した水田及び裸地で熱収支法によりSOヱ，NO2，03の収着量を測定し，  

植物群落のガス収着量が裸地のそれと比較して著しく高いことを明らかにした。   

埴生による大気汚染質吸収を評価するための植物計として，小型の浄化非浄化室をもつツイ  

ンチャンバーを製作し，大気汚染質の辞苔類植物の生長に対する影響を調べた。浄化室に比べ，  

非浄化室で生育した許否類植物の生長，分枝等が，0．05ppmSO2，0．1ppmNO2，0，1ppmO3の  

混合暴露で影響を受けた。また，野外実験でも浄化室に比べ非浄化室で爵苔類の生長が阻害され  

た。  

〔発 表〕h－19，29，i－30  

研究課題 5）植生の成立過程に関する研究  

〔担当者〕戸塚 績・可知直毅・安岡善文・鈴木啓祐♯（■客員研究員）  

〔内 容〕植生遷移に伴う大気浄化能力の経年変化を評価するための基礎となる植生の成立過程  

をシミュレートする確率モデルを開発することを目的として以下の実験を行った。   

別団地ほ場の植生回復観察ほ場（70mX30m）において，アカマツ林伐採後5年間の植生遷移の  

過程（各植生区分の相対傑占度，分散構造の経年変化）を毎年夏期に撮影したマルチバンド航空写  

真を画像処理によって読み取った。そのデータに基づき，植生遷移をシミニLレートするためのマ  

ルコフ連鎖モデルを開発した。その結果，マツ林伐採後の植生遷移は，場所ごとに植生の遷移確  

率が異なる非定常マ／レコフ過程であることが示唆された。さらに，植生の二次元パターンの変化  

をシミュレートできる競争型確率モデルを開発し，伐採後のアズマネザサと陽樹（ヌルデ）の消長  

に与える両種の初期分布の影響を，種聞及び種内競争を考慮したシミュレーションモデルによっ  

て解析した。その結果，種間競争に弱い種は短期間に裸地を占有しなければならず，そのために  

は初期分布を集中させるよりランダムにした方がよいことが示された。  

〔発 表〕ト12  

研究課題 6）植生の大気浄化力の総合評価に関する研究  

〔旭当者〕戸塚 績・名取俊樹・相賀一郎・大政謙次・安保文彰・及川武久★（－客員研究員）  

〔内 容〕植物群落のガス吸収能評価モデルの開発に関連して，拡散モデルを用いて，植物群落  

の幾何学的構造がガス吸収に及ぼす影響を検討した。一方，単葉のガス吸収に関する資料をもと  

にした群落のガス吸収量評価モデルの開発を進めた。   

また，野外での汚染ガス浄化量の予測モデルを開発するために，SO2，NO2，0。などについ  

て，植物葉だけでなく。土壌，淡水，海水，木材，その他の材質のガス収者速度を測定し，拡散  

モデルのパラメータを求めた。  

〔発 表〕i－1，2  
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2．1．4 海域における赤潮発生のモデル化に関する研究   

〔研究担当部〕水質土壌環境部：部長・海洋環境研究室・陸水環境研究室  

環境情報部：情報システム室  

計測技術部：分析室  

臨湖実験施設  

〔研究期間〕57′－60年度  

〔研究概要〕赤潮現象は一次生産者である藻類の大発生という現象だけでなく，藻類の特定種に  

よる場の独占状態という特徴的なものであり，ただ単に一次生産者の生産力を上げる要因は何か  

という命題だけでは理解できないものである。さらに赤潮発生に至るまでの環境形成の過程に  

は，海洋物理学的，地球化学的な諸現象が複雑に関与している。このため広範な学際的知識の集  

積が重要であり，理論・実験・現場観測など総合的に研究を推進する必要がある。本特別研究に  

おし－ては，室内マイクロコズムの使用による赤潮ベン毛藻の日周鉛直移動とその生態的意義及び  

集積分布構造の解明，生活史の解析，AGP（藻類潜在能力，Algae Growth Potential）試験法の  

基礎技術の確立を試みた。さらに海域の富栄養化現象や赤潮発生現象を海域の生態系変遷の中で  

とらえ，赤潮発生の物理的・化学的・生物的過程の解明と現場海域での実証結果を総合的に解析  

し，赤潮発生過程のモデル化を目的ヒした。   

赤潮発生海域は汽水域・沿岸域であり，これらの水域をAGPの手法で評価することは多くの  

情報が得られることから大変重要なものと考えられる。塩分濃度が大きく変化する汽水域での  

AGP測定は，まず塩分濃度を把握した上で藻類種を選択する必要がある。広塩分性を持つ  

Chlorelh7Sp．がAGP藻類として最適であることを見いだし，汽水域でのAGP法を確立した。   

室内マイクロコズムの完成によりベン毛藻の日周鉛直移動と細胞分裂の関連が明らかになっ  

た。さらに大量のサンプリングが可能なことから藻類生体内での炭素量・窒素量・リン量のみな  

らず微量金属（30元素），リン代謝産物等の計測を行うことが可能となった。特にNMR計測が  

可能になったことにより，藻類のリン代謝過程，炭素代謝過程等の生理代謝過程を詳細に追跡す  

ることが可能になったことば赤潮研究にとって大きな進歩となった。   

室内培養実験により赤潮藻類種（特にC．α乃如〟α）の増殖に及ぼす環境因子（水温・塩分・pH・  

栄養塩類・微量金属・キレート剤・ビタミン類・等）の影響が明らかになった。さらに栄養塩類摂  

取と増殖についての動力学解析が行われ，基礎的知見の整理がなされた。このことは本種の発生  

過程のモデル化に大きく貢献した。   

室内培養実験のみではその発生過程の検証には不十分であり，赤潮発生現場である家島におい  

て長期連続観測並びに現場培養実験を行った。培養株C．α氾軸Mを用いて，現場海水の増殖評  

価実験を行った。特に近年の播磨灘においてはリン・窒素が増殖制限因子であったことを明らか  

にした。   

赤潮発生海域の多くは閉鎖海域であり，海水交換の悪さが宵栄養化と赤潮発生をもたらすと考  

えられる。沿岸域での海水交換は主に塩分・水温に基づく密度流によって支配されており，無次  

元鉛直積分流量はフラックス・レイノルズ数Re，（＝表面熱フラックス，湾長，湾深度，動粘性  

係数の関数として表現される）のみの関数として表現されることを明らかにした。また鉛直循環  

流数値モデルを作成し，実測データとの検証を行った。  
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現場海域条件下での藻類増殖過程を明らかにするため透析培養装置（現場マイクロコズム）を完  

成させた。特に成層構造の卓越した家島で，培養株〟d勉励血の日周鉛直移動による底層で  

の栄養塩摂取とその生態的意義を現場実験により明らかにした。   

シャツトネラ赤潮発生現場である家島での現場実験結果に基づき，シャツトネラ赤潮発生過程  

のモデル化を行った。特に栄養塩摂取と増殖，日周鉛直移動については実験データとの検証を行  

い得た。しかし，捕食，他藻種類との楼閣競合，等は検証を行い得ずにいる。このためシャツト  

ネラ単一種についてのモデル化が完成した。今後継続して研究を続ける予定である。  

研究課題1）増殖指標による富栄養化と赤潮発生の評価  

〔担当者〕須藤隆一・矢木修身・稲森悠平・細見正明・稲葉一穂・稲垣典子  

〔内 容〕全国各地の汽水域における水質汚濁の進行が問題となっているが，塩分濃度の低い水  

域においても，AGPによる富栄養化の評価は多くの情報が得られることから，大変有用なもの  

と考えられる。汽水性の藻類を用いるAGPについてはこれまでにほとんど検討がなされていな  

いため，手法の確立を目指すと同時に汽水域の底泥の評価法についても検討を加えた。   

汽水域より分離したCゐわ柁J由sp．並びに瀬戸内海より分離した朗gJgわ乃g〝招CO5地上〟∽及び淡  

水性の〟言cγりり唱ぬαg，7留吉邦OSα，傭c和り岱め′伽5－βq〟αgを用いて塩分の増殖に及ぼす影響並びに  

AGPの測定を行った。M aeruginosaの場合，塩素イオン濃度が900mg／l以下では比増殖濃度  

（jL）が0，45／dであったが，1，200mg／lでJL＝0・30／dと阻害が認められ1，800mg／l以上となると  

増殖は停止した。〟ノわざ仇須〟柁は塩分に対し〟∴服明如瑚郎よりはやや高しゝ耐性を示し，  

1，800mg／J以下ではAGP測定用として十分使用できたが，3，000mg／‖よ上となると阻害を受  

けた。汽水性のCJzわ柁J由sp．は塩素イオンが低濃度から高濃度と幅広い範囲で高い〟を示した  

が，5．co5おJ以∽は5，000mg／J以下では増殖の阻害が認められた。中海のAGP値は，ろ過法で  

5～15mg／Jの範囲であった。   

また〃αβγ喝∫乃∂5α，〟ル5明鱒据を用いて希釈法により塩分を低下させ中海のAGPを測  

定したところ，5～10倍希釈で，〟∴Ⅳ叩か那闇は30．1mg／J，∬舟5α須牝托は49．7mg／Jを示  

し，かなり高いAGP値を示した。   

底泥のAGPへの帰与を調べるため底泥抽出水のAGPを測定した。その結果Chlore／klSp・，  

のcわfg地sp．を用いたところ，底泥は1g当たり3～6mgの藻類を増殖させる能力を有して  

いた。  

研究課題 2）赤潮発生生態系の物理的・化学的・生物的過程の解析  

〔担当者〕渡辺正孝・渡辺 信・原島 省・木幡邦男・中村泰男・宮崎忠国・安岡善文  

〔内 容〕（1）増殖・集積特性の解析   

瀬戸内海などで赤潮を形成するベン毛藻である丑虚m海間α加齢加伽及びCゐα肋〝gJ由  

∽如Ⅷをマイクロコズム（容量1m3）にて培養して，増殖・集積特性を解析した。〃∴戎“鋸肌  

やC．の正和裾は温風塩分成層の発達した海域で，日周鉛直移動しながら増殖する。藻類が光  

合成を行うのに必要な光エネルギーは海域の表層と底層では大きく異なり，したがって，赤潮ベ  

ン毛藻が受ける光エネルギーは日周期的に大きく変化する。本研究では，このような環境で赤潮  

ベン毛藻の増殖を推定するためのモデルを作成し，マイクロコズム内で培善した結果に適用し検  

証した。   

マイクロコズム内では，平均照度が，124．88〟Em－2s－1の2回，月∴成那加肌の培養実験を行  
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った。この実験結果とモデル式を用いて計算した結果は良く一致した。培養の後期では正  

成那加肌の細胞自身による光吸収や陰影効果で照度が減じ，増殖が遅くなる。この点と，入射  

光の異なる2実験を同一のモデルで良く再現できたことで，モデ／レの妥当性が検証できた。この  

実験で3時間ごとの連続測定を75時間にわたって行った。実験期間に得られた一細胞当たり炭素  
含有量の日変化から，細胞当たりの炭素含有量は明期に光合成により増加するが，光制限下では  

制限でない場合に比べ増加の割合が小さくなることが明らかになった。このことが光制限下で増  

殖が遅くなる原因であろう。このとき，炭素に関する最小細胞分配数と同等の量は，約110pg・  

cell‾1と求められた。   

マイクロコズム内に〟二仇転が流肌の培養を初期リン濃度1．叫Mにて行い，培養後9日目にリ  

ン欠乏状態になった時点でリン添加実験を行い，〃∴戒心巌机によるリン中間体の形成・リン  

代謝過程をNMRを用いて行った。リン欠乏状態ではP cellquotaは最小値を示しており，無  

機リン，リンマンナンが主なる生体内リンであった。明斯でのリン添加と共に，急激なリン取り  

込みが起こり，糖リン蘭塩，ATP，AI）P，pOlyphosphate（縮合リン酸塩）の形成が計測された。  

特にpolyphosphateはその鎖の長さを長くすることにより（約20程度）リン蓄積を行っていくこ  

とが判明した。なお本実験においては抽出法，intact計測法とも行ったが，約60％の抽出率であ  

った。さらに未抽出物のほとんピはリンマンナンであった。   

マイクロコズム内に初期リン濃度を1／JMに調整し，月∴通が最狛の培養を行った。培地中の  

リンが完全に欠乏した状態で曝気を停止し，〃．成舶砧仰Cellを上層に集積させた。下層より  

100J培地を除去し，等量のリン添加培地で塩分濃度がやや高い培地を導入し，マイクロコズム  

内に水温・塩分・リンの安定な鉛直分布を形成し，夏場の海域に見られる成層構造を再現した。  

このような条件下で4日間培養を行い，それぞれ13：00と23：00に鉛直5点にてサンプリングを  

行った。〃∴通が扉肌は日周鉛直移動により降下し，夜間リンを摂取することが判明した。ま  

たNMR計測により夜間リンを摂取後，十分なエネルギーがある場合はpolyphosphate（縮合リ  

ン酸塩）を形成することができるが，エネルギーが十分でない場合は無機リンのままであり，表  

層に集積する明斯にPOlyphosphateを形成することが明らかとなった。pOlyphosphate形成は  

リン蓄積のみならずエネルギー蓄積としての役割も持っていることが判明した。  

（2）生態系群集構造の実験的解析  

1984，85年夏，瀬戸内海家島において，C／zα′わ邦gJ由α乃軸M赤潮発生機構解明のための水質  

調査並びに現場海水を用いたC．肌萌礪の連続培養実験（希釈率＝0．5d‾りを行った。  

i）両年とも調査斯間中水温・塩分・照度・pHは，C．∽両脚増殖の好適範囲にあったが，  

C．の沈和服赤潮は発生しなかった。また他の植物プランクトンによる赤潮も発生しなかった。  

ii）両年とも栄養塩濃度は低く0～10m層では，PO43‾は0．1JJM以下，NH‡，NO言は1FLM  

以下であった。  

iii）表層～5m層の海水を用いた連続増養実験では，両年とも窒素（NHi＋NO盲），リン  

（PO43‾）を海水に同時に添加することではじめて速やかな増殖（70．5d▼1）が認められた。一方C．  

朗擁Ⅷの増殖に必須であるビタミンB12を海水に添加しても，増殖速度は極めて低かった（く  

0，2d‾1）。  

iv）以上の結果から両年とも，家島周辺の表層海水は窒素・リンが増殖速度の制限因子となっ  

ており，B12は制限因子となっていなかったことが推定された。また，上記連続培養結果は，実  

験室系で得られた栄養塩摂取・増殖の動力学と現場栄賛塩濃度から予想される結果と矛盾しない  

ものであった。  

l：1・l   



（3）熱力学モデルを用いた微量元素の溶存状態の推定   

赤潮生物C／∽地刀e肋α〃如渥の嗣イオンによる阻害を人工培地で用いて検討し，以下の結果  

を得た。  

i）C．綱毎肌は嗣による増殖阻害が生じても対数的に増殖を行う。増殖速度が嗣によって低下  

しても細胞の肥大・摩小化は起こらない。  

ii）銅による阻害，及びキレ一夕ーの添カロによる阻害からの回復は可逆的であり，しかも，そ  

のタイムスケールは＜1dであり速やかである。  

iji）鋼による増殖阻害は他の植物プランクトンと同様全銅濃度によるのではなく，銅イオン濃  

度（ないしは無機態の鋼の量）に直接依存している。増殖速度（〟）は鋼イオン酒量（a。。）の一価関  

数として，以下の式で記述された。  

・．i  

ただし〟m已X＝0．63d1，K＝2，4×1020molZ・J2  

（1）式から増殖の半阻害（〟＝〟。8ズ／2）を与えるa。∪は，10】仇2Mであり，これは他の植物プラ  

ンクトンで報告されている値に比べ小さく，本種は鋼イオンに対して感受性の高い種であること  

が推定された。  

iv）C．α〃軸M赤潮頻発海域である瀬戸内海のa。。は，海水中の鋼が無機イオンのみと平衡に  

あると仮定すると～1010M程度であることが推定される。これはC，α〃軸Mの増殖速度を著し  

く変化させる濃度である。したがって，海域での鋼イオンの消長がC．α〝擁〝α赤潮発生のオン  

オフスイッチとして働いている可能性が示唆された。  

（4）赤潮発生海域の流動特性の解析   

内湾における鉛直循環流パターンの年変化を調べるため，熱塩過程を陽に表現する数値シミュ  

レーションを行った。対象とした海域は岩手県の大船渡湾である。方程式系は水温・塩分の移流  

拡散方程式・水温・塩分に依存する海水の状態方程式，及び海水の密度分布を駆動力とする運動  

方程式からなる。秋期の水温，塩分分布を初期条件とし気象要素から得られた海面熟フラック  

ス，河川流入量及び外洋の水温・塩分の時空間内挿値を境界条件として与え，時間積分を行っ  

た。その結果，年間を通じて，緩～弱混合エスナャリー型の塩分分布と，上層で外掛こ流出し，  

中層で外洋から流入する塑の鉛直循環流が再現された。この鉛直循環流は，外洋と内湾の海水交  

換において100〔t．s1〕程度の寄与をもち，その量は河川流入量（数t．s1）の規模よりはるかに大  

きいことが分かった。また，鉛直循環は，河川流入による浮力負荷の他に，外洋の水温の上昇に  

よる浮力負荷によっても形成されることが確認された。   

以上の数値シミュレーション実験のほかに内湾密度流実験装置を用いて，熱塩循環流に関する  

流体力学的実験を行った。その結果，数値シミュレーションに表現された特性が物理的実体によ  

っても表現されることが確認できた。  

〔発 表）E－49，50，76，77，e－42，43，67，68，71，72，101～105   

研究課題 3）現場型マイクロコズムによる赤潮発生生態系の解析  

〔担当者）渡辺正孝・渡辺 信・原島 省・木幡邦男・中村泰男  

〔内 容〕現場海域条件（水温・塩分・照度・栄葦塩類）のもとでの藻類の増殖過程を解析する目  

的で透析培養装置（現場型マイクロコズム，容量1J）を作成した。本装置は内部の藻類は外部に  

漏れず，また外部からの他藻類種や動物プランクトンの混入をもたらさない。昭和60年7月末～  
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8月中頃にかけて，水温・塩分・栄養埴の成層構造が卓越する家島において培養株月∴諦揖尤■一  

己〃〃の日周鉛直移動実験と増殖実験を行った。現場海域は約7m深において曜闇が発達してお  

り，上層では窒素・リンともに増殖制限となり得る程低濃度（PO43‾は0．1J‘M以下，NH4＋・  

NO√は1／‘M以下）であった。培養株片β々がゐ加0を現場型マイクロコズムに接種し（初期値  

は約100cells／m～程度）5日間の現場培養を行った。すなわち①場型マイクロコズムを上層設  

置（0．5m深さ），②現場型マイクロコズムを昼間上層設置（0▲5m深さ）夜間底層設置（15m深  

さ）の2ケース行った。ケース②の夜間設置深さは月二d払通有仰の遊泳速度が約1．Om／hから見  

て適当と考えられる。ケース①は増殖を示さず，個体数は初期値のままであった。ケース②は平  

均〟＝0．7d▲1で増殖を行った。これより〟＝油頭痛仰の日周鉛直移動の個体群増加に占める生  

態的意義が現場海域において初めて確認された。  

〔発 表〕e－67  

研究課題 4）赤潮発生生態系のモデル化  

〔担当者〕渡辺正孝・渡辺 倍・原島 省・木幡邦男・中村泰男  

〔内 容〕室内培養実験によりCゐα地相gJ由α邦軸〟αのPO4－P，NH4－N，NO3－Nの取り込みは  

Micbaelis－Menten式，増殖速度は細胞分裂開始直前の細胞内窒素含量の関数として，いわゆる  

Droopの式で記述できる。さらに増殖速度は水温塩分，照度の関数として記述を行った。マ  

イクロコズム培養実験により，日周鉛直移動は鉛直一次元移動方程式に遊泳速度を考慮すること  

により記述できることが判明した。これよりPO．P，NH．一N，NO，LN，細胞数，細胞分配（P，  

N）を独立変数とする鉛直一次元拡散方程式を連立して解いた。この中で細胞数，細胞分配は遊  

泳速度を考慮している。これらの結果は室内マイクロコズム実験結果により検証を行い，良好な  

結果を得た。さらに家島での調査結果（1985年夏期）をもとに現場で増殖し得るCJ∽よわ乃g肋個体  

数の最大可能な値を推定（約80cells／ml）したが，これは現場で得られた値に近いものであるこ  

じが確認された。  

〔発 表）E－49，50  
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2．1．5 光化学汚染大気中における有機エアロゾルに関する研究   

〔研究担当部〕大気環境部：部長・大気化学研究室・エアロゾル研究室・大気環境計画研究室  

技 術 部：理工施設管理室  

【研究期間〕58～61年度  

〔研究概要〕近年，我が国では局地的で高濃度の大気汚染が発生する回数は減少しつつあるもの  

の，窒素酸化物，硫黄酸化物と各種炭化水素が関与した光化学反応に起因する広域的複合汚染が  

慢性化する傾向がみられ，この状況は今後石炭その他の石油に代わるエネルギー源の寄与が増す  

に伴いさらに複雑化することが予想される。   

本研究に先だって52年以来二期にわたって行われた特別研究においては，光化学スモッグの指  

標であるオキシダント，特にオゾンの生成機構について詳細な知見が得られ，さらに二酸化硫黄  

から硫酸ミストへの酸化過程についての研究も行われた。しかし，実大気中にはオゾン等の気相  

二次汚染物，硫酸やその塩などの無機二次粒子状物質の他に，相当量の有機二次粒子状物質が認  

められるにもかかわらず，それらの組成や成因は十分に明らかになっていなし㌔本研究は，前期  

2特研の成果の上に，さらに有機成分に関する知見を加えて，光化学スモッグの全体像を明らか  

にすることを目的として始められた。   

本特研では前期特研を継続発展させる形で光化学スモッグチャンバー，エアロゾルチャンバー  

等を用いた室内実験が行われ，野外調査においてもアルデヒド類，有機エアロゾルが測定項目に  

加えられた。室内実験では前年度に引き続きシクロオレフィン類のオゾン反応で生成する有機エ  

アロゾルの生成機構の全体像を明らかにするとともに，生成エアロゾルの粒径分布，湿度影響の  

特性などを明らかにした。野外調査においては液体クロマトグラフィーによるジカルポン酸類の  

濃度測定が行われ，実傑の汚染大気中の有機エアロゾルに対するジかレポン綬の寄与が明らかと  

なった。また熟炭素分析器を用いて有機炭素，元素状炭素の分別定量を行った。さらに有機エア  

ロゾル、無機エアロゾル生成の中間体であるラジカル類の分光学的測定，気体一粒子変換過程の  

初期に生成する分子会合体の特性，反応性の検討など，エアロゾル生成に関する基礎的研究が進  

められた。  

研究課題1）有機エアロゾルの同定と生成機構に関する研究  

〔担当者〕畠山史郎・高木博夫・秋元 蛮・村野健太郎・水落元之・泉 克幸・金谷 健・福山  

力・小鹿原猪一■・坂本和彦◆・関口恭｝●・松本光弘－（■客貞研究貞）  

〔内 容〕（1）シクロペンチン，シクロへキセン，シクロヘプテンからのガス状生成物，粒子  

状生成物の全分析結果を統一的に解析することにより，これらシクロオレフィンとオゾンの反応  

の機構の全体像を明らかにした。反応は鎖状オレフィンーオゾン反応の場合と同様のCriegee中  

間体を経て進行するが，シクロオレフィンの場合には鎖状オレフィンの場合には見られない脱  

CO2反応によるモノアルデヒドの生成，脱ギ酸反応等がみられる。有機エアロゾルとして以上  

のCriegee中間体の異性化によるオキソカルポン酸の他に多量のジアルデヒドが生成し，後者は  

反応系中に生成するOHラジカルによるものと結論された。またこれらジアルデヒド，オキソ  

酸は表面不均一反応によりジアルデヒド→オキソ酸→ジカルポン酸の経路で逐次的に酸化される  

ことが明らかにされた。さらに自然起源環状オレフィンの例としてαピネンーオゾン反応につい  
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ての反応機構の研究を開始した。  

（2）夏期の高崎市で捕集した試料について，熱炭素分析と溶媒抽出を組み合わせることによ  

り，有機性炭素を極性，非極性の二成分に分離した。非極性成分はC2H2濃度と相関をもつこと  

から大部分が自動車排出によるものと推定され，また極性成分は全硝酸濃度との相関がよく，光  

化学的に二次生成されていることが示唆された。そこでガス状非メタン炭化水素と有機粒子状物  

質とを含むガスー粒子分布因子の日変化を測定し，日中，全有機エアロゾルの20％程度が光化学  

的ガスー粒子変換により生申するものと推定した。筑波では夏期に約1か月にわたって連続捕集  

した試料について分析を行い高崎の場合とほぼ同様の結果を得た。ただし，筑波の場合，元素状  

炭素濾度についてはCO濃度と相関の小さい寄与があり，自動車排出以外にも発生源があること  

が示唆された。  

〔発 表〕D－32～35，131～33，d－75～79  

研究課題 2）炭化水素のエアロゾル生成能に関する研究  

〔担当者〕泉 克幸・内山政弘・水落元之・村野健太郎・尾崎 裕・福山 力・森川 陽■・笠  

原三紀夫－・向阪保雄■・太田幸雄■（－客員研究員）  

〔内 容〕（1）シクロオレフィン類からのエアロゾル生成   

昨年度に行ったシクロへキセンNOズ系の光照射によるエアロゾル生成の実験を他のシクロオ  

レフィン（C5～Cさ）に拡張し，エアロゾル収率に関する検討を行った。各シクロオレフィンの初  

期濃度は0．3ppmであった。シクロオクテン（C8）を除くシクロオレフィンからはOHラジかレと  

の反応ではエアロゾルが生成しないこと，エアロゾルがシクロオレフィンと0。との反応により  

生成することが分かった。これらのことは，シクロヘキセンを用いた昨年度の結果とよく一致す  

る。エアロゾル収率はC5で4％，C8で13％程度であり，C5＜C6＜C7＜C。の順となっている。  

したがってエアロゾル生成能は囁を構成する炭素の数が多いほど高いことが判明した。  

（2）芳香族炭化水素からのエアロゾル生成   

大気中の主要な芳香族炭化水素であるトルエン，キシレン及びエチルベンゼンからのエアロゾ  

ル収率の検討を行う目的で，これらの炭化水素とNOズを添加した加湿空気の光照射実験を行っ  

た。各炭化水素の初期濃度は1ppm，NOズのそれは0．2ppmであった。エアロゾルの体積生成  

速度は0－キシレン～椚－キシレン＞トルエン＞エチルベンゼン＞♪キシレンの順となった。ま  

た，生成エアロゾル中の炭素密度は炭化水素によらず一定で，～0，5g－Ccm3であることが判明  

した。これをもとに計算された炭素基準のエアロゾル収率は♪－キシレンが2％，これ以外は4  

～5％で差がないことが明らかとなった。  

（3）ビレン単独ではニトロ化が進行しない条件下（［NO2］＝200ppm）でも，ビレンがSiO2等の  

酸化物上にあると，この反応が速やかに進行することが分かった。NO2ガス単独でのニトロ化  

については，SiOzが他の酸化物（Al20。，CuO，NiO，MnO2，Fe20き，MgO，Fly Ash）に比べ  

て数十倍の活性を示す。またHNO。ガス単独ではCuOが最も大きな触媒活性を示す。ニトロ化  

に対するSO2の添加効果が最も大きいのはMnO2であった。  

t発 表〕d－5～7，25，27  

研究課題 3）エアロゾルの分光学的性質に関する研究  

〔担当者〕井上 元・鈴木 陸・橋本 訓・秋元 肇・川崎昌博－・永瀬 茂■（書客員研究員）  

〔内 容〕（1）酸素原子とアセチレンの反応で生成するHCCO（DCCO）ラジカ）L，のレーザー誘  
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起螢光スペクトルの解析を行った。螢光励起スペクトルは310～360nm領域に，蛍光スペクトル  

は350～500nm領域にみられ，このX2A′－2A′′遷移のバンドオリジン（u。。）が28296，7cm‾1と決定  

された。衝突のない状態での00バンドの螢光寿命はHCCOで0．15JLS，DCCOで3．13JJSであ  

りこの差は前期解離に起因するものと思われる。また振動解析の結果からこのラジカルは基底状  

態ではケチ）L／型（H－C＝C＝0），励起状態ではエチニルオキシ型（HLC…C0）に近いことが結  

された。  

（2）大気中におけるH2Sの酸化反応中間体と考えられるHSO2，HSOO，HOSOラジかレに  

ついて，abintio分子軌道法による理論計算を行い，基底状態の分子構造及び全エネルギーを求  
めた。HF／6－31G■基底関数を用いて得られた平衡構造については，上の三つの異性体のうち  

HOSOが最もエネルギ」的に安定でHSO2はこれより36．5kcal，HSOOは75．Okcal高くなるこ  

とが分かった。これからそれぞれのラジかレの生成熱の見積もりを行った。さらに得られた生成  

熱からそれぞれのラジカルと酸素分子との反応の反応熱の見積もりを行った。  

〔発 表〕d1，8，9，11  

研究課題 4）分子会合体の化学反応に関する研究  

〔担当者〕鷲田仲明・尾崎 裕・福山 力・村野健太郎・泉 克幸・梶本興亜＊・篠原久典♯・  

伊吹紀男岬・永田 敬事（＊客員研究員）  

〔内 容〕（1）分子会合体の検出の際問題となる電子衝撃による分解過程について調べた。  

CO2，Ar，Kr等の大きな分子会合体（会合数20～30）ビームをHeで満たしたガスセルに導入し，  

透過強度のHe圧依存性を測定した。その結果，大きな会合体からの分解が起こるときにはHe  

圧に対してゆっくりと減衰する成分が現れることが見いだされ，この成分の割合を減衰曲線から  

見積もることにより，分解過程がどの程度起きているかを推定できることが分かった。  

（2）上記の方法をAr，CO2，Krの分子会合体に適用し，分解の衝撃電子エネルギー依存性を  

調べた。その結果，CO2分子会合体では電子エネルギーが大きくなるに従って分解が激しくな  

るが，Ar分子会合体の場合は電子エネルギーに関係なく分解が起こることが分かった。Krの分  

子会合体はAr，CO2の場合の中間的な挙動を示した。  

（3）ノズルビームと光イオン化質量分析計の組み合わせで，分子会合体内でのイオン分子反応  

の研究を行った。a）水，アンモニア，アルコール，酸の各会合体中でのプロトン移動反応：こ  

れらの会合体のサイズとプロトン移動反応の確率の関係を明らかにした。これは溶液中でのプロ  

トン移動反応を会合体という孤立系で解明する一つの方法を示したものである。b）N20。，N204  

等の窒素酸化物の会合体内イオン解離反応：上記の窒素酸化物はイオン化の過程で解離し，より  

イオン化エネルギーの低いNO＋やNO2＋を生成する。本研究では窒素酸化物に特有な解離イオン  

化反応の機構を明らかにした。  

〔発 表〕D－53，55，d－34，35，95，96，99，102，106，109   

研究課題 5）光化学スモッグ発生予測のためのシミュレーションモデルに関する研究  

〔担当者〕秋元 肇・酒巻史郎・高木博夫・若松伸司・鵜野伊津志・鈴木 睦・植田洋匡  

〔内 容〕（1）チャンバー内「未知ラジかレ源」の問題を解決するため，まず前年度見いだされ  

たNO2とメタノールの表面不均一反応（2NO，十CH，OH→CH，ONO＋HNO，）に対する光触媒  

効果の定量的解析を行い，引き続きNO2と水の不均一反応（2NO2＋H20→HONO十HNO3）に  

対する光解媒反応の可能性について検討を行った。その結果NO2とメタノールでの反応では光  

－ 26 －   



促進効果は光強度に比例し，通常の太陽光強度に相当する光照射ではCH。ONOの見かけの生成  

速度は暗反応の約4倍となることが分かった。同様の光促進効果がNO2と水の反応による亜硝  

酸の生成についても見られ，シミュレーションモデルに基づく定量的解析を進めている。  

（2）光化学大気汚染の予測シミュレーションモデル開発のため，前年度に引き続きプロピレン  

一刀丁ブタンNOズ系の計算機シミュレーション，及びトルエンNOズー空気系の簡易反応モデルの  

開発を行った。プロピレン一刀－ブタンの二成分系について簡易モデルは光化学チャンバーによる  

オゾン生成能，オゾン生成速度の実験データをよく再現できることが分かった。またトルエン系  

については反応生成物であるα－ジカルポニル化合物（グリオキザール等）の光分解，γ一不飽和ジ  

カルポニル化合物のオゾン反応などが計算結果に大きな影響を与えることが分かった。  

〔発 表〕d2，3，36～40  
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2．1．6 自然浄化機能による水質改善に関する総合研究   

〔研究担当部〕総合解析部：部長・第一グループ・第三グループ・第四グループ・第五グル  

ープ  

計測技術部：大気計測研究室・水質計測研究室・分析室  

水質土壌環境部：部長・陸水環境研究室・水質環境計画研究室・土壌環境研究室  

生物環境部：水生生物生態研究室・生物環境管理研究室  

技  術  部：技術室・理工施設管理室  

臨湖実験施設  

〔研究期間〕58～61年度  

〔研究概要〕本研究は，水質保全の立場から特に問題となっている生活排水，畜舎排水，農耕地  

からの流出水等に含まれる有機物，窒素，リン等の汚濁負荷の実態を踏まえて，池沼，水路，土  

壌，水草帯が有する自然浄化機能を解明すると共に，これを積極的に活用した新しい省資源，省  

エネルギー型の水質管理システムの確立を目指して行っているものである。まず，生活排水等の  

各種排水の発生負荷量の実態及び流出機構を解明すると共に，池沼，水路，土壌，水草帯等の有  

する水質の自然浄化機能について，現地調査や大型実験施設（水生生物実験施設，土壌実験施設，  

水理実験施設，臨湖実験施設等）の実験により，物理的，化学的及び生物学的な側面から研究を  

続けた。さらに，この成果をもとに，自然浄化機能を有する場の効率的な保全方策，その機能を  

促進する技術，その機能を応用した水質改善技術等の検討を行った。また，池沼，小水路，水革  

帯等の自然浄化機能を有する水域及びその近傍は，散策，自然観察，魚釣り等の親水の場として  

も重要であり，それらの有する親水機能や水辺景観についても調査，研究を行った。さらにこれ  

らの自然浄化機能や親水機能を総合的かつ積極的に活用した水質管理システムの設計手法につい  

ての総合的な研究も行った。これらの研究を円滑に進めるために，次の研究グループ（（）内は  

責任者）を置き，それぞれ一つの研究課題を遂行した。  

1）汚濁負荷グループ  

2）流出・流達グループ  

3）池沼グループ  

4）水路グループ  

5）土壌グループ  

6）水草帯グループ  

7）処理技術グループ  

8）生態系グループ  

9）環境評価グループ  

（細見）  

（村岡）  

（柏崎）  

（稲森）  

（矢木）  

（春日）  

（田井）  

（大槻）  

（青木）  

10）処理システムグループ（原沢）  

研究課題1）汚濁負荷発生の実態に関する研究  

〔担当者〕須藤隆一・矢木修身・稲森悠平・細見正明・稲葉一穂・稲垣典子・田井慎吾・安部贅  

也・横内陽子・松重一夫・土屋重和・岡田光正・中沢雄平■（▲客員研究員）  

〔内 容〕生活維排水及びし尿の排出原単位を算定するため，これまで調査してきた土浦市，長  
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野市，上田市のデータを整理した。その時果，生活雑排水の原単位は，水量140～190Jcap－1・  

d，1，SSll～24gcap‾1・d1，BOD13～35g cap▲Ⅰ・d1，TLNl：9～2．3g cap．1・d‾1，T－P  

O・22～0・40g cap▼1・d1の範囲にあり，地域的な羞が認められなかった。またし尿の原単位は，  

BOD22～33g cap．1・d1，COD13～15g capLl・d‾1，T－N5．8～7．Og cap1・d．1，T－P O．7～  

1．1g cap‾1・d1，という数値が得られた。  

〔発 表〕K－95，166，E－34，38，e－48，55  

研究課題 2）汚濁負荷の流出・流達機構に関する研究  

〔担当者〕村岡浩爾・海老瀬清一・平田健正  

〔内 容〕（1）筑波山モデル森林水質浄化機構   

森林試験地で降雨一流出系にかかわる降雨，林内雨，りターフオール，渓流水，地‾F水の定期  
調査と降雨時調査を行った。降雨時調査から，渓流水質は降雨終了後に降雨前の濃度レベルに回  

復するものと，それを上回るものとに大別されることが明らかになった。前者にはNO。－N，  

SO．，K，Mg，Ca，後者にはSiO2，Cl，EC，Naがある。またSiO2等の流出特性を用いて，  

降雨流出成分を表面流出成分と地下水流出成分に分離できることが確認された。  

（2）面源負荷の流出負荷量原単位   

河川上流域に位置する山地，その下流域の農地を対象に晴天時及び降雨時の流出負荷童調査を  

実施した。土地利用形態や水文条件の遠いによる流出負荷量の大きさについて検討を行った。特  

に，降雨時流出で特異な挙動を示すNO。－Nについて，累加流出負荷量と累加流出流量の関係式  

を示した。  

（3）河道内での水質変化と流遠退程   

途中からの流出入のない農業用水路において，約1及び2kmの流下区間の上下流端で晴天時  

24時間（25サンプル）の流出負荷量観測を実施した。流下区間の濃度変化や物質収支によって，汚  

濁物質の流下に伴う水質変化量が明らかとなった。有機物質の流下に伴う6～9％の減少が確認  

されたほか，リン酸態リンや無機態窒素の流下に伴う水質形態変化も明らかとなった。  

〔発 表】K－96～99，E－13～15，52，e－27～28，76  

研究課題 3）池沼の自然浄化機能の解明とその維持促進技術の確立  

〔担当者〕柏崎守弘・福島武彦・海老瀬潜一・細見正明・高村典子・花里孝幸・野原精一・河合  

崇欣・大槻 晃  

（内 容〕自然浄化機能が最も高いと考えられる湖沼河口部における機能の解明と，既に著しく  

富栄養化が進行している手賀沼及び湯ノ湖を対象に調査研究を進めた。河口部としては前年度に  

弓ほ続き霞ヶ涌高浜入及び江戸崎入を対象として調査を行った。これらの調査の結果，河口部で  

は流入した潜存栄養塩類が短時間のうちに植物プランクトン等に取り込まれ懸濁態に変化してい  

ること，及び流入懸濁物質を含む懸濁態物質は河口部で相当量沈殿していることが明らかとなっ  

た。すなわち河口部での浄化機能は懸濁物質の沈殿によるところが大きいことが判明した。   

湖沼における自然浄化機能を実験的に調べる目的で臨湖実験施設にある屋外多目的実験池を使  

用して実験を行った。その結果，動物プランクトンによる水質浄化機能の大きさが明らかにされ  

た。動物プランクトンの浄化機能も沈殿作用を促進するところにあると推察されたが，今後さら  

に研究を進める必要がある。  

〔発 表〕K－101，102，168，171，E－3，55，56，e3，78，80，83  
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研究課題 4）水路の自然浄化機能の解明とその維持促進技術の確立  

〔担当者〕稲森悠平・須藤隆一・矢木修身・細見正明・相崎守弘  

〔内 容〕水路は都市部，農・山・漁村郡を問わず各地に存在し，家庭から排出された生活雑排  

水及びし尿浄化槽放流水の多くがこの水路に流入することになる。このため，自然水域に流入す  

る汚濁源を削減する上では水路を効果的に活用することは極めて重要である。  

本年度は昨年に引き続き実際の水路浄化施設の調査を行うと同時に，室内に設置した実験水路に  

おいて浄化能を左右する環境因子に着目した研究を行った。得られた成果は次のとおりである。  

（1）実験水路において水温を5，10，20，300Cに変化させた場合の浄化特性，生物相について  

検討を加えた結果，硝化反応は100C以下で低下すること，5¢cという低水温では微小動物の現存  

量が減少しかつバイオマスの生成量の高まること，また300Cという高水温下ではバイオマスの生  

成量が少なく高い浄化効率の得られることが明らかにされた。  

（2）水路に出現する重要な微小動物であるわむし類及び貧毛類を優占的に水路内に生息させる  

条件について検討を加えた結果，水路内の溶存酸素濃度，有機物濃度，共存する微小動物の種類  

等が重要な要因になることが明らかにされた。  

（3）屋外の実際の水路で水質浄化を行わせようとする場合，増水時には多量の爽雑物，土砂が  

流下し，接触材を埋没させ，水路による浄化が期待されなくなることから，バイパス水路にし，  

かつスクリーン設備を設置することの必要なことが明らかにされた。  

〔発 表〕e－20，51  

研究課題 5）土壌の白熱争化機能の解明とその維持促進技術の解明  

〔担当者〕矢木修身・須藤隆一・稲森悠平・細見正明・稲垣典子・田井慎吾・内藤正明・乙間末  

広・高松武次郎・袴田共之・向井 哲・久保井徹・服部浩之・広木幹也・松重一夫・  

土屋重和・西川雅高  

〔内 容）全国各地で生活排水の処理法の一つとして土壌処理が行われている。土壌処理は，有  

機物及びリンの除去能は高いが，窒素の除去能が低くかつ日づまりが生ずることが問題となって  

いる。土壌のもつ浄化能と土壌の物理的，化学的，生物学的性質との関係を定量化するととも  

に，土壌浄化能を最大に活用する技術を開発することを目的とする。   

臨湖実験施設にある土壌浸透実験装置を用いて，湖水を原水として利用し，土壌の低濃度排水  

の浄化特性について，前年度に引き続き検討を加えた。土壌として黒ボク土，淡色黒ボク土，マ  

サ土，鹿沼土，川砂の5種を用い，50及び250J・m▼2・d】の低負荷及び高負荷条件で通水した。  

2年間の実験で，CODの除去能はいずれの土壌においても低負荷で75％以上，高負荷で60％以  

上の結果が得られ，土壌の持つ高い有機物分解能が明らかとなった。リンの場合はすべての場合  

で90％以上が除去されたが，窒素は最高で30％程度と低かった。   

約1年半の通水で淡色黒ポク土，マサニL川砂の高負荷条件で目づまりが生じたが，低負荷で  

は2年後でも目づまりは生じなかった。目づまりの原因はトレンチのごく近傍で有機物が蓄積す  

るものと考えられた。   

生活排水を対象とした全国各地の土壌処理装置の処理特性を調べた。CODはいずれの装置に  

おいても5mg・J‾1以下であり80％以上の除去能を有していた。また土壌処理により大部分の窒  

素はNO2＋。一Nに変化した。土壌のもつ硝化能を有効に利用し，脱窒反応系と組み合わせること  

により，窒素除去が可能であることが示唆された。さらに土壌の浄化能と各種の微生物数との関  

係について検討を加えた。  
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ほ場における土壌水の長期的変化を推定するためのモデルの原型を作成すると共に過去5年間  

の土壌水測定データを時系列データヒして表示するシステムを完成した。  

〔発 表〕K－113～117  

研究課題 6）水草帯の自然浄化機能の解明と機能の維持促進技術の確立  

〔担当者〕春日清一・高村典子・花里孝幸・安野正之・岩熊敏夫・高村健二・上野隆平・柏崎守  

弘・大槻 晃・河合崇欣・西川雅高・菅谷芳雄  

〔内 容〕湖沼の沿岸域における水草帯の水質浄化機能の評価のため霞ヶ浦江戸崎入湖岸水革帯  

の調査及び水槽によるヒシの湖水からの栄養塩除去試験が行われ，次のような結果を得た。   

水草帯の抽水植物群落での最大現存量は，ヨシ，マコモ，ヒメガマが1420～1597gDW／m2  

で，その年間生産量は1420～2336gDⅥソm2・yと計算された。また浮薬植物のアサザは6月まで  

その現存塁を増加させ，7，8月にはほぼ一定となり，秋に再び増加し，11月には最大現存量，  

48gDW／m2ヒなった。アサザの葉の枯死脱落量が多く，菓身の平均寿命は28日と短く，年間純  

生産量のほとんどは枯死脱落したもので占められた。一日当たりの純生産速度は0．85～1．2  

gDW／m2・dと推定された。   

上記水草帯の栄養塩濃度は沖帯の季節変化と似た変化を示したが，冬期アンモニア態窒素が著  

しく高くなった。植物プランクトンの一次生産量は夏一秋に高く，抽水植物帯で，0．1～1．8gC／  

m2・d，浮葉植物帯では0．9～3．3gC／m2・d，付着藻類ではケイ藻が優占し，その一次生産量は  

春，冬に高く抽水植物群落で0．4gC／m2・d，浮葉植物群落で0，2gC／m2・d，であった。付着藻  

の生産量は植物プランクトンの生産量に比べかなり少ない。   

ヒシの水槽生育試験ではヒシが流入負荷量のうち窒素で80～150％を，リンで70～125％を生産  

に移行しており，栄養塩低負荷では底泥から栄養塩を吸収し，高負荷では流入栄養塩を現存量に  

転化した。  

〔発 表〕K－104～106  

研究課題 7）排水処理技術の評価に関する研究  

〔担当者〕田井慎吾・稲森悠平・須藤隆一・松重一夫  

〔内 容〕回転円板法と浸浸ろ床法の実験プラント（規模：10m3／d）を用いて富栄養化湖水を原  

水として，浄化機能の熱力学的側面からの評価を行った。滞留時間が24時間程度以上でSS除去  

率は90％程度期待できるが，CODは30％程度しか除去できないことが分かった。また，エクセ  

ルギー解析によって熱力学的効率を求め，原水の有機物質濃度が低く，装置が小規模であるた  

め，両処理法とも1％以下の極めて低い効率であった。小規模排水処理装置や自然浄化機能活用  

浄化装置の動力として自然エネルギーを利用することの可能性を風力発電装置と回転円板法装置  

によって検討し，年間の平均風速が4m／s程度以上の地域では，風車の規模にもよるが所要動  

力の相当部分を風力発電電力で賄えることが確かめられた。   

また，維持管理が容易で安価な生活排水処理技術として妖気性ろ床法に着日し，人工下水を用  

いたベンチスケールの実験装置によって技術的検討を加えた。すなわち，生活排水は排水供給の  

長期間の停止の可能性があり，また流量変動が大きいという問題があり，この二点について実験  

研究を行った。その結果，嫌気性ろ床法は4か月程度排水供給が停止した後でも短期間で浄化能  

が回復し，流量変動も滞留時間を30時間程度取れば一日平均流量の6僧堂の排水量変動に対して  

も浄化能力の低下をきたさないことを確認した。  
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〔発 表〕K－119～121，E－8～10，e－1l～12，15，56～59  

研究課題 8）水域の水質及び生態系に及ぼす影響因子の解明と評価  

〔担当者〕大槻 晃・河合崇欣・白石寛明・野尻幸宏・村岡浩爾・海老瀬潜一・柏崎守弘・福島  

武彦・細見正明・安野正之・春日清一・高村典子・花里孝幸・岩熊敏夫・上野隆平・  

野原精一・田井慎吾・西川雅商  

〔内 容〕本研究の日的は，水深が浅く，湖水の鉛直混合が活発な湖沼における一次生産と分解  

の機構を検討し，自然浄化機能の解明に役立てることである。霞ヶ浦西浦10地点において昨年度  

と同様に毎月1回計12回の調査を実施した。調査項目は，現地測定項目とともに，（a）主要元  

気（b）栄養塩（アンモニア，硝酸，亜硝酸態窒素，溶存有機態窒素，反応性リン，溶存全リン，  

全リン），（c）懸濁態有機炭素・窒素，（d）クロロフィルーα，（e）植物プランクトン種組成，現存  

量，一次生産，（f）動物プランクトン種組成，現存量，（g）細菌数，（h）底生動物の種組成，現存  

量，（i）魚類の現存量，（j）TCOD，DCODであった。   

本年度の観測地点1（高浜入奥），6（土浦入奥）及び9（湖心）における平均全リン濃度は，174，  

54，113mgP・J1と昨年度に比べて大きな変化は見られなかったが，一昨年度と比べると高浜  

入奥ではほとんど変化が見られないにもかかわらず，掛L、及び土浦入奥では約2割程度減少して  

いた。このような結果は，透明度にも反映しており，本年2月湖心では3m以上の透明度であ  

った。  

〔発 表〕c－5，21，35  

研究課題 9）水辺環境評価手法の確立に関する研究  

〔担当者〕青木陽二・仁科克己  

〔内 容〕自然浄化施策によって得られる水辺を快適なものとしておくことは，浄化対策を住民  

に理解させ協力を得るには重要な要素となる。このような水辺を保全するためには人々の好む水  

辺の物理的条件を明らかにすると共に，景観的な価値を明らかにしなければならない。   

水辺の物理的条件を明らかにするために，都市内河川の川辺に被験者を誘導し，水と接する体  

験をさせると共に，その地点の河岸の物理的形状や水の物理化学町性質，植生の密度などを同時  

に測定した。被験者の心理的評価と物理的条件の関連を調べることにより，水辺の段差や水際の  

法面の傾斜角，水流の速度などが寄与することが再び確かめられた。また水辺の段差が大きい場  

合，岸辺に立つ人に恐怖感を与えていることも分かった。   

水辺の景観的な価値を明らかにするために湖において対岸距離を変えて写真を撮影し，その写  

真を用いて被験者に評価させた。この評価と対岸距離の関係を明らかにすると，視程条件によっ  

て影響を受けるが，対岸を見せるのに適当な距離が2か所存在することが分かった。この結果は  

対岸がどのようなもので構成されているかによるので一般化されたものではないが，水辺の景観  

評価の一つの方法を示していると言える。   

これらのことは，これからの自然浄化施策を考える場合に，水辺を好まししゝものにしておく代  

替案を示す有効な参考資料が得られたことを示す。  

〔発 表〕K122，B－3，5，6  
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研究課題10）自然浄化機能を活用した処理システムの確立  

〔担当者〕内藤正明・中杉修身・乙間末広・原沢英夫・天野耕二・田中 勝・・河村清史・  

（＊客員研究員）  

〔内 容〕本研究でfま，自然浄化機能を活用して水質改善する多種多様な方法のうち，ある社会  

的，自然的条件の中で，どの技術をどのように組み合わせて採用するのが最も適切であるかを決  

定する方法論を確立することを目的としている。   

自然浄化機能を一つの水域環境保全対策として実施していくためには，自然浄化機能の評価を  

行うと同時に水環境管理の中での位置づけや活用方法を明確にする必要がある。特に湖沼の富栄  

養化対策の観点から自然浄化機能を活用した汚水処理の特徴を整理し，従来型の汚水処理技術と  

の相互比較を行った。さらに自然浄化機能を具体的に下水道対象地域外の雑排水などの家庭排水  

が問題となっている地域に適用する際の支援技術として流域モデル，処理システム最適化モデル  

などの数理モデル及びモデル利用時の基礎情報となる流域関連項目のデータベースについて調査  

し，そのプロトタイプモデルを検討した。  

〔発 表〕K123～127，173  
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2．1．7 バックグラウンド地域における環境汚染物質の  

長期モニタリング手法の研究  

〔研究担当部〕計測技術部：部長・大気計測研究室・水質計測研究室・生体計測研究室・底  

質土壌計測研究室・分析室  

水質土壌環境部：水質環境計画研究室  

生物環境部：水生生物生態研究室  

〔研究期間〕58～62年度  

〔研究概要〕全国的な，地球的規模の環境汚染が徐々に進行しつつあることが指摘されている。  

それゆえ，全国的な地球的規模の環境汚染の変化をできるだけ早期に検知するためには，環境汚  

染の影響が極めて少ない，いわゆるバックグラウンド地域における汚染物質濃度のベースライン  

値を知っておくことが基本となる。本研究の目的は各媒質を通して汚染物質濃度のペースライン  

値をどのように決定し，またその変化傾向をどのように検知するか，その手法を開発することで  

ある。そのため，以下の研究課題を昨年度に引き続き実施した。   

研究課題1）バックグラウンド地域における各種媒質中の特定汚染物質及び生物相遷移の長  

期モニタリング手法に閲する研究  

（1）バックグラウンドモニタリング候補地として選定され，その基本的な適性（地理学的条件，  

開発からの長期的・法的保護等）が確認された摩周湖地域において特定汚染物質として微量金属，  

有機塩素化合物を選び年間変動幅を知るための調査を実施した。  

（2）全国的な大気汚染物質のバックグラウンド値の決定のため，離島及び山岳地域においてオ  

ゾン，大気粉じん中の重金属，化石燃料燃焼生成物の濃度測定調査を実施した。   

研究課題 2）特定汚染物質の選択的検出法及び高感度分析技術の開発   

バックグラウンド地域における汚染物質の濃度は極めて低く，多くの場合，最新分析機器を用  

いても濃縮分離操作なしに直接分析することば不可能である。そのため本研究では大気圧動作塾  

質量分析計による高感度分析法，液体クロマトグラフィー共鳴ラマン分光法，及びレーザー飽和  

励起共鳴原子蛍光法による選択的高感度分析システムの研究を行った。   

研究課題 3）二枚貝類による長期的沿岸海洋汚染モニタリング手法の研究   

海の生物の中でも二枚貝，特にムラサキイガイは世界的に広く分布し，これを用いた海洋汚染  

監視（MusselWatch Programme）の重要性が指摘されている。日本列島各地より採取した二枚  

貝類中の重金属濃度を分析すると共に，省力化された精度の高い分析手法の検討を行った。   

研究課題 4）環境試料の長期保存によるモニタリング手法の研究   

長期モニタリング手法としての有効性を検討すると共に，試料バンク運営に付随する諸問題を  

大気粉じん試料及び二枚貝試料等を通して検討した。   

研究課題1－a）摩周湖における各種媒質中の特定汚染物質のバックグラウンドレベルのパイロ  

ットモニタリング手法の研究  

〔担当者〕河合崇欣・大槻 晃・古田直紀・白石寛明・野尻幸宏・瀬山春彦・田中 敦・相馬光  

之・向井人史・横内陽子・安部書也・森田昌敏・堀内清司書・厚谷郁夫●・原口鉱  

蒸■・梅沢青天－・藤井淳至＊（◆客員研究員）  
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（内 容〕日本列島における全国的な，及び地球的規模の環境汚染変化を追跡するためにはベー  

スラインとしてバックグラウンド使の変動を知ることが不可欠である。バックグラウンドモニタ  

リングの候補地としての基本的な適性について，第一期で調査，確認された摩周湖において特定  

汚染物質濃度を試験的にモニタリング測定している。指標として重金属，有機塩素化合物，化石  

燃料燃焼生成物，生物相遷移の4系統を選び，各指標について，9月に定期的測定を行った。60  

年度は，特に測定試料の代表性に関する評価のために重要な，湖水の混合と成層の安定性につい  

ての機構で，新しい成果が得られた。・摩周湖の成層は，一般に淡水湖沼での成層，混合の説明に  

使われている温度成層の他に，湖底の湧水または底質の溶解に由来すると思われる密度成層が形  

成され，これを破壊して湖水の完全混合を行うためには，地熱の供給が必要であろうと推定し  

た。これは，摩周湖のように深層部の水温が最大密度温度に非常に近い状態で維持される湖で，  

全層の完全混合が起こる年と，起こらない年とがあるらしいという観測結果を良く説明するもの  

である。この推定の確認のためにヘリウムの同位体測定用の試料を採取した。また，湖底の温度  

分布を測定する手法を検討し，中禅寺湖で試験した。水収支，特に蒸発量の推定値をより確かな  

ものにするために，酸素の同位体比等の測定をするための試料を採取した。特定汚染物質の湖内  

での分配について調べるために，沈殿物のオートサンプラーを設置し，9月から6月一杯を4期  

に分けて採取中である。粘着性が弱く，大きい粒子や礫を含む火山灰質や砂質の底質コアサンプ  

ルを採取するために新しいサンプラーを開発，試作し，霞ヶ浦及び中禅寺湖で試験した。結果  

は，十分に良好であった。摩周湖への負荷の特性を把握する目的で，雨水の採取を検討し，一部  

試みた。  

〔発 表〕k－6，C4，28，31，C－20，28，34   

研究課題1－b）離島等における大気特定汚染物質のバックグラウンドレベルのパイロットモニ  

タリング手法の研究  
〔担当者〕安部書也・藤井敏博・横内陽子・向井人史・溝口次夫・研刀正行・伊藤裕康・西川雅  

高・植弘澄子・柴田恵子・竹下和夫◆・栗田秀賓－・梅原 茂書・吉田 毅●（●客  

員研究員）  

〔内 容〕本研究は大気中の汚染物質を対象として，バックグラウンド地域において長期的なモ  

ニタリングを行う際のベースラインとなるデータの集積とそのための手法の確立を目的とし，以  

下の研究を行った。   

前年度に引き続き，隠岐島では大気粒子のサンプリングを毎月行い，主要元素，微量元気有  

機物等の測定を行いデータを蓄積した。海塩が起源と考えられるNaと塩素のモル比は常に1以  

下であり，塩素が硫酸等の酸性物質によって消失していることが推定された。海塩以外の硫酸イ  

オン濃度はⅤ濃度と相関があり，主に石油系燃料の燃焼物起源であると考えられた。   

夏季における測定の結果，SO2，NO2濃度は1ppb以下であることが確かめられた。   

また，有機物について，アルカン類は夏季に高く冬季に低い傾向を示したが，測定値に若干の  

問題が認められたので，試料の保存法について引き続き検討を行っている。   
山岳地域として，本年度は八甲田山乗鞍岳（昭和60年7月から八方尾掛こ変更），八満山にお  

いて03濃度を連続測定した。八満山においては7，8月に大きな日変化を示し，関東平野南部  

からの人為汚染の影響が及んでいることを伺わせた。   
上記のようなバックグラウンド地域における低濃度NOズ，SOズの測定及びCO2の高精度測定  

のため，赤外半導体レーザー分光法による測定法につき検討した。感度を制約しているノイズに  
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ついては，ユタロンフリンジノイズによるものが主であり，またCO2の高精度測定に対しては，  

電気系ノイズと光源の揺らぎが主に影響していることが判明した。フリンジノイズについては，  

光源及び検出部におけるコールドヘッドの窓材，光学系の改良が必要であることが確認され作業  

を進めている。  

〔発 表〕c10，40，42，45，47  

研究課題 2－a）マイクロ波プラズマによる有機塩素化合物などの高感度・高選択性検出法の研  

究  

〔担当者〕野尻幸宏・白石克明  

〔内 容〕（1）マイクロ波ヘリウムプラズマ（MIP）発光分光による水銀の超高感度分析装置に  

より，天然水中のpptレベルの微量水銀の存在状態の分析を行い，有機物含有量の多い試料中で  

は，いわゆる無機水銀ではない形態であることが推定された。  

（2）昨年までに作製したGC－MIPシステムを用いて，GC流出成分中の水素・炭素・塩素・  

水銀などの発光線を分光検出し，その元素組成のおよその推定が行えることが，確認され，環境  

汚染物質の定量に有効であることが認めらゎた。  

研究課題 2－b）GC／APl／MSによる環境汚染物質の超高感度測定法の研究  

〔担当者〕藤井敏博・野尻幸宏・土屋正彦＊・西 功＊・三塚義弘－（－客員研究員）  

〔内 容〕（1）APl／MSが組み上がり，排気特性等の主要な性能が確認された。  

（2）高周波プラズマ光源（lCP）をイオン源とするいわゆるICP／MSが組み上がり，Ti＋，  

Cu＋，Mn＋等のイオンが観測できた。  

（3）API／MSの新しいイオン源として，リチウムイオン源，表面電離型イオン源（SID），マ  

イクロ波プラズマ（MIP）を検討し，それらのイオン生成の特性を得た。  

研究課題 2－C）液体クロマトグラフィー共鳴ラマン分光法による汚染物質の高選択性分析  

〔担当者〕相馬光之・相馬悠子・田中 敦  

〔内 容〕この研究は液体クロマトグラフの検出に種々のレーザー励起波長を用いる共鳴ラマン  

スペクトル測定により，選択性が高く高感度に試料の同定を行おうとするものである。本年度  

は，  

（1）可視領域で約1000cm‾1の範囲を同時に測定できる多波長同時検出用の分光器を設置し，  

ラマン測定用の試料室を製作した。  

（2）通常の波長走査方式のラマン分光器で波長固定した測定を利用して，液クロ検出用ラマン  

セルの改造，スペクトル測定のための液タロ条件（移動相の選択，流速）定量のための内部標準等  

について調べた。検出感度は，電子遷移の吸収とレーザー励起波長（488．Onm）がほとんど一致す  

る，β－カロチンでは1155cmlのラマンバンドを使うと吸光光度法とほぼ同程度である（1ng）こ  

とが分かった。  

研究課題 2－d）レーザー飽和励起非共鳴原子螢光法による鉛の高感度分析  

〔担当者〕古田直紀・大槻 晃  

〔内 容〕鉛は，人為的起源の汚染の尺度となるので，環境モニタリングを行う際，最も重要な  

元素の一つに挙げられている。現在，鉛の分析としては，ジチゾン四塩化炭素溶液で，抽出濃縮  
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操作を行った後に，カーボンロッドアトマイザーを用いた原子吸光法で測定するのが一般的であ  

る。しかし，環境中に存在する鉛の量は極くわずかなために，抽出濃縮操作の段階でのコンタミ  

ネーションが常に問題となり，正確な分析値を出すのは難しし㌔今回開発した，カーボンカップ  

アトマイザーを用いたレーザー原子蛍光法を用いると，従来の方法に比べて，検出感度を1けた  

以上向上させることができるので，より少ない試料塁で鉛の分析が可能になり，その結果として  

抽出濃縮操作の段階でのコンタミネーションを少なくすることができる。   

カーボンカップアトマイザーを用いて，微量試料（〟gまたはmgレベル）を，ある限られた領  

域に気化させた。そのようにして気化した試料に，窒素レーザー励起の色素レーザー（283，3nm）  

を照射し，そのとき発せられた螢光（405．紬m）を，同時に，二つの異なった検出システムで，測  

定できるようにした。その一つは，光電子増倍管（PMT）を円いた検出システムで，単一波長の  

鉛の原子螢光強度が測定できる。もう一つは，マルチチャンネル面検出器（SIT）を用いた検出シ  

ステムで，広い波長領域の蛍光スペクトルの情報を得ることができる。開発したシステムによ  

り，現在のところ，鉛に対し，38fgの検出限界が得られているが，この値は，最適な測定条件  

を見いだすことにより，さらに改善されると考えられる。  

研究課題 3）二枚貝類による長期的沿岸海洋汚染モニタリング手法の研究  

〔担当者〕森田昌敏・安原昭夫・岡本研作・植弘崇嗣・柴田康行・篠原亮太－・尾崎邦雄■  

（●客員研究員）  

〔内 容〕二枚貝のサンプリングを前年度に引き続き実施し，北海道から沖縄までの海域をカバ  

ーするためには，ムラサキイガイ（高緯度地域），オハグロガキ（南緯度地域）の二系統を指穣生物  

とするのが適当であると考えられた。   

±枚貝中の有機塩素系農薬，PCB等の分析を行った。11地点での二枚貝類中のこれらの物質  

の濃度は湿重量当たりで，PCB（n．d．～7．4ppb），HCB（n．d．～2．2ppb），pp’DDE（n．d．～3．7  

ppb），ディルドリン（n．d．⊥0．3ppb）であった。先進国でのこれらの物質の使用中止後の年月に  

もかかわらず，低濃度ながらこれらの物質が検出されることは，環境中での難分解性を示してい  

る。   

二枚貝中の微量元素の分析は前年度に引き続き実施した。また分析法として，分節フロー型連  

続溶媒抽出／ICP発光分析を検討していたが，DDl、C／クロロホルム系で6元素同時抽出が可能で  

あり，濃縮倍率は6倍となった。   

二枚貝中の多環系芳香族化合物の分析のための前処理の簡略化／検出系として，タンデム液体  

クロマトグラフについて検討した。  

研究課題 4）環境試料の長期保存によるモニタリング手法の研究  

〔担当者〕安部喜也・横内陽子・向井人史・森田昌敏・植弘崇嗣  

〔内 容〕長期的な汚染のモニタリングのために有効と考えられる環境試料バンクを運転する基  

礎として，試料の長期保存性，並びに保存に関連する諸問題の検討を行っている。   

今年度は前期モニタリング特研の際に調製し，各種条件における保存性の実験を行っている大  

気浮遊粒子試料及び，ムラサキイガイ試料について引き続き同一条件での保存を行うと共に，継  

続しているパイロットバンクには，新たに採取した大気粒子試料，ムラサキイガイその他の二枚  

貝，底質試料，雨水試料等を加えた。   

並行して，本研究所の試料庫と人員の規模を考慮して，実現可能な長期的試料バンクの可能性  
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について検討した。管理要員の確保，停電，地震等の事故対策等に解決すべきいくつかの問題は  

あるが，対象試料の選定，保存法についてさらに検討を加えることにより，小規模であっても有  

効な試料バンクの見通しを得た。  

〔発 表〕C1  
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2．1．8 遠隔計測による環境動態の評価手法の開発に関する研究   

〔研究担当部〕総合解析部こ第一グループ  

環境情報部：部長・情報システム室・情報調査室  

大気環境部：部長・大気物理研究室・エアロゾル研究室  

計測技術部：分析室  

技 術 部：理工施設管理室  

〔研究期間〕59～62年度  

〔研究概要〕環境保全を適切かつ円滑に推進するためには，環境の実態を把握すると共に環境の  

評価を行い，さらに，環境汚染の進行を構造的に解明するなど，環境の質及び，様態の変化（動  

態）を精度良く，かつ，包括的にとらえる必要がある。   

本研究は，遠隔計測技術を用いて環境の動態を評価することを目的とし，そのための計測装置  

の開発に始まって，情報処理手法の開発，さらには，遠隔計測データを利用して，環境を評価す  

る手法に至る一連の研究を手がけている。対象領域は，大気域，陸域，水域の3領域とし，遠隔  

計測技術として，大気域ではアクティブリモートセンサーの一種であるレーザーレーダー，陸  

域，水域ではパッシブリモートセンサーのMSS（多重分光走査装置）を取り上げている。   

研究目的を達成するため，本研究では以下に示す四つの研究課題を設定した。  

1）環境動態把握のための遠隔計測装置の開発に関する研究   

2）遠隔計測にかかる大気の光学的性質とその時間，空間変動特性に関する研究   

3）環境動態把握のためのパターン情報処理に関する研究   

4）動態把握による環境の評価手法に関する研究   

昭和60年度は，大気域については新しいレーザーレーダー装置の開発と改良に力を注いだ。特  

にDIAL型レーザーレーダーの試作に重点が置かれた。また，多波長で測定したレーザーレー  

ダーデータよりエアロゾルの種類，屈折率，粒径分布を求めるためのデータ解析手法の開発も行  

った。フィールド実験では，前年度に引き続き埼玉県戸田市において集中観測を行った他，科学  

万博会場を対象としたヒートアイランドの観測を行った。   

陸域・水域ではMSSデータから環境の現状及びその動態を把握するための手法及びシステム  

の開発を行った。   

また，MSSによる新しい測定方法として，軌道平行走査方式を提案し，その基礎実験結果か  

ら詳しい解析を試みた。  

研究課題1）環境動態の把握のための遠隔計測装置の開発に関する研究  

〔担当者〕清水 浩・杉本伸夫・笹野泰弘・中根英昭・松井一郎・竹内延夫  

〔内 容〕環境動態の把捉のためには十分に高い精密性を有するデータを取得する必要がある。  

このため，より高い精度の情報が効率良く得られる装置の開発と，高い精度を長時間にわたって  

安定して維持できる装置又は部品の開発，導入が必要である。   

本研究では主ヒして，大気域での動態把握を行う目的で次のような装置の開発を行うことを目  

的としている。  

（1）野外における連続観測のための高信頼レーザー光発生装置の開発  
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（2）ミ一散乱とレイリー散乱を分離して計測することにより，ミ一体積後方散乱係数と，体積  

消散係数の双方を正確に求めるための，高分解能レーザーレtダーの開発  

（3）エアロゾルの粒径分布等のエアロゾルの性質を精度良く求めるために，多くの波長でミ一  

散乱を測定するための多波長化レーザーレーダーの開発  

（4）環境レベルのNO2の濃度を精度良く求めるための差分吸収レーザーレーダー（DIAL）の  

開発   

本年度は（1）については既存のYAGレーザー部品のうち，ミラーホルダーを機械的安定性を  

増した構造に作り替え，光学ヘッドをダブルフラッシュランプ方式に交換し，長時間のテストか  

らその安定性及び信頼性を確認した。  

（2）では構成要素の要となる波長可変レーザーの特性試験を行った。また，原子フィルターの  

温度を制御するためのオープンとコントローラーを試作した。  

（3）ではYAGレーザー励起の第二高調波の特性向上を試み，これを用いたレーザーレーダー  

信号を受信した。  

（4）ではNO2測定システムの設計と試作を行い，これを移動可能なコンテナーに搭載した。  

〔発 表〕D18，20～23，d42，44～48，50～53  

研究課題 2）遠隔計測に係る大気の光学的性質とその時間・空間変動特性に関する研究  

〔担当者〕笹野泰弘・中根英昭・飯倉善和・清水 浩・杉本伸夫・安岡善文・宮崎思国・村野健  

太郎・溝口次夫・功刀正行  

〔内 容〕差分吸収レーザーレーダーにおけるNO2の測定精度は，エアロゾルによるレーザー  

光の散乱に大きく影響を受ける。また，人工衛星，航空機による遠隔計測においても，エアロゾ  

ルを中心とする大気中の各種成分による電磁波の吸収，散乱等の光学的な効果（大気効果）の影響  

を受けることが知られている。従って，測定データの定量化を行うためには，これらの影響を補  

正する必要がある。そこで，本研究では大型レーザーレーダー，高分解能レーザーレーダー，多  

波長レーザーレーダーなどにより得られるデータからエアロゾルの光学的性質とその時間，空間  

特性を解明するとともに，大気の物理光学モデルを用いた精度向上のための大気効果補正手法の  

検討を行うことを目的としている。さらに，レーザーレーダーデータと従来の測定器によるデー  

タとを組み合わせ，その特性を互いに補い合う技術の開発も目指している。   

具体的には（1）エアロゾルの光学的性質とその時間，空間変動特性に関する研究を行い，  

（2）多重分光データ解析における大気効果補正手法の開発を行う。   

本年度は（1）では，大型レーザーレーダーによる通年観測データを用いて，エアロゾルによる  

光の散乱特性の情報を得る新しい手法の開発を行った。また，エアロゾルの粒径分布を遠隔計測  

するための多波長化レーザーレーダーのデータ解析手法を開発するとともに，多波長データに基  

づくエアロゾル特性の分類手法を開発した。さらに，エアロゾルの空間分布，時間変動がNOヱ  

計測用DIALシステムの測定精度に及ぼす影響を実験的に明らかにした。  

（2）では，霞ヶ浦を対象とした，航空機と人工衛星によるMSSデータ，地上照合データ，並  

びにレーザーレーダーによる測定データを同時に取得した。さらに，レーザーレーダーから光学  

的厚さを評価する解析手法を開発した。  

〔発 表〕D－15～17，d－41，43，67，70  
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研究課題 3）環境動態把纏のためのパターン情報処理に関する研究  

〔担当者〕安岡善文・宮崎忠国・宇都宮陽二朗・袴田共之・横田達也・笹野泰弘・中根英昭・功  

刀正行・新藤純子・飯倉善和  

〔内 容〕環境の動態を把握するためには，異なった時期のデータを収集し，比較することが必  

要である。このためには各環境質項目を精度（位置の精度，測定の精度等）良く計測し，解析しな  

ければならない。本研究では，まず，水質分布，植生分布についてその遠隔計測の測定精度に影  

響を与える要因について検討し，精度を悪化させる要因の除去方法を検討した。また，複数のデ  

ータを比較，解析し，動態に関する情報を抽出するための情報処理手法，システムの開発を行っ  

た。  

（1）水質分布パターン計測の総合化   

水質の遠隔計測に最も大きな影響を及ぼす大気による効果を除去する手法として軌道平行走査  
MSS方式を開発した。この方式を用いて琵琶湖においてLANDSATと同期した航空機実験を  

行い，データを収集，軌道平行走査方式による画像データの処理手法を開発した。またLAN・  

DSAT TM及びMSS画像データから水質を推定する統計モデルを構成し，SS，透明度，クロ  

ロフィルの分布を推定する方法を開発し，分布図を作成した。さらに，霞ヶ浦において，日本初  

の地球観測衛星MOSLlに搭載するセンサ（MESSR）との検証実験を行い，MESSRデータを用  

いて水質推定を行うための基礎データを収集した。  

（2）植生分布パターン計測の総合化   

MSS画像を利用した植生分類，土地被覆分類などを行う手法について検討を行った。さらに  

軌道平行走査MSS画像により土地の起伏等三次元情報を抽出するための手法について検討し  

た。また，MSS画像（熱赤外画像）による土壌水分の推定方式について検討を行った。  

（3）画像処理システムの拡充  

リモートセンシングにより得られる大量の画像データを効率的に処理するために画像処理シス  

テムー1PSEN－の拡充を図り，特に画像の領域分類手法や雑音除去など，リモートセンシング  

画像データの処理手法，ソフトウエアの開発を行った。また目的に応じて遠隔計測データの特徴  

を抽出しやすくするための画像強調方式の開発を進めた。  

〔発 表〕A－1～3，16，18，a1，4，19，Zl  

研究課題 4）動態把握による環境の評価手法に関する研究  

〔担当者〕飯倉善和・大井 紘・安岡善文・宮崎忠国・宇都宮陽二朗・袴田共之・新藤純子・横  

田達也・竹内延夫・清水 浩・笹野泰弘・中根英昭・杉本伸夫・村野健太郎・溝口次  

夫・二功刀正行  

〔内 容〕この研究では遠隔計測に・よって得られる各種環境状態分布及びそれらの変化ヒ汚染質  

の発生，■移流，拡散等との関連を解析し，さらに他の環境要因との相互関係についても検討し，  

現象の包括的な動態把握による環境の評価を行う。さらに，地上測定局のデータと遠隔計測によ  

るデータとの特徴を明らかにして，相互補完により環境動態を把握する観測系を構成する手法を  

検討する。   

60年度においては，（1）大気環境の時間的，空間的特性の現象解明として、大型レーザーレ  

ーダーによって，当所東方15km圏のエアロゾル濃度分布の通年観測を，先年に引き続き行っ  

た。また，冬季夜間の視程の良い条件を選び，東京上空の大型レーザーレーダー観測の可能性を  

検討した。また，都市上空の夜間の逆転層の時間的変化につし｝て観測し，夜間都市大気構造を明  
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らかにした。  

（2）大気環境観測，評価手法の開発，検討として，地上の大気汚染，常時観測局のデータを用  

いて，大気汚染濃度空間パターンの年次，季節についての計算結果から，大気環境の時間的・空  

間的特性について検討した。その結果，大気汚染濃度分布の時間的・空間的特性は，季節や，年  

度ごとに著しく異なり，大気環境の空間的構造把握や観測系構成の研究において，特性の経時的  

変化を考慮する必要なことが示された。  

（3）地上及び高度約200mにおいてエアロゾル粒子を同時に連続して測定し，その測定結果を  

用いて上空（200m）のエアロゾル濃度から地上濃度を推定するための予測モデルを開発した。予  

測モデルは段階式重回帰モデル及び改良型GMDH（Group Method of Data Handling）モデル  

を用し）て構築した。  

（4）水質分布評価手法の開発・検討として年度や季節の異なる人工衛星データから霞ヶ浦の  

SS濃度分布図を作成し，水質パターン特性の季節による違いを抽出する手法の検討を行った。  

（5）土壌水分分布評価手法の開発・検討として水質汚濁，土壌水分分布及び地形変化の広域環  

境現象の地図化を行った。その結果，航空機搭載MSSデータの有効性が認められた。  

（6）植生分布評価法の開発，検討として，多時期の幾何補正データを供給して，埼玉県西部の  

低・高標高地帯につき，植生分類手法の検討を行い，主成分分析による多時期データの要約法と  

探索的データ解析法を応用した多重闘値法などが植生分掛こ有効なことを明らかにした。  

〔発 表）A－16，ar5，C8，9，11，12，d－68  
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2．1．9 土壌及び地下水圏における有害化学物質の挙動に関する研究   

〔研究担当部〕水質土壌環境部：部長・土壌環境研究室・水質環境計画研究室・陸水環境研究室  

総合解析部：第五グループ  

計測技術部：生体化学計測研究室  

生物環境部：陸生生物生態研究室  

技  術  部：技術室・生物施設管理室  

臨湖実験施設  

〔研究期間〕60～64年度  

〔研究概要〕近年我が国でも，環境庁等諸機関による実態調査から，有機塩素化合物（トリクロ  

ロエチレン，テトラクロロエチレン，1．1．1トリクロロエタンなど）による地下水汚染が市街地  

を中心に広がっていることが明らかとなり，大きな社会・環境問題となっている。一方，従来農  

用地をヰ圧力こ深刻な問題となってきた重金属汚染もその行政面での対策は着実に進んでいるが，  

土壌一植物生態系での汚染のメキニズムに関する基礎的知見はし）まだ非常に乏しい。   

本特研では，有機塩素化合物と重金属という大変化学的性質の異なった有害化学物質を取り上  

げ，それらの土壌・地下水圏での挙動と土壌¶植物生態系への影響を明らかにするとともに，両  

物質の性質の遠心）が土壌環境影響にどのように反映されるかを比較検討し，ひいては土壌，地下  

水汚染の予測と未然防止に関する知見を得ることを目的としている。研究は有害化学物質の環境  

侵入形態，土壌中での存在形態，分析方法の確立，挙動（吸脱着，分解，浸透，流動など）と土壌  

環境との関連，植物応答及び土壌生態系への影響などについて，化学，物理学，土壌肥料学，植  

物栄養学，微生物学，及び水理学などの広い分野から行われている。   

また本研究では上欄他用大型ライシメーター，グロースチャンバー，農薬チャンバー（いずれ  

も土壌環境実験棟内施設）及びほ場などの施設が有効に利用されている。以下は本年度の研究成  

果である。  

研究課題1）有害化学物質の環境侵入形態と保全対策  

〔担当者〕乙間末広・中杉修身・村岡浩爾・福島武彦・池口 孝●・古市 徹●（■客員研究員）  

〔内 容〕本研究は，使用実態の把凰汚染実態調査データの統計解析及び地下水中の汚染物質  

の挙動のシミュレーション解析によって有機塩素化合掛こよる地下水汚染機構を解明し，地下水  

保全対策のあり方を冒的としている。   

本年度は，まずトリクロロエチレン及びテトラクロロエチレンの主な使用業種であるドライク  

リ【こング，メッキ業等について詳細な使用実態を調査し，その環境への侵入形態を明らかにし  

た。有機塩素化合物の大部分は大気へ侵入していくが，地下水汚染に関しては微量ながら排水や  

廃棄物に含まれて排出されるものが主たる原因となっていると考えられる。   

次に，環境庁や地方自治体での実態調査データを統計解析して，地下水汚染の類型的整理を行  

った。その結果，①構造の類似した物質は濃度間の相関が高いこと，②汚染物質の流下方向に  

長く伸びた帯状の汚染が多いこと，③汚染濃度に季節的な周期変動がある場合があること等が  

明らかとなった。   

また，詳細な汚染実態調査が行われている2市を対象にモデルによるシミュレーションを行っ  
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た。その結果，一過性の汚染でも，汚染持続時間は場所によって数年から十数年かかるとみられ  

ること等が明らかとなった。   

さらに先進的に対策を実施している自治体を調査し，国や自治体における対策の現状を整理す  

ると共に，地下水汚染対策の類型化を行った。  

〔発 表〕K－84，85，193，B、39，E58，59，b－20，22，e87，88  

研究課題 2）土壌中における金属元素の存在形態  

〔担当者〕高松武次郎・久保井徹・広木幹也  

〔内 容〕従来，土壌中の金属元素の存在形態は，土壌を酸，キレート剤，還元剤及び酸化剤な  

どを含む溶液で処理し，目的とする形態にある金属を選択的に可溶化して分析されてきた。しか  

しこの方法は，溶出過程での金属の再吸着など問題点も多い。ここでは，土壌成分を溶解せずに  

分析する方法として浮遊選鉱（浮選）法の応用を試みた。本年度は基礎検討として，土壌構成々分  

（Fe，AI，Mn及びTi酸化物，Fe硫化物，粘土，腐植酸）の浮選特性を明らかにした。ドデシ  

ル硫酸を捕焦熱とした系で，上記成分の半浮選pH（pH3～10の範囲で得られた最高の浮選率  

の1／2量が浮選されるアルカリ例のpH値）は各成分のpHpzc（零電荷点）と良い相関を示し，溶  

液pHを適当に選ぺば，土壌成分を分別浮選できることを示唆した。また植物への可給態重金属  

量を評価する目的で，土壌中Cdの全含量，NH．NO3抽出量及びDTPA抽出量を植物（ダイコ  

ン）体中濃度と比較検討した。結果は，現在解析中である。さらに，土壌間のCd可給度の遠い  

を植物を用いて評価する新しい手法も提案した。  

研究課題 3）有機ハロゲン化合物の分析法の確立  

〔担当者〕森田昌敏・安原昭夫  

（内 容〕地下水中の有機塩素化合物を電子捕獲型検出器（ECD）で検出するに際して基本とな  

る検出感度を約150種の化合物について測定した。ECDは塩素を多く含む分子，特に塩素原子が  

お互いに近傍に存在しているような分子において高感度であった。また臭素を含む分子は塩素よ  

り，さらにヨウ素を含む分子は臭素を含む分子より高感度であった。ハロゲン原子以外では，二  

重結合や三重結合をもつ分子において高感度を示し，特にニトリル基，ニトロ基，カルポキシル  

基，C…C基は高感度であった。ECDの電子捕獲は，極めて複雑なプロセスであり，検出器の構  

造，キャリヤーガスの種類と流速，温度により大きな影響を受けメーカーの違いによる機種差が  

大きかった。   

比較的低沸点の化合物（トリハロメタン塀の領域）約60種につしゝて，メガポアカラムを用いてガ  

スクロマトグラフ保持指数及びECD相対感度を決定した。これにより未知化合物のガスクロマ  

トグラフによる推定が可能となった。  

研究課題 4）有害化学物質と土壌の理化学特性の把握  

〔担当者）平田健正・大坪園順・田井慎吾・松重一夫・久保井徹  

〔内 容〕（1）有機塩素化合物の吸着：トリクロロエチレンの水溶液について，3種の風乾土  

壌（鹿沼土，異ポク土，真砂土）及びガラスビーズ（粒径：0・03～0▲063mm）への吸着性を検討し  

た。土壌の此表面積は活性炭の10帥m2／gに対して，鹿沼土300m2／g，男ポク土50m2／g，真砂土  

4m2／gと小さい。3種の土壌のうち，異ポク土の吸着能が最も大きく，トリクロロエチレンの  

初期濃度870mg／Jの時，3．4mg／gであり，活性炭170mg／g（初期濃度は同じ）に比べて極めて低  
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い値であった。また黒ポク土に対するトリクロロエチレンのFreundlich吸着等温式の定数挿K  

＝0．0039，1／n＝1．01であった。  

（2）土壌の物理特性：現地及び室内実験に供された土壌について，含水比，比重，粒度，コン  

システンシー，締め固め，透水係数，粒鼠pF，団粒の8項目の土壌物理試験を行った。60年  

度は主に汚泥の連用された畑地土壌を中心に試験を行い，汚泥連用の土壌物理特性に及ぼす影響  

を調べた。その結果，シルト分の少ない土壌については，5年程度の汚泥連用では土壌の物理特  

性に大きな変化が現れないことが明らかにされた。  

研究課題 5）有機塩素化合物の浸透と流動  

〔担当者〕向井 曹・平田健正・大坪園順  

〔内 容〕合成有機塩素化合物による地下水汚染は基本的には，それが土壌を浸透し下方移動す  

ることによって発現する。本課題では，合成有機塩素化合物の土壌中における鉛直浸透及び下方  

浸透パターンを明らかにすることを目的としている。得られた成果を要約すれば，以下の通りで  

ある。  

（1）既往の文献・報告の調査の結果，テトラクロロエチレン，ジタロロプロピレン等の揮発性  

脂肪族塩素化合物は，DDT，BHCなどと比較すると，土壌への吸着性が弱く，下方浸透を受け  

やすいことが推察された。  

（2）多孔体場（ガラスビーズを充てんした円筒容器）における有機塩素化合物（トリクレン，バ  

ークレン）の鉛直浸透を調べた結果，不飽和帯の場合はビーズ径（5－1mm）に関係なく容易に浸透  

するが，飽和帯の場合にはど－ズ径が小さくなる程，浸透しにくくなることを認めた。また，ヘ  

ルショウ干デル実験においても，同様の結果を得た。   

研究課題 6）土壌環境と有害化学物質の移動特性  

〔担当者〕袴田共之・久保井 徹・広木幹也・山口武則・藤井園博●・波多野隆介■・麻生末  

雄－（＊客員研究員）  

〔内 容〕本課題では，土壌中の有害化学物質とその移動を左右する各種条件ヒの関連を重視し  

た研究を行う。本課題で扱っている物質は主として重金属である。  

（1）土壌環境における金属元素の循環：土壌の酸性化に伴う重金属の植物吸収と下層への浸透  

を明らかにするため，前年度まで石灰凝集下水汚泥を多量に連用してきた屋内大型ライシメータ  

ー（畑条件）に硫酸酸性水（pH3．5）を濯水した。本年度末までに土壌のpHは8．5から7．8に低下し  

た。  

（2）土壌条件の変動と重金属の挙動：重金属蓄積土壌（有機廃棄物施用土壌）における土壌環境  

の変化（土壌pHの変動）が土壌中の重金属の挙動に及ぼす影響並びに植物による重金属の吸収を  

検討する。本年度は，前土壌特研で使用した本構内畑地ほ場（B－1，B－2：有機廃棄物施用ほ  

場）の土壌層位別のpH及び重金属含量などの変化の状況を調査した。これらの畑地ほ場に土壌  

ptiを変えるための試験処理を設定した。また，それとは別に，有機廃棄物施用土壌を充てんし  

たカラムに酸性水を通し，浸透水のpH及び各種成分の分析を行った。  

（3）地下水位の変動と重金属の挙動：6価クロム及びヒ素などで汚染された土壌を対象に，機  

下水位の変動が汚染土壌中の重金属等の挙動並びに植物による吸収に及ぼす影響を検討する。本  

年度は，地下水位の変動と6価クロムの移動を調べるためのモデル装置を作成し，降水量と地下  

水位の変化並びに6価クロムの移動状況を調査した。また，有機物と共存するクロムの土壌中の  
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移動状況を調べた。  

（4）有磯物と共存する重金属の土壌中における挙動：各種土壌における有害化学物質の動態と  

それを左右する条件，特に有機物の存在の有無との関係を解明し，地下水汚染の予防のための基  

礎資料とする。本年度は，本テーマで扱うモデルとして，タンクモデル及び亀裂を含む養水分収  

支モデルを検討した。これらモデルの検討のため黒ポク土及び淡色黒ポク土におけるライシメー  

ター実験の結果を解析した。  

〔発 表〕K朗，87  

研究課題 7）有害化学物質の植物応答  

〔担当者〕久保井徹・山口武則・名取俊樹・戸塚 績・高橋英一■・矢崎仁也●（■客員研究員）  

〔内 容）有害化学物質（ここでは無機元素を対象にする）で汚染された土壌に生育する植物は，  

汚染物質の種類と濃度，植物種，土壌条件等の要因により種々の応答を示す。これら応答を利用  

することにより，土壌中に存在している元素のうち，生物的に活性のある部分を評価することが  

原理的に可能である。そのためには（1）応答の特性を正しく評価する，（2）積極的に指標と  

なりうる植物を検索する，（3）多様な要因を含む現場で，前2者の結果を検証する必要があ  

る。   

昭和60年度には次の成果を得た。  

（1）重金属等による植物の応答特性：  

（方法）9科34種の作物をCdを含む土壌に栽培した。土壌中Cd（sc）と地上部組織中Cd（tc）含  

量との関係をlog（tc）＝α＋βlog（紅）の式に当てはめ，αとβを吸収の特性値として種間の違  

いを調べた。  

（結果）α値でみると，吸収性の低いマメ科，中位のイネ，ユリ，ウリ，セリ科，高いキク，ア  

ブラナ，ナス，アカザ科の3群に分かれ，またβ値は，ウリ，セリ，アブラナ科とその他の科  

を区別した。  

（2）指標植物の検索：  

（方法）ヤナギ科ポプルス属の79種をCdを添加した土壌に栽培した。またアブラナ科植物（ダイ  

コン，コカプなど50品種）を足尾土壌に栽培した。  

（結果）ポプラ葉中のCd含量は品種間で数十倍の差があり，気孔開口度との関連が示唆された。  

また，アブラナ科にはクロロシスの発現しやすい品種があった。  

（3）有害金属の陸上植物に与える影響：  

（方法）足尾煙害地から，イタドリなどの植物を採取し，＃官別に元素濃度を諏ペた。  

（結果）イタドリでは，AlとCuの濃度は根で高く，Mn濃度は葉で高かった。  

〔発 表〕e35，36  

研究課題 8）有害化学物質の分解と土壌生態系への影響  

〔担当者〕須藤隆一・矢木修身・稲森悠平・細見正明・稲葉一棟・稲垣典子・向井 哲・広木幹  

也・服部浩之  

【内 容）有機塩素化合物，重金属等の有害化学物質が土壌から地下水圏に至る過程において土  

壌生態系を構成する重要な生物である細菌，藻類，菌類，土壌動物に対していかなる影響を及ぼ  

すか，またこれらの生物によりどのように分解され，土壌及び地下水圏にいかように分布するよ  

うになるかを明らかにすることが本研究のテーマである。本年度得られた成果は次のようにまと  
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められる。  

（1）糸状菌の生育に及ぼす重金属の影響を精度よく簡便に調べる手法を開発するため平板上の  

糸状菌のコロニー直径から菌糸の伸長速度を測る方法について検討し，精度及び再現性が非常に  

優れていることが明らかにされた。  

（2）重金属汚染土壌において微生物相を調査した結果，汚染されていない土壌に比べて重金属  

耐性菌の割合の高まることが明らかにされた。  

（3）土壌動物の環形動物貧毛類且血涙仁拘蕗壷の増殖・生存には黒ボク土壌が最適であり，  

BOD面積負荷を20～40g／m2d，ORP（酸化還元電位）をプラス側に設定して有害化学物質を添加  

すれば増殖・生存に及ぼす影響を正当に評価することの可能なことが明らかにされた。  

（4）嫌気性条件下，黒ボク土，はす田泥中におけるクロロホルム，トリクロロエタンの分解速  

度について検討を加えた結果，時にはす田泥中において分解が進行し，微生物による分解の可能  

性が示唆された。また，P－クロロビフユニルを対象物質として脱塩素薗の検索を行い，分解能  

を有する菌を2株見いだすことができた。  

（5）重金属特にCdが土壌中の有機物の分解能にいかなる影響を及ぼすかについて添加Cdを  

低濃度から高濃度になるようにして検討を加えた結果，Cdの添加量によってCO2発生量，微生  

物相が大きく変化することが明らかにされた。  
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2．1．10水界生態系に及ぼす有害汚染物質の影響評価に関する研究   

〔研究担当部】生物環境部：部長・水生生物生態研究室・生物環境管理研究室  

水質土壌環境部二海洋環境研究室・土壌環境計画研究室  

環境保健部：人間生態研究室  

技  術  部：生物施設管理室  

〔研究期間〕60～63年度  

〔研究概要〕今日，かっては自然界に存在しなかった数多くの合成化学物質が開発され，なんら  

かの形で環境中に放出・拡散されている。身近の例では殺虫剤，除草瓢界面活性剤（洗剤）など  

は大量に使用され，その多くは最終的に水界へ流入している。また，難分解性化学物質，有害重  

金属などは水中の濃度が低くとも長く環境中に滞留し食物連鎖などを経て生物休中に蓄積されて  

行く。水界生態系に及ぼすこれら有害汚染物質の影響評価に関しては近年特に関心が持たれ，そ  

の必要性が認識されている。ところで，個々の水生生物種に及ぼす有害汚染物質の影響は急性及  

び慢性毒性試験などにより数多く調べられているが，生態系への影響は環境と生物，あるいは生  

物間の相互関係に基づくものであり上記の試験からのみでは予測し得ない。   

これまで重金属河川の調査，各種のモデル生態系や実験生感系，食物連鎖モデル，個体レベル  

の生理学的な影響評価などから生物の相互関係を考慮した生態影響の評価法を試み，それぞれの  

課題で新しい知見を集積してきた。本特別研究ではこれらの成果に新たな問題点を踏まえて更に  

以下のような課題に取り組み，最終的な目標である有害汚染物質の水界生態系への影響の評価の  

進展を図る。  

研究課題1）有害汚染物賃の水界生態系に及ぼす影響とその回復力の予測手法開発に関する研  

究  

〔担当者〕安野正之・畠山成久・春日清一・宮下 衛・高村典子・花里孝幸・佐竹 潔・岩熊敏  

夫・高村健二・野原精一・上野隆平・袴田共之・菅谷芳雄  

〔内 容〕（1）霞ヶ浦の底泥はOkg）を基とした実験生態系を屋外のコンクリート水槽（4．1×5．1  

×1．5〈水深〉m）に作成（2基），この系に対するカーバメイト系殺虫剤（トナフテルーNメチルカ  

ーバメイト，NAC）の影響（1ppm）を検討した。実験は夏期（Exp，I）と冬斯（Exp．II）の2回行  

った。Exp．1の対照区ではフサカ幼虫が枝角類の増加を抑制し，わむし類優占の動物プランク  

トン群集を形成した。一方NAC処理区ではフサカ幼虫及びすべての動物プランクトンが消滅し  

た。その後フサカ幼虫が回復する前に枝角類が増え，これがわむしの増殖を抑制して枝角類優占  

の群集が形成された。Exp．ⅠⅠの対照区では枝角顆が優占し，2月に一時現存量が下がったが，  

4月までその優占が続いた。処理区ではすべての動物プランクトンが死滅し，その後水温が低下  

したため，榛脚類の一部を除いて4月まで回復がほとんど見られず，水温の低い時期に破頓され  

た系の回復は非常に遅くなることが明らかとなった。  

（2）有害汚染物質により動物プランクトンが消滅することが二次的影響として藻類組成にいか  

なる影響を及ぼすかを検討した。浮遊型隔離水界内を用い，CO2の処理をするとほとんどすべ  

ての動物プランクトンは死滅し，その後の実験期間（20日）中もほとんど回復は認められなかっ  

た。植物プランクトンも影響を受けたが，14日目頃から回復し，免誠初わ壷sp，，β～c如車ゐαβγ－  
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ざ〝椚Sp．，5cβ〝gdg5m揖Sp．などが優占した。動物プランクトンの存在する区では次第に〃泡d庖  

sp．の傑占する貧弱な植物プランクトン相になった。   

この浮遊塑隔離水界により栄養塩の有・無，動物プランクトンの有・無（NXX25ネットによ  

る）の組み合わせを作り，化学物質の二次的影響で重要となる動植物プランクトンの相互関係を  

検討した。  

（3）人工河川（屋外）を用い殺虫剤処理後の回復過程を検討するため，人為的に水生昆虫の流下  

区，そ上区，産卵区を用意し系の回復がどの区に基づくかを検討した。10月からの実験では系の  

回復は流下区に最も依存していることを示唆する結果が得られた。  

（4）農薬散布により捕食性の水生昆虫が減少した場合の二次的影響をモデル水田により検討し  

た。トンボ幼虫の存在（20日後）はユスリカ幼虫の現存量を対照区の約1／2に抑制し■た。  

（5）生態系モデル開発のための会話型コンピュータプログラムBGS－ⅠⅠを一般ユーザーの使用  

に供せるよう整備し，大型電算機システムに登録した。  

〔発 表〕K－132～141，149，H24～26，h－17，20，30  

研究課題 2）有害汚染物質の水界生態系に及ぼす複合影響に関する研究  

【担当者〕岩熊敏夫・高村健二・野村精一・宮下 衛・畠山成久・安野正之・狩谷貞二■・大内  

網子＝（♯客員研究貞，＝共同研究員）  

（内 容〕（1）水田から流出する農薬の河川生態系に及ぼす影響を調べる目的で，5月から9月  

にかけて恋瀬川及びその支流において河川水，底質，底生生物の農薬分析用試料を採取した。河  

川水についてはアカヒレ，ヌカエビを用いた濃縮毒性試験を行った。河川水中の農薬濃度は5月  

中旬から6月上旬にかけて，及び7月中旬から8月中旬にかけて上昇し，雨期で流量の多い6月  

中旬から7月上旬の間は濃度が低くなった。5月には除草剤のブタクロール，殺虫剤のBPMC  

が10ppb以上の濃度で検出された。   

河川水のメカエビに対する濃縮毒性は5月下旬に最も高く濃縮濃度（原水，100％）は7月に700  

％となった。これは河川水中の殺虫剤及び除草剤濃度が最も高い時期に一致した。アカヒレに対  

する濃縮毒性は，上流部では6月から9月までの間濃縮濃度1300％以上であったが，下流部では  

7月及び8月に750％に上昇した。  

（2）グッピーの稚魚を用いて農薬（殺虫剤・殺菌剤・除草剤）の複合影響を急性毒性試験法で検  

討した。コリンエステラーゼ阻害作用を持つ有機リン系殺虫剤（フユニトロチオン，マラソン，  

ダイアジノン）とカーバメイト系殺虫剤（BPMC）をグッピーに同時暴露した場合は，毒性（LC5。  

値）は軽減される。一方，あらかじめ24時間LC5。値の1／100の濃度で3日間，有機リン系殺虫剤  

に暴露しておいたグッピーの稚魚をBPMCに暴露すると，BPMCに単独暴露のときよりも  

LC5。傾が5～6倍高まる。このような傾向は同様にジチオカーバメート系除草剤と有機リン系  

殺虫剤（マラソン）との組み合わせによっても見られた。  

（3）重金属河川の調査から河川水中のCuが高濃度であるときカグロウのCd，Znの蓄積を抑  

制することを示唆する結果を得た。モデル河川によりこのことを検討し，モデル実験でもCu  

（20ppb）によりカゲロウ（E＞eonLS hltifolium）のCd，Zu濃度が減少した。  

〔発 表〕K129  
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研究課題 3）有害汚染物質の水界生巌系に及ぼす毒性発現機構に関する研究  

〔植当考】鈴木和夫・青木康展・渡辺 信・畠山成久・高村典子・笠井文絵・鷲見 和－  

（－客員研究員）  

〔内 容〕（1）組織化学的に生体中の重金属の分布，存在状態を明らかにする手法の開発を目指  

した。ベンゾチアゾリルアゾβ－ナフトールはCdの選択的な染色に適しているが，検出限界を  

上古デる必要があり‖Cで標識した。遊離のリガンドと錯体化したリガンドを組織切片上で選択的  

に除去する方法を検討した。  

（2）Wester】1blottjng法を利用した重金属結合タンパク質の検出法について，ユスリカ幼虫  

を用いて検討を開始した。また，生体中の汚染重金属と生体必須金属を同時に分離検出し，特徴  

付けるための高速液クローICP法についても検討を始めた。  

（3）フナ肝臓中には高濃度のCuとZnを含むメタロチオネインが存在した。10ppbのCd水  

に39週暴露，及びCdを腹腔内に注射したフナもCdは上記のメタロチオネインと同じ挙動をと  

る2種のイソメタロチオネインに結合していた。肝可溶性分画中の生体必須元素の存在状態に及  

ぼすCdの影響についても検討した。  

（4）重金属耐性のケイ藻A止船舶払r 服ぬ正成仰の無菌培養を確立し，その増殖に及ぼす  

CuとCdの影響をFe，Co，Mn及びZnが微量存在する条件下で調べた。その結果実験条件下  

でもこの種はCuでは1▲6ppm，Cdでは1ppmまで増殖可能という強い耐性を有することが分  

った。Cu及びCd阻害下にあるA．minutissima8＝キL／－卜物質であるEDTAを添加すると微  

量でも著しい回復をもたらした。  

（5）殺虫剤・除草剤による実験生態系の影響ではワムシ，ミジンコ類の変化及びその相互関係  

が重要であった。そのため今年度はワムシ，ミジンコの増殖に対する5種類の除草剤の影響を調  

べた。その中でクロルニトロフェンの毒性は最も強く，食物連鎖を適した影響も認められた。ま  

たユスリカ（fわ如〉βdgJ〝机乃〟占娩γ）に対するCNPの影響も調べられた。  

〔発 表〕K－142～147，k－1，h－25  

研究課題 4）有害汚染物質に対する指標生物の検索に関する研究  

〔担当者〕渡辺 信・畠山成久・佐竹 潔・宮下 衛・安野正之・菅谷芳雄・笠井文絵  

〔内 容〕（1）鋼（Cu）やZn等量金属汚染の著しい河川に優占的に生育している微細藻類の中か  

らラン藻の月なβm∫繭肌和机05〟刑，ミドリムシ藻軸ゐ刀β耕〟お力〟速，緑藻の∽抜′㍊乙原γ招か舷  

（高取鉱山下流）と5Jなg∂Cわ乃ざ〟椚Sp．，ケイ藻のq明似血sp．（日立市・宮田川）などを純粋培養  

することができた。これらは重金属耐性種と見られるがこれらの耐性及びその耐性機構を把握す  

る基礎が確立された。また宮田川からは重金属耐性ユスリカとして従来明らかにしていた耐性種  

とは異なるユスリカ（動地邪馳㈹Sp．）を見いだした。  

（2）重金属耐性種であるコカグロウ（励eぬ）中でも且ム転用涼補は重金属，特にねzuを高  

濃度で蓄積することを主に秋田県，山形県などの重金属河川で明らかにしてきた。今年度は足  

尾伊豆（3河川），高知県（数河川）などの河川でjおe舷の採集を行い重金属汚染の指標性を検  

討した。足尾の結果では助ぬはほとんど且Jんg円形7c猥であった。コカゲロウのCd，Znの濃  

度は対照として分析したトビケラと比較し著しく高いものであったがCuの濃度に有意差は認め  

られなかった。  

（3）昨年度末に行った重金属汚染河川（四国）の生態影響調査の中で，水生昆虫の生物相が明ら  

かにされた。汚染の著しい地点の多様性指数は低く，ユスリカ・コカゲロウが優占することばこ  
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れまでの調査結果と同様であった。またカゲロウの重金属性種はこの調査でもβαgJねJ如，Ⅶよc猥  

であったが，汚染のやや減少した地点では励gぬsα如β乃5ねの密度も高い地点があり，この種の  

重金属耐性も高い可能性が示された。  

〔発 表〕K－130～131，H－23，h－26，27，30，i14  
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2．1．11呼吸器系健康影響に係る長期潜在リスク評価手法に関する研究   

【研究担当部〕環境保健部：部長・環境保健研究室・環境疫学研究室・人間生態研究室・環境心  

理研究室  

大気環境部：大気環境計画研究室  

計測技術部：底質土壌計測研究室・分析室  

技 術 部：動物施設管理室  

〔研究期間〕60～62年度  

〔研究概要〕昨今の環境汚染は，都市における交通公害又は生活排水公害等に見られるように生  

活者に起因するところが大きくなっている。一方では二次的に生成される汚染質の重要性が高ま  

り，汚染の範囲の広域化と共に，汚染の多様化が挙げられている。さらに，我が国でも人口の高  

齢化が進み，潜在的慢性疾患の増加が見られるなど，健康面でも複雑化の傾向にある。これらの  

状況下にある地域人口集団の健康影響に関する調査研究においては，汚染質の個別評価を行い，  

総合的に検討することが必要となっている。この観点から，本研究では気道を経由して人体に取  

り込まれる物質，特に多成分を含有している粒子状物質が，肺を中心とした呼吸器系に及ぼす長  

期的影響に関する検討を，地域人口集団及びヒト個体から得られた知見をもとに行って，長期潜  

在リスクの評価の手掛かりを得ることを目的とした。この目的を達成するためには，粧子状物質  

の人体への侵入，沈着，蓄積，移行，生体反応等について動物を用いた基礎的実験も必要であ  

り．研究を同時に進行させている。さらに，都市生活者が生活時間の90％近くを屋内で過ごす  

と言われていることから屋内空気の寄与を考慮するために，屋内浮遊粉じん調査を行い，その結  

果を検討する。研究課題を大きく三つに分け，課題1，2は調査，試料収集が含まれ課題3は  

動物実験による研究が主となっている。  

研究課題1）人間集団における暴露過程とりスク評価に関する研究  

（1）都市域における大気汚染とその健康影響に関する研究  

〔担当者〕小野雅司・平野靖史郎・金子 勇・相本篤子・前田和甫・・新田裕史・  

（■客員研究員）  

〔内 容〕研究の初年度に当たり，調査対象地区を設定し，併せて対象世帯の選定（住民票より  

の該当世帯の抜粋，家庭訪問による調査協力依頼）を行った。また，室内環境測定に用いる小型  

の粉じんサンプラーを開発し，基礎的な性能試験を行った。引き続き，昭和61年3月に約200世  

帯を対象に第一回の室内環境測定（家庭内粉じん濃鼠二酸化窒素濃度）を実施した。   

（2）気中毒性有機化合物の地域住民の暴露状態と健康影響に関する研究  

〔担当者〕安藤 満・松本 理・田村憲治・瑚刀正行・植田洋匡・金谷 健  

〔内 容〕生活環境における浮遊粒子状物質，特にそのなかで毒性有機化合物の気中濃度変動を  

発生源の異なる環境下で調査する際の測定法上の問題について検討した。60年度は個人暴露量把  

握のための個人サンプラーを試作させ，調査地での使用可能な機種を確定した。浮遊粒子状物質  

の測定には光散乱方式の自動計測器と絶対質量の測定を常時並行して行い，都心部や農村部の濃  

度変動を一部検討した。その結果その濃度変動は発生源の質的量的変動や拡散等の影響で複雑な  
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状況であることが判明した。  

〔発 表〕G－7，8，g4，5，20  

研究課題 2）人体（肺）蓄積によるリスク評価に関する研究  

〔担当者〕太田庸起子・中野篤浩・三森文行・松本 理・相馬悠子  

〔内 容）（1）環境中浮遊粒子の肺蓄積に係るリスク評価に関する研究   

剖検肺に沈着している黒色沈着物（病理学的には炭粉と称してし）る）について，複数の分析手法  

を用いてその性状を明らかにし，蓄積量との関係を検討した。これを求めるには，沈着物をその  

まま取り出し変異原性試験，また凍結乾燥させてからESR測定を行った群と，沈着物を組織か  

ら分離するためにアルカリ性溶液で時間をかけて溶解し超高速遠心分離操作で異色物のみを回収  

し，最終的には黒色粉体として得たものを複数の分析方法により分析を行った。EDX分析，中  

性子放射化分帆C，N分析，ICP分析等を併行させて行った。その結果，沈着物は加齢と共に  

多くなっていき，沈着物の約50重量％は炭素であり，しかも有機性のものが多いことを確認し  

た。残りの約50重量％は軽元素から重金属まで含有されていた。変異原性試験（エームス法）の結  

果は1例に陽性と判定できる知見を得た。  

（2）屋内浮遊粒子の汚染度と健康評価に関する検討   

東京都区内幹線自動車沿道3地点の住民の家屋（木造，モルタル又はコンクリート等）30戸数，  

人の多く集まる所としてのデパート内，ビル内の事務室，会議室，さらに比較の場所として粉じ  

ん作業場所等，合計50か所を対象として，個人ダストサンプラーを用いて家屋内の浮遊粉じんの  

測定を冬期に実施した。粉じん量の相互比較を行うと共に，フィルター上のダスト組成も検討  

し，ヒト肺の知見と対応させた。  

〔発 表〕G9～11，g－6，7  

研究課題 3）呼吸器内沈着と体内移行等に関する実験的研究  

（1）粒子状物質の呼吸器内沈着と体内移行等に関する実験的研究  

〔担当者〕太田庸起子・中野篤浩・三森文行・松本 理  

〔内 容〕吸入された粒子状物質の沈着又ほ体内移行に関する知見をトレーサー法により求める  

ため，安定同位体標識の粉じん及びガス同時暴露を動物を用いて行うため，実験に必要な装置作  

成，暴露に必要な試料を用意した。  

（2）経気道暴露による重金属の呼吸器内沈着と体内移行並びにその影響に関する実験的研究  

〔担当者）鈴木和夫・三種裕子・遠山千春・青木康展・杉平直子・中野篤碍・小林悦子♯  

（●客員研究員）  

〔内 容〕経気道暴露による重金属の体内動態とその影響を検討するためには，暴露実験用の装  

置の開発並びに暴露時の重金属の化学形や粒形など，解決すべき問題点が多くある。そこで，気  

管内投与という簡便法をとり，吸入実験のモデルとなりうるかどうか検討することとした。重金  

属としては，体内動態の比較的良く知られているカドミウムを用いた。   

塩化カドミウムをウイスター系雄性ラット（体重約270g）に1匹当たり40／‘gを最高濃度とし  

て，9段階の用塁で気管内投与した。肺の湿重畳は投与量と共に直線的に増加し，2．5／Jg以上で  

は有意な変化として観察された。肺に蓄積したカドミウム量も投与量と共に増加したが，5／‘g  

以上の用量では蓄領比率は減少した。肺への蓄積比率が減少すると共に，肝臓に蓄積する比率が  
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増えた。肺に含まれる必須元素濃度はカドミウムの投与量が増えるにつれて変化したが，その変  

化の仕方は血簗成分の流入によって説明可能であった。   

致死濃度から無作用濃度までのカドミウムを気管内投与を行った今回の実験結果は，文献上の  

吸入実験結果とよい一致を示す濃度があり，簡便実験でも有用な結果が得られることが明らかと  

なった。  

（3）粒子状物質の呼吸機能に及ぼす影響試験  

〔担当者）平野靖史郎・小野雅司・相本篤子・清水 明・高橋 弘  

〔内 容〕アスベストの一つであるタロシドライトをラットに経気道投与し，主として換気力学  

的手法を用い影響を調べた。投与3か月後に肺気流抵抗，機能的残気量の上昇，V25，Vl。の低  

下が見られたが動肺コンプライアンスに変化はみられなかった。これらのことより，肺の末梢郡  

における気道の閉塞が示唆される。また，血清リゾチームの上昇はみられたが，尿中HOP／  

CREに変化はみられなかった。  

〔発 表〕g－31  

（4）生体気道をモデルとする模擬実験  

〔担当者〕宮寄 武・植田洋匡・平野靖史郎  

〔内 容〕シミュレーションにより粒子状物質の気道境界壁における沈着現象を把捉する上での  

プログラムを開発中である。また，吸湿性粒子の挙動についても検討中である。  
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2．1．12 環境指標を用いた都市及び自然環境等の変動予測手法開発  
に関する総合解析研究  

〔研究担当部〕総合解析部：部長・第一グループ・第ニグループ・第三グループ・第四グループ・  

第五グループ  

環境情報部：情報システム室  

計測技術部：分析室  

環境保健部：環境心理研究室  

〔研究期間〕60～63年度  

〔研究概要〕今後我が国において，高度の生産・消費活動と良質な環境の維持とを両立させるた  

めには，両者の関連の解明と今後の変動予測が不可欠である。本研究では，人口構造，産業構  

造，匡民意識等の基本的経済社会条件が環境に影響を及ぼすメカニズムを各分野で把握し，これ  

らの諸条件の変化によってもたらされる環境変動の予測方法を開発することを主目的とするもの  

である。この成果は，国及び地方の環境行政において長期的な環境変動を把握し，これに立った  

望ましい環境長期施策を立案する際の基礎知見となることを目指すものである。   

本年度は，まず環境問題の重点領域抽出のために，国民経済と社会変動との将来動向の長期的  

シナリオの体系化を試みた。そして，分野別の環境保全重点事項として，都市構造及びエネルギ  

ー需要を踏まえた大気汚染の変化，流域土地利用及び水利用動向を踏まえた水環境の変化，廃棄  

物処理動向を踏まえた都市域土壌汚染の変化などを長期的に予測するため，基礎資料を収集し  

た。また，予測を支援するため環境総合解析情報システムを拡張・整備し，データベースの充実  

を図った。また環境変動を望ましい方向へ導くための諸施策を検討するため，都市環境の快適性  

を例に多世代による負担などの社会経済的手法や，それらの手法の適用限界をもたらす物理的・  

心理的条件を明らかにするための文献収集や調査によるデータ収集を行った。  

研究課題1）国民経済の将来動向からみた環境保全の重点領域抽出に関する研究  

〔担当者〕北畠能房・室田泰弘－・池田三郎■（－客貞研究員）  

〔内 容〕本研究の目的は，既存のマクロ経済モデルの環境問題折り込みの形態をサーベイし，  

環境保全とマクロ経済，エネルギー需給及び開発計画との関連を明らかにすることである。環境  

保全を取り込んだ既存のマクロ経済モデルは，大別して，（1）エコノメトリック型（需要主導  

型），（2）動学的Ⅰ／0モデル（供給主導型）がある。このうち，前者の型は，公害規制（環境基  

準の設定とそれに基づく排出規制）のマクロ経済諸量（物価水準，GNP，雇用等）に与える影響  

を，5年ないし10年といった時間スパンで計量しようとするものである。これに対して後者のモ  

デルは，経済の生産構造や技術革新の程度に関する所与の条件のもとで，公害規制が経済の中・  

長期的（10～20年）な成長経路に与える影響を計量しようとするものである。   

いずれの型のモデルにおいても，（1）公害発生量が生産量に所与の原単位を掛け合わせたも  

のとしてとらえられ，公害防止の方法は発生したものの処理のみというように，公害防止に果た  

す価格インセンチィプの役割は考慮されていない，（2）フローとしての公害のみが扱われてい  

ることと，公害がもたらす各種の被害の側面が取り込まれていない，ことなどが明らかになっ  
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た。このうち前者についてはエネルギー需給予測モデルの利用可能性について，後者について  

は，生産要素間の代替関係に与える公害の影響について予備的検討を行った。  

〔発 表〕B15   

研究課題 2）社会変動の長期的展望を踏まえた環境問題の長期的シナリオの体系化と検証  

〔担当者〕飯倉善和・原沢英夫・青柳みどり・森田恒幸・仁科克己・西岡秀三・森口祐一・森保  

文・中杉修身・天野耕二  

〔内 容〕本研究は，21世紀初頭の我が国の環境問題について，社会変動の長期展望を踏まえた  

各種シナリオを作成・体系化し，巨視的なデータ解析やモデル開発により主要なシナリオを検証  

することを目的としている。   

本年度は，まず，我が国で最近実施又は策定された長期予測及び長期計画の事例，計約120件  

を収集し，予測の方法及び予測の結果等について分野別にレビューし整理した。次いで，これら  

の社会経済の長期的トレンドを基礎にして，我が国の環境問題の個別的シナリオを作成した。   

一方，上記シナリオを検証し，また予測モデルの設計を支援するため，環境総合解析情報シス  

テムを拡張した。これは，既に整備済の国際レベル及び都道府県レベルの広域指標データベース  

システムに加えて，都市レベルのシステムを追加し，これら三つのシステムを階層的且つ一体的  

に利用できるよう，システムの統合化を行ったものである。なお，都市レベルの主要なデータに  

ついては，新規に収集し，ファイル化した。さらに，表示システムの充実を図った。   

また，以上の成果を基にして，種々の分好の専門家を招いたシンポジウムを開催し，我が国の  

社会経済の主要トレンドの動向及び環境問題の長期的シナリオの概要につしiて検討を深めた。  

〔発 表〕K－55，56，163，B－34  

研究課題 3）産業構造及びエネルギー需要の動向を踏まえた大気環境の長期的予測と管理施策  

に関する研究  

〔担当者〕内藤正明・飯倉善和・甲斐沼美紀子・西岡秀三・森口祐一・溝口次夫  

〔内 容〕国内及び世界の大気環境の長期的な変動を予測するため，各種の基礎データを収集整  

理すると共に，郡市産業構造と大気汚染の関連について分析した。  

（1）都市的要因の分析・整理   

大気汚染が都市のどのような構造と関連しているかを全国都市データから僻観し，大気汚染を  

もたらしている都市的要因を分析した。特に都市における大気汚染は交通量と密接な関係を持つ  

ため，物流と都市活動との結びつき及び物流のありかたについて考案した。  

（2）大気モニタリングシステムの検討   

都市環境相標としての有効性を検討するため，大気エアロゾル及び雨水成分の測定手法につい  

て検討した。また，長期的な大気環境の変動を予測するため，バックグランドオゾンの地理空間  

的・季節変化のモニタリングを行った。さらに，広域汚染分布の変動を把握するため，簡易測定  
法によるNO2濃度の分布の桐密測定を行った。  

（3）大気環境に関する知識ベースの作成   

大気環境の長期予測を行うため，エネルギー需要，技術革新，汚染対策等と大気環境の関連に  

ついて検討した。また，得られた情報の検索，編集を容易に行い情報間の関連を探るため，知識  

ベースの作成技法について考察した。  

〔発 表〕B－49，50  
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研究課題 4）流域の土地利用及び水利用の動向を踏まえた水環境の長期予測と管理施策に閲す．  

る研究  

〔植当考〕乙間末広・原沢英夫・仁科克己・森 保文・中杉修身・天野耕二  

〔内 容〕本研究は，土地利用や水利用といった流域の人間活動の変化に伴う水環境の長期変動  

を，主として水質を中心に予測し，この結果を踏まえて望ましい方向へ誘導する施策を提言しよ  

うとするものである。   

水環境の水質は，その水量と汚濁負荷量によって決まってくる。このため，水環境の長期的変  

動を予測するためには，その水域の水量と流入負荷量の変動を把握し，それらと水質との関連を  

モデル化する必要がある。   

そこで，今年度はまず，全国の湖沼を例にとり，その水質を流域の人間活動にかかわる特性と  

湖沼の持つ物理的特性とから統計的に予測する手法の開発を試みた。既存のデータベースに基づ  

いて，人間活動にかかわる流域特性及び湖沼の物理特性のデータベースを作成し，水質及びこれ  

ら湖沼特性の統計解析により，湖沼特性の中から代表性を持つ指標を選び出すと共に，変数選択  

型重回帰分析によって水質を統計的に予測するモデルを確立した。   

また，水環境の長期的変動を予測するためのSDモデルの基本的骨格を構築するために，既存  

の水環境予測モデルのレビュ†．を行った。   

さらに閉鎖性水域の汚濁と密接な関連を持つ，窒素やリンの水系における収支を把握するため  

に，水田における収支をシミュレートするモデルを検討した。  

〔発 表〕B7，8，b－4，30  

研究課題 5）廃棄物処理動向等を跨まえた都市域土壌汚染の長期変動予測の研究  

〔担当者】乙間末広・後藤典弘・青柳みどり・仁科克己・中杉修身・松藤康司●（■客員研究員ト  

〔内 容〕本研究は，都市域における土壌汚染の長期変動を予測することを目的としているが，  

都市域における土壌汚染は主として有害物質を含有する廃棄物の埋立処分に起因して生ずるもの  

であり，都市域土壌汚染の長期変動を予測するためには，各種廃棄物の発生及び処理の動向を把  

握する必要がある。   

このため，今年度はまず，多種多様な有害物質を含む可能性がある産業廃棄物の発生量及び性  

状の変化，及びその処理の動向を予測する手法を開発するために，基礎となる産業廃棄物にかか  

わる情報の整備状況を調査し，その間題点を整理すると共に，電算機を利用した情報管理システ  

ムのあり方を検討した。   

また，一般廃棄物に含まれる有害物質として大きな社会問題となっている乾電池中の水銀につ  

いてその将来の推移動向を検討した。   

廃棄物の埋立処分地は，埋立が完了すると，その後の取り扱い上は他の土地となんら変わりが  

なく，その跡地利用が問題を引き起こす事例があることにかんがみ，跡地の利用及び管理の実態  

について調査すると共に，それに伴う問題事例を収集・整理を行ってし－る。  

〔発 表1B－25，36，44，b－23   

研究課題 6）都市環境の快適性評価と予軌こ関する研究  

〔担当者〕安岡善文・後藤典弘・田村正行・仁科克己・青木陽二・中杉修身・大井 紘・東郷正  

美・相本篤子・海野道郎◆・平松幸三●・阿部 治＊・勝矢淳雄■・布施六郎●  

（－客員研究員）  
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〔内 容〕人々の環境に対する要求は快適な水準を求めるようになり，快適な環境を長期的にみ  

てどのように造っていくかが重要な問題となってきた。このような状況を踏まえ将来の環境を予  

測するには，どのような施策によって環境が整備されていくかを明らかにすることは欠くべから  

ざる条件となる。本研究では快適性の判断をつかさどる心理的反応とそれをもたらす物理的諸量  

との関係を明らかにすると共に，それらの関連を用いて環境の快適性を増進する施策を明らかに  

し，将来の環境を予測するに有効な手法を探るものである。   

本年度は都市における緑の分布の評価において，住宅地の小規模な緑と公園緑地等の大規模な  

緑とを区別し，前者を緑被率で，後者を“緑のポテンシャルーtで評価する手法を開発した。ま  

た，建物の配列周期をHough変換法により計測する手法を開発した。住民の環境概念の広がり  

と構造の差は二元クラスタリング囲，概念構造園の相違としてとらえられることが分かり，都市  

・農村を比較するため両地域において連想法テストによる意識調査に着手した。環境創造に関す  

る費用を現世代で負担することの有効性について理論的考察そ行った。またその理論の実証に用  

いるためのデータとして公示地価と住宅統計，全国レベルの経済統計に関する資料を集めた。  

〔発 表〕A－1，4，5，8，17～19，B－2，6，a2，3，18，b－3，33，34  

研究課題 7）長期予測モデルの支援のための電算機システムの開発  

〔担当者〕原沢英夫・甲斐沼美紀子・森口祐一・他関係者全員  

〔内 容〕本研究では，長期モデルの開発と予測を行う際に電算機を活用するための手法を開発  

することを目的としている。今年度は，長期予測モデル開発を支援する手法について広く内外の  

文献を調査し，これらの手法の位置づけを明確にすると共に，今後電算機を活用した支援システ  

ムを開発していく上で必要とされる基本的仕様を明らかにした。特に，長期予測モデルとしてこ  

れまで多用されてきたシステムダイナミックスを用いた研究事例を整理し，システムダイナミッ  

クスを環境評価実験魔設で対話的に活用していく上での方法論につい七検討を加えた。  

〔発 表〕K－53，B－34  
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2．2 経 常 研 究  

2．2．1環 境 情 報 部   

〔研究概要〕環境情報部は，環境・公害に関する情報の収集，処理及び評価方法に関する情報科  

学的研究を行っており，その研究成果は，広く環境科学研究の方法論の確立に資するとともに，  

当部のもう一つの任務である環境・公害に関する広範な情報の収集，整理，保守及び提供に関す  

る業務の効率化に寄与している。   

環境に関する情報のうち，大気や水質等の環境監視結果や自然環境保全基礎調査などの環境状  

況に関する数値情報について，その計測，収集方法並びに収集した情報の利用方法に関し，計測  

工学軋 数理統計学的，物理解析的研究を進めており，本年度は，特に大気環境データの時間  

的，空間的変動を記述するいくつかのモデルの開発を進めた。   

環境の画像情報に関する研究は，航空写真や衛星画像等の画像データから有用な環境情報を抽  

出・解析・評価するための画像処理システムの開発を目的とし，本年度も引き続き対話型画像処  

理システム（lPSEN）のソフトウェアの拡充を進めるとともに，景観画像の処理による景観予測  

手法の開発を進めた。   

一方，人工衛星等のリモートセンシングデータの利用に関しては，分光情報処理による水面反  

射光及び大気散乱光の除去の手法を開発した。さらに，昨年度に引き続きSAR（合成開口レー  

ダ）データの利用可能性について検討を行った。また，自然環境状態の評価方法に関する研究の  

一部として，リモートセンシングによる植生区分図の作成方法に関する検討を引き続き行った。   

さらに，知識情報に関する研究を発足させ，環境評価に関する連想調査法の開発を進めると共  

に，調査データの解析法及び表示法を開発した。また，環境にかかわる情報の検索者をも含めた  

情報検索システムについて検討した。これと関連して，検繁用語が文献検索システムの検索結果  

に与える影響に基づき，システムの評価方法を検討した。   

また，環境汚染制御システムの設計方法に関する数理的諸方法の研究では，渇水期における水  

質低下に対応する浄水システムの研究を行った。  

研究課題1）環境画像情報処理システムの研究  

〔担当者〕宮崎忠国・安岡善文  

〔期 間〕57～60年度  

〔内 容〕対話型画像処理システムIPSEN（Image Processing System for ENvironmental  

Analysis and Evaluation）のソフトウェアの拡充を行うと共に，新たな画像処理手法の開発を  

行った。特に，（1）景観画像において，電柱や看板の除去，樹木の追加などを行い，新たな景  

観を予測する手法を開発した。また，（2）航空機，人工衛星により得られるリモートセンシン  

グ画像データから，緑（植物）の分布，水質の分布等各種の環境情報を抽出するための手法を開発  

した。さらに，（3）リモートセンシング画像において問題となる各種の雑音について，その除  

去方式を開発した。  

〔発 表〕K－59，A16～19，a－18，19，21  
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研究課題 2）知識情報の解析手法及び処理過程に関する基礎的研究  

〔担当者〕大井 紘  

〔期 間〕60～64年度  

【内 容〕環境評価を調査するための連想調査法の開発を進めるとともに，自由連想調査データ  

の2元クラスタリングによる解析結果の表現法を開発し，連想語の出現順序を考慮した解析法で  

ある近傍法を開発し，それらの有効性を明らかにした。さらに，連想調査データの解析法を組織  

的に生成するためのシステム論的な方法を開発した。   

一方，環境にかかわる情報の検索方法を開発するために，言語情報の相互の有棟的関連性に着  

目した情報検索システムの構成について検討した。また，情報検索システムにおいて，情報検索  

者の検索意図と，検索経過に対する検索者の判断ヒを考慮した情報検索系の構成についても検討  

した。  

〔発 表〕A－4，5，a－2，3  

研究課題 3）多次元分光情報処理システムの研究  

〔担当者〕宮崎忠国・安岡善文  

〔期 間〕60～64年度  

〔内 容〕水域リモートセンシングにおけるグランドトルースデータ収集の¶環として水面の分  

光特性の計測を行った。霞ヶ滴では航空機リモートセンサーによる水面分光反射率の角度特性に  

ついての評価を行い，琵琶湖では水面反射光及び大気散乱光の除去に関する手法の開発を行っ  

た。また，航空機リモートセンサーの絶対輝度補正のための手法の検討を行った。さらに，測定  

された分光情報の効率的な利用のために分光データのデータベース化に関する分光情報処理シス  

テムの基本的な構成についての検討を行った。  

（発 表〕K－59，A－16，a－19，21  

研究課題 4）環境情報の検索用語に関する研究  

〔担当者〕春山暁美  

〔期 間〕60～64年度  

r内 容〕環境情報の重要な検索手段である索引検索用語の実態を把握するために，環境分野の  

主要な文献及び情報源のデータベースについて，検索用語に関する調査を行い，用語の構成に関  

する比較を行った。   

また，前年度までに開発を進めた検索結果に与える検索システム構成要素の影響の測定方法に  

基づき，検索用語の影響測定への適用について検討を進めた。  

さらに，統制語とフリータームとの比較の方法についても検討した。  

〔発 表〕a－12，13  

研究課題 5）汚染制御システムの設計・操作の決定のための数理的方法の研究  

〔担当者〕大井 紘・宮崎忠国  

〔期∴間】58～61年度  

（内 容〕流量が周期的に変動する汚染貫流を，貯留したのち処理するシステムの設計・操作法  

について検討を加えた。また，操作スケジュール変更の許容条件を求める具体的な計算アルゴリ  

ズムの検討も行った。  
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また，浄水水源における渇水期の取水可能量の低下とこれに伴って起こる水質の悪化に対処し  

て，安定して浄水を供給できる浄水システムの構成法を開発するために，水文データ・浄水需要  

量データを収集し検討するとともに，システム要素の処理特性を実データに基づきモデル化し、，  

各要素のコスト関数の同定を行った。さらに，最適システム構成の数式表現を与え，安定供給シ  

ステムの経済設計の検討を行った。  

研究課題 6）環境の評価と予測のための計測手法に関する情報科学的研究  

〔担当者〕横田達也・松本幸雄  

〔期 間〕58～62年度  

〔内 容〕大気環境の常時監視データにおける測定誤差等の問題点について環境の評価と予測の  

観点から吟味するために，本年度は常時監視データ中の欠測が平均値に及ぼす影響を評価する，た  

めの手法を開発した。また，リモートセンシングにおける日なたと陰の分光特性に応じた放射反  

射モデルの検討を進めた。  
〔発 表〕a－20～22  

研究課題 7）環境情報データベースの作成と利用に関する研究  

〔担当者）虞崎昭太・松本幸雄・宇都宮陽二朗・袴田共之・新藤純子・横田達也・土屋 巌・白  

井邦彦・古川満信・芳賀敏郎■（■客員研究員）  

〔期 間〕59～63年度  

〔内 容〕（1）既に公開した会話型環境データ解析プログラム（CDA）の初版に加えて，更に可  

能なプログラム機能の検討と開発を行った。これを用いて水質評価のための解析及び土壌・生物  

中の重金属や化学物質の解析を行った。  

（2）環境データの要約・利用のための特徴抽出法を開発し，これを用いて大気汚染の広域移流  

の解析を行った。  

（3）衛星データ等による大量の環境情報の蓄積と解析では，高解像度波長のランドサット  

TMデータを使って，中小都市のヒートアイランド現象を解析する技法を開発した。  

（4）55年度より協力してきたOECD（経済協力開発機構）環境委員会の「環境状況グル丁プ」の  

活動に関連して加盟各国の環境の状況の調査結果を報告した。  

（5）環境資料に関するデータベースシステムの開発では，自治体等の資料をデータベ⊥ス化す  

る実験システムを開発した。  

〔発 表〕A－6～11，13，14，a6～10，15  

研究課題 8）環境データの時間的変動特性の解析  

〔担当者〕松本幸雄  

〔期 間〕59～61年度  

〔内 容〕平面分布の時間変化を統計的に解析するための方法として，データから抽出した少数  

の独立な主要平面パターンの重ね合わせで各時刻の平面分布を表現し，重ね合わせの係数を統計  

解析する方法の有効性を検討した。これらの結果から移流予測統計モデルを検討した。  

〔発 表〕A－15，a16，17  
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研究課題 9）環境データの時間的，空間的変動特性の抽出に関する研究  

〔担当者〕新藤純子・松本幸雄・廣崎昭太  

〔期 間〕59～61年度  

〔内 容〕関東地方を例にとって，大気汚染質濃度の長期平均値空間パターンの安定性について  

検討した。都市部で高く周辺で低いパターンは比較的安定しているが，局所的に見ると経年的な  

濃度低下と共に高濃度地点が移動してきている現象が示された。  

〔発 表〕a－5   

研究課題1d）植生環境状態の評価方法に関する基礎的研究  

〔担当者〕虞崎昭太・袴田共之♯・横田達也・宇都宮陽二朗（－水質土壌環境部）  

〔期 間〕59～61年度  

〔内 容〕多時期のランドサット衛星データにより植生判読を行い現存植生図を作成するに当た  

り，植物群落と諸立地条件との関連を検討した結果，標高の寄与が大きかった。そこで，地形が  

平担で植生の判読が比較的容易な根釧原野について3時期のデータを使い判読を試み，良好な結  

果を得た。商標高地帯の判読のためには陰の処理方法を確立する必要があるので，引き続き検討  

中である。また，開発に伴う植生状態の変化を経時的に跡づけるためのデータベースの試作検討  

を行った。  

〔発 表〕a－11，21  

研究課題11）環境主題図の作成に関する研究  

〔担当者〕宇都宮陽二朗・山口武則＊（■技術部）  

〔期 間〕59～61年度  

〔内 容〕本年度は航空機搭載MSS撮影実験に対応した地上測定を行うと共に，当所実験ほ場  

における微気象観測システムの整備を進め，観測の一部を開始した。これらの観測により取得し  

たデータ，特に熱赤外データを熱収支論から検討し，既報の土壌水分測定手法に改良を加えた。  

なお，マイクロ波（SAR）データによる土壌水分の数値解析に着手した。  

〔発 表〕a′1  

研究課題12）環境賞の時間的，空間的変動の統計学的評価方法に関する研究  

〔担当者〕贋崎昭太・新藤純子・松本幸雄・瑚刀正行■（■計測技術部）  

〔期 間〕59～61年度  

〔内 容〕59年度調査で得られたデータを解析することにより，NO2濃度の日変化，及び季節  

の影響，気象条件の影響について検討した。また，この調査地域を含む，より広い地域（20kmx  

20km）を対象として，簡易測定法により，NO2とSO2濃度の桐密測定を実施した。  

〔発 表〕K－155，k－9，A12，a－14  
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2．2．2．総 合 解 析 部   

〔研究概要〕当部の研究は多くの環境関連データを総合することにより，環境施策の策定に資す  

る知見を得ることを目的としており，このため，人間活動と環境とのかかわりを対象に，「デー  

タ収集」，「モデリング」，「評価」及び「計画・管理施策」という解析手順のいずれか，あるいは複  

数の過程にまたがる研究を実施している。   

昭和60年度は13課題について研究を実施したが，その内訳は次のとおりである。  

「データ収集」にかかわるものは，課題3及び6であり，「モデリング」については課題8と5の  

一部で研究している。また，「評価」にかかわるも 

計画・管理施策にかかわるものであり，当部の目的どおり，施策に関連する研究が多くなってい  

る。   

今年度から新たに開始した課題は七つである。まず，環境指標特別研究の成果を受けて，これ  

を行政の場に応用することを目的としたのが課題1及び3である。また，化学物質による環境汚  

染防止に有効と考えられるリスク管理についての課題4を新たに開始すると共に，従来の研究を  

発展させたものとして課題8，11，12を開始した。なお．課題10は59年産までに終了した研究の  

成果をとりまとめるため，単年摩で実施したものである。   

その他の7課題は継続課題であり，その内，60年度で終了する課題10，13については成果の取  

りまとめを行った。  

研究課題1）環境指標の試算とこれに伴う新たな諸問題の検討  

〔担当者〕内藤正明・原沢英夫・後藤典弘・甲斐沼美紀子・森田恒幸・西岡秀三・森口祐一・森  

保文  

〔期 間〕60～61年度  

〔内 容）（1）東京都，北九州市，山形市という異なる特性の都市を対象にした意識調査データ  

を収集し，この総合的検討から“都市生活環境指標”の体系を確立した。  

（2）住民意識を説明するため，意識量と環境要因との関係を統計的に解析し，トップダウン型  

指標の作成を試みた。  

（3）環境要田と都市構造との統計的関係より新たな“都市大気総合指標’’，“水域環境総合指  

標”を作成する手法を検討した。  

（4）快適環境項目ごとの“重み”を調査する新たな方法を提案した。そして意識真の総合評価  

傾から統計的に求めた“重み”と，直接的にアンケートから求めたものとを比較検討し，その整  

合性を見いだした。  

〔発 表〕B53，a－18，b－31  

研究課題 2）環境管理システムの設計に関する基礎的研究  

〔担当者〕後藤典弘・森田恒幸・仁科克己  

〔期 間〕59～61年度  

〔内 容〕地方公共団体のうち，特に都道府県が地域環境管理計画等を策定する際に必要となる  

策定手順・手法及びそれに必要な情報システム等に関する検討を行った。これらの検討結果は，  
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環境庁における「地域環境管理検討会」で取りまとめた『地域環境管理計画一計画策定の手引き』  

に取り入れられた。一方，計画策走の際のビジョンやシナリオ設定の基盤になる地域住民の環境  

に対する意識調査の結果を取りまとめた。  

〔発 表〕B－55，56，b37～41  

研究課題 3）システム分析支援のための環境情報システムの確立に関する研究  

〔担当者〕原沢英夫・甲斐沼美紀子・森田恒幸・西岡秀三・森口祐一・森 保文・天野耕二  

〔期 間〕60～62年度  

〔内 容〕諸外国の環境情報システムに関する文献レビューを行うと共に，環境情報システムの  

現状を把握するため，地方自治体で現在整備され，または開発途上にあるシステムの目的，特  

徴，及び問題点をハードウェア，利用技術の点から整理した。特に→部の自治体（横浜市，神奈  

川県）については環境情報システ・ムの設計検討会に参加し，設計に閲し資料提供及び助言を行っ  

た。また，環境情報の提示，表示手法について従来の多次元グラフ表示手法を整理すると共に，  

具体的に水質環境データに適用し，その有効性について検討を加えた。  

〔発 表〕K－39，53，54，b－36  

研究課題 4）環境保全におけるリスク管理の意義と役割に関する基礎研究  

〔担当者〕北畠能房・森田恒幸・仁科克己  

〔期 一間〕60～61年慶 一  

〔内 容〕防災のようにリスク管理をその日的とし，長期間にわたってそれを実施している既存  

分野は多い。それらにおいては，対象となるリスク，リスク回避策進展の諸段階，時代的社会背  

景，などによってその方法や方向性に違いが認められるょ それゆえ，本年度は，どういった状況  

のもとでどういうリスク回避策が取られ得るかについて，主として経済的側面から検討した。す  

なわち，リスク発生の確率を下げる方向，リスク発生後の被害を軽減する方向，保険等により被  

害時の損失を軽減する方向，等を一つの概念モデルに表し，状況によって社会的に要請される方  

向が違った点について説明を試みた。また，リスク管理における情報収集の意義や，将来時点に  

生じうるリスクの評価のあり方（現時点でみるときになぜ過少評価されがちか），についても予備  

的に検討した。  

〔発 表〕b－32  

研究誅頃 5）環境面よりみた化学物質の適正管理に関する基礎的研究  

〔担当者〕内藤正明・乙間末広・後藤典弘・森 保文・中杉修身・天野耕二・森田昌敏＊・溝口  

次夫◆（●計測技術部）  

〔期 間〕59～62年度  

【内 容〕有機塩素化合物による地下水汚染やごみ焼却灰中のダイオキシン等，化学物質による  

環境汚染が新たな環境問題として関心を集めている。本研究は，これら化学物質の適正管理のた  

めのデータベースの整備，モニタリング及びモデリング手法の開発を目的としたものである。   

本年度は，（1）化学物質を管理する各種法制度を整理し，また諸外国における法制度を調査  

することにより，総合的な化学物質管理制魔の必要性を明らかにした。（2）化学物質の生産量  

や性状等を説明変数とする重回帰モデルによって，各種化学物質の大気，水質及び底質中の濃度  

レベルを予測する手法を開発した。（3）数多い化学物質を管理するためのデータベースの整備  
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やモニタリングに不可欠となる優先物質の選択において，モデルを介在させた方法の基本的考え  

方を明らかにした。  

〔発 表〕B－38，45，48  

研究課題 6）地球的規模の環境問題に関する基礎的研究  

〔担当者〕後藤典弘・甲斐沼美紀子・青柳みどり・仁科克己・西岡秀三・中杉修身・  

〔期 間〕59～61年度  

〔内 容〕地球的規模の環境問題として，人為起巨引こより世界的に共通してみられる環境事象の  

変化を取り上げ，引き続き資料・文献・データ等を収集し，その類型化を試みた。さらに各問題  

間の相互関連について検討を行った。特に，駆動力としての人間活動に関するデータから因果関  

係を検討した。また，COzの増大，森林破壊，砂漠化等の例を取り上げ各問題の性格による分  

類フレームに関する定性的な検討を行った。  

研究課題 7）環境調和型技術の評価に関する基礎的研究  

〔担当者〕内藤正明・飯倉善和・田村正行・森田恒幸・清水 浩●（■大気環境部）  

〔期 間〕58～60年度  

〔内 容〕現代における技術革新を環境問題の解決に向けて積極的に利用するという視点から，  

環境保全上有効と思われる電気自動卓の実現性及び問題点を検討してきた。   

本年度は前年度に行った高性能電気自動車の概念設計に関してその有効性を確認するととも  

に，そこで提案した技術をトライアル用オートバイに適用した。また，外部の協力を得てその試  

作を行った。さらに環境調和型技術という視点からの電気自動車の有効性を整理した。  

〔発 表〕D－19  

研究課題 8）環境要因が騒音伝播に及ぼす影響に関する研究  

【担当者〕後藤典弘・田村正行  

〔期 間〕60～62年度  

〔内 容〕本研究は，騒音の発生，伝播に関する音響工学的解析，及び騒音の評価に関する音響  

心理学的解析によって，騒音の発生，伝播，評価に関してより精度の高い測定と予測の方法を開  

発することを目的とする。今年度はその一環として，計算機によって発生させた信号を用いるこ  

とにより，騒音の伝播状態を可視化する方法を開発した。  

〔発 表〕K41，B－32，b16，17  

研究課題 9）環境面よりみたごみ処理システムのあり方に関する基礎的研究  

〔担当者〕後藤典弘†中杉修身・天野耕二  

〔期 間〕59～62年度  

〔内 容〕ごみ処理システムの内容や都市特性の各種要因がごみの収集・処理費用に及ぼす影響  

構造を同定し，住民からみたサービスの質との関連を分析することにより，ごみ処理システムを  

選択する際の考え方を明らかにした。   

また，廃棄物中に含まれ－る微量有害物質の実態把握を行うと共に，これら有害物質の廃棄物処  
理に伴う挙動に関する情報の収集を行い，環境汚染の可能性について検討した。また，その防止  

対策について検討を加え，逆流通システムによる有害廃棄物の回収や製品の製造段階でのアセス  
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メント制度，製品アセスメントについて提案を行った。  

〔発 表〕B－16～31，37，40～44，46，47，ト14，15，19，21，24～29   

研究課題10）環境保全の社会経済的側面に関する実証研究  

【担当者〕内藤正明・北畠能房・西岡秀三・中杉修身・宮崎忠国●（●環境情報部）  

〔期 間〕60年度  

〔内 容〕変動する経済社会にあって環境保全を図るには，現代社会における環境保全の意義  

と，それを担保する社会経済的枠組について検討することが不可欠である。このため，本研究で  

は，環境保全の社会経済的側面に関して，担当者がこれまでに行ってきた各種の実証研究を2冊  

の研究報告（K－60，K－61）に取りまとめた。   

前者の報告では，水環境と国立公園地域の森林環境を対象として，個々の環境サービスがどう  

いった論理で，どのように利用されているかを，主として経済学的視点から分析している研究を  

取りまとめた。   

後者の報告では，自然環境保全に対する人々のこ－ズの把握，その合理性の検討及び保全対策  

の社会経済的評価という研究課題について，主としてナショナル・トラスト運動を研究対象とし  

て取りまとめた。  

〔発 表〕K－60，61，B－12．51，b10，11  

研究課題11）緑の価値と需要把捉に関する研究  

〔担当者〕青木陽二・仁科克己  
〔期 間〕60～62年度  

【内 容〕緑の空間に対する要求の高まりとともにそれらの空間の適正な配置や管理が求められ  
るようになった。このような空間の価値と需要を把握するため，空間の持つ魅力について景観的  

な側面の研究を行った。   
多様な緑空間を街路や公園に求め，これらの空間に被験者を誘導しその評価と植生の状態につ  

いて調べた。その結果，街路において立ち止まった場合は視野内の緑被率が心理的評価に寄与す  

ることが分かり，街路を歩いた場合はその変化量も寄与することが分かった。一方庭園における  

結果では周辺の建物の影響があることが分かったが、詳しくは分析中である。  

〔発 表〕B1，3，b－1～3   

研究課題12）都市活動に対する物質収支，物質移動面からの制約の検討  

〔担当者〕西岡秀三・森口祐一・森 保文・中杉修身  

〔期 間〕60～63年度  

〔内 容〕本研究は，都市の活動が立地面あるいは都市内諸条件によって制約され，それが都市  

住民の安全で快適な生活に影響を及ぼしている局面をとらえ，都市活動を支えるエネルギ‾・  

水，消費財，生産財の物質収支及び物流の面からこれを都市生態的に分析することによって，都  

市化の進展に対処する環境条件整備について提案を行うことを目的としてしユる0   

本年度は全国的にみた都市活動と物質収支の関連分析を行い，都市の消費・産業構造，地理的  

条件及び都市形態と物流発生の関連についての分析を行い・東京都市圏を対象に人口・産業配置  

の大気汚染軽減効果について検討した。   
水及び化学物質については，地下水汚染が問題になっているトリクロルエチレン等の使用実態  
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について資料収集を行った。  

〔発 表〕B－49～50   

研究課題13）健康面からみた都市における生活環境条件に関する研究  

〔担当者〕原沢英夫・後藤典弘・田村正行・甲斐沼美紀子・西岡秀三・森口祐一・村上正孝●・  

鈴木和夫■■・小野雅司＝・東郷正美＝・相本篤子＝（●環境生理部，＝環境保健  

部）  

〔期 間〕57～60年度  

〔内 容〕昨年度に引き続．いて，茨城県国民健康保健受診状況を地域健康度指標とした，健康な  

生活を支える地域要因分析を行った。特に今年度は高齢者の受診構造の地域による差の分析を行  

い，さらにこの手法の適用可能性をさぐるために全国都道府県の国保レセプトデータ整備利用状  

況を調査した。地域社会の包括的な生活環境条件に対する住民の意識や評価を知るために，前年  

と同様に全国の23市を適当に選び，モニター1309名を対象にして，アンケート調査を実施した。  

設問分野は，安全面，公害・衛生面，利便面，快適面の四つに分かれ，それぞれの重要度も調査  

した。重要度では安全面と公害・衛生面が共に1位であった。物理的評価尺度でランクづけした  

順位と住民自身による住み良さに関する評点とは必ずしも一致しなかった。腐音の地域社会に及  

ぼす影響に関しては，昨年度実施した調査によって得られたデータを解析し，騒音と住民意識の  

関連性等に関して興味ある結果を得た。  

〔発 表〕f－32  
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2．2．3 計 測 技 術 部   

〔研究概要〕環境問題の解明と対策は，汚染物質はじめ関与する因子の正確，かつ信頼性ある計  

測なくしては成り立たない。   

本研究部は，環境中の各種汚染物質の化学分析法の確立を始めとして，環境計測・監視技術の  

開発を行うことを冒的としている。   

四つの研究室において，大気，水，底質，土壌，動植物等各種媒質中の微量元素とその存在状  

態の測定軌及び微量有機物質の系統的分析方法の研究を行うと共に，それらを応用して，各物  

質の環境中での存在量と挙動を測定した。分析手法としては機器分析法が中心であり，微量元素  

についてはプラズマ発光分光法，原子吸光法，螢光Ⅹ線法等及びそれらに各種の分離法を組合  

せた手法，さらに電子分光法を用いた表面分析による粒子表面での元素の存在状態の測定法を取  

り上げて成果を挙げている。微量有機物については各種クロマトグラフィーと質量分析法を始め  

とする各種スベタトロメトリーの組み合わせによる分析法，ラマン分光法，NMR法を主な手法  

としている。いずれも複雑な組成中の微量成分を対象とするため，分離，濃縮等の前処理が研究  

のポイントとなる。   

さらに，質量分析法のイオン源やプラズマ光源中の物理化学的過程などの基礎的研究，多要素  

モニタリングシステムの設計も重要な課題であり実用化への目途を得つつある。   

特別経常研究「環境標準試料の作製と評価に関する研究」では標準試料NIES No．8「自動車  

排出粒子」につき各方面に分析依頼し，保証値決定の作業を行った。新たにNIES No■10として  

「玄米」を試料として調製し，基礎的検討を行った。   

この研究は測定の標準化にかかわるもので本研究部の目指す主要な方向の一つである。   

分析室では共通機器関連の業務及び大気モニター棟の管理のかたわら，大気ガス成分，大気粒  

子成分分析法の検討，マススペクトルの検索手法の開発を行った。   

特別研究「バックグラウンド地域における環境汚染物質の長期モニタリング手法の研究」は本  

研究部が中心となって実施しているが，基礎として各種汚染物質の高感度分析法の確立が必要と  

され，以下の経常研究各課題と関連しつつ進められている。  

研究課題1）降水中の汚染物質の測定法に関する研究  

〔担当者〕安部書也・横内陽子・向井人史・西川雅高  

〔期 間〕52～60年度  

〔内 容〕降水成分の大気汚染の指標としての意義を評価するため，降水中の溶存態及び粒子態  

の微量成分濃度と降水に伴う大気中浮遊粒子の変化との対応を検討した。   

いろいろな長さの無降雨期間の後の降雨について大気中粒子と降水とを並行して採取，粒子濃  

度及び含有成分の分析を行った結果，大気中粒子濃度の変化量と降水中の成分濃度の間の正の関  

係が確認された。また，降雨終了後，多くの場合約24時間で大気粒子濃度は降水前のレベルまで  

回復した。  

〔発 表〕C－2，27，C－1，3，4，29，31～33  
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研究課題 2）化学イオン化質量分析法のためのイオン一分子反応の設計に関する研究  

〔担当者〕藤井敏博・安部書也  

〔期 間〕54～60年度  

〔内 容〕（1）酸化レニウムエミシター上での有機化合物の表面電離機構を質量分析法を用い  

て検討を行っているが，正イオンの生成は三つのモードに分類できることが解明された。塩基性  

の強い有機化合物は，その中の一つのモードであるプロトン付加反応過程により，（M＋H）十を  

生成することが判明した。  

（2）窒素を含む30種の脂肪族有機化合物を官能基ごとに分類し，それらの表面電離マススペ  

クトルを測定した。観測されたイオン種を三つのモードに対比させた。  

〔発 表〕C－34，C－37  

研究課題 3）大気中ガス状有機物質の測定法に関する研究  

〔‡旦当者〕横内陽子・藤井敏博・安部喜也  

〔期 間）58～61年度  

〔内 容〕（1）大気中の微量有機物質を対象とした低湿濃縮／キャピラリーGC分析法の自動  

化を試みた。キャピラリーカラムヘのダイレクトインジェクション，カラム上への再濃縮等によ  

り，C3C15有機物質に関して1時間サイクルで，分離，感度，保持時間の再現性ともに良好な  

結果が得られた。  

（2）メチルアミン頬の表面電離マススペクトルの測定を行った。特にトリメチルアミンは強  

度の大きい〔M－H〕＋イオンが観測された。  

〔発 表〕C－42，43  

研究課題 4）大気中粒子状物質のトレ⊥スキヤラクタりゼーションに関する研究  

【担当者〕向井人史・横内陽子・安部書也  

〔期 間〕58～60年度  

〔内 容〕（1）大気粒子中のメチルヒ素化合物の微量定量法を確立するため，抽出条件，還元  

条件，妨害因子等につき検討した。原子吸光法を検出法とするGCにより，絶対量でモノメチル  

体60pg，ジメチル体70pg，トリメチル体100pgの検出が可能となった。実試料に応用した結果，  

（i）大気粒子中のメチルヒ素は主にトリメチル体であり，（ii）ジメチル体は10～30％程度あ  

り，（iii）これらは一般に夏高く，冬低濃度であった。（iv）また夏季の一時期には，イネのモン  

ガレ病予防に用いられたメチルアルソン酸鉄起源と考えられるモノメチル体が検出された。  

（2）大気中粒子状有機物質のキャピラリーGC，GC／MS分析を行い，C2－C16のジカルポン  

酸を定量し，その他多数の極性有機物質を検出した。また，大気浮遊粒子中の脂質成分を土壌中  

のものと比較・検討した結果，大気粒子中脂質の起源としての土壌有機物質の重要性が示唆され  

た。  

〔発 表〕c45，50  

研究課題 5）炭素・窒素安定同位体比同時測定法の改良とその応用に関する研究  

〔担当者〕大槻 晃・白石寛明  

〔期 間〕60～63年度  

〔内 容〕（1）現在元素分析用に利用されている酸化銅を燃焼触媒として用いると窒素塁が10  
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〟g以下になると回収率が20％以上低下する。それ故，補助触媒として白金及びコバルトを含む  

燃焼触媒を検討したが有意な羞は見られず，燃焼温度がむしろ重要であることが示唆された。更  

に詳細な検討が必要である。（2）植食性微小動物の純生産速度を測定する方法として，植物プ  
ランクトンを炭素13及び窒素－15で標識し，理論的に求める方法を検討した結果，食物の同位体  

比，インキュベーション前後の動物の同位体比を測定すれば推定可能であることが明らかになっ  

た。また助卿附研補α頑如血血を用いてその純生産速度を炭素及び窒素ベースで求める  

と，24．8％／d及び14．7％／dの結果が得られた。今後このような羞はどのように解釈するか検討  

する必要がある。  

〔発 表〕C－10  

研究課題 6）天然水環境中の微量元素の挙動の解析に関する研究  

〔担当者〕野尻幸宏・大槻 晃  

〔期 間〕60～64年度  

〔内 容〕本研究の目的は，天然水（湖沼水，河川水，海水など）中の微量元素の存在量，及び化  

学形態を明らかにする化学分析手法の開発と，その水域における動態の解析の基礎的研究を行う  

ことである。  

（1）霞ヶ浦湖水中のAl，Fe，Mn，Znの溶存濃度と全濃度の湖内分布と年間変動を調査し  

た。夏期から秋期の濃度増大と，流入口から湖心にかけての濃度減少が明らかとなった。また  

Al，Feは，用いるろ紙の孔径によりろ過試料中の濃度が変化し，かつ両元素濃度間によい直線  

関係があった。このことから，両元素が広い粒度範囲の微小コロイド粒子として存在し，その起  

源が同じであることが推定される。  

（2）微量金属元素の，懸濁物ヒしての濃度，溶存濃度，及び湖水のpHの関係を研究するため  

に，猪苗代湖，裏磐梯湖沼群の調査を行い，その分析を進めている。  

〔発 表〕C29，30，C－35  

研究課題 7）分光分析用励起光源中での空間的試料分解過程の解明  

〔担当者〕古田直紀・大槻 晃  

〔期 間〕57～60年度  

〔内 容〕誘導結合プラズマ（lCP）わ同一条件の基で，ICP光源全体の電子密度分布，温度分  

布，分子・原子・イオンの発光強度分布，及びノイズ分布を詳細に測定し比較検討した結果，以  

下の結論を得た。  

（1）ICPに導入された試料は，プラズマ下部で，分子から原子へと分解され，試料がプラズマ  

下部から上部へと移動するにつれて，急激にイオン化される。  

（2）プラズマ下部では，原子の基底状態とアルゴンイオンとの電荷移動反応が起こっている。  

（3）プラズマ上部では，アルゴインイオン化温度（7000～8000K）から予期される熱平衡に近  

い状態にある。  

（4）プラズマの中心軸上での発光は，中心から離れた領域での発光よりもノイズが大きい。  

（5）励起準位間のエネルギー羞が，5eV以上離れているエネルギー準位を持つ元素は，効率  

よく励起されない。  

〔発 表〕C－35～37，C39  
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研究課題 8）環境水中の溶存有機化合物の微量分析法に関する研究  

〔旭当者〕白石寛明・大槻 晃  

（期 間〕57～61年度  

〔内 容〕環境水中に潜存する極めて濃度が低い有機化合物の分析法の開発を進めてきたが，そ  

れらに加えて比較的揮発性の低い天然起源の水溶性の有機化合物の分析法に関する検討を加え  

た。  

（1）有機化合物を水中より濃縮する方法として，スプレードライ法，減圧蒸発法を試みた。濃  

縮物を加水分解しその組成について検討した。  

（2）水中に溶存すると考えられる糖，アミノ酸，核酸などの高速液体クロマトグラフィーによ  

る分離法を検討した。  

（3）カラムからの溶離液中の化合物を誘導体化しけい光法により高感度検出するポストラベル  

法について検討した。  

（4）クローズドループストリッビング法を用い霞ヶ浦湖水中の揮発性化合物を濃縮分離し，キ  

ヤピラリーGC／MSにより同定を試みた。  

〔発 表〕C20，21，C－21  

研究課題 9）高速原子衝撃イオン化質量分析法による難揮発性有機汚染物質の同定に関する  

研究  

〔担当者〕大槻 晃・白石克明 

〔期 間〕58～60年度  

〔内 容〕（1）高遠原子衝撃イオン化装置を既存の二重収束型質量分析装置に設置し種々の条  

件を検討し，グリセリン媒体を用いて標準化合物の質量スペクトノレを取る可能性を得た。  

（2）霞ヶ浦湖水から逆浸透膜法及び限外ろ過膜法により未知化合物を濃縮し，更に分離精製を  

高速液体のクロマトグラフィーにより行ったが，いまだ完全分離したピークとして得られていな  

い。今後ゲルろ過分離が必要であることが明らかになった。  

（3）本研究は特に重要な問題を含んでいるため，来年度より更に検討を加える必要がある。  

研究課題10）水質自動モニタリング手法に関する基礎的研究  

〔担当者〕河合崇欣  

〔期 間〕58～62年度  

〔内 容〕水質モニターを，単に特定の汚染物質等の監視のみにとどまらず，水域の生態学的な  

面からの環境制御のための指標としても用いる可能性を検討している。水質の自動連続測定の技  

術的開発と共に，水質の変動パターン（幅，周期，形状）と水系の生物構造，主要生物種との関  

係，さらに，水質変動に対するこれら生物の生理的応答などを検知する手法として用いることを  

試みている。60年度は，炭酸ガス膜電極を用いて，溶存無機炭素濃度の連続測定を行った。測定  

系のノイズの原因を探り，その除去の方法を検討した。臨湖実験施設多目的実験地を用いて，池  

水の酸性化の過程における藻類の炭酸ガス代謝の変化を約2週間連続測定した。標準電極電位の  

安定性に不安があり，キャリブレーションに伴う測定値の一時的乱れもあったが，相対精度±  

0．5％程度の連続測定値を得た。比較のためにpH，DOを並行して連続測定した。結果の解析を  

行っている。  
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研究課題11）霞ヶ浦（西浦）の長期モニタリング・・  

〔担当者〕大槻 晃・河合崇欣・白石寛明・野尻幸宏・安部書也・村岡浩爾＊・海老瀬清一■・  

相崎守弘■・福島武彦＊・大坪国順■・田井慎吾＝・安野正之■＝・春日清一…  

・高村典子…・花里孝幸◆＝・岩熊敏夫…・上野隆平…（一水質土壌環境  

部，＝臨湖実験施設，◆蓼■生物環境部）  

〔期 間〕59～63年度  

〔内 容〕霞ヶ浦（西浦）の調査を毎月1回，10地点につしゝて実施し，一般測定項目，主要元素，  

主要陰イオン，微量重金属元素，残留農薬，栄養塩等を測定した。   

農薬は稲の田植が始まる4月から8月にかけて，流入河川のある高浜入奥及び土浦入奥でppb  

レベルで観測され，水塊の移動と共に湖心に向かって徐々に減少する傾向を示した。定量された  

農薬は，除草剤として0Ⅹadiazon，Simetryne，Betlthiocarb，殺菌剤としてイソプロチオレイ  

ン，IBP，殺虫剤としてダイアジノン及び未登録化合物であった。  

研究課題12）環境中の発ガン性有機物の分析法に関する研究  

〔担当者〕森田昌敏・安原昭夫  

〔期 間〕54～63年度  

〔内 容〕アルキル化剤である有機ヨウ素化合物について，電子捕獲型検出器付ガスクロマトグ  

ラフによる分析法を検討した。ヨウ化アルカン項では，炭素鎖が長くなると検出感度が著しく低  

下することが見いだされた。アフラトキシンBlの簡易分析法について予備的検討を行った。・  

研究課題13）原子スペクトル分光法等の機器分析を用いた生体中の微量元素の分析法に関する  

研究  

〔担当者）森田昌敏・岡本研作・佐竹研一・植弘崇嗣・柴田康行  

〔期 間〕57～66年度  

〔内 容〕ICP発光分析において，生物試料中のWの分析法を検討した。また真空紫外部にお  

いてClの強い発光線を認め，Clの高感度分析への道が開けてきた。ICP多元素同時分析法によ  

り，人毛髪，血液（血清），歯，骨等の人体試料や犬，ハト，コケ等の指標生物，更には食品類中  

の微量元素濃度のデータが蓄積しつつある。コケにおいではGaを多く含むものが発見きれた。  

熱電離質量分析法によるPbの同位体比測定のデータが蓄積しつつある。  

研究課題14）生体中に含まれる元素の化学形態に関する研究  

〔担当者〕森田昌敏・岡本研作・佐竹研一・植弘崇嗣・柴田康行  

〔期 間〕57～66年度  

〔内 容〕各種クロマトグラフィーと原子スペクトル分光法を組み合わせたハイブリッド法の開  

発と応用を進めている。HPLC－1CP法では海産生物中のヒ素の化学形態を明らかにすることが  

できた。GCICP法では有機水銀の超微量分析を可能とした。またNMRを用いてコンプ，ヒ  

ジキ中のヒ素の化学形態が明らかとなった。尿中のセレンの化学形の一つトリメチルセレニウム  

イオンの分析法を確立した。  

〔発 表〕C－18，19  
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研究課題i5）環境中の塩化ダイオキシンの分析法に関する研究  

〔担当者〕森田昌敏・安原昭夫  

〔期 間〕59～61年度  

〔内 容〕前年度合成した四塩化ダイオキシン標品を用し1て，士風焼却炉フライアッシュ及び  

焼却灰，湖底質，ハト等の生物試料，水等に含まれる四塩化ダイオキシンの分析法について検討  

した。また，五塩化，六塩化，七塩化及び八塩化ダイオキシンについても一部分析法を検討し  

た。環境試料中には，八塩化ダイオキシンが比較的広範囲に検出された。  

〔発 表〕c－48  

研究課題16）生体に関連する悪臭成分の分析化学的研究  

〔担当者〕安原昭夫  

〔期 間〕59～63年度  

〔内 容〕水蒸気蒸留と連続抽出法により，長期間使用した切削油中の揮発性成分を分離し，  

GC及びGC／MSで同定を行った。2，6∵ジメチル3－メトキシビラジン及び寄臭の主要原因物質  

である含硫黄化合物（二硫化メチル，三硫化メチル）が検出された。   

木材の乾留液（木酢）に含まれるこげ臭原因物質を調べるため，予備的実験を行った結果，カル  

ポニル化合物とフェノール化合物がこげ臭と大きく関係していることが判明した。  

研究課題17）表面分析法の環境試料への応用  

〔担当者〕相馬光之・瀬山春彦  

〔期 間〕60～63年度  

〔内 容〕Ⅹ線光電子分光法を固体表面の化学組成の分析に応用して以下の知見を得た。  

（1）石炭フライアッシュの各種酸処理による溶出元素濃度と粒子表面の元素組成，電子顕微鏡  

による粒子形態の変化，の関連から，酸のフライアッシュに対する作用の違いを明らかにした。  

（2）日本産の火成岩粉末試料を分析し，玄武岩質溶岩における鋼の粒子界面への顕著な偏析，  

雲母状鉱物が“見かけ”の表面元素組成に大きな寄与をすること，などを明らかにした。（3）  

環境分析にも応用されているイオン選択性電極の動作機構と電極表面の組成の関連を調べた。溶  

液相のキレート剤の存在，電極電位，により銅イオン選択性電極である硫化銅電極の表面から，  

非化学量論的な嗣と硫黄の溶出が起こること，を明らかにした。またフッ素イオン選択性電極の  

フツ化ランタン結晶表面のフッ素イオンは容易に水酸イオンと交換していることが分かり，・これ  

と水酸イオンの妨害作用との関連を検討した。  

〔発 表〕C－23，C－23，24  

研究課題18）底質，土壌中の元素の状態分析に関する研究  

〔担当者〕瀬山春彦・田中 敦・相馬光之  

〔期 間〕59～62年度  

〔内 容〕底質，土壌構成粒子中に含まれる様々な元素の存在状態（分布，結合状態，化学的挙  

動等）とその変化について明らかにすることを目的とする。本年度は粘土鉱物の熱変化について；  

Ⅹ線光電子分光法，粉末Ⅹ繰回折，熱分析を組み合わせた測定により調べた。その結果，モン  

モリロナイトでは加熱（11000C）によりその構造が壊れると粒子中の元素分布が不均一になった云  

この時，交換性陽イオンとして含まれていた元素のうちNaは粒子表面に集積するのに対し，K  
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は逆に表面で欠乏することが分かった。カオリナイトでは元素分布の大きな変化はみられなかっ  

た。また，実際の底質試料に元素分析とⅩ線光電子分光法を組み合わせた測定を応用し，得ら  

れる情報について検討を開始した。  

〔発 表〕C22，C－22   

研究課題19）底質土壌中の有機化合物の存在状態及び化学変化に関する研究  

〔担当者〕相馬悠子・相馬光之・田中 敦  

〔期 間】59～63年度  

〔内 容〕層状粘土鉱物の層間の遷移金属イオン，Fe（IlI）やCu（ⅠⅠ），の還元により芳香族化  

合物が粘土層間で縮合，重合する反応を調べているが，本年度はNやSを含む芳香族化合物の  

反応を調べた。チオフェンは2，5の位置で重合し粘土層間でポリチオフェンカチオンとなるのを  

見いだした。芳香族アミンのアニリンは粘土層間イオンによるこの酸化的縮合反応を水中でも容  

易に起こすことが見られ，ベンジジン陽イオンが粘土層間に生成した。   

中禅寺湖，霞ヶ浦等の湖底質のベンズビレン濃度の年代変化を調べ，摩周湖の結果と比較し  

た。  

〔発 表〕C－24，25，C－25～28  

研究課題 20）大気中のガス状汚染物質の測定法に関する研究  

〔担当者〕溝口次夫・功刀正行・植弘澄子  

〔期 間〕55～63年度  

〔内 容）本年度はガス状成分の簡易測定法の研究を行った。  

（1）環境中のガス状成分の簡易測定法として，昨年度までに二酸化鉛法のために開発した強制  

通風式シェルターをトリユタノー／レアミンろ紙法に適用し，汚染地域及び非汚染地域の両フィー  

ルドを選んで，SO2，NO2の同時測定を試み，その有用性を検討した。  

（2）発生源のガス状成分の簡易測定法として，SO2，NOズ及びHClの同時分析をイオンクロ  

マト装置で行うための検討を行った。  

〔発 表〕．C38  

研究課題 21）大気中の浮遊粒子状物質の測定法に関する研究  

〔担当者〕溝口次夫・功刀正行・西川雅高・柴田恵子・土井妙子■（■技術部）  

〔期 間〕55～63年度  

〔内 容〕都市大気中の浮遊粒子状物質及びディーゼル排出粒子中の炭素成分の分析法を検討し  

た。炭素成分は全炭素，元素状炭素，有機系炭素及び炭酸塩炭素に分別して分析するための分離  

方法を実験的に検討した。元素状炭素及び有機系炭素の分別は熱分離法を利用した。活性ガス  

（空気，He－02，N202）及び不活性ガス（N2，He）雰囲気でそれぞれ実験し，不活性ガス中での  

分別がより精度が高いことを確認した。また，分離温度はサンプルの種類によって異なることが  

示唆された。  

〔発 表〕c－7，44   

研究課題 22）マススペクトルの解析手法に関する研究  

〔担当者〕溝口次夫・伊藤裕康・安原昭夫・新藤純子◆（●環境情報部）  

74 －   



〔期 間】58～62年度  

〔内 容〕本年度は本研究で新しく開発したGC／MSスペクトル検索手法（NIESLMSLS法）を  

地方公害研の研究者等の利用に供するため次の研究を行った。  

（1）NIES－MSLS法の精度を高めるため，選定したテストデータによる検索を行い，フィル  

タリング等の修正を行った。  

（2）独自のリファレンススペクトルセよるデータベースを構築するためのソフトウエアの開発  

を行った。  

（3）リファレンススペクトルを効率的に作成するために化合物の特性分類を行った。  

〔発 表〕K－25，C－39  

研究課題 23）環境標準試料の作製と評価に関する研究  

〔担当者〕岡本研作・森田昌敏・植弘崇嗣・柴田康行  

〔期 間）53～61年度  

【内 容〕国立公害研究所標準試料NIES No．7「茶葉」について保証債及び参考値を決定した。  

保証値を定めた元素はAl，Ca，Cd，Cu，K，Mg，Mn，Na，Ni，Pb，Znの11元素，参考値  

を定めた元素はBa，Co，Cr，Cs，P，Sb，Sc，Srの8元素である。   

No，8「自動車排出粒子」標準試料については国内の19機関に分析を依頼し，国公研の分析値と  

合わせて，保証債を決定するためのデータを得た。   

前年度に調製したNo．9「ホンダワラ」について，酸分解プラズマ発光分析法により試料の均  

一性をチェックしたがいくつかの元素について不均一性が見られ，再調製を行った。その結果，  

標準試料として均一な試料を作製することができた。No．10として「玄米」について元素組成の  

検討を行った。  

〔発 表〕C－11～14  

研究課題 24）化学環境（ケモスフェア）の監視システムとそのハイテク産業公害等への応用．  

〔担当者〕安部喜也・藤井敏博・横内陽子・向井人史・大槻 晃・河合崇欣・古田直紀†白石寛  

明・野尻幸宏・森田昌敏・安原昭夫・植弘崇嗣・柴田康行・相馬光之・相馬悠子・瀬  

山春彦・田中 敦・溝口次夫・西岡秀三＊・中杉修身●・高橋 弘＝・高橋憤司‥・  

清水 明＝（●総合解析部・■●技術部）  

〔期 間〕60～61年度  

〔内 容〕世界中で報告された化学物質の数は600万種を超え，その膨大な種類数とそれぞれの  

異なる物理化学的性質や毒性の故に化学物質汚染の未然防止は極めて困難なテーマである。本研  

究は化学物質の監視のシステムを構築するための研究のあり方に関するものであり，ハイテク産  

業公害の可能性及び化学物質の地球的規模の汚染又は人体や食品中に出現する新規汚染物質等に  

ついて検討した。  
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2．2．4 大 気 環 境 部   

〔研究概要〕大気環境部は3件の特別研究に関与しているが，これらのうち大気環境計画研究室  

が主として参加している「広域における大気汚染物質の輸送・混合・沈着過程に関する研究」は最  

終年の研究に入っており，大気化学研究室，エアロゾル研究室が主として担当している「光化学  

汚染大気中における有機エアロゾルに関する研究」が3年日の研究に，大気物理研究室が参加し  

ている「遠隔計測による環境動態の評価手法の開発に関する研究」が2年目の研究に移行し，以下  

の経常研究と並行して研究が進められている。   

大気物理研究室では，特別研究とも関連して，レーザーレーダーを用いた成層圏エアロゾルの  

分布状態の観軌 エアロゾルによる大気の光学的厚さの季節変動の観測，擬似ランダム変調CW  

ライダーの開発と応用等，レーザーレーダー技術の開発と応用を図ってきた。同時に大気中のガ  

ス，エアロゾルの光伝播に与える効果を知るため，NO2等の大気汚染物質の分光特性について  

も研究を行った。   

大気化学研究室では，大気中の汚染物質の変質過程の解明に重要な，素反応過程，反応機構の  

研究，及び微粒子を経過する過程の研究を中心に経常研究を行っている。本年度は塩素，C302，  

HgHの光分解や再結合過程，成層圏に関係したラジカル反応や反応速度のまとめ，ハロか－ボ  

ン，水，アンモニアの真空紫外光化学過程の研究，酸素マトリックス中のオレフィン類，ベンゼ  

ン及びその置換体の光酸化反応を研究した。粒子に対する研究として，光イオン化質量分析計に  

よるアンモニア，NOズ等のクラスター分子の研究，大気化学反応への超微粒子の影響，気相分  

子及びラジカルの表面沈着に関する研究が行われた。   

大気環境計画室では，大気の運動と汚染の拡散機構にとって最も重要な温度成層（大気安定度）  

の解明を主テーマに，風洞，開水路を用いた室内実験，野外実験と乱流理論の展開を行った。本  

年度は接地気層でのバースティング現象，鉛直・水平方向の拡散機構とそれに及ぼす温度成層の  

効果，重力流，都市等での地表障害物まわりの流れと拡散現象，気液界面の乱流構造と壁面乱流  

の発生機構について研究した。他方大気汚染物濃度の予測と評価に関する研究の一環として，光  

化学大気汚染モデルの検証，炭化水素成分の分布の研究を行った。またエアロゾルの力学の研究  

の一環として，粘性流体中の微小粒子の運動を取り扱った。   

エアロゾル研究室では，エアロゾル風洞等を用いた室内実験及び野外観測を行った。エアロゾ  

ル風洞を用いて粉じんの飛散を研究し，赤城山付近で霧，ガス，エアロゾル中の有機酸等の成分の  

分析をした。また幾程かのエアロゾル粒子表面におけるNOJ，SO∫の酸化反応を研究し，アルゴ  

ン，二酸化炭素と水蒸気の混合物の多量体（エアロゾル核）生成を実験，理論の両面より調べた。   

さらに総合解析部，計測技術弧生物環境部と共同で地球的規模の大気質変動に関する予備的  

研究を特にセミナー形式の会合と結果の報告書の作製の方式で行い，今後研究すべき課題につい  

てとりまとめた。また科学技術振興調整費による「成層圏大気の物理的・化学的構造解明に関す  

る基礎的研究」を行い．火山起源等の成層圏エアロゾルのレーザーレーダーによる分布調査及び，  

エアロゾルの主成分である硫酸ミストのラジかレよりの生成機構を研究した。   

研究課題1）レーザーレーダーによる成層圏エアロゾル分布状態の観測  

【担当者〕清水 浩・笹野泰弘・飯倉善和◆・林田佐智子・竹内延夫（－総合解析部）  
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〔期 間〕58～60年度  

〔内 容〕成層圏の圏界面から，地上30km程度の高度にかけてエアロゾルが存在することが知  

られている。これは主に火山の大爆発による噴煙がこの領域にまで運ばれるか，あるいは．対流  

圏からの輸送によるものと考えられている。土の分布状況を測定することにより，成層圏の構造  

を解明する一手段となるとともに，エアロゾルが気候変動に及ぼす影響の可能性等の情報が得ら  

れるものと期待される。   

本研究所に設置されている大型レーザーレーダーは，掃引測定ができるという大きな特徴を有  

している。このような特徴を生かして本年度はデータの高精度処理法の開発に軍串を置いた。そ  

の結果，高度50kmの高度までの高精度なデータを得ることができた。データが高精度化された  

ことにより，これまで得られている散乱パラメータの値に加えて，光学的厚さも得ることが可能  

となった。  

研究課題 2）大気汚染物質の分光特性に関する研究  

〔担当者〕杉本伸夫・中根英昭・清水 浩・竹内延夫  

〔期 間〕58～62年度  

〔内 容〕分子ビームを用いて青色領域におけるNO2の励起スペクトル，けい光スペクトルの  

測定を行った。NO2のスペクトルはこの波長域では回転温度約3Kでも非常に複雑な構造を持  

っており，これは主として2B2状態の振動構造が複雑であることによることが分かった。また，  

新たに2Bl（ー＝1）一2Al遷移のバンドを見いだし，2Bl状態の振動構造の解析を行った。   

一方，大気中の微量成分の長光路吸収測定にアダマール変換分光法を応用することについてそ  

の有効性の理論的な検討を行い，発光ダイオードを光源とする新しい方法の基礎的実験を行っ  

た。  

【発 表〕D－21～24，d－49～51  

研究課題 3）エアロゾルによる大気の光学的厚さの季節変動に関する研究  

〔担当者）笹野泰弘・中根英昭  

〔期 間）59～61年虔  

〔内 容〕大気中のエアロゾル量の増減は大気の光学的厚さを変化させ，太陽放射，地球の熱放  

射のエネルギーバランスを支配するため，長期的な地球の熟環境の動向に影響を与える。したが  

って，エアロゾル量あるいは光学的厚さの変化を把握することが極めて重要である。本研究で  

は，ミ一散乱レーザーレーダーを用いてエアロゾル量（消散係数）の鉛直分布の季節的な変動を求  

め、長期的な変化を把握するための基礎資料とする。60年度は年間を通じて大型レーザーレーダ  

ーによるエアロゾル鉛直分布の観測を行うと同時に，これまで取得したデータの基礎特性を調  

べ，解析に適するデータを選定した。  

〔発 表〕D16，d－41  

研究課題 4）擬似ランダム変調CWライダーの開発と応用  

〔担当者〕竹内延夫  

〔期 間〕59～62年度  

〔内 容〕半導体レーザーを光源とする擬似ランダム変調CWライダー（RM－CWライダー）の  

性能と測定精度の向上を計った。半導体レーザーの出力を15mwから35mwへ高出力化し，夜  
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間エアロゾルの測定距離を1km以上に向上させることができた。また，測定精度の向上のため  

に，誤差要因となるレーザー動作の変乱変調信号のひずみ，受光光学系の特性（幾何光学的重  

なり関数），信号処理部の周波数特性を調べ，各要因が測定信号のひずみに与える寄与を検討し  

た。それらの結果周囲温度等動作条件がレーザー出力の変動に与える影響が最も大きいことが分  

かり，温度安定化などの対策を施した。装置の性能向上と同時に，夜間視程の測定（視程計との  

比較）や接地境界層構造の観測を行った。また，半導体レーザーの波長安定化をエ夫すると共に  

昼間測定も可能な改良機を設計・製作した。  

〔発 表）D－26，29，30，d－59，61～63，65，66  

研究課題 5）光イオン化質量分析計によるクラスター分子の研究  

〔担当者〕鷲酎申明  

〔期 間〕60～65年度  

〔内 容）大気中でのエアロゾル生成や気相反応と液相のイオン反応との接点を探る目的で，ノ  

ズル噴射法と光イオン化質量分析法を組み合わせ，気体からのクラスターの生成と，そのイオン  

化過程，特に，クラスター分子内イオン反応に焦点を絞って研究を行った。   

本年度は（1）アンモニア，水，メタノール，エタノール，ギ酸，酢酸等の気体とその複合系  

について，クラスター生成と，分子内プロトン移動反応の研究（2）NO，NO2，N204，N2  

03，等の窒素酸化物のクラスター生成とその解離イオン化過程（3）シクロヘキサンとアセチ  

レン，エチレンの複合系でのクラスター内イオン分子反応が研究され，多くの知見が得られた。  

なおメタノール，ギ酸については分子研のシンクロトロン放射光を用いた実験も行った。  

〔発 表〕D－53，55，d－95，96，98，99，102，104，106，107，109  

研究課題 6）分光学的方法による気相反応の研究  

〔担当者〕井上 元・鈴木 睦・驚田仲明・川崎昌博★（■客員研究員）  

〔期 間〕55～60年度  

〔内 容〕（1）塩素（C12）をエキシマーレーザーで光分解することによりCl。（n≧3）と思われ  

る分子のレーザー誘起螢光スペクトルを観測した。  

（2）C。Ozの．ユキシマーレーザー（249nm）による光分解で生成したC20のレーザー誘起螢光ス  

ペクトルを観測した。同様なスペクトルが酸素原子とアセチレンとの反応でも測定され，これは  

反応で生成したHCCOラジカルと02との二次反応でC20が生成したためと思われる。  

（3）回転励起した分子が遠心力による障壁をトンネル効果によって越え前期解離する過程及び  

その道の再結合過程について明らかにするためHgHを例にとって理論的・実験的検討を行っ  

た。  

（発 表〕d－10，12，13，58，105   

研究課題 7）成層圏に関係した化学反応の研究  

〔担当者〕鷲田仲明・井上 元・坂東 博  

〔期 間〕56～60年度  

〔内 容〕成層圏で起こりうる化学反応をより明確かつ正確に理解する目的でいくつかの光化学  

反応，素反応研究を行った。（1）ラジカル分光定数や反応速度のまとめ，今までのデータを集  

大成することにより，今後どのような反応がより必要かが明らかになった。（2）ハロカーボン  
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の真空紫外吸収スペクトルの測定と紫外部光化学過程の研乳今年度は，CF2H2，CF，Br，CF2  

Br2について研究を行った。（3）硫黄を含む分子やラジカルの検出と反応，SDラジカルのレー  

ザー螢光スペクトルやOH十SO2の反応を行った。（4）水やアンモニアの真空紫外光解離過程  

の実験的及び理論的研究等が本年度行われ，多くの成果が得られた。  

〔発 表〕K－24，D－50，52，d－54，82，83，105  

研究課題 8）大気化学反応への超微粒子の影響に関する基礎的研究  

〔担当者〕酒巻史郎・秋元 肇  

〔期 間〕59～63年度  

〔内 容1金属微粒子を発生させることを目的として本年度はAgを対象にその微粒子発生条件  

について検討し，その結果，粒径が0．1／Jm以下の単分散粒子を102～106個／ccの濃度で発生でき  

るようにした。またこの発生微粒子と大気汚染微量成分ガスとの反応を検討する場合の問題点iこ  

ついて考察した。  

研究課題 9）赤外分光法による大気化学反応の研究  

〔担当者〕橋本 訓・坂東 博・秋元 肇  

（期 間〕60～63年度  

〔内 容〕炭化水素の酸化反応中間体の分光学的情報を得るため，低温マトリックス法を用いて  

酸素マトリックス中でのオレフィン類及びベンゼンとその置換体の光酸化反応について研究し  

た。この系では反応は光励起により生ずる酸素有機分子の電価移動状態から進行することが，  

有機分子のイオン化ポテンシャルと紫外部に現れる吸収帯の関係から明らかとなった。赤外吸収  

スペクトルから，反応経路はオレフィン類の場合励起光の波長によって，（i）酸素付加体の生  

成，（ii）シスLトランス異性化（iii）カルポニル化合物の生成，（iv）CO2，CO，HO2への分解  

の四つのうち一つまたは複数をとりうることが分かった。ベンゼン等の場合には環開裂生成物な  

どが見られた。  

〔発 表〕D－31，37，d－4，71～74  

研究課題10）気相分子及びラジカルの表面沈着（CVD）に関する研究  

〔担当者〕鷲田仲明・井上 元  

〔期 間〕60～65年度  

〔内 容〕分子やラジカルの消滅過程として重要な表面沈着現象を解明する目的で，ケイ素系分  

子をモデル分子とし研究を行った。特に本年度はラジカルの生成法，ラジカルの検出法を中心に  

研究を行った。得られた成果は以下である。（1）ケイ素系分子の真空紫外部吸収スペクトル，  

主に電総研のシンクロトロン放射光を用いて研究を行った。（2）ケイ素系分子の真空紫外部光  

解離過程の解明（3）SiH，やSiC12等のラジカルのレーザー螢光スペクトルによる検出，反応，  

分光定数の決定（4）準安定アルゴン原子とシランの反応で生成するラジカルの表面沈着（5）  

レーザースパッターを用いた金属クラスター分子の生成法の確立である。  

〔発 表〕D51，54，d－10，55～57，97，100，101，103  

研究課題11）温度成層化した乱流の構造と拡散機構  

（担当者〕小森 悟・植田洋匡・上原 清－（－技術部）  
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（期 間〕53～60年度  

〔内 容〕浮力は大気中の乱流構造，拡散機構に支配的な役割を果たすこと，また浮力効果は接  

地気層（地上から高度数10m程度までの気層）とその上空では本質的に異なることを見いだし，  

これらについて室内実験と理論の両面から一連の基礎研究を行ってきた。本年度はまず，接地気  

層でのバースティング現象に関する実験的な研究を行い，バースティング現象を伴う流れの空間  

的な構造とその時間変化（乱流の組織構造）を明らかにし，乱流の生成メカニズムを検討した。更  

に，接地気層内での拡散現象として，鉛直方向拡散の研究に引き続き，水平方向の拡散構構とそ  

れに及ぼす温度成層の効果を実験的に明らかにして定式化を行った。  

〔発 表〕D－5，8，12，d－14～16  

研究課題12）大気境界層内での乱流輸送現象に関する研究  

〔担当者〕植田洋匡・若松伸司・光本茂記・小森 悟・鵜野伊津志  

（期 間〕53～62年度  

〔内 容〕海陸風や山谷風等の局地風の基本杓な流動機儲は重力流である。重力流は軽い気層の  

中を冷たい重い気層が進出していく流れである。傾度風が弱く局地風の発達した大気状態では，  

この重力流が大気汚染の高濃度をもたらすメカニズムであることを，気象管署や大気常時監視局  

データの解析と，飛行機を用いた観測データとから見いだし，その詳細を検討した。  

〔発 表〕D－3，42，d－17，19，20，84  

研究課題13）地表障害物まわりの流れと拡散現象  

〔担当者）植田洋匡・若松伸司・小森 悟・光本茂記・宮専 武・鵜野伊津志・上原 清■  

（■技術部）  

〔期 間〕53～62年度  

〔内 容〕本年度は，都市境界層内部での汚染質の拡散機構をとらえることを目的としたフィー  

ルド観測を行った。観測は，乱流統計量の垂直分布の測定と都市スケールでのトレーサー実験を  

中心とし，札幌市の南東側の風上より夜間SF6を連続放出し，合計350検体のサンプリングを行  

った。その結果をもとに，都市境界層の存在が汚染質の水平方向の移流・拡散に及ぼす効果を従  

来の理論と比較，検討した。  

〔発 表〕d－29～32  

研究課題14）気液界面の乱流構造と壁面乱流の発生機構に関する研究  

〔担当者〕小森 惜・植田洋匡  

〔期 間〕53～62年度  

〔内 容）2台のレーザー・ドップラー流速計による異なる2点での乱流速度変動の測定とパタ  

ーン平均法と呼ぶ条件付サンプリング法により，壁面領域に現れるバースト機構の時間的・空間  

的変化を解明した。また高速ビデオカメラを用いて流れの可視化を行うことにより，バースト現  

象によって壁面領域で発生した大スケールの組織渦がダンピング効果のため変形されながら気液  

界面を更新していく過程を明らかにした。  

〔発 表〕D－1，4，13，14  
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研究課題15）環境大気中における炭化水素成分の分布に関する研究  

【担当者〕若松仲司・鵜野伊津志・植田洋匡・秋元 肇  

〔期 間〕56～62年度  

〔内 容〕低層大気中における非メタン炭化水素の組成分布と光化学反応性に関する評価を行っ  

た。また各種発生源から排出される炭化水素成分量の推定を行い，光化学大気汚染シミュレーシ  

ョンモデルの入力データを作成した。  

〔発 表〕D－49   

研究課題16）大気汚染濃度の予測と評凧二間する研究  

（担当者〕若松伸司・鵜野伊津志・植田洋匡・秋元 琴  

〔期 間〕57～61年度  

〔内 容〕フィールド観測データを解析し，光化学大気汚染モデルを検証するためのデータベー  

スを作成した。これらのデータを用いて三次元光化学シミュレーションモデルを運用し，光化学  

大気汚染の生成メカニズムについての検討を行った。  

t発 表〕D6  

研究課題17）粘性流体中の微小粒子の運動  

〔担当者〕宮寄 武  

〔期 間〕58～62年度  

【内 容〕平板面に開けられた円孔近傍を単一微小粒子が運動する場合の流れを用いて，多粒子  

の浸透現象をシミュレートした。また，多粒子系に対する境界壁効果を評価する統計的手法を開  

発した。  

【発 表〕d－88，89   

研究課題18）光化学反応により生成した大気エアロゾル中の酸化物の分析  

【担当者〕村野健太郎・水落元之－・泉 克幸・内山政弘・福山 力（●技術部）  

〔期 間〕57～60年度  

〔内 容〕赤城山に発生する霧と，その風上例の大間々町でガス，エアロゾルの測定を行った。  

霧水のpHは3．10～4．65であり，NO3‾，SO．2．，NH．十が主成分であった。また有機物としてホ  

ルムアルデヒド（65～640ng／mJ），アセトアルデヒド（9．5～160ng／mJ）及びギ乳酢乳 コハク  

酸等のカルポン酸が定量された。一方大気エアロゾル中には，キヤピラリーカラムガスクロマト  

グラフィーを用いた誘導体化法によってコハク酸，グルタル乳アジピン酸が検出された0  

〔発 表〕D－44～48，d二90～94   

研究課題19）エアロゾル核の構造と安定性に関する研究  

〔担当者〕尾崎 裕・福山 力・村野健太郎・泉 克幸  

〔期 間〕58～62年度  

〔内 容〕（i）昨年度のAr／CO2混合気体に加え，Ar／H20，CO2／H20混合気体からの二成分  

クラスター（ArH20，CO2H20など）の生成について調べた。その結果，Ar＋H20混合系では  

H200．6％で，またCO2十H20の系ではH2015％で二成分クラスターの濃度が最大となること  

が分かった。この結果は，分子会合体生成能がAr＜CO2＜H20の順に大きくなることを示して  
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いる。さらに，二成分クラスターの最大濃度を与える混合比が会合体生成能の逆比になるとする  

と，H20の生成能1に対してAr，CO2はそれぞれ0．006，0，18の生成能をもつ。この生成能か  

らAr＋CO2系の二成分クラスターはCO23．2％で最大濃度になると推定され，実測値3．5％を  

ほぼ再現した。  

（ii）ArnX＋の安定性についてモンテカルロ計算を行った。動径分布関数を計算することによっ  

てこのクラスターイオンが正二十面体構造をとって安定化することが分かり，質量スペクトル中  

のn≦12のピーク強度が相対的に強くなるという実験結果が裏付けられた。  

〔発 表〕D－9，10，d－33  

研究課題 20）エアロゾル粒子表面上におけるNO∬，SOズの酸化反応の研究  

〔担当者〕内山政弘・泉 克幸・村野健太郎・福山 力・水落元之－（★技術部）  

〔期 間〕59～61年度  

〔内 容〕A120。及び種々の結晶構造，組成のゼオライトを用いてSO2＋02→SO4ヱの触媒反  

応を，相対湿度が60％より高い条件下で検討した。その結果，A120。は調製法により，またゼオ  

ライトは組成により触媒活性を示すものとそうでないものとがあることが分かった。反応に対す  

る湿度の効果は極めて大きく，表面のS（ⅠⅤ）とS（ⅤⅠ）の比から，高湿度時の活性は低湿度時に  

比べて数百倍と推定される。種々のゼオライトの活性の比較によりゼオライトの活性は結晶構造  

や比表面積の違いよりもカナオンサイトの元素の違いに著しく依存することがわかった。  

〔発 表〕d－26，28  

研究課題 21）椅じん飛散現象に関する基礎的研究  

〔担当者〕金谷 健・上原 清●・福山 力・植田洋匡（■技術部）  

〔期 間〕59～63年度  

〔内 容〕粒子の飛散は粒子層のエッジ部分から始まること，飛散開始風速は粒径と粒子密度の  

積の平方根に依存すること，及び飛散粒子は主として凝集粒子であり，その平均径は水中沈降法  

で求めた粒径よりかなり大きいことなどが分かった。  

研究課題 22）地球的規模の大気質変動に関する予備的研究  

〔担当者〕大喜多敏一・竹内延夫・秋元 肇・福山 力・内藤正明■・安部喜也■事・戸塚  

績…（■総合解析郡，＝計測技術部，＝■生物環境部）  

〔期 間〕59～60年度  

〔内 容〕各種の地球的規模の大気質変動に基づく環境問題，例えば二酸化炭素等による気候の  

変軌各種ガスの増加に伴うオゾン濃度の変化，酸性雨等の問題について，今後の研究の方向を  

探るため，セミナー等で討議を行った。60年度には9回のセミナーを開催し，窒素化合物，エア  

ロゾル，微量元素，雲物理過程と物質の取り込み機構，真空紫外光化学，雲化学，物質循環に及  

ぼす生物の役乱大気大循乳各種計測法，地球規模環境問題をめぐる国際会議の動向等につい  

て発表・質疑を行った。59年度に行ったシンポジウムの結果を報告書にまとめ出版した。又セミ  

ナーの結果も報告書として出版の予定で，この中で今後研究すべき12課題を示した。  
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2．2．5 水質土壌環境部   

〔研究概要〕18の研究課題についてアクアトロン，土壌トロンなどの所内施設，霞ヶ浦臨湖実験  

施設を利用して研究が行われた。また当部では現地調査とその資料に基づく研究活動も活発であ  

る。   

湖沼環境の保全に関しては，全国同一レベルで評価できるモデル作製の必要性から，各種の調  

査資料をデータベースとする作業が進んでいる。これに基づくモデルは必ずしも精度がよいとは  

限らず，そのため湯ノ湖，霞ヶ浦を始めとする湖で，水質の変化に関連する諸現象の研究が行わ  

れてきた。合成洗剤の影響，C，N，Pの循環，湖内の水理現象，底泥の再浮上などの研究が取  

り上げられた話題である。更に水処理に関しては，上水源湖水に対する浸渡ろ床の利用可能性、  

バイオテクノロジーを活用した検討，難分解性物質の生分解，熱力学的な生物反応過程の実験等  

を行っている。   

土壌関係の研究では，土壌や底泥中の金属や硫黄の存在形態，物質循環にかかわる鉛直移動形  

態，土壌酵素による有機物分解など，土壌圏での汚染機構の解明ヒ土壌の圏外への影響を考えた  

機能の解明に関する研究を行った。   

海域関係の研究では，湾内密度流に関連して塩分・水温の場ゐ二重拡散による混合現象と．貯  

水池の風による混合層の数値シミュレーションが検討されたほか，河口域に出現する緑藻の分類  

と生活特性，淡水赤潮の増殖モデルの検討が行われた。   

地盤沈下関係の研究では，地下水位の季節的変動のある場合の沈下挙動，地質学的堆積状態を  

反映した粘性土の圧密特性を検討し，消雪用地下水汲み上げ地帯の地盤沈下の対策に資する成果  

を得た。   

霞ヶ浦臨湖実験施設を用いた研究は当部だけでなく計測技術部，生物環境部でも行っている。  

霞ヶ浦の湖沼諸元の定期調査資料を蓄積しているほか，そこでの成果は定期的な研究会で討論さ  

れている。  

研究課題1）湖沼の水質管理に関する基礎的研究  

〔担当者〕須藤隆一・矢木修身・稲森悠平・細見正明・稲垣典子・田井慎吾■・松重一夫＝・  

土屋重和＝（＊臨湖実験施設，＝技術部）  

〔期 間〕60～69年度  

〔内 容〕湯ノ湖においては，リン負荷削掛こ伴う水質変化について検討した。霞ヶ浦底泥を用  

いて鉛直方向に生分解可能な窒素画分について検討し，分解速度を温度について整理した。浸滴  

ろ床を用いて，湖水の上水道源としての利用可能性について検討した。アオコの増殖と分解に関  

して，実験結果並びに従来の知見をまとめた。〟才c和（耶ぬαg7γg∫〝05αの分解に果たすわむし類  

と貫毛類の単独並びに共存の効果について検討した。  

〔発 表）K－62，E55，56，e－14，17，22，31，44，46，80，83，90，91，93，94  

研究課題 2）バイオテクノロジーを活用した汚水及び汚泥処理に関する研究  

〔担当者〕須藤隆一・矢木修身・稲森悠平・岡［日光正・細見正明・稲葉一穂・稲垣典子  

〔期 間〕60～69年度  
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〔内 容〕遺伝子操作技術などのバイオテクノロジーの技術を活用して，汚水及び汚泥中の栄養  

塩類，有機化合物を生物学的に効率よく分解及び有用物質として回収する手法の検討を行った。  

まず，汚水及び汚泥処理に大きく貢献する重要なわむし類及び貧毛類を分離し，大量培養法を確  

立することができた。次いで，汚濁湖水の浄化に貢献する微生物の中でわむし類，貧毛類を分離  

し，これらの微小動物が〟払肌耶ぬ属を効果的に捕食・分解することを見いだすことができた。  

また，嫌気・好気の生物膜から生分解しにくい難分解性物質を分解する細菌を分離することがで  

きた。さらに，伝達性プラスミドを有するE．coJlをわむし類は捕食して増殖することが明らか  

にされた。  

〔発 表〕e－16，22，34  

研究課題 3）陸水環境に及ぼす合成洗剤の影響に関する研究  

〔担当者〕須藤隆一・矢木修身・稲森悠平・細見正明・稲葉一穂・稲垣典子・土屋重和■  

（一技術部）  

〔期 間〕60～62年度  

〔内 容〕（1）非イオン性界面活性剤の簡易分析法について検討を加えた。従来法は感度が寒  
いこと，有機塩素系溶媒を用いていることなど問題点があることが分かった。これらを改良する  

ためベンゼンを用いて溶媒抽出する方法及び発色を高感度化する方法を検討した。その結果従来  

法よりも数十倍高感度化できることが分かった。  

（2）合成洗剤の嫌気性微生物による生分解機構について基礎的な実験を行い，解析手法を検討  

した。  

〔発 表〕e－8，9  

研究課題 4）陸水域における難分解性化合物の生分解に関する研究  

〔担当者〕須藤隆一・矢木修身・稲森悠平・相葉一穂・稲垣典子・松重一夫＊・土屋垂和■  

（●技術部）  

〔期 間〕58～62年度  

〔内 容〕活性汚泥を用いてフェノール，トルエン，アニリンが炭酸ガスにまで完全に分解され  

る無機化速度について検討を加えた。完全混合型11Jの培養槽を用いた連続培養系における汚  

泥の1次の無機化速度定数Klは，フェノール，トルエン，アニリンでそれぞれ1．6×102・b‾1，  

4．5×103・h－1，4．3×102・h－1であり回分式の場合とほぼ同じ値を示した。また分解菌1細胞当  
たりの活性を示す2次の無機化速度定数は，フェノール，トルエン，アニリンでそれぞれ2・1×  

1010・ml・Cellrl・h－1，1．1×109・ml・Ce11‾1・h1，2，6×109・ml・Cel卜1・h‾lであり，トルエン及  

びアニリン分解菌は，フェノール分解菌の5～10倍高い活性を示した。  

〔発 表〕E－60，e89   

研究課題 5）生物反応過程の熱力学的解析に関する研究  

〔担当者〕田井慎吾－・松重一夫＝（●臨湖実験施設，‥技術部）  

〔期 間〕59～65年度  

〔内 容〕活性汚泥にグルコースを添加し，その代謝過程におけるグルコース吸収量，酸素吸収  

量，二酸化炭素生成量，活性汚泥変化量，熟生成量を測定し，培養初期において水中からのグル  

コースの減少量当たりの熱生成量は539kJ／molの関係が得られた。また，この培養実験から  
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得られたグルコースの除去量当たりの酸素吸収量，二酸化炭素生成量，熱生成量の関係に基づい  

て，活性汚泥法による都市下水処理プロセスのエクセルギー解析を行い，熱力学的効率が10～20  

％程度であることを示した。   

また，湖沼の植物プランクトンの組成とインプットされるエネルギーとの関係を定量化するた  

めに霞ヶ浦の植物プランクトンの定期的観測を行った。  

〔発 表〕E－43～45，e－59   

研究課題 6）湖沼におけるC，N及びPの循環に関する研究  

〔担当者〕海老瀬潜一・柏崎守弘・福島武彦  

〔期 間〕58～61年度  

〔内 容〕湖沼におけるC，N及びPの物質循環は湖沼管理及び富栄養化防止の上で非常に重要  

である。本年度は昨年度に引き続き，湖沼河口部におけるC，N及びPの循環機構を中心に調査  

研究を行った。河口部としては霞ヶ浦高浜入を対象とし，河道内及び湾奥部に計11の観測地点を  

設け，毎月約2回の頻度で調査を行った。その結果，河口部での物質変換速度は非常に高いこと  

が明らかとなった。また溶存有機物質（DOC）に着目した場合，DOC濃度は湖内の方がほとんど  

の場合流入河川水中よりも高く，DOCが湖内で大量に生産されていることが明らかとなった。  

DOCを分子量分画でさらに分画すると，分子量100万以上の高分子がかなり高い割合で存在する  

ことが明らかとなった。  

〔発 表〕K101，102，171，E－3，e－26，78  

研究課題 7）湖沼水質保全を目的としたモデル作成に関する研究  

〔担当者〕村岡浩爾・海老瀬潜一・柏崎守弘・平田健正・大坪園順・福島武彦  

〔期 間〕60～61年度  

〔内 容〕全国数十湖沼を対象に，湖沼の諸元，集水域の特性，湖沼水質等の情報を収集し，デ  

ータベースとしての整備を行い，以下のような解析を行った。（1）湖沼水質変動を地点季節  

変動，経年変動に分け，それぞれの大きさを明らかにし，湖沼諸元，栄養度との関係を調べた。  

また，水質年変化パタ岬ン，各種水質項目間の関係を調べ，水質予測モデルとして具備すべき条  

件について検討した。  

（2）気象庁，建設省の資料をもとに各湖沼集水域での降水量，各湖沼への流入水量等を明らか  

にした。次に，集水域の各種人口，土地利用形態別面積等の情報をもとに原単位法から全リン，  

全窒素，CODの流入負荷畳を推定した。これらをもとにホーレンワイダー型のモデルを用いて  

湖水濃度を予測し，実測湖水濃度と比較した結果，全窒素では見かけの沈降速度を15my▼1程度  

とするとよく一致すること，全リンではこの速度が若干大きく一致度も全窒素に比べよくないこ  

と等が分かった。  

〔発 表〕E－53，58，e－79，84  

研究課題 8）水域の水質特性に及ぼす水理学的挙動の解析  

〔担当者〕村岡浩爾・大坪囲順・平田健正・福島武彦  

〔期 間〕58～61年度  

〔内 容〕（1）湖沼における内部波の実態と水質混合機構：風外力に対する水温成層場の応答  

特性から，諏訪湖のスス水の発生巨引こついて考察した。内部セイシュの発生機構から推測して，  
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スス水は風上側に生起しやすいことが示された。これは観測結果と合致する。また中禅寺湖の岸  

付近で得られた水温変動時系列から深い湖の内部波の挙動特性も調べた。  

（2）浅い湖沼での濁度の時間変動特性：霞ケ浦を対象に濁度の変動特性を観測した。その結  

果，濁度すなわち底泥の再浮上の主因は風浪であり，湖流は微弱で付随的であることが明らかに  

された。さらに霞ヶ浦における底泥再浮上をモデル化するために，波浪による交番せん断力を実  

効掃流力で評価した。このモデルを用いて，浅い湖の底泥再浮上現象をシミュレートした。  

〔発 表〕E－51，54，e－73～74  

研究課題 9）土壌中における有機汚染物質の挙動に関する研究  

〔担当者〕向井 哲  

〔期 間〕50～60年度  

〔内 容〕各種土壌から抽出して得られた腐植酸につき，農薬（BIiC）の吸着能及び吸着機構を  

明らかにするための分析手法を確立し，幾つかの予備実験を行った。その結果，吸着機構を赤外  

分光分析法で検討する際，分析試料の調製に若干の問題点が生じることが認められた。現在この  

点について検討を加えている。  

研究課題10）土壌中における無機汚染物質の挙動に関する研究  

〔担当者】高松武次郎  

〔期 間〕52～60年度  

〔内 容）（1）前年度に引き続き琵琶湖内及びその流域より採取した環境試料（主に底泥）を元素  

分析し，湖内での元素挙動を陸水学及び環境学的立場から考察した。分析対象元素は30余種，分  

析方法は中性子放射化，けい光Ⅹ線，原子吸光等である。（2）硫黄の新しい簡易形態分析法  

（高圧ボンベ分解－イオンクロマトグラフ法）を確立し，底泥試料への適用を試みた。本法では，  

硫酸態S，元素態S，酸可溶硫化物態S，黄鉄鉱態S，亜硫酸態S，チオ硫酸態S及び有機態S  

が分析できる。琵琶湖底泥中の硫黄は，その50％以上が有機態Sであった。（3）欧米で，家畜  

の飼料添加剤として使用されているフユニルヒ素化合物の分析法を検討した。  

研究課題11）土壌養分の物質循環に関する研究  

〔担当者）久保井徹・広木幹也・服部浩之・乙間末広t（＊総合解析郡）  

〔期 間〕60～63年度  

〔内 容〕土壌圏における栄養塩類の循環過程を土壌国子と環境要因との関連で定量的に把握す  

ることにより，土壌環境の管理と保全に資することを目的とする。   

60年度には次の成果を得た。下水汚泥を連用したほ場と屋内ライシメーターにおいて元素の挙  

動を調べ，解析した。汚泥施用土壌では，Cl‾とNO，－の土壌吸着能が減少し，Ca2十とMg2＋の  

吸着能が増加していた。ライシメーターでは，各種元素の植物による吸収量，CとNの大気への  

揮敬重を求めた。また各種層位における土壌溶液組成の変化から各元素の浸透速度と収支を推定  

した。  

〔発 表〕K－65，74，79，81，82，117，B【9，b－9  
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研究課題12）土壌酵素の有機物分解機能に関する研究  

【担当者〕服部浩之・久保井徹  

〔期 間〕58～60年度  

〔内 容〕（1）土壌酵素の性質を明らかにするため，酵素の抽出法を検討した。火山灰土では50  

mMピロリン酸ナトリウム液，砂質土では水で抽出する方法で，最も抽出効率の高いことを認  

めた。  

（2）土壌中での汚泥の分解と土壌酵素活性の関係を調づた。汚泥のC，Nの無機化量は土壌中  

のプロテアーゼ活性と高い相関があり，汚泥の有機成分の中ではタンパク質の分解量が大きかっ  

た。これらの結果から，■汚泥の分解には土壌中のプロテアーゼが強く関与していると推察した。  

〔発 表）K－75  

〔研究課題〕13）ダム湖における淡水赤潮発生機構に関する研究  

〔担当者〕渡辺正孝・渡辺 信・原島 省・本幡邦男・中村泰男  

〔期 間〕57～60年度  

〔内 容〕下久保ダムでの水温・DO・栄養塩濃度，クロロフィル〟等の鉛直分布が過去5年  

間の調査結果として蓄積・整理されている。これらのデータ解析より，藻類増殖，溶存酸素，栄  

養塩分布を予測するためには，水温予測，窒素・リン循環予測を行うことが最小限必要であるこ  

とが明らかとなった。このため1980年1月～1981年12月までの2年間を対象として予測計算と観  

測結果の対比を試みた。水温予測については成層期・鉛直循環期及び風による混合が良好に再現  

された。物質循環の中で最も重要な部分である藻類については月汀最玩滋伊1頚川瓜頑兄及びケイ  

藻の2種に分けて増殖過程を定量化した。このモデル化のみでは年間を通してのクロロフィルα  

変化を十分に説明し得るものにはならず，今後藻類種を増加させる必要があることが判明した。  

栄養塩，溶存酸素については観測値をほぼ再現している。  

研究課題14）海域における小規模流動構造による物質輸送の研究  

〔担当者〕渡辺正孝・原島 省  

〔期 間〕60～64年度  

〔内 容）海洋において，相対的に低温，低塩分の海水と高温，高塩分の海水が隣接すると．熱  

と塩分が異なる分子拡散能力をもち，しかも海水の密度に寄与するため，通常の密度流とは異な  

る特性をもつ現象が励起される。その一例として，塩分による安定成層を上方から冷却した系を  

実験的に解析した。従来，状態方程式の非線型性によって密度不安定が起こると考えられていた  

が，反面，二重拡散熱フラックスによる境界面の安定化が起こり上下層の対流混合は起こらなか  
った。ただし境界面が時間の経過と共に上昇してゆくことが確認された。この現象は海水の状態  

方程式の不安定性によると考えられ，広義のキャベリング現象として理解できる。  

〔発 表〕e－71，72  

研究課題15）海域の汚染と植物プランクトン群集の種の多様性に関する研究  

〔担当者〕渡辺 信  

〔期 間〕60～65年度  

〔内 容〕河口域及び沿岸帯に出現する植物プランクトン群集の種の組成を正確に把握するため  

に，培養に基づく生活史，徴紙構造及び色素組成の解析を各種植物プランクトンで行っている。  
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本年度は次の2点について明らかにした。①河口域上流に出現する緑藻月捌功Cα〟eガα  

∽〟CO聞の形態を電子顕微鏡で観察し，今まで混乱していた本種の分類学的位置づけを明らかに  

すると同時に，有性生殖を含む生活史を解明した。②三陸沖より分離培養した緑色の渦鞭毛藻  

にはクロロフィルα，∂が存在すること，及び葉緑体は他の藻類の共生が退化したものであるこ  

とを解明した。  

〔発 表〕E－75，e－95，96，98～100  

研究課題16）地層の圧縮特性に関する研究  

〔担当者〕陶野郁雄・岩田 敏  

〔期 間〕56～60年度  

〔内 容〕多能三軸圧縮試験装置及び全自動圧密試験装置を用いて種々の土質力学試験を行っ  

た0特に新潟県六日町から採取した乱さない土試料及び実験室内で作成したモデ′レ地翠を用い  

て，Ko圧密試験・標準圧密試験・繰り返し圧密試験を行い，繰り返し荷重による応力の変動と  

圧密沈下性状の関係を把握した。また，2次圧密の効果や繰り返しによる影響を考慮した圧密モ  

デ／レの提案を行った。その結果，繰り返し圧密による一次圧密終了時間は，静的に載荷した場合  

のそれの約10倍遅くなる傾向があることが明らかとなった。このことから，季節的に地下水位が  

変動する地盤沈下地域の沈下挙動を説明することができた。  

〔発 表〕E－48，e－62  

研究課題17）堆積環境を考慮した粘性土の圧密・圧縮特性に関する研究  

〔担当者）陶野郁雄・岩田 敏  

〔期 間〕59～63年度  

〔内 容〕地盤沈下の主要因である粘性土の圧密・圧縮現象を解明することを目的としその一環  

として，粘性土の地質学的堆積環境の相違が，圧密・圧縮特性に与える影響を明らかとするため  

に，既存の各種資料（ボーリング調査結果，地下水位観測記録，地盤沈下観測記録等）の収集・分  

類を行った。これにより代表的な地盤沈下地域である，新潟県六日町の地盤構成を把握すると共  

に，地盤沈下量と粘性土の特性及び層厚との相関を明らかにした。  

〔発 表〕e25  

研究課題18）毒性物質を生産する藻類の発生と制御に関する研究  

〔担当者〕須藤隆一・矢木修身・稲森悠平・細見正明・稲垣典子・稲葉一種・渡辺 信・田井慎  

吾－・安野正之＝・畠山成久＝・高村典子＝・花里孝幸＝・高橋 弘…・山元  

昭二…・伊藤勇三…■（－臨湖実験施設，＝生物環境部，…技術部）  

〔期 間〕60～61年度  

〔内 容〕霞ヶ浦を主な対象水域とし，アオコ等優占的に出現する有嘗藻類の発生条件，毒性，  

水生生物に及ぼす影響等について検討を加えた。主な結果は以下のとおりである。  

（1）霞ヶ浦に出現する3種類のアオコ，戯℃川砂S′怨αe撒g玩05α，〃〃Z■血牧血上根附加脚  

の無菌培養に成功した。  

（2）M viridisLi良好な増殖時に毒性（LD，。＝120mg／kg）を示すが，高照度下で黄色化する  

と毒性は消失した。  

（3）ノはαeγ飢gわ705αの有毒株と無毒株をミジンコ，ミミズ，わむしに摂食させたところ，有毒  
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株はミジンコに毒性を示したが，ミミズ，わむしに対しては全く毒性を示さなかった。アオコの  

毒性は生物種によりかなり異なるものと考えられた。  

（4）A那加椚∽ノ払n叩M旦ノhd峨微ブd九玩〆れ．礼服永別 Sp．の培養特性並びに大量培養  

条件を明らかにした。  

〔発 表〕E－74，75，e－14，22  
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2．2．6 環 境 生 理 部   

〔研究概要〕環境汚染の生体影響研究の最終目標の一つは人間活動によってもたらされる環境変  

化がヒトを含む生物系に与える結果を予測することと同時にその影響を予防することにある。本  

研究では主として実験動物を用いて環境汚染の生体影響を解明し，ヒトに対する影響評価を行う  

ための基礎資料を得ることを研究の目標にしている。郡設立以来大気汚染物質と重金属を対象と  

して，これらの物質の生体影響について，生理学，病理学，生化学，毒性芋，免疫学等の分野か  

ら，基礎的研究を行い構成人員の専門分野の多様性と用いる実験手法の違いを生かすため，研究  

室の枠を越えた共同研究を積極的に推進してきた。   

大気汚染物質に関する研究では、特別研究「複合ガス状大気汚染物質の生体影響に関する実験的  

研究」を技術部との協力のもとに進めてきた。本年行った経常研究の中には，将来特別研究に合  

流されるべき開発研究があり，その研究対象はNO2あるいは03による呼吸生理学的及び行動  

生理学的影響，さらに肺構成細胞への影響，がんの肺転移促進効果，肺の液性免疫機構への影響  

があげられる。さらに基礎研究として，赤血球の老化、肺の過酸化脂質抑制因子，胎仔毒性，新  

脂質の化学構造，重金属の腎内分布などがあげられ，それぞれ所定の成果をあげている。   

大気環境部と共同して光化学二次反応生成物質の生体影響が研究され，生成物質の一つである  

ホルムアルデヒドによる実験動物の呼吸循環器系及び細胞遺伝毒性が検討された。これらの研究  

成果は以下のとおりである。  

研究課題1）大気汚染物質の呼吸生理機能に及ぼす影響に関する研究  

〔担当者〕鈴木 明・局 博一・河田明治  

〔期 間〕57～60年度  

〔内 容〕ラットに比較的低濃度のNO2及び0。を単一又は混合暴露すると，呼吸代謝の冗進  

及び低酸素血症と高炭酸血症が起こることが観察された。そこで，その原因の一つと考えられる  

呼吸代謝の変化を臓器レベルで明らかにするために，各種臓器についてMustafaらの方法（薄切  

片法）の変法を用いて玩z滋和系で酸素消費量を測定した。その蘇果，5～20ppmのNO21日  

暴露及び0．2～0．4ppmの0。1日暴露群の肺と肝で酸素消費の増加傾向が示された。さらに，  

人工呼吸下の∫乃め0系でポーラログラフィー法によって肝，腎の酸素分圧を測定したところ，  

暴露群では肝，腎の酸素分圧が対照群より低い傾向を示し，同時に測定した血中酸素分圧と高い  

相関を有することが判明した。したがって，玩ぃぬれでの酸素消費量の測定方法に改良の余地が  

あるが条件を一定にすれば測定可能であると判断した。また，呼吸代謝系と低酸素血症及び高炭  

酸血症が相互に影響していることが示唆された。  

〔発 表〕f－26  

研究課題 2）大気汚染物質の生体影響に関する行動生理学的研究  

〔担当者）局 博一・鈴木 明・河田明治  

【期 間〕60～64年度  

〔内 容〕03暴露によるラットの行動変化を検討するために，飲水行動量測定猿置並びに運動  

量測定装置を製作した。これらの測定装置を用いて正常ラットの日常行動を観察したところ，昼  
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夜の明暗周期に極めて同調する活動パターンが得られた。特に飲水行動量は，長期間の観察にお  

いても安定した活動を示した。0．2ppm，0．4ppm及び0．8ppmの0，を一週間連続暴露したと  

ころ，いずれの濃度においても暴露の第1日目で飲水行動量の有意な減少が観察された。その減  

少度は暴露濃度の増加に伴って増大し，その回復ほ暴雷2日目から観察されたが、その早さは0．2  

ppmで最も早く，0．8ppmで最も遅かった。これらの実験から飲水行動量の観察を通じて，0。  

暴露による全身的生体影響を定量的に追求することが可能であると考えた。  

〔発 表〕ト29  

研究課題 3）フタル酸エステル類のテトラヒメナの脂質代謝に及ぼす影響に関する研究l▼  

〔担当者〕彼谷邦光・野原意子  

〔期 間〕59～61年度  

〔内 容〕フタル酸エステルの一種であるdト〃－Octylphthalate（DOP）の7btyuhymenapy7iform怨  

NT1の脂質代謝に及ぼす影響を調べたところ，DOPによってリン脂質を構成する不飽和脂肪  

酸の含量が減少することを見いだした。これらの減少の原因を明らかにするために，不飽和化酵  

素活性に及ぼすDOPの影響を調べたところ，オレイン酸合成酵素である△9－desaturase活性が  

DOPによって阻害された。また，DOPの摂取に関係すると思われる強い界面活性作用を有する  

新脂質を見いだし，その化学構造を決定し，この脂質をtaurolipidと命名した。  

〔発 表〕F－1，2，ト8，9  

研究課題 4）環境化学物質の胎仔毒性に関する基礎的研究  

〔担当者〕米元純三・河越昭子  

〔期 間〕60～62年度  

〔内 容〕初年度である60年度は∫乃〃fJ和でのラット胎仔培養を行うための諸条件の検討を行  

い，交配，妊娠動物の生産，胎仔培養について安定した手技，条件を確立した。環境汚染化学物  

質としてフタル酸エステルの一つであるDimethoxyethylPhthalate（DMEP）を取り上げ，そ  

の代謝物であり，DMEPのproxirnaltoxinと考えられる・Methoxy Acetic Acid（MAA）の毒  

性の機序を検討した。MAAの作用点としてYolk Sac（卵黄のう）に注目し，生化学的，、組織学  

的検索に備えて試料の収筆を行った。   

研究課題 5）重金属による腎障害の発症の機序に関する研究  

〔担当者〕村上正孝・藤巻秀和・米元純三・河越昭子・鈴木和夫●・遠山千春●（●環境保健部）  

〔期 間〕58～60年度  

〔内 容〕組織内のメタロチオネイン（MT）の居在確認のためにMTヒツジ抗血清を用いて．  

間接法による免疫組織化学的実験を行った。抗血清中の抗体を吸収した血清で処理した対照実験  
では反応しなも）が、本実験では呈色反応を示した。しかし，血管壁も反応を示し，本実験法によ  

って組織中のMTが確認できるとは結論できなかった。   

Cdの生体内での化学形とCdの臓器内分布との関係を明らかにするために，Cdとシステイン  

（cys）を同時投与して，生体内でCd－CyS錯体を形成させた。CyS量に依存して，Cdの腎取り込  

卑は増加し，肝は減少した。さらに特定のネフロン部位を含む腎組織ブロックを用いて，腎近位  

尿細管でのCdの主要な取り込み部位が変わることを確かめた。  

〔発 表〕K－19，20，F－25  

ー 91－   



研究課題 6）肺のIgE抗体産生機構に関する研究  

〔担当者〕藤巻秀和  

〔期 間〕60～62年度  

〔内 容〕ケイ酸アルミニウムを気管内投与して，そのIgE抗体産生系への影響を検討した。   

BALB／cマウスに卵白アルブミン（OA）抗原と共に0．02mg，0．2mgのケイ酸アルミニウム  

を気管内投与すると，2週，3週後に血中に高い抗OAlgEの抗体が認められた。その抗体価  

は，0．2mgのケイ酸アルミニウムを投与した群のほうが0，02mgの投与群より高い価を示した。  

抗原のみの対照群ではIgE抗体産生は認められなかった。   

次に，∴抗原OAをエアロゾル暴露してその後にケイ酸アルミニウムのみを気管内投与しても  

高いIgE抗体産生が認められ，ケイ酸アルミニウムがIgE抗体産生においてアジュバント作用  

を持つことが示唆された。  

〔発 表〕FT20，22，ト30，31  

研究課題 7）肺構成細胞に及ぼす二斡化窒素の影響に関する研究  

〔担当者〕持立克身・高橋勇二・三浦 卓  

〔期 間〕58～60年度  

〔内 容〕4ppm NO2暴露により，ラットの肺では，多形核白血球の増加を伴わずiこ，小型の  

マクロファージが増加した。またこれに先立って，肺胞マクロファージの解糖系及び抗酸化系酵  

素の比活性が増加し，DNAの生合成酒性も増大した。次に肺胞マクロファージに対するNO2  

の影響が，NO2に特異的かどうかを比較検討する目的で，0．2ppmオゾンの影響を調べた。そ  

の結果NO2と同様に，DNAの生合成活性の増大に引き続いて小型の肺胞了タロファージが著  

しく増加した。また，解糖系及び抗酸化系酵素の比活性も著しく増加した。肺胞マクロファージ  

の細胞数の増加を指標とすると，4ppmNO2と0．1ppmオゾンは同程度の影響を肺に与えた。  

〔発 表〕F－26，ト37  

研究課題 8）赤血球の老化機構と環境因子による修飾に関する研究  

〔担当者〕国本 学・三浦 卓・河田明治  

〔期 間〕58～60年度  

〔内 容〕SH基反応性重金属（Hgg＋，Cd2＋，ZnZ＋）はラット赤血球ゴーストに作用し，いずれ  

も膜タンパク質であるバンド3，グリコフォリン等を強く細胞骨格に結合させ，細胞骨格成分間  

の結合も強固にした。一方，P－クロロマーキュリ安息香取（PCMB）等の一価のSH基反応試薬  

は逆に細胞骨格を破壊し，SH基反応性物質に共通の現象ではなかった。   

赤血球内に取り込まれたCd2十は，細胞質タン′マタ質に結合した後徐々に膜画分に移行し，上  

記の細胞骨格の変化の他，形態変化，変形能低下等の赤血球老化過程の促進をもたらした。   

以上の結果より酸化性刺激による赤血球膜特に細胞骨格のSH基の修飾は多様な変化をもたら  

し，Cd等のSH基反応性重金属の細胞骨格への作用は直接赤血球老化過程の促進に結び付くこ  

とが明らかになった。  

〔発 表〕fし5，6，f10   

研究課題 9）肺組織における過酸化脂質抑制因子に関する薬理学的研究  

（担当者〕嵯峨井勝・佐野友香・市瀬草道  
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〔期 間〕59～61年度  

【内 容〕最近，肝臓中にタンパク性の過酸化脂質抑制因子が存在することが報告されてきた。  

59年度には，この因子が肺にも存在することを明らかにし，かつ3－メチルコランスレンやフェ  

ノバルビタールなどの酵素誘導薬物投与によって活性が増加することを見いだした。本年度はこ  

の因子が肺の可溶性画分とミクロソームの両画分に存在していることから，既知のグルタチオン  

ペルオキシダpゼ（GSH－Px）あるいはグルタチオンフェラ⊥ゼ（GSH・Tr）と異なる酵素である  

かどうかを調べるためにクロマトグラフィーでの両酵素の分画測定法の検討を行った。現在まだ  

この条件検討は継続中であるが，両酵素と目的とする因子の異同を識別しうるところまできてい  

る。  

〔発 表〕ト4，5  

研究課題10）大気汚染物質暴露とがんの肺転移に関する研究  

〔担当者〕小林隆弘・山根一祐  

〔期 間〕60～62年度  

〔内 容〕大気汚染物質の暴露によりがん細胞の肺への転移にどのような影響がでるか検討する  

目的で，今年度はがん細胞の肺への転移モデル系をマウスを用いて作成し，静注がん郷胞の数ヒ  

肺への転移数との関係，がん細胞を注入してからの日数と転移数の関係など基礎的な検討を行っ  

た。   

転移のモデル系はC3H／Heマウスを用い，がん細胞を尾静脈より注入する方法を取った。静  

注がん細胞の数と肺転移の数が比例する領域を見いだした。がん細胞の静注2週間後から肉眼で  

見える肺転移の数はほぼ一定になることが確認された。また試験的に行ったオゾン暴露で肺転移  

が増加することが観察された。また，この系においてナチュラルキラー細胞の活性を抗アシアロ  

GMlを用いて阻害すると肺転移が有意に増加することを見いだした。  

〔発 表〕f14，15  

研究課題11）光化学二次汚染物質の生体影響に関する実験的研究  

〔担当者】久保田憲太郎・嵯峨井勝・小林隆弘・市瀬孝道・鈴木 明・居 博一・白石不二雄・  

村上正孝・佐野友春・橋本 訓事・坂東 博■・井上 元●・秋元 肇●・松本  

茂＝・清水 明●事・高橋 弘＝（一大気環境部，－■技術部）  

〔期 間159～61年度  

〔内 容〕大気中の光化学反応によって生じる光化学二次汚染物質の中には眼刺激物質，神経刺  

激物質等の他に発がん怪物質又は変異原催物質を含めて，生体にとって有害な物質が数多く存在  

する可能性が指摘されてきている。しかしながら，これらの物質の経気道的暴露による生体影響  

に関する報告は極めて少なく，特に生体影響の評価に利用される研究はほとんど見当たらない。  

そこで，先に研究開発した光化学二次汚染物質に係る動物暴露チャンパーを用いて生体影響の評  

価に関する研究の推進を図ることを目的としている。   

このうち，60年度は，従来のフロータイプチャンバーに長光路FTIRを接続し，生成物分析  

を行えるようにし，更に定量的測定のために吸光係数校正のためのガス混合系及びソフトウェア  

の開発を行った。   

また，実験動物を用いた生体影響については，先に光化学二次汚染物質がラットの心拍数と呼  

吸数を複雑に変化させることを認めているが，単一ガスでのその変化様式を比較したところ，ホ  
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ルムアルデヒドが主に関与していることが示唆された。このホルムアルデヒドは1ppmでも眼  

に強い刺激作用を示すことが，限周辺に分布する神経放電から証明された。   

さらに，培養細胞に対する実験では，ホルムアルデヒドは細胞遺伝毒性を示すことが明らかに  

なったが，5ppmホルムアルデヒドを3時間ノ日で5日間ラットに暴露しても，宋輸血リンパ球  

の姉妹染色分体交換（SCE）頻度の誘発は認められなかった。  

〔発 表〕K－28，30，32，F－16，17，f－24  
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2．2．7 環 境 保 健 部   

〔研究概要1環境保健部は医学，保健学を基盤とし，疫学及び実験の手法を用いて，環境と人間  

のかかわりを研究し，人類の種としての保存並びに人間の健康的生活を維持，増進するための施  

策を得ることを目標としている。   

環境汚染による人への健康影響を，疫学的手法を用いて解明する研究としては，基礎となる健  

康指標の開発，疫学方法論，理論疫学，実験疫学などに関する研究を行っている。研究対象の汚  

染物質は，経気道的に体内に入るNO2などのガス状物質及び粉じん等や，経口的に体内に入る  

カドミウムなどの重金属，さらに農薬や有機化学物質である。また，健康影響の指榛としては，  

死亡，疾病，自覚症状や生体の機能，さらに血液，尿，頭髪，臓器などの生体試料中の汚染重金  

属や生体必須元素又は有害有機化合物の分析並びに臨床検査によって得られたデータを用いてい  

る。同時に，新しい特異的な指榛の検索についても，その機構を含めて検討している。発がんに  

関与する化学物質の変異原性試験系（エイムズテスト）を用いた環境汚染物質の検索や，ヒト肺中  

の黒色沈着物中の組成や化学種の同定とその意義などについても検討を加えるなど多面的なアプ  

ローチも行っている。   

実験室的研究としては，ヒトの試料で得られた指標を機構も含めて明らかにするための動物実  

験や，新たな指標の開発を目指した動物実験を行っている。安定同位体標識化合物を利用した汚  

染物質の生体内動態の研究，ダストやミストの暴露実験，重金属による肝臓や腎臓への毒性に対  

する指標の開発などがそれである。また，NMRを用いて生きたままの小動物への汚染物質の影  

響を調べるといったアプローチもしている。   

騒音の生体影響を心理生理学的反応を指標としてとらえ，影響を客観的に評価する方法を開発  

するための研究も進行中である。人を対象とした実験を実施し，音暴露に反応した呼吸パターン  

の変動を指標化し，その反応を検討している。  

研究課題1）安定同位体利用による環境中有害物質の生体影響に関する研究  

〔担当者〕太田庸起子・松本 理  

〔期 間〕．56～60年度  

〔内 容〕重水（D20）を用いて体液バランスに関する実験結果の解析と検討を行った。すなわ  

ち，重金属を始めとする有機物質が体内に摂取されたとき，その影響が全身症状として現れる場  

合がある。全身症状をきたす異常の一つに水電解質バランスの異常があり，この体液バランスに  

関する基礎的実験をD20を用いて行った。さらに，13C標識炭素，15N標識ガス同時暴露実験の  

準備，検討を行った。  

〔発 表〕K－21，22   

研究課題 2）人肺組織より得られた科学的知見と大気及び生活環境中の有害物質との関連につ  

いての研究  

〔担当者〕太田庸起子・松本 埋・中野篤浩・相馬悠子■（●計測技術部）  

〔期 間〕57～60年度  

〔内 容〕ヒト肺黒色沈殿物（炭粉）の知見に関して，本年度はさらに多くの例数から得ることが  
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できた。肺組織から分離して得た男色粉体の組成物の中で，50wt％以上を占める炭素（C）につ  

いては，全炭素濃度の50％以上が有機性炭素と考えられる結果を得た。また，微量金属の分析  

は，試料が溶解しにくいために，非破壊による放射化分析を適用して求めた。  

〔発 表〕K－23，G－9～12，g－6，7  

研究課題 3）農薬等環境中有機化合物の人体影響に関する研究  

〔担当者〕安藤 満・伊藤勇三■・高橋 弘●（●技術部）  

（期 間〕57～60年度  

〔内 容〕農薬散布地区の実態調査に基づき，農薬散布地域住民の農薬暴露量の把握とその毒性  

評価を血清酵素活性の変動により検討してきた。現在広軌こ使用されている有機リン農薬の中  

に，呼吸阻害を引き起こす農薬を見いだしたため，その作用機序を実験動物を用いて検討した。  

その結果ミトコンドリアのチトクロームCオキシダーゼの特異的阻害を行うことを解明した。  

また，人体に見いだされる残留毒性のある農薬についてその暴露経路が食品由来であることを人  

についての調査と動物のモデル実験により証明した。  

〔発 表〕G－4～6，g－4，5  

研究課題 4）生体内における元素間の相互作用に関する研究  

〔担当者〕中野篤浩・遠山千春  

〔期 間〕55～60年度  

〔内 容〕カドミウム（以下Cdと略す）の胎児移行を明らかにすることを目的として，出産時に  

おける母体血と臍帯血の血球と血境及び胎盤のCd濃度を測定した。分析したすべての組織で  

Cdを検出し，Cdの胎児移行は明らかであった。しかしながら，母体血と臍帯血の比較では母体  

血のCd濃度が有意に高く，Cdの難胎児移行性が示唆された。そして，母体血の血球より胎盤  

のCd濃度が明らかに高く，胎盤の強いCd蓄積性，すなわち，Cdに対する強い関門機能が示唆  

された。  

〔発 表〕G－19′、－21，g－25～28  

研究課題 5）生体のNMR測定法に関する研究  

〔担当者〕三森文行  

〔期 間〕59～61年度  

〔内 容〕NMRを用いて生体の玩∵正和状態でのエネルギー代謝を的確にとらえるために以下  

の二つの研究を行った。（1）従来の3tP核測定用surface coilの性能を拡張し，1H，5LP，Z9F  

の三核種同時測定ができるようにした。この結果生きているラットの脳において，31PNMRよ  

り，組織のエネルギーレベル及び細胞内pH，1H－NMRにより脳内の乳酸レベルが同時に観測  

できるようになった。（2）エネ）t／ギ一代謝の動態をより詳細に解明するために，Saturation  

transfer法と呼ばれる磁気的標識法を導入した。この方法を用いて，ミトコンドリアの一つのモ  

デルと考えられる大腸菌のATP（アデノシン三リン酸）生成速度を様々な条件下で測定した。  

〔発 表〕G－24～26，g－35～37   

研究課題 6）環境中発がん物賀の生体内代謝に関する研究  

【担当者〕松本 理・安藤 満・太田庸起子  
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〔期 間〕58～60年度  

【内 容〕環境中の発がん物質の生体内における代謝活性化及び無毒化の過程の観察や，生体の  

発がん物質への暴露状況の把握のためのひとつの方法として，排せつ物中の変異原性の測定が考  

えられる。最も一般的な変異原性試験系であるエイムズテストによる動物の排せつ物中の変異原  

性の測定方法，前処理法などの検討を行い，実際にべンゾ（α）ビレンなどの発がん物質を投与し  

た動物の尿中変異原性の分析を行った。また薬物代謝能，尿中の発がん物質量などと尿中変異原  

性との関連についても検討を行った。  

〔発 表〕g－32  

研究課題 7）気道収縮の経時変化に関する研究  

〔担当者〕小野雅司・平野稗史郎・金子 勇  

〔期 間〕57～61年度  

〔内 容〕昭和59年度に引き続き，茨城県高萩市内の小学校2校の児童と両親約2，500名を対象  

に呼吸器の自覚症状調査を，さらに高学年（4～6年）の児童の一部（約130名）を対象に呼吸機能  

検査を実施した。また，対象地区に関する基礎資料を収集した。  

研究課題 8）火山噴出物の健康影響に関する研究  

〔担当者〕小野雅司・平野靖史郎  

〔期 間〕59～62年度  

〔内 容〕昭和59年度に引き続き，鹿児島県下6小学校（桜島島内，周辺及び対照地区）の児童と  

両親約5，500名を対象に呼吸器の自覚症状調査を実施した。汚染地区と非汚染地区の間でいくつ  

かの症状に差は見られたが，火山噴出物の影響を明白に示す結果は得られなかった。また，家庭  

内粉じんについては，汚染地区，非汚染地区より各2世帯を選びそれぞれ4日間測定した。  

研究課題 9）高暴霹集団を対象とした疫学的調査方法論の開発に関する研究  

〔担当者〕田村憲治・安藤 満  

〔期 間〕60～62年度  

〔内 容〕農村部及び都市部住民の継続的健康診断データと農薬等の暴露量の推定により，農業  

化学物質による慢性的健康影響の評価法を検討する。   

60年慶は，関連機関とデータ収集法に関する調整を行った。また，茨城県内で野外実験を行  

い，農薬散布時及び日常の農作業中の農薬吸入量を測定して，年間暴露量推定の基礎資料を得  

た。個人サンプラーを用いたこの実験により，農薬散布後の収穫作業者は作業に伴う再飛散で，  

静止気中濃度の約100倍の農薬にさらされていることがわかった。  

〔発 表〕g－20  

研究課題10）浮遊粒子状物質が気道刺激に及ぼす影響に関する研究  

〔担当者〕平野靖史郎・清水 明●・高橋 弘■（∵技術部）  

〔期 間〕58～62年度  

〔内 容〕硫酸の気道刺激に及ぼす影響を上部気道と下部気道に分けて評価した。刺激に対する  

フローパターンの変化は上部と下部で互いに相補的であった。また，1mol／J程度の硫酸で下  

部気道を刺激した場合に周期的呼吸がみられた。  
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〔発 表〕g－29，30  

研究課題11）体液中及び臓器中メタロチオネインの病態生理学的意義に関する研究  

〔担当者〕遠山千春・三種裕子・杉平直子・鈴木和夫・村上正孝●（●環境生理部）  

〔期 間〕59～60年度  

〔内 容〕イタイイタイ病患者等，Cd土壌汚染地域住民の尿中への重金属（Cd，Cu，Zn）の排  

せつ増加とメタロチオネイン（MT）の関与について，ゲルクロマトグラフィーを用いて検討し  

た。その結果，尿中のCdとCuのそれぞれ60％以上は，MTに結合して排せつされていること  

が判明した。尿中へのMT排せつの意義を明らかにするために，Cdをラットに投与し，腎臓中  

Cdレベルが飽和になった時点で投与を中止し，血清，尿及び臓器中MTレベル等を調べた。そ  

の結果，この条件下では，尿中MT排せつレベルは，血清中MTレベルの変化を良く反映して  

おり，排せつ増加は，オーバーフローによることが示唆された。  

〔発 表〕G－23，g－22～24   

研究課題12）重金属による肝障害の指棟としての分泌性タンパク質に関する研究  

（担当者〕三種裕子・青木康展・鈴木和夫  

〔期 間〕60～61年度  

〔内 容〕ラットに体重1kg当たり1．5mgのCdを一回皮下投与すると，肝臓からの逸脱酵素  

である血清GOT，GPTの活性上昇は起こらないが，肝臓から分泌される血清コリンエステラ  

ーゼ（CHE）の活性は，投与後1日目から低下して2，3日日に最低となり，この酵素がCdの肝  

毒性に対する早期の鋭敏な指標となることが示された。血清アルブミン濃度も血清CHE活性と  

同様な経時変化をとった。またCdを投与したラットの血清をSDSポリアクリルアミド電気泳  

動法で分析したところ，アルブミン以外にトランスフェリンやα2マクログロブリン，その他い  

くつかのバンドの減少が認められ，Cdが広く肝臓からの血清タンパク質の分泌を抑制すること  

が示唆された。この分泌抑制作用は，Cdの毒性発現を防御すると一般に言われているタンパク  

質，メタロチオネインをあらかじめ誘導しておいても軽減されなかった。  

〔発 表〕G－1，3，16，22，g－2，3，34   

研究課題13）代謝異常動物における微量元素の動態に関する研究  

〔担当者〕杉平直子・遠山千春・青木康展・三種裕子・鈴木和夫  

〔期 間〕60～61年度  

〔内 容〕微量元素の生体内代謝における血祭中のアルブミンの役割を明らかにする目的で，血  

梁中にアルブミンをほとんど含んでいない無アルブミンラットと通常ラット（SDラット）に，カ  

ドミウム，鋼，亜鉛を1回投与後1郎寺間の臓器中投与金属の分布を調べた結果，鋼投与後で無ア  

ルブミンラットにおける肝臓中濃度がSDラットに比べ低いことが明らかになった。さらに，カ  

ドミウム，嗣投与後の血乳臓器中の投与金属の経時変化を両系統ラットで比較した結果，カド  

ミウム投与では膵臓中カドミウムが無アルブミンラットで低かった。鋼投与では肝臓への飼の運  

搬には差がなく，排せつ速度が無アルブミンラットで速いことが分かった。  

【発 表〕g－14  
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研究課厚14）骨に蓄積した微量元素の溶出とその生体影響に関する研究  

〔担当者）杉平直子・鈴木和夫・中野篤浩  

〔期 間〕60～62年度  

〔内 容〕ラットを用いて，骨中カルシウムの血液中への溶出（骨吸収）と，血祭中のカルシウ  

ム，リン，ストロンチウム濃度との関連を検討した。骨吸収を誘起させる重金属である鉛を，ラ  

ットに1回投与し，血梁中及び骨中のかレシウム，ストロンチウム，リンの経時変化を調べた結  

果，骨中のこれら元素濃度の減少が見られ，骨吸収が起こっていることが認められた。血祭中カ  

ルシウムは投与48時間後のみ有意に増加していたのに対し，ストロンチウムは投与後12時間から  

72時間にわたって有意に高く，血祭における恒常性維持機構のない非必須元素であるストロンチ  

ウムの血祭中濃度が，骨吸収の指標になり得ることが示唆された。  

研究課題15）騒音の人体へ及ぼす影響とその客観的評価法の研究  

〔担当者）東郷正美・柏本篤子・田村正行♯（●腫合解析部）  

〔期 間〕58～61年度  

〔内 容〕騒音の生体影響を客観的に評価する手法を確立することを目的として，ヒトを対象と  

した音暴露実験により生理学的反応の測定を行い，これらの反応と快・不快などの心理的反応と  

の関係を求めている。呼吸反応と音暴靂との反応関係は，従来からの唇音影響括標である指尖脈  

波振幅減少・皮膚温低下などとは異なり，心理的反応やその個人差などの測定に有用な指標であ  

る可能性が示唆された。  
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2．2．8 生 物 環 境 部   

〔研究概要〕生理生化学研究室及び陸生生物生態研究室が担当する特別研究「植物の大気環境浄  

化機台引こ関する研究」が最終年度を迎え，4年間の研究計画の総仕上げを目指して精力的に研究  

が遂行された。一方，水生生物生態研究室及び生物環境管理研究室が担当する特別研究「水界生  

態系に及ぼす有害汚染物質の影響評価に関する研究」が本年度より4年の期間で新たに発足した。  

さらに両研究室は，前年度に引き続き特別研究「自然浄化機能による水質改善に関する総合研  

究」に参加し，霞ヶ浦の生態系構造解明に取り組んだ。   

本年度の経常研究では，特別経常研究として「環境浄化に有用な微生物の探索，保存とその利  

用に関する研究」が引き続き行われた。通常の研究課題では，昨年の課題のうち4課題が終了  
し，新たに内容を変えて再発足した。これに加えて新課題二つが発足した。   

生理生化学研究室では，気孔開閉運動の機作の解明を，孔辺細胞の細胞壁や有機酸代謝との関  

連において行うと共に，酵素間あるいは酵素と膜の間のタンパク質相互作用，赤潮藻類の生育と  

植物ホルモンとの関係を引き続き行った。また，新たに孔辺細胞のエネルギー代謝系及び緑葉の  

中性脂質代謝に及ぼす環境要因の影響についての研究を行った。   

水生生物生態研究室では，コカゲロウの環境指標性の検討，淡水産甲かく頬メカエビ，淡水亜  

熱帯魚ゼブラの実験生物化の研究を行うと共に，動物プランクトン群集とミクロキスティスとの  

関係を調べ，分解の進んだミクロキスティスが餌として重要であることを示唆した。また，生態  

系構造決定における魚類の役乱 水生生物による毒性試験法の検討も行った。   

陸生生物生態研究室では，前年度に引き続き土壌要因と植物の生長との関係，窒素固定植物に  

よる土壌形成作用，植物への高CO2濃度及び高温の影響，湿生鮮首類の再生過程，NMRのリ  

ンのスペクトル変化による細胞内pHの変動と代謝活性との関係を研究すると共に，宅地造成，  

踏み付け等の人為的かく乱下における自然環境保全のための生態学的解析を行った。   

生物環境管理研究室では，引き続き富栄養湖として霞ヶ浦と手賀沼を対象とし，これらの湖沼  

の環境管理に係る生物生産量の変動について，ユスリカとヒシについて調査を行った。一方，河  

川の生物による浄化機能に関する研究を，引き続き霞ヶ浦流入河川である恋瀬川上流域で行い，  

付着藻類及び底生動物の現存量及び水質の変動を調査した。  

研究課題1）細胞壁の生理機能に対する環境要因の影響に関する研究  

〔担当者〕竹内裕一  

（期 間〕57～60年度  

t内 容）植物ホルモンの一つであるアブサイシン醒（ABA）は，植物の葉の孔辺細胞に作用し，  

気孔を閉じさせる作用をもつ。気孔の開閉の調節機構における細胞壁の役割を明らかにする目的  

で，細胞壁の多糖類成分の基質となりうる1▲Cグルコース（GIc）を用いたトレーサー実験を行っ  

た。その結果，ABAは孔辺細胞における細胞壁合成を阻害するが，その阻害は，ABAの気孔  

閉鎖作用が頗著なpH4の条件下において，pH6よりも顕著であることが明らかになった。次に，  

Gl。がその他の細胞内成分にどのように代謝されるかを検討したところ，ABAは細胞壁合成同  

様デンプン合成も阻害すること，pH6においては，デンプンの速やかな代謝回転が見られること  

が見いだされた。また，pH4では，ABAは孔辺細胞からのリンゴ酸の放出を促進し，pH6では  
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孔辺細胞の浸透圧により，pH4では孔辺細胞の細胞壁により，気孔開度の調節が行われているこ  

とが示唆された。  

〔発 表〕H，12～14   

研究課題 2）緑葉の中性脂質代謝に及ぼす環境要因の影響に関する研究  

t担当者〕榊 剛  

〔期 間〕60～62年度  

〔内 容〕中性脂質（トリグリセリド）は一般に正常葉にはわずかしか含まれていなl）が，植物を  

0。に暴露すると葉中に多量に蓄稽する。このトリグリセリド合成の代謝系を明らかにするため  

実験を行い，以下の結果を得た。  

（1）0，5ppmの0。にホウレンソウ葉を暴露すると，8時間までに菓中のトリグリセリドは約  

4倍に増加し，同時に葉緑体膜の糖脂質が減少した。  

（2）この期間中，葉の全脂肪酸含量及び組成比は変化しなかった。  

（3）葉緑体の糖脂質に特異的に含まれるヘキサデカトリエン酸が，トリグリセリドの構成脂肪  

酸として見いだされた。   

以上の結果から，0。暴露により葉緑体糖脂質の脂肪酸残基からトリグリセリドが合成されて  

いることが示唆された。  

〔発 表〕h－15   

研究課題 3）・高等植物細胞のエネルギー代謝系に及ぼす環境要因の影響に関する研究  

〔担当者】島崎研一郎  

〔期 間〕60～63年度  

〔内 容〕大気環境に敏感に反応する気孔孔辺細胞は，ATPをエネルギー源として廿十の輸送  

を行う原形質膜H十一ATPaseの働きにより開孔が制御されている可能性が高い。しかし，いま  

だこの膜酵素の存在を示す明確な証拠が得られていない。そこで，孔辺細胞プロトプラストを単  

離して以下の結果を得た。  

（1）孔辺細胞に高いATPase活性が存在し，この酵素の基質ヒして用いたアデニレイトの中  

で，ATPに対して最も高い加水分解活性を示し，そのときのKm＝0．5mMであった。  

（2）この酵素は，至適p11は6．8で，Mg2＋依存性があり，原形質膜H＋－ATPaseの阻害剤  

Vanadateに阻害された。以上の結果は，孔辺細胞の原形質膜にH＋－ATPaseが存在することを  

示している。  

〔発 表〕H－9，10，h14，18  

研究課題．4）藻類の生体制御因子に関する基礎的研究  

〔担当部 近藤炬朗・渡辺 信＊（★水質土壌環境部）  

〔期 間〕58～60年度  

〔内 容〕藻類の増殖の機構を明らかにするための第一歩として，増殖過程における生化学的変  

化，生長調節物質レベルの変動などを調べる必要がある。   

高等植物の生長・分化を制御していると考えられる種々の植物ホルモンが藻類においても存在  

し，作用しているかどうかを明らかにするため，代表的な植物ホルモンであるオーキシン（イン  

ドールー3－酢酸）の微量定量法を検討してきた。本年度は高速液体タロマトグラフを用いて，赤  

一101－   



潮べん毛藻甜嶽肌吻幌αぬ渥血のオーキシン含有量を測定した。オーキシン含有量は対数増  

殖期には極めて少なく，静止期には対数増殖期に比べて細胞当たり約6倍（約10－20mol／cell）に  

増加した。助′g和Sな机αにおけるオーキシンの生理的役割に関しては今後の研究課題である。  

研究課題 5）環境要因変動時の気孔運動と孔辺細胞の代謝との関係に関する研究  

【担当者〕近藤俺朗  

〔期 間〕59～61年度  

〔内 容〕気孔の孔辺細胞は，光照射等により気孔が開くときには，リンゴ酸を生成し，K＋を  

吸収する。孔辺細胞におけるこれらの浸透圧調節物質の含有量を調節する機構を明らかにする目  

的で，孔辺細胞プロトプラストを単離し，リンゴ酸生成系酵素に対する光の影響を調べた。孔辺  

細胞には，リンゴ酸生成に関与する酵素であるホスホユノールピルピン酸かレポキシラーゼ  

（PEPC），NAD－リンゴ酸脱水素酵素（NAD－MDH），NADPMDHがある。PEPC，NAD－  

MDHは光照射により活性の変化は認められなかったが，NADP－MDHは光照射により直ちに  

活性が数倍に上昇し，光を消すと直ちに以前のレベルまで戻った。また，光合成電子伝達系の阻  

害剤であるDCMUを与えると，NADP－MDHの光活性化は完全に抑制された。この結果より，  

リンゴ酸生成の促進は光合成電子伝達系によるNADPMDHの活性化に依存していることが示  

唆された。  

【発 表〕Hr8，16，h13，14  

研究課題 6）葉緑体におけるタンパク質一夕ンバク質，タンパク質一膜相互作用に関する研究  

〔担当者〕田中 浄  

〔期 間〕59～61年度  

〔内 容〕葉緑体においてチラコイド膜で生じたスーパ山オキシドラジカルはラジかレ生成部位  

周辺に存在するスー／で－オヰシドジスムターゼにより過酸化水素に変化する。過酸化水素は葉緑  

体ストロマに存在するアスコルビン酸パーオキシダーゼにより，無害な水に変化し，解毒され  

る。この酵素の基質であるアスコ）L／ピン酸はNADPH→グルタチオン→アスコルビン酸の経路  

で絶えず再還元されるこ これらの反応はほとんどが酵素反応であり，それぞれの酵素が密接に関  

連しつつ過酸化水素を解毒していると思われる。今回はアスコルビン酸パーオキシダーゼとグル  

タチオン還元酵素のタンパク質同士の親和性を調べるために各々の酵素の純化を試みた。アスコ  

ルビン酸パーオキンダーゼの純化にはアスコルビン酸－セファロース4Bのカラムが有効であ  

り，グ）L／タチオン還元酵素の純化にはADP－セファロース4Bが有効であった。  

研究課題 7）底生動物の環境指標性の研究  

【担当者〕安野正之・畠山成久・佐竹 潔・岩熊敏夫・菅谷芳雄－（－技術部）  

〔期 間〕60～63年度  

〔内 容〕ヨーー1コツ／りこおいても点矧転γ涙成肌は有機汚染の指標種とされ，日本においても  

艮抑ぬ5血払珊扇は同様の環境の指標種とされているが，このコカゲロウは分類学上の特徴が明  

りょうでないこともあって混乱していた。この分類の専門家の助けもあって重金属汚染の耐性種  

は励eぬJゐβ〃乃ざc捕であることが判明した。   

また，この種は重金属，特にカドミウムの蓄慣性が高いことから，各地の河川での採集を始め  

た。汚染のモニタリングを目的として棲本は種の区別と共に重金属含量の分析に供せられる。  
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〔発 表〕H－23，26，h－17，30  

研究課題 8）水生生物の実験生物化に関する研究  

〔担当者）安野正之・菅谷芳雄－・畠山成久・春日清一・宮下 衛■高村典子・花里孝幸  

（＊技術部）  

〔期 間〕55～60年度  

（内 容〕淡水産甲かく類のヌカエビ（允憫如上抑明加馴ク如か肌血）の大童飼育・繁殖に成功  

し，毒性試験を行った。ヌカエビは短日・水温250Cの飼育で約3か月で成熟するが抱卵しなかっ  

た。短日で飼育していた成熟個体を長日条件（明期12時間以上）に移すと約20日で一斉に抱卵し  

た。1腹で200個体ほど仔を産出し，産仔周期は16日前後であった。毒性試験の結果，使用した  

薬剤に対してはタマミジンコよりも感受性が高かった。   

汲水亜熱帯魚のゼプラ（β和r揖ゐ乃わ柁わ0）の飼育条件と生長の関係を調べた。飼育密度0・1  

尾／J及び10尾／Jで飼育したものはふ化後30日目でそれぞれ生体重5．1mg，138・9mgと大きな  

差がでた。また餌による生長の適いを知るために人工飼料のみを与えた群と活餌（わむし）で飼育  

した群を比較すると明らかに前者より後者の方が生長がよく，好条件で飼育した場合ゼブラはふ  

化60日で成熟サイズに達することが分かった。  

研究課題 9）動物プランクトン群集と水の華形成藻類の関係  

〔担当者〕花里孝幸・高村典子・安野正之  

〔期 間〕60～64年度  

〔内 容〕培養した〟山肌明血（アオコ）は動物プランクトンの餌としては適さないことがわか  

った。しかしながら，雷ヶ滴において夏期〟わ恍押ぬが水の華を形成する時期に，動物プラン  

クトンの現存量や生産量が最も高くなることがわかった。そこで霞ヶ浦では分解の進んだ〟才一  

肌嘲壷が動物プランクトンの重要な餌となっているのではないかと考え，霞ヶ浦から集めた  

漉cγ0びff5を実験室内で分解し，それを餌ヒして教程のミジンコを飼育したところ，ミジンコ  

はよく成長した。   

電ヶ滴ではゾウミジンコの風脚祓閥メ加藤が〟査cγ0の写f言ぶの優占する時期に出現し，その他  

の時期には助川商ぃ如函邪毎が現れる。いろいろな餌条件下での2種の風即扉別の競争を  

調べた。その結果，〟ね和q唱ぬの存在は且力由Jf∫に有利という訳ではなく，利用できる餅量の  

多いことが且力血Jねの優占できる要因の一つに考えられた。したがって霞ヶ浦で〟どcγ呵岱ぬ  

が優占する時期は動物プランクトンにとっての餌は豊富であるものと思われる。また，この実験  

から分解の進んだ〟どc和（押ぬが動物プランクトンの餌として重要であることが示唆された。  

〔発 表〕H－18～21，h－28  

研究課題10）湖沼の生態系構造決定における魚類の役割  

〔担当者〕春日清一・高村典子・花里孝幸・安野正之  

〔期 間〕60～64年度  

〔内 容）コンクリート池（30×10m深さ3m）2面に霞ヶ浦の水を導入し．一方にイサザアミ  

を加え，他方は放置し，両地の生物相の変化を観察した。イサザアミを加えた池では，動物プラ  

ンクトンは少なく，出現する種はコペボーダが主体であった白 ′⊥方，イサザアミがいない池では  

動物プランクトンは多く，わむし，枝角顆，コペボーダ等多種となった。また底生動物はイサザ  

－103 －   



アミのいない池でユスリカやトビケラ等が多く，コミズムシ，トンボのヤゴなど出現したが，イ  

サザアミのいる池ではこれらは極めて少なく，両他の動物相は極めて異なったものとなった。さ  

らに植物プランクトンはイサザアミ池が常に多く，透明度は低かった。  

研究課題11）水生生物による毒性試験法の検討  

〔担当者】宮下 衛・畠山成久・安野正之  

〔期 間〕60～62年度  

〔内 容〕グッピー，モツゴ，ゼブラの稚魚を用いて代表的な殺虫剤（9種），殺菌剤（2種），除  

草剤（12種）により急性毒性実験を行い農薬に対する感受性の相互比較を行った。モツゴ，ゼプラ  

の稚魚の農薬に対する感受性はふ化直後が最も低く，4日目以降，徐々に感受性が高くなる傾向  

を示していた。ふ化後2及び3日目は，ほぼ等しい値を示したので，ふ化直後の毒性実験はふ化  

2日目に開始することに決めた。モツゴの稚魚はグッピーの稚魚よりも，有機塩素系殺虫剤  

（DDT，BHC）に対してはLC，。値が10倍以上高い値を示していた。同時にモツゴの稚魚は有機  

リン系殺虫剤（DDVP），カーバメイト系殺虫剤（PHC，BPMC），ビレスロイド系殺虫剤（ペルメ  

スリン）の50ppm以下の濃度では96時間以内でほとんど死亡は見られず，モツゴとグッピーとの  

感受性の適いが示唆された。  

研究課題12）植物における物質変化へのNMRの応用に関する基礎的研究  

〔担当者〕伊藤 治・戸塚 績・三森文行■（り頃項保健部）  

〔期 間〕56～60年度  

〔内 容〕これまで高等植物の体内で起きている生体反応のほとんどは，その反応を停止した後  

に測定されるのが通常であった。NMRはこれを非侵襲的にしかも即時的に測定しうる分析機器  

であることは前年度までの研究において示してきたが，高等植物への応用は従来根や実などの非  

緑色器官に限られていた。そこで本研究においては植物独自の生理横能である光合成を営む葉を  

用いて，明暗処理に対する案内のpH変化を31P－NMRにより無傷のまま測定する方法を確立す  

ることを試みた。採取した切断葉をそのままで観察すると線幅の非常に広いピークしか認められ  

ないが，棄の空げき内に存在する空気を真空浸潤により培地と置き換えることにより鋭いピーク  

が得られることが明らかとなった。葉細胞内のリン化合物は液胞内に存在する無機リンが圧倒的  

に多く，その他ATPなどはNMRの検出限界以下であった。光照射に伴い液胞よりもpHの高  

いコンパートメントが現れ，暗所下に戻すと消失することが観察される場合があった。  

研究課題13）イタドリの生長に及ぼす土壌要因の影響に関する研究  

〔担当者〕名取俊樹・戸塚 績  

〔期 間〕56～60年度  

（内 容〕SO2暴露を行いながら培養土のN条件を3段階に変化させてイタドリを育成（器官別  

の乾物生長量及び器官別のCN含量）を測定した。その結果，培養土のN条件にかかわらず対照  

区と比較してSO2暴露区で葉面積は増大し，根乾重は減少した。さらにこの現象は同一のN条  

件においてはSO2暴露区と対照区の間で同一のDavidsonの式を仮定することにより説明し得  

ることが分かった。  
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研究課題14）湿生蘇苔類植物の生長に関する生理生態学的研究  

〔担当者〕清水英幸・竹内裕一・古川昭雄・戸塚 績・佐竹研一◆（■計測技術部）  

〔期 間〕57～60年度  

〔内 容】湿生鮮苔類の生存に関して，生長点が破壊された場合，他の組織の細胞の分裂活性  

化，新生長点の形成という再生現象が重要であることが推測された。辞首類の再生能に関しては  

横間差があり，ツルチョウチンゴケ等では，切除した葉片や茎片から，2週間以内にshoot（苗  

条）が再生した。一方ケチョウナンゴケでは，切除した組織に顕著な変化は認められなかった。  

shootが再生した種では，Shoot形成の一週間前に仮根形成が認められた。また，仮根形成のみ  

が認められた種も多かった。湿生鮮苔類の再生過程をより詳細に観察するために，連続観察法に  

ついて検討した。モデル実験系として，辞首類や羊歯類の胞子発芽，原糸体細胞の分裂について  

連続観察を行った。分裂が誘導された細胞では，分裂に先だって，細胞内器官に特徴的変化が起  

きていることが判明した。  

研究課題15）窒素固定植物による土壌形成作用に関する研究  

〔担当者〕可知直毅・伊藤 治・戸塚 績  

〔期 間〕57～60年度  

〔内容〕空中窒素を固定するマメ科植物による土壌の窒素富化に伴う土壌形成の過程を植物一  

土壌系における窒素循環に着日して定量的に解析することを目的に，本構内ほ場に設置された大  

型ライシメーター．を用いて実験を行った。オカボ（夏作）－コムギ（冬作）連作跡地（A区）と，ラ  

ッカセイ（夏作）一コムギ（冬作）の連作跡地（B区）にオカボ（夏作）－コムギ（冬作）を栽培し，植物  

の収量と土壌中の有機窒素含量の経年変化を調査した。   

オカポ，コムギの乾物成長量は，B区でA区の3～5倍の値を示した。土壌中の全窒素はA  

区ではほぼ→定に保たれたが，B区では栽培期間中減少した。以上の結果から窒素固定植物によ  

って増加した土壌窒素は窒素固雇が行われなくなると比較的速やかに元のレベルまで低下するの  

に対して収量の低下は遅れて起こることが示唆された。  

研究課題16）植物体内における同化産物の転流の定量的解析  

〔担当者〕岡野邦夫・伊藤 治・清水 明－（●技術部）  

〔期 間〕58～60年度  

〔内 容〕前年度までに定演度，定比活性で13CO2を同化させる装置を作成し，得られた転流デ  

ータのマルチコンパートメント解析を行った。本年度は主として同化産物の転流，分配に及ぽす  

大気汚染物質や光強度などの環境要因の影響を調べた。  

（1）インゲン葉からの同化産物の転流，分配に対する03とNO2の混合ガスの影響を調べた。  

混合ガスは0。単独と類似した影響を与えた。共存するNOヱはそれ自体は植物にほとんど障害  

を与えないが，03の毒性を増幅する作用があった。  

（2）対照区の20％の光強度下で生育したハッカダイコンは，葉の生長はあまり低下しなかった  

が，下はい軸（根）の生長が著しく抑制された。このような物質分配パターンの変化により，生長  

効率は相対的に高く維持された。  

【発 表）H2  
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研究課題17）植物の生長に及ぼす高CO2濃度と高温の影響  

〔担当者】．古川昭雄・可知直毅・戸塚 績・藤沼康実●・町田 孝●・山口武則■（－技術部）  

〔担当者〕58～60年度  

〔内 容〕環境変動に対して気孔の開閉が鈍感なポプラの一品種を用いて，生長に対する高濃度  

CO2の影響を調べた。栽培上の問題のためか，気孔の開閉が敏感なポプラよりもCO2濃度によ  

る生長促進効果は大きくなかった。   

関東地方の潜在自然植生の構成種と言われているシラカシを対象とし，シラカシやアラカシ林  

がある茨城県北部の御前山，瑞龍山を調査地として，林床に生育している椎樹がサンフレツクを  

光合成にどの程度利用しているかを知るた捌こ，現地において光合成を測定した。椎樹の光合成  

はサンフレツクが当たると直ちに光合成を開始し，極めて敏感に生育場所の光に対して反応して  

いることが分かった。  

（発 表〕Kr179   

研究課題18）地表面土砂流出量に及ぼす植被の影響に関する研究  

〔担当者〕戸塚 績・可知直毅・山口武則■（●技術部）  

〔期 間〕58～60年度  

〔内 容〕前年度に引き続き別団地ほ場に設置されている土砂流出量観測施設でヒマワリとソル  

ガムを栽培し，強雨時に地表面流出した土砂量を測定した。一方，同施設の裸地区で同様な測定  

を行い，植生の有無と土砂流出量との関係を解析するための基礎資料を収集し，前年度までに得  

られた資料と合わせて測定結果の解析を進めた。   

研究課題19）人為影響下における自然環境保全に関する生態学的研究  

〔担当者〕可知直毅・戸塚 績・山口武則＊（－技術部）  

〔期 間〕59～62年度  

【内 容〕埋め立て，宅地造成，耕私踏み付けなどの人為的かく乱を受けている植生を保全す  

るために有用な知見を得ることを目的として，海岸砂防林，海岸埋立地，放棄畑跡地などに生育  

しているオオマツヨイグサ個体群の繁殖臨界サイズを実験的に調べ，既に開発したシミュレーシ  

ョンモデルを利用してその適応的意義を検討した。   

富山県岩瀬海岸に分布しているオオマツヨイグサは，見掛けの繁殖臨界サイズが林外集団に比  

べて林内集団で大きくなることが示された。両集団の種子を別団地ほ場に播種しロゼットの生長  

と繁殖過程を調査した結果，繁殖臨界サイズ，種子生産量共に両者の間に差は認められなかっ  

た。以上の結果からオオマツヨイグサの繁殖臨界サイズは，生育条件によって可塑的に変化する  

ことが示唆された。これは，繁殖臨界サイズの面からオオマツヨイグサが種として様々な環境に  

適応できる能力を持っていることを意味する。  

〔発 表〕H－5，6   

研究課題 20）書栄養湖沼の環境管理にかかわる生物生産量の変動に関する研究  

〔担当者〕高村健二・岩熊敏夫・上野隆平・野原精一・安野正之・高村典子・花里孝幸・菅谷芳  

雄■（－技術部）  

〔期 間〕59～62年度  

【内 容〕手賀沼の湖内4地点から採集したユスリカ幼虫の種類相を明らかにした0少なくとも  
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7種が採集され，湖内上手から下手にかけて種数・個体数ともに増加する傾向にあった。捕食カ  

ユスリカの1種P和C由dダ捕Sp．が上手で優占する傾向にあり，また富栄養湖に特徴的な種とさ  

れているアカムシュスリカ7b々〝乃卯〝力点〃α点α机漬オは下手のみで出現した。   

霞ヶ浦高浜入には浮葉植物のヒシ乃ゆ打払が優占し，8月下旬には現存量345g乾量m‾2  

に達した。水面を完全におおった8月の日中に群落内の溶存酸素やpHは群落外より低く，PO▲  

－Pは0．1ppm程度存在していた。ヒシのN含量は底質の状態に大きく左右されていた。   

研究課題 21）河川の生物による浄化機能に関する研究  

〔担当者〕岩熊敏夫・高村健二・野原精一・上野隆平・佐竹 潔  

〔期 間〕59～62年度  

〔内 容〕前年度に引き続き，霞ヶ浦流入河川である恋瀬川上流域で水質，付着藻類量，底生動  

物現存量を調査した。平地部の3地点の底生動物は，付着藻類及び堆積有機物を摂食するユスリ  

カが優占し，最大個体数及び最大現在量はそれぞれ20，000m‾2，1．2g乾量m‾2であった。その  

他上流地点ではトビケラ類が出現した。ユスリカは斤カβOCガc∂わ少猫Sp．，拘妙gdgJ〟椚  

〟柁5ダ刀βg那β，α如乃0椚捕ノ勉び砂血桝揖が多く出現し夏期は約3週間ごとに羽化のピークを示し  

た。梅雨及び台風時の降雨により付着Chl．α量及び底生動物の個体数は激減するが，その後付着  

Chl．α童とユスリカ現存量は直ちに増加を始める。しかし，トピケラの個体数回復はユスリカ程  

遠くはなかった。ユスリカの生産量は夏期の9週間の間に約2g幸三垂m▼2と推定され，ユスリカ  

がこの時期の河川生態系の物質流に重要な役割を果たしていると考えられた。  

研究課題 22）環境浄化に有用な微生物の探索・保存とその利用に関する研究  

〔担当者〕菅原 淳・近藤矩朗・竹内裕一・高村典子・須藤隆一●・矢木修身－・稲森悠平－・稲  

垣典子－・渡辺 信＊・柏崎守弘・・広木幹也●・三浦 卓・・・彼呑邦光－・・笠井文  

絵＝－（●水質土壌環境部，＝環境生理部，…技術部）  

〔期 間〕59～60年産  

〔内 容〕（1）難分解性化合物であるトリタロロエチレン，テトラクロロエチレン及びトリク  

ロロエタンの耐性菌の分離・培養に成功した。またテトラクロロエタンを嫌気的条件にした土壌  

に散布する 

害物質に高感受性があることが明らかとなったテトラヒメナ（n廟頭叩矧舶）について脂質分析を  

行った。その結果，Tpylr妙mねに関してはtaurolipid A，が，Tthermophiklk関してはtaur・  

01ipid B．が存在することが明らかとなり，各々の化学構造も明らかにした。（3）長期的保存法  

が確立していない微細藻類259株について，液体窒素により凍結を行い，102株が凍結保護剤とし  

てDMSO5％又は10％を使い，二段階凍結を行うことによって，凍結しても生存することが明  

らかとなった。  

〔発 表）E－60～68，70～74，F－1，2，e－10，14，16，92，97，f－8，9  
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2．2．9 技 術 部   

〔研究概要〕技術部は，生物系・理工系の各種大型研究施設，エネルギーセンター，廃棄物処理  

施設，霞ヶ浦臨湖実験施設及びその他共通施設に係る運転菅私設備保守等を行うはか，工作室  

の管理と特殊実験機器の製作等を行っている。同時に，それらの技術業務の合理化を進めるほ  

か，省エネルギー対策，各種施設の経年変化に伴う老朽化対策を講じるなどの技術的検討を行っ  

ている。また，新たな研究施設や大型装置の計測・制御システム等の改良・開発のために必要な  

計画立案，技術調査及び装置工学的研究を行うとともに，生物系各施設で供試される実験植物の  

栽培，実験動物・水生生物の飼育，環境微生物の系統保存，新しい系統等の開発及び各種実験生  

物に関する基礎的研究を行っている。さらに，各種の特別研究の実施に当たっては，関連する大  

型研究施設に対応した研究に参画している。   

経常研究として，・技術室では，廃水処理施設の合理的運転に関する技術的検討を行っている  

が，本年度は霞ヶ浦臨湖実験施設の廃水処理装置の晶析脱リンの運転条件について検討を行っ  

た。動物施設管理室では，実験動物の異常検索手法について検討している。また，環境科学研究  

に適した実験動物としてウズラの育種改良を進めている。生物施設管理室では，①ファイトト  

ロンなど研究施設のプラスチック材料から放出される微量揮発性可塑剤が植物生育に及ぼす影響  

を検討した。②微生物保存法として凍結保存法を導入するため基礎実験を行った。③実験ほ場  

における土壌及び気象に関する資料集を刊行した。理工應設管理室では，マイクロコンピュータ  

を利用した風洞実験デ⊥タの収録，処理装置の開発及び混合層高度連続測定用簡易型レーザーレ  

ーダー装置について測定技術，装置特性の検討を行った。また，チャンバー内表面での不均一反  

応の速度や有機エアロゾルの分析技法の検討を行った。   

研究課題1）廃水処理施設の合理的運転に関する技術的検討  

〔担当者〕∵松重一夫・藤田和伸・佐藤三郎・田井慎吾＊（■水質土壌環境部）  

〔期 間〕55～60年度  

〔内 容〕59年度の結果を下に，実装置における晶石脱リンのpH条件を段階的に下げ，処理水  

質を胡察して行き，最終的に中性域での運転が行えることを確認し，今後この条件で晶石脱リン  

装置の運転を行うこととした。また，加圧浮上装置の運転条件及びその浮上汚泥の脱水条件につ  

いて検討を行い，作業性がよく良好な処理結果が得られるよう，脱水機の薬注方法の変更のほ  

か，薬注濃度・送液量など種々運転条件の設定を行った。そのほかデータの収録及び装置の制御  

を行うためマイクロコンピュータを使った制御装置の開発を行った。  

〔発 表〕E－45，ト9，e－31，37，56，57，j－29  

研究課題 2）高等植物の生育に及ばすプラスチック可塑剤の影響  

〔担当者〕藤沼康実・町田 孝・相賀一郎  

〔期 間〕60年度  

〔内 容j 園芸施設などのプラスチック類を多用している人為環境下では，プラスチγク可塑剤  

等のプラスチック素材中に含まれる化学物質の植物毒性が問われ始めている。本研究では，プラ  

スチック可塑剤として多用されるフタル酸エステルの植物毒性を調査した。フタル酸エステルに  
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より発現する症徴は，展開葉ではクロロシス，末展開葉ではタロロアイル形成が阻害され自棄化  

し，他の大気汚染物質によるものとは明確に区分できる．ものであった。，フクル醸エステル類の植  

物毒性の強さは，その化学構造の遠いによって異なり， 

い毒性を示した。また，周じ物質でも植物種によって影響程度が大きく異なり，ハッカダイコン  

が特に感受性の高い植物であった。  

〔発 表〕i－24  

研究課題 3）畑地ほ場における土壌形成過程に関する研究  

〔担当者〕山口武則・相賀一郎  

〔期 間〕60～65年度  

〔内 容〕開墾地の畑地ほ場において植物の栽培棟式によって土壌形成がどのように経時的に・変  

化するか長期的展望に立って調査し，ほ場の管理方法の指針を作ることにある。本年度は事前年  
度の研究を継続し，別団地ほ場においてほ場試験を実施すると共に，新たに＜為的な土壌改変に  

対する影響を調づるための底泥投下試験を実施した。また，本ほ場に発生する雑草の生態並びに  
気象等の環境要因を調査し，これらの研窄の一部として実験ほ場の土壌特性及び気象に関する調  

査資料集（lII）をまとめた。  

〔発 表〕K148  

研究課題 4）環境汚染にかかわる微細藻類の系統保存に関する研究  

〔担当者卜笠井文絵・相賀丁那・渡辺 信－（●水質土壌環境部）  

〔期 間〕58～61年度  

〔内 容〕微生物系統保存様に系統保存されている株，及び新たに分離した微細藻類を用いて形  
態及び生活史の観察と長期的安定保存法の一つとしての凍結保存法の検討を行った。（1）接合藻  

の一種rゆ加β用5g7ⅥCi々の生活史が明らかとなっち。（2）凍結顕微鏡を用いて，緑色ベン毛  

頭2種の凍結中の変化を観察した。活発に遊泳中の若い細胞は－2■C付近で細胞外が凍るとき  

に崩壊した。このとき壊れなかった遊泳性の細胞も融解時に壊れた。多量の貯蔵物質を蓄積した  
厚膜の非遊泳性細胞は凍結融解後も元の外観のまま残った。今までのところ，ほとんどのベン毛  

藻は凍結融解後生存しないが，この2種で生存が確認されているのは厚膜の耐久型細胞が凍結に  

耐えるためだと考えられる。  

〔発 表〕i10   

研究課題 5）環境汚染物質の生体影響研究に適した実験動物の開発・改良に関す声研究⊥  

〔担当者〕高橋憤司・高橋 弘  
【期 間〕55～60年度・  

〔内 容〕環境汚染物質の生体影響研究用実験動物として，当動物実験施設ではウズ⇒及びノ）ム  

スターを用いて昭和55年度より5年間にわたって開発・改良を行い，以下の成果を得ることがで  

きた。  

（1）ニューカッスル病ウイルス不治化ワクチンに対する抗体産生能（NDV・HI抗体産生能と  

略）の高及び低系ウズラの選抜を10世代から28世代へと推進し，両系ウズラを遺伝的に純化する  

と共に，NDV・HI抗体産生能の系統間差をより明確にすることができた。また，ハムスア】－  

では兄妹交配による近交化を行い．これまでに5家系を最大13世代まで継代することができた。  
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（2〉大気汚染ガスのひとつであるNO2に対するウズラの感受性は，マウス・ラット及びハム  

スターより著しく高かった。一方，03に対してはこれとは逆の傾向を示し，ウズラの0。ガス感  

受性は最も低く，動物のガス感受性はガス種により大きく異なることがわかった。なお，動物の  

ガス感受性には系統間羞・家系間善が存在し，加齢による影響を受けることも示唆された。   

以上，環境汚染物質の生体影響研究用実験動物としてウズラ・ハムスターに注目し，5年間に  

わたり開発・改良を行ってきたが，初期の目的をほぼ達成することができた。  

〔発 表〕ト7，i－16～20  

研究課題 6）実験動物の異常検索手法に関する研究  

〔担当者〕伊藤勇三・高橋 弘  

〔期 間）60～64年度  

〔内 容〕今年度は，本課題として，以下の研究を行い成果を得た。  

（1）ラットを用いて，飼料給与量の無制限群（飽食群）と制限群（飽食群の約80％）に分けて長期  

間飼育を行った。その結果，制限群は，体重では飽食群を下回ったが，病理組織学的検索では，  

特に腎臓の異常（アミロイド症など）発生率は，飽食群が制限群より高かった。  

（2）異常動物の早期発見法及び異常発生率の減少化対策に関しては，当施設に導入されたすぺ  

ての動物の検疫期間中から実験飼育中を通して発見された異常動物の検査結果と，定期的に行っ  

ているモニター動物の検査結果とを合わせて異常発生の予測と防止法について検討している。  

研究課題 7）大気拡散風洞の最適運転並びに温度差のある流れにおける風洞実験技術に関する  

研究  

〔担当者〕上原 清・竹下俊二・植田洋匡●（●大気環境部）  

〔期 間〕55～65年虔  

〔内 容〕加熱・冷却床パネルや気流温度の制御装置を備え，測定部における気流の安定度をコ  

ントロールするような風洞実験施設は世界的にも例が少ない。本研究では当該施設の安定かつ効  

率的な運転方法，並びに温度成層化した流れの性状を明らかにするための計測技術や可視化技術  

について検討した。   

本年度はマイクロコンピュータによる汎用のデータ収録処理装置を試作し，応用範囲を広げ  

た。  

研究課窟 8）大型実験装置内における光化学反応生成物の分析に関する研究  

〔担当者〕高木博夫■土井妙子・水落元之・竹下俊二・秋元 肇●・福山 力★（◆大気環境部）  

〔期 間〕58～62年度  

（内 容〕有機エアロゾルの分析については，有機性炭素，元素状炭素に分別定量が可能とな  

り，さらにサーマルカーボンアナライザー（TCA）を改良することにより自動分析も可能とした。  

スモッグチャンバー内表面での不均一反応の検討は，メタノールとNO2の反応に続き，水と  

NO2の反応について行った。この系では，光照射による亜硝酸の生成量の増加について検討を  

行った。エアロゾル中の金属成分に螢光X線分析の測定手法を用いる試みについて検討を加え  

た。  

〔発 表〕ト12，ト15，31～33  
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研究課題 9）混合層高度モニター用レーザーレーダーの特性に関する研究  

【担当者〕松井一郎・竹下俊二・笹野泰弘■・清水 浩■・竹内延夫、い大気環境部）  

〔期 間〕58～62年度  

〔内 容〕大型レーザーレーダーによる広域の大気汚染現袋及び風系に関する測定に際して，混  

合層高度の時間変化を同時に把握することが重要である。本研究は，混合層高度連続測定用簡易  

型レーザーレ⊥ダーを用いて大型レーザーレーダーのサポートデータを得ることを目的としてい  

る。58年度より，東京大手町に装置を移動し，都市域における混合層高度の日変化の観測を行っ  

ている。本年度はレーザー発振器内に使用しているキャビティの劣化対策として，誘電体多層膜  

を使用したキャビティを試作し，寿命試験を開始した。  

〔発 表〕ト27  
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2．3 国立機関原子力試験研究費（科学技術庁）による研究  

2．3．1水界生態系における環境汚染物質の動態に関する研究   

研究課題1）食物連鎖を通した汚染物質の移行に関する研究  

〔担当者〕生物環境部：花里孝幸・安野正之  

〔期 間〕58～62年度  

【内 容〕霞ヶ浦に優占するオナガミジンコ仏め励M川旭玩ゆ卿御）を用いて，クロレラ  

（Cゐわ柁J血sp．），クラミドモナス（C鮎川如加町嘱S海賊拗励），ミクロキイスティス（〟7－  

c叩qぬαβmgわー∂5α）に対する摂食速度，同化速度を測定し，そこから同化効率を算出した。   

クロレラとクラミドモナスは比較的よい餌と考えられ，その2種の藻類に対する摂食速度は，  

餌のある濃度レベルまで餌濃度の上昇と共に上昇し，その後餌濃度が上昇してもおよそ0・035  

gc・gC▲1・h－1と一定の値を示した。同化速度も摂食速度と似た傾向を示し，その最大値は約  

0．0013gC・gC－1・h‾lとなった。同化効率は約37％となり，これは餌濃度が変化しても変わらなか  

った。一方ミクロキイスティスを餌としたときには，摂食速度も同化速度も前出の2程の藻類に  

比べ低く，同化効率も約28％と低くなった。   

これらの結果と，別に測った呼吸量のデータから，オナガミジンコ1個体のenergy bugetが  

求められた。  

〔発 表〕h－28  

研究課題 2）大型水生動物における重金属の存在状態について  

〔担当者〕環境保健部：遠山千春・青木康展・三種裕子■鈴木和夫  

〔期 間〕60～62年度  

〔内 容〕水界生態系における環境汚染の指標生物として用いられているゴマフアザラシ  

（FV10Ca Vitulina）における臓器中東金属（Cd，Cu，Hg，Zu）及びメタロチオネイン（MT）をそれぞ  

れICPとラジオイムノアッセイを用いて定量し，この両者のレベルの関係や年齢との関係につ  

いて検討した。その結果，肝臓中Cd，腎臓中Cd，Hgは年齢に伴い蓄積する傾向があり，この  

蓄積にはメタロチオネインが関与していることが明らかになった。また，HPLC－AASによる分  

析により，肝臓中には少なくともZ種類のイソMTが存在することが明らかとなっキ。  

【発 表】G－17  

2．3．2 環境汚染物質の生物影響の作用機構に関する研究   

（1）植物影響関係  

〔担当者〕生物環境部：菅原 淳・近藤矩朗1田中 浄・島崎研一郎・竹内裕一・榊 耐  

〔期 間〕59～63年度  

〔内 容〕SO2は光合成機能の様々な段階で阻害作用を示す。これまでの多くの研究では，細胞  

内の光合成の場である葉緑体内の膜系や酵素に及ぼす影響が調べられてきた。本研究では・葉肉  
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細胞プロトプラストを用いて細胞レベルで実験を行い，亜硫酸は光合成の基質である炭酸の細胞  

膜を介した輸送を阻害しており，この炭酸輸送阻害が亜硫酸による光合成活性低下の一要因にな  

っていることを明らかにした。緑葉細胞における炭酸の輸送機構はいまだ明らかになっていない  

が，細胞内のカーボニックアンヒドラーゼ（CA）が部分的に関与していることが示唆されている。  

Na2SO，はCA活性を蘭著に阻害した。亜硫酸処理によって光合成が阻害される条件では，亜硫  

酸がプロトプラスト内に多量に取り込まれていることは既に報告した。したがって，プロトプラ  

スト内の亜硫酸がCAを阻害した結果，炭酸輸送阻害を引き起こしたと考えられる。   

（2）動物影響関係  

〔担当者〕環境生理部：三浦 卓・持立克身・国本 字・高橋勇二・彼谷邦光・小林隆弘・山根  

一祐  

環境保健部：青木康展  

〔期 間）59～63年度  

〔内 容〕代表的な大気汚染ガスである二酸化窒素（NO2）は，動柳こ吸入されると気管を通り肺  

胞に到達し，肺胞細胞の変性と生理活性物質の合成能を低下させることをトレーサー実験により  

明らかにしてきた。NO2春雷は，肺における主要な生理活性物質であるプロスタグランジンⅠ  

2（PGI2）の合成能を低下させたが，今年度はプロスタグランジン合成が活発な血管内皮への  

NO2の影響をラジオイムノアッセイ法により検討した。10ppm NO2をラットに暴露すると，胸  

部大動脈壁のPGI2合成活性は低下することが判明した。一方，肺胞上皮細胞と肺胞マクロフ  

ァージは，比較的低濃度のNO2暴露によって増殖性の反応を示したが，今年度はNO2と同様に  

酸化作用を持つオゾン（03）暴露に対する肺胞マクロファージの反応をトレーサー実験により検  

討した。0，2ppmO3をラットに暴露すると，肺胞マクロファージは初期に細胞数の減少を示し  

た。その際DNAへの14C一チミジンの取り込みが著しく増加し，その後小型の細胞が増加した。  

したがって，NO2暴露の場合と同様に肺胞マクロファージは，0。暴露に対して増殖性の反応を  

示すことが判明した。   

酸化作用を持つNO2や生体成分のSH基と反応して酸化性ストレスとなる重金属を動物に暴  

露すると，赤血球の老化が促進されることをこれまでに明らかにしてきた。今年度は，カドミウ  

ム（Cd）の赤血球における作用部位を1D9Cdを用いたオートラジオグラフイ一により検討した。  

ラット赤血球では，細胞質タンパク質としてヘモグロビンが，細胞膜タンパク質としてバンド  

4．2がよくCdを結合することが明らかになり，これらがラット赤血球におけるCdの作用点と深  

くかかわり合っている可能性が示唆された。カドミウムの主たる標的臓器である肝臓について  

も，Cdの代謝・排せつに関与していると思われるCd結合タンパク質の同定を109Cdを用いた  

オートラジオグラフイ一により行った。今年度は，同定されたタンパク質を精製し，その性質に  

ついて検討した。  

〔発 表〕F－3，4，11，f－35，g1、，3  
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2．3．3 湖沼・河川生態系の酸性化に伴う物質代謝の変化機構に関する研究   

【担当者〕計測技術部：佐竹研一・植弘崇嗣  

水質土壌環境部：高松武次郎  

〔期 間〕60～64年度  

〔内 容〕（1）酸性湖沼及び河川のS代謝の研究を行うため硫黄の形態別分離分析法の検討を  

行い，硫酸態S，元素状S．黄鉄鉱態S，酸可溶硫化物態S，有機態Sの各態Sの分析法を確立  

した。  

（2）上記の硫黄の形態別分離分析法を酸性河川に分布する水生摩苔類チャツポミゴケ♪Jガー  

邸γ肌α乃乃ぬぴ〟Jcα〃加肋，ムラサキヒシヤクゴケ蝕卯寂＝槻加地のS分析に応用し，各水生  

辞苔類に含まれる各態Sの定量を行った。  

（3）上記硫黄の形態別分離分析法と35S－SO4を用いたトレーサー実験とを組み合わせ，酸性  

湖沼及び河川に多量に分布するウカミカマゴケ肋噌釧呪血血＝触ぬ那 チャツボミゴケ，ムラ  

サキヒシヤクゴケのそれぞれのSO4の取り込み及び有機態Sや硫化物態Sへの変化を測定し  

た。  

（4）水生誇苔類によるPO4の取り込み及び成長に伴う転流を測定するため32P－PO4を用いた  

トレーサー実験を開始した。  

（5）水生欝苔類の光合成活性を測定するためのミクロオートラジオグラフイ法の検討を開始し  

た。  
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2．4 科学技術振興調整費（科学技術庁）による研究  

2．4．1リモートセンシンク技術の利用実証に関する研究   

（1）水情報に関する研究一水質調査法（閉鎖水域）－  

〔担当者〕環境情報部：宮崎忠国  

総合解析部：安岡善文  

〔期 間〕59～60年度  

〔内 容〕滋賀県琵琶湖（南湖）において，人工衛星（ランドサット）の上空通過に同期して，航空  

機によるMSSデ帽タの収集及び水質調査（水温，透明度，SS，クロロフィル等）を行い，ランド  

サットTM，MSSデータによる琵琶湖水質計測モデルの開発を行った。この結果，ランドサッ  

トTMデータによる透明度，SS，クロロフィル計測モデル及び航空機MSSデータによる透明  

度，SS，クロロフィル，水温計測モデルを作成し，これらのモデルにより琵琶湖の水質分布図  

を作成した。   

また，航空機MSSの軌道平行走査方式による湖面の分光反射データの収集を行い，大気の構  

造を三次元的に把握する手法の検討を行った。   

さらに，ランドサットTMデータ中の中間赤外領域（バンド5及びバンド7）の画像には湖面  

上に水蒸気とみられるパターンが観測された。このため，TMバンド1，2，3からバンド5  

及びバンド7を差し引く大気補正手法の開発について検討を行った。  

〔発 表）K－59，A－16，a－19  

2．4．2 ネットワーク共用による化合物情報等の利用高度化に関する研究  

（1）化合物環境データベースシステムの開発に関する研究  

〔担当者〕計測技術部：溝口次夫・安原昭夫・伊藤裕康  

環境情報部：新藤純子  

総合解析郡：中杉修身  

（期 間】56～61年度  

〔内 容】本研究は我が国における化合物情報等のデータベースシステム開発に関するプロジェ  

クト研究の一環として実施しているものである。   

環境中に存在しうる有害な化学物質に関する情報を収録するデータベースシステム及び環境中  

の未知の化学物質を同定するためのGCノMSスペクトルデータベースシステムの開発，研究を  

行っている。これまでに両データベースシステム共にテストデータを用いたパイロットデータベ  

ースシステムを構築，運用して，データファイルの作成，検索の効率化などを検討してきた。特  

に．GC／MSスペクトルデータベpスについては，環境試料の特徴である不純物を含んだ混合サ  

ンプルの的確な同定を行うため，従来の検索手法とは異なった新しい検索手法（NIES－MSLS  

法）の開発を行ってきた。   

本年度は以上の研究の推進に加えて，両データベースシステム共にネットワーク共用システム  
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で利用するためのコンピューターインターフェイスの詳細設計，コマンド等統一のためのソフト  

ウェアの設計を行った。また，両データベースに収録する化合物として，多種類の農薬の分析法  

の検討とリファレンススペクトルの測定を行った。  

〔発 表〕K－25  

（2）化合物ネットワーク共用システムの開発に関する研究  

〔担当者）項減債帝都：中條悦造・古川満信・鈴木輝夫  

〔期 間〕56～61年度  

〔内 容〕本研究は化合物情報等の分散型データベースを構築するためのサブテーマとして，異  

機種コンピュータ間の共用ネットワーク実験システムの開発研究を行うものである。   

本年度は，前年度に引き続き，国立公害研究所の大型コンピュータの持つべき化合物チットワ  

ークシステムのプヮグラム改造及び単体プログラム製造と単体テストを行った。また，開発・調  

整グループにおいて，通信プログラム及び各参加機関相互のテスト方法の検討がされた。  

2．4．3 重点基礎研究  

研究課題1）遺伝子資源としての有用微生物の探索と機能評価に関する研究  

〔担当者〕水質土壌環境部：須藤隆一・矢木修身・渡辺 信  

生物環境部：菅原 淳・近藤矩朗・高村典子・竹内裕一  

環境生理部：三浦 卓  

技  術  部：笠井文絵  

〔期 間〕60年度  

〔内 容）（1）PCBの中で最も簡単な構造を有するPrタロロビフユニル（PCB）分解菌を土壌  

及び活性汚泥を分離源として検索した結果，4株の♪CB分解菌を見いだした。このうち2株  

（PCB530株，PCB580株）はグラム陰性の短梓菌で，運動性を有し，AIcalなenesに属するもの  

で，クCI∋を完全に分解する。さらに他のユ棟（PCB錮0株）は，グラム陽性の短梓菌であり，♪－  

CBを完全に分解していたが，継代培養の間に♪－CB分解の前半の代謝系を欠損してしまった。  

また残りの1株（PCB300株）はグラム陰性の短梓菌で，PCB800株と組み合わせることで，PrCB  

を完全に分解することから，i・pCB分解の後半の代謝系を欠損した株と考えられる。また，PCB  

分解菌の他に，トリクロロエタン，トリクロPエチレン，テトラクロロエチレン耐性菌を得るこ  

とができたが，その菌には分解性はなかった。  

（2）鋼，カドミウム，亜鉛等の重金属汚染河川より，付着性藻類6株を純粋分離することが  

できた。このうち，ケイ藻Ad那加反＝血痕血血糊は鋼濃度が1．6ppm，カドミウム濾度が  

1．Oppmまで耐性を示した。銅に関しては，500ppbを超すと細胞内に鋼をかなり大童に蓄積す  

ることが判明した。A．桝力拍正弘わ初の耐性機構としては，体外代謝産物として放出された有機  

物が鋼又はカドミウムと結合し，無毒化させる過程と，体内に取り込んだ銅又はカドミウムを低  

分子量の有機物と結合させて無毒化させる過程の二つの機構が働いていることが強く示唆され・  

た。  

（3）有用微生物の遺伝子が失活しない保存法の検討を行った。PCB分解菌は通常の継代培養  

を続けると，PCB分解能力が失活する場合が多いが，80qCで凍結することにより，PCB分解  
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能力を美酒することなく，保存できることが明らかになった。また，A．沼～符〝／ぬわ～αについて  

は，凍結保存は非常に困難をきわめたが，DMSO5％を凍結保護剤とし．二段階凍結法で－196■  

Cに凍結し保存することができた。  

【発 表〕E－60～68，e89  

研究課題 2）成層圏大気の物理的・化学的構造解明に関する基礎的研究  

〔担当者〕大気環境部：鷲田仲明・秋元 肇・中根英昭・竹内延夫・大喜多敏一  

t期 間〕60年度  

〔内 容〕（1）成層圏における大気微量成分の長期的変動はオゾン層破壊や気候変動をもたら  

す要因として注目されている。本研究では成層圏エアロゾル成分として重要な硫酸ミスト生成に  

関連して，シンクロトロン放射光を光掛こ用いた真空紫外郡におけるSO。ラジカルの吸収スペ  

クトルの測定，ab－initio分子軌道法理論計算によるHSOズ塾ラジカルの分子構造の決定，HSO  

ラジかレの反応経路の研究などを行った。  

（2）成層圏エアロゾルは大気微量成分の輸送機構を研究するための良いトレーサーとしても  

注目されている。本研究では成層圏エアロゾルの水平・鉛直分布とその変動を明らかにするため  

に，高感度レーザーレーダーシステムの開発を行い，成層圏エアロゾルの波状構造の観測，光学  

的厚さの観測及びネバドデルルイス火山（コロンビア）起源の成層圏エアロゾルの観測を行った。  
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3．情 報 業 務＊   

環境情報部は，環境公害関連情報に対する広範な需要に応じるため，昭和48年度の研究所設立  

以来，数値情報（大気質・水質），文献情報，情報源情報等の収集に努め，それらの情報に基づく  

環境データベースの構築とその効果的運用を図ってきた。また，昭和50年に指定された国連環境  

計画（UNEP）の国際環境情報源照会システム（INFOTERRA）のナシヨナ）L／フォーかレポイント  

としての業務を整備した。さらに，昭和54年に成立した日独科学技術協力協定に基づく情報・ド  

タメンテーションパネルの第6回会合（1985年4月11～12日）に出席し，協力テーマ“環境情報”  

に関連しての研究情報交換業務など，国際協力の事業も引き続き推進した。   

昭和60年度は，各種文献情報等についての商用データベースの進展に合わせて，国内，国外の  

多数のデータベースに含まれる多種類のファイ／レを総合的に利用するネットワーク型処理体制の  

整備を図ると共に，自治体等の環境調査報告書などの資料に関する検索システムの開発に着手し  

た。また，新聞情報を含む社会情報の外部システムの利用の一環として，NEEDS－IR（日本経済  

新聞），HINET（平和情報センター）等の利用による主要新聞雑誌等の記事検索体制の改善を進  

めた。   

図書業務に関し，雑誌等逐次刊行物及び単行本等の書誌事項の電算機入力を進め，漢字出力の  

できるデータベースを利用して参考業務と管理体制を整備し，研究学園都市内各研究機関等の所  

蔵図書等を相互に利用するための「雑誌ユニオンカタログ」の作成に協力し，相互利用の手続き  

等を整備した。   

数億倍報に関しては，大気環境，水質環境に閲し，引き続きデータファイルを作成すると共  

に，これらのデータファイルの利用を図るため，貸出規定に基づく貸出業務を行う他，会話型デ  

ータ解析用プログラムの利用体制の整備を進めてきた。水質環境データのうち，全国公共用水域  

水質測定結果については，収集－データベースヘの収録一解析・集計の一貫したシステムを環境  

庁水質保全局との協力で，より充実し運用した。解析・集計結果は，水質保全局の発表したr昭  

和59年度全国公共用水域水質測定結果について』の基礎資料として用いられた。前年度開催した  

「第8回大気環境データ処理システム研究会」の報告書を刊行すると共に，同研究会を発展させ，  

広く環境データに特有な情報処理手法の開発と環境データの適切な有効利用を図るために「第1  

回環境データ処理研究会」を開催した。   

現在，環境情報部が整備中の環境データベースの構成を図3．1に示した。   

環境データベースを効果的に運用するためにも，また増大する研究技術計算需要に対応するた  

めにも，電子計算機システムの機能充実は不可欠である。60年度は電子計算機システムの更新を  

行い性能向上を図ると共に，自動運転の整備，構内オンラインの強化を進め，効率的運用及び省  

力運転を一層促進した。また，行政情報整備に寄与するため，環境庁に実験システムを配置し  

た。  

INFOTERRAについては，主として大学の農学分野などの環境関連部門を国内情報源として  

追加登録した。また，当システムについての広報活動を広範囲に行った結果，国内外からの照会  

に対する回答件数が大幅に増加した。  

ー〔発表〕に記載された記号は第5章 成果発表一覧の記号に対応する。  
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測定局属性情報ファイル  
時間値データファイル  
月間値・年間値データファイル  
水質マスタファイル  
水質データファイル  
流量マスタファイル  
流量データファイル  

数値情報  環境質 「 大気環境  

水質環境  

光化学関連Tオキシダント緊急時発令状況ファイル  

光化学スモッグ板書ファイル  
緊急時のための低層気象ファイル  

人口統計  
工業統計（通産省との情報交換）  関連統計T  

ス
 
 
 

タ
 
ベ
 
ー
 
 

環
 
境
 
デ
 
ー
 
 

解析プログラム（バッチ型・会話型）  

一夕検索プログラム  利用ソフトt≡ヲ三妄言  

文献情報  N肥S－EPA  

N】ES－MF  

NIES－SC   

NIES－BOOK  

NIES－PUB  

JICSTファイル等〔外部システムJOIS利用〕  

ENVIROLINE等〔外部システムDIALOG利用〕  

MEDLINE等〔外部システムBRS利用〕   

NIE＄－NEWS  

NIKKEI等〔外部システムNEEDS－IR利用〕  

TECNOSRC等〔外部システムHINET利用〕   

INFOTERRA（UNEP）  

CLEARING（国内）〔外部システムJOIS利用〕  

SSIE（米国）〔外部システムDIALOG利用〕  

1  
報                    、lT  

社会情  

情報源情報一機関情報  

太字は研究所が作成するファイル等  
英字はオンライン検索用ファイル  

図3．1環境データベースの構成  

3．1環境数値データファイルの作成と利用  

3．1．1 データファイルの作成  

環境行政及び環境科学研究において必要とされる環境数値情報を広く収集し，これを利用に便  

利な形で電子計算機に蓄積することは，環境情報部の主要な任務の一つである0昭和60年度にお  
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いては，前年度に引き続き大気環境データ及び水質環境データを収集して磁気テープに収録す、る  

と共に，蓄積されたデータの検索，解析手法の開発を進めた。  

（1）大気環境データファイル   

大気環境データファイルは，①大気環境時間値データファイ／レ，②大気環境月間値・年間値デ  

ータファイル，．③大気測定局属性情報ファイルの三つで構成されている。これらのファイルに，  

59年度データを入力した。   

①大気環境時間値データファイル   

大気環境時間値データファイルは，自治体がテレメータにより収集した各測定局の1時間ごと  

の測定値を記録した磁気テープを，各自治体から提供を受け，作成しているものである。磁気テ  

ープの仕様や測定項目の配列順序は自治体ごとに異なるので，これらのデータを統一的に利用す  

るために，当所で定めた「標準磁気テープフォーマット」に変換・編集して蓄積している。昭和  

表3．1大気環境時間値収録対象局数（昭和59年度データ）  

一般局  自排局  その他   備  考   

茨城県  3  ロ  
栃木県  0（2）◆  0  

群馬県  0  0  

埼玉県  9（3）●  

千葉県  
東京都   4   

神奈川県  9  田  
横浜市  0  

川崎市  9  0  

横須賀市  0（1）●  ロ  
相模原市  

愛知県   6  ロ   
名古屋市  ロ  

三重県  0  

京都府  0  

京都市   田   
大 阪 府  41  田   ロ  その他の1局は立体局（5測定点），〔堺，高石，岬を含む〕   

大阪市  14  田   口  その他の1局は立体局（1測定点）   

兵 庫 県  37  田   田  〔姫路，西宮、尼崎を含む〕   

神戸市  6  田  
奈良県  0  0  

和歌山県   0  6   

岡山県  ロ  
広島県  6  

広島市  5  0  

山口県  
福岡県  0  

北九州市   5  ロ   

計   737  196（6）◆   26   総  計  959局   

注∴●（）内は．一般局で自排局を兼ねたもの。  
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60年慶事業として収録した対象測定局数は，表3．1に示すとおりで全部で959局である（移動測定  

車による測定局は除外）。収集対象項目は前年度と同様，各自治体で測定，記録の対象としてい  

る項目としたが，気象項目のうち特殊なものは除外した。   

②大気環境月間値・年間値データファイル   

大気環境月間値・年間値データファイルは，前年度に引き続き環境庁大気保全局が発行した  

「昭和59年度一般環境大気測定局測定結果報告」及び「昭和59年度自動車排出ガス測定局測定結果  

報告」に記載されている降下ばいじんを除くデータを収録したもので，現在，全国的，かつ経年  

的に我が国の大気汚染状況を評価することができる唯一のデータファイルである。本年度収録し  

た項目別の測定局数は衰3．2のとおりで，前年度とほぼ同様である。  

表3．2 大気環境月間値・年間値データファイルに収録した項目  

別局数（昭和59年度データ）  

測 定 項 目   一般環境大気測定局  自動車排出ガス測定局   

二酸化硫黄   1，647   54   

窒素取化物   1．321   295   

一酸化窒素   1，321   295   

二酸化窒素   1，321   295   

一酸化炭素   197   315   

オキシダント   1，021   48   

浮遊粉じん   884   51   

浮遊粒子状物質   680   65   

全炭化水素   308   150   

非メタン炭化水素   306   142  

③大気測定局属性情報ファイル   

大気測定局属性情報ファイルには，一般環境大気測定局，自動車排出ガス測定局の名称，住  

所，測定局コード，地図情報，周辺状況，測定項目，測定器の型式，及び保守管理状況等が記録  

してある。本年度は，環境庁大気保全局が調査した，昭和60年3月31日現在のデータを磁気テー  

プに収録すると共に，その収録内容を出力して次年度用調査表を作成した。本ファイルに収録さ  

れている局は，過去に存在した局も含めて5，243局である。   

第1回環境データ処理研究会の開催   

大気環境データファイルの整備と質的向上を図るために，昭和52年度より毎年度「大気環境デ  

ータ処理システム研究会」を開催し、関連分野の専門家，大気保全局及び都道府県市の担当者の  

参加を得て検討を重ねてきた。同研究会の検討結果は，当所の大気環境データファイルの質的向  

上と利用の促進に大きく寄与してきた。しかし，大気測定結果の解析法に関する検討の過程にお  

いて，伝統的な統計解析手法そのままではデータ解析に十分でないことが明らかになり，有効な  

情報処理手法の開発の必要性が新たに認識された。また，環境管理等の観点から，水質，騒音等  

の他の分野も含めた環境データの処理手法の開発に対するニーズも高まっている。これらの状況  

を踏まえ，「大気環境データ処理システム研究会」を発展的に解消し，広く環境データに特有な  

情報処理手法の開発と環境データの適切な有効利用を図るために，環境測定，統計学，疫学等の  

専門家の参加を得て「環境データ処理研究会」を発足させ，昭和60年8月30，31日に第1回研究  

会を開催した。  
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（2）水質環境データファイル   

水質汚濁防止法に基づき，全国公共用水域水質調査が，昭和46年度から実施されている∴この  

調査結果をデータファイルに収録する作業は昭和51年度より開始し，収録項目を逐次増加してき  

た。昭利60年度は，前年度と同様，水質環境データファイ′レ作成事業と「水質測定結果資料解析  

費」による事業とを統一的に実行した。   

水質環境データファイルは，①水質マスタファイル，②水質データファイル，③流量マス  

タファイル及び，④流量デ⊥タフアイルの4ファイルにより構成されており，その内容は以下  

のとおりである。   

① 水質マスタファイル   

水質マスタファイルは公共用水域の水質測定点にかかわる情報を収録したファイルであり，デ  

ータの検索や基準適否の判定などのための基礎となる情報を持っている。本年度は，前年度に引  

き続き，変更地点等の調査結果に基づいて，測定点を5方分の1地形図に記入すると共に，地点  

統一番号，地点名札指走類型，達成期間の他，緯度，経度を測定して，マスタファイルiと収録  

した。また，本マスタファイル更新の基礎となる測定点情報調査表は電算機による出力を用い  

た。   

② 水質データファイル   

本年度は昭和59年度測定に係る全国公共用水域の全測定点（8，317地点，延べ119，444測定）に  

ついて，水質測定結果資料解析に必要な生活環境項月のpH，BOD（河川），COD（湖沼，  

域），SS，大腸菌群数，〃－ヘキサン抽出物質，総窒素，総リン及び健康項目のカドミウ■ム，，シア  

ン，有機リン，鉛，クロム（6価），ヒ素，給水銀，アルキル水銀，PCBを収録したごなお，本  

ファイルの原資料となる都道府県からの測定結果の報告は，33都道府県が磁気テ⊥列こよってい  

る。   

③ 流量マスタファイル   

建設省作成の昭和58年流量年表に記載されている流量測定点について，前年度と同様に，属性  

情報（位置，名称，流域面積，河口からの距離専）と年集計値（最大流量，平均流量；年総流量等）  

を収録した。   

④ 流量データファイル   

上記流量年表の測定点ごとに，日平均流量，月合計，月平均流量，年合計，年平均流量等を収  

録した。   

以上のファイルのうち，①，②については，環境庁水質保全局の行う公共用水域水質測定結果  

調査と密接な関係にあり，同調査によって得られた内容に閲し収録・集計等の作業を環境庁水質  

保全局と協力して行う過程で作成されたものである。環境庁水質保全局が昭和60年12月に発表し  
た「昭和59年度公共用水域水質測定結果について」の内容は，この作業結果を基礎としている。  

3．1．2 利用プログラムの整備  

数値データファイルを有効に利用するためには，データの検索機能，作表，作図等の出力機能  

と検索したデ⊥タの解析機能が優れた利用プログラムの整備が必要である。環境データベース利  

用ソフトウェアの整備のため，会話形式でデータの検索，解析が可能で，必要な情報のみを即時  

に出力するための会話型プログラムの開発を進めた。  
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（1）環境データ解析用会話型プログラムの整備   

既に，環境データのバッチ処理用の多変量解析プログラムの整備を終了した。しかし，環境デ  

ータは，工場における品質管理や実験計画の場合のような，統計的に管理された条件下で得られ  

ることはまれであり，したがって，正規分布を仮定する統計的方法をそのまま適用することは適  

切ではない。そこでまずデータの吟味から始まり，分布のモデルを探索しながら，適当な変換等  

を試行錯誤的に試みるというような処理が必要である。このような処理を対話的にTSSで遂行  

するために会話型プログラムを開発し，研究所内での利用を可能とした。  

3．1．3 数値データファイルの利用   

（1）利用方式の整備   

環境数値データベースのもつ環境質の制定結果を，広く環境研究や環境行政の利用に供する体  

制を検討している。数値データファイルを利用者に提供するに当たって，一件当たりのデータが  

膨大であるため現状では必然的に磁気テープによらざるを得ない現状にかんがみ，「環境データ  

ベース磁気テープ貸出規程」による貸し出し方式が昭和55年2月に確立し，この規程に従って，  

確境データベースの利用が進められている。  

（2）利用状況   

大気環境データファイルは，環境研究のために所内で随時利用されるはかに，所外への貸し出  

しとして，17件（磁気テープ111巻）の利用があった。このうち，大気環境属性情報ファイルはデ  

ータファイル利用のためのマスタファイルとして利用されるほか，自治体で大気測定局管理シス  

テムを構築するための基本データとして利用するものが本年度も1件あった。   

水質環境データファイルの所外への貸出しについては，前記のように水質保全局が，公共用水  

域水質測定結果を評価するために用いるほか，4件（磁気テープ22巻）の利用があった。また，自  

治体の水質データ処理システム作成に対する技術的協力の一環として水質マスタファイルの提供  

が1件あった。なお，（1）で述べた「環境データ磁気テープ貸出規程」による提供以外に，所外  

のデータベースに収録する目的で，覚え書き交換等の個別的手続きに基づくデータ提供が3件  

（通商産業省大臣官房，国土庁計画・調整局，運輸省海上保安庁水路部）あった。  

3．2 研究情報の整備  

主として，文献情報の収集とそのデータベース化及び国外国内の外部作成ファイルの活用につ  

いて改善を進めて，環境データベースの一環としての機能の充実を図った。昭和60年魔の特色  

は，1）内部作成ファイルの充実に合わせた原典即時利用体制の強化，2）逐次刊行物用のファイ  

ルNIES－SCの整麻に加えて，単行本ファイルNIESrBOOKの収録件数の増加，自治体等の発  

行する環境公害関連資料についてのデータベースNIESrPUBの開発着手，及び3）内部システ  

ムと外部システムの体系的利用体制の拡充である。また，従来の専用端末方式をパソコン端末に  

切り換えて，プリント方法とディスプレイによる対話検索の改善を進めた。   

表3．3にシステムの概要を示すが，各ファイル等の内容は次のようになっている。  
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表3．3 国立公害研究所のオンライン検索システム  

システム又はファイル名（内容）  利用対象者   端末操作者   備  考   

収録件数（60年度末）  

NIES－EPA （環境公害文献〉   51，331（7，834増）  

国立公害研究所職員   11．026  

内  部  利用者  1，641（毎年更新）   

NIESBOOK（単行本）  5，283（58年度偶人   
システム  

分より）  

NIESLPUB（環境公害資料）   （開発実験中）  

NIES－NEWS（新 聞 記 事）  5．934（1．729増）   

JOIS  （文 献 等）  国立公害研究所職員  環境情報部担当者  

NEEDSIR（新聞・雑誌記事等）  同 上  
外部  （同 上）  同 上   同  上  
システム  

DIALOG  （文 献 等）   同  上   同  上  
BRS  （同  上）   同  上   同  上  

NIES－EPA 米国政府間連技術報告書をデータベース化したNTIS Bibliographic Data File  

の中から，米国環境保護庁EPA関係を抽出したものであったが，1980年のものから他の省庁の  

環境公害分野も含めた拡張型に改善した。制限された若干のものを除いて，大部分の対応原典が  

マイクロフィッシュ版→リーダプリンタの方式によって即時利用できる。所蔵文献の検索データ  

を全部取り入れて，原ファイルの1／10以下の容量に圧縮し，電算機の利用効率を高めたのが特  

色である。   

NIES－MF 上記ファイルに対応しない原典マイクロフィッシュについて，当所で書誌事項を  

入力して原テープを作成しているものである。   

NIES－SC 収集した逐次刊行物の管理を目的としたもので，入手形態・所蔵場所・所蔵年次  

などの管理記録の省力化と，利用者全員が座右で常時利用できる逐次刊行物所蔵リストの年度当  

初における更新を，正確かつ容易にするなどの図書室サービスを強化する手段になっている。   

NIES－BOOK 収集した単行本を対象としたもので，58年度から入力を開始したものである。  

このファイルの利用によって，各研究部等に分散所蔵された単行本の集中管理と有効利用が進め  

られる。   

NIES－PUB 当所収集の政府・自治体等公共機関の作成した環境公害関連調査報告等の資料類  

を対象にしたもので，現在，入出力形式原型の実用テストの過程にある。  

JOIS 日本科学技術情報センター（JICST）のオンライン文献検索システムであり．漢字出力  

と原報コピー提供が特色である。JICST理工学ファイルには国内環境公害関連研究報告を含め  

て毎年数万件が入力されている。   

D】ALOG 米国ロッキード・ミサイルズ・アンド・スペース社の検索システムであるが，利用  

できるファイルの数の多いのが特色であり，このシステムに含まれるデータベースは約250種，  

収録件数は1億を超す世界最大級のものである。   

BRS 米国BRS社のオンライン検索システムであり，医学・毒物等の全文データベースのサ  

ービスに特色がある。   

以上のオンライン検索に加えて，SDl（SelectiveDisseminationoflnformation：選択的情報  
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揖供）を利用した，オフラインの専門分野情報の定期的入手等も昨年度同様に実施し，総合的な  

文献情報の利用体制を整備した。さらに，NIH－EPA／CISのような化合物情熱こ関するデータ  

ベースを代行検索委託により利用する方法を加えた。また，所外文献の原典コピー入手について  

は，JICST，．国会図書館の利用に加えて，DIALOG代理店による海外情報サービスの利用等を  

取り入れた。   

前述のように，多数のデータベースを利用する方法に並行して，日独科学技術協力協定に基づ  

ぐ情報交換等，国際協力による研究情報の整備を進めた。   

なお，自治体の研究報告等のデータベース化の一つとして，JOISに登録する作業を側面から  

支援したが，全国公害研協議会加盟の62機関65託については昭和56～59年度の3年間で，2，7アβ  

件が登録され，60年度には，さらに897件が追加された。これら研究報告については，JOISに登  

録された国立公害研究所の出版物と同じように日本全国どこからでも原報利用が可能である。  

〔発 表〕A－6，9  

3．3 社会情報の整備  

電算機の漢字入出力装置の整備によって，代表的社会情報の一つである新聞データベースの作  

成と利用が可能になったので，環境公害に関する新聞記事を原情報とするデータベースとして，  

ファイルNIES－NEWSを作成している。60年度は58年度に収集した記事の切り抜き約7，000件  

のうち5，934件を入力し，所内だけでなく東京の環境庁の端末からも検索できるようにした。   

収録の対象は，朝日，毎日，読売，日本経済，サンケイ，日本工業，いはらき，常勝の8紙に  

表3．4 NIES－NEWSの分野（カテゴリー）別件数  

件数   分  野  件数   

01  国立公害研究所   27  21自然環境保全  4ア2   

02  地方公共団体の環境公害研究所  111  22  鳥獣保護   55   

03  環境庁   1267  23  廃棄物   1747   

04  中央公害対策審議会   294  24  環境監視   9d2   

05  公害防止対策   4092  25  環境管理   2256   

06  公害訴訟   294  26  環境影響評価（アセスメント）  3β3   

田  大気汚染   2160  27  環境容量   121   

08  光化学スモッグ   293  28  環境基準   1077   

09  酸性雨   ロ  四  都市計画   355   

10  水質汚濁   205（；  30  アメニティーー   172   

四  首栄葦化   140  31  環境権   1朗   

12  赤潮   73  32  公害病   579   

13  水質基準   317  33  水俣病   209   

14  土壌汚染   295  34  イタイイタイ病   79   

四  騒音   653  35  公害の計測   1000   

16  交通公害   85‘l  36  公害   418   

17  振動   285  37  排出基準   812   

■18  地盤沈下   107  38  環境指標   854   

19  悪臭   253  39  環境情報   487   

20  地球的規模の環境問題   137  40  その他環境→般   116   
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ついて，48年1月～52年9月までであるが，5，934件のカテゴリー別件数は表3．4のようになっ  

た。   

NIES－NEWS 環境公害に関する新聞記事について，昭和57年度より開発に着手し，60年度ま  

でに5，934件を入力した。   

NEEDS一旧（株）日本経済新聞社のオンライン検索システムであり，日経及び日経産業などの  

新聞並びに雑誌等1，000種以上の記事の検索に利用している。   

H川沌丁（株）平和情報センターのオンライン検索システムであり，日刊工業新聞などからの  

産業技術情報に含まれた環境公害事項の検索に利用している。  

3．4 情報源情報の整備と提供   

（1）lNFOTERRA業務   

国連環境計画（UNEP）の運営する国際環境情報源照会システム（INFOTERRA）は，1986年3  

月現在，参加国数126，登録情報源数約5．500であるが，当部は，INFOTERRAにおける我が国  

の代表機関（ナショナル・フォーかレポイント）として，以下に述べるような業務を行っている。   

① 情報源の登録と更新   

本年度は，主として各大学の農学部門などの環境に関連のある研究が行われている学科・教室  

・附属施設など，計37情報源を新たに登録すると共に，61情報源の登録内容を更新した。この結  

果，国内の登録情報源数は，合計288となった。   

② 情報源の検索照会   

国内外からの依頼に対して，情報源照会回答業務を行った。本年度は，当システムについての  

広報活動を広範臥こ行った成果として，照会件数の大幅な増加がみ．られ，84件（国内から49件，  

国外から35件）の照会があった。なお，国外からの照会のうち12件に対して二我が国における環  

境基準などの一次情報の提供を行った。   

③ 広報活動   

情報源及び利用者への広報資料として，「lNFOTERRA国内情報源台帳（第7版）」を作成し  

た0また・当システムの利用を容易にするために，利用申し込みはがき及び情報提供依頼岡は鱒  

きを作成して利用者及び関係機関などに配布するとともに，情報源の登録を容易にするために，  

〔情報源の手引」，登録票，リーフレットの各改訂版を作成し，関係機関に配布した。   

さらに，利用の拡大を図るため，次の各学会・シンポジウム等において，1NFOTERRAのパ  

ネル展示及びTSS端末を用いた検索を実施して，利用者に対する広報活動を行った。   

第6回環境問題に関するワークショップ（土木学会，60年8月，東京）   

第13回環境問題シンポジウム（土木学会，60年8月，東京）   

第26回大気汚染学会（60年11月，東京）  

〔発 表〕K－151  

（2）研究課題等情報源検索業務   

文献検索のオンラインシステムとして利用しているJOIS及びDIALOGによって，十数種類  

の研究情報源情報が得られる。主なデータベースとして，日本国内公共試験研究機関約600機関  

の研究テーマを内容とする「JICST科学技術研究情報ファイ）t／：CLEARING」と．米国内約  

1，300機関の研究テーマを内容とする「SSIE研究情報ファイル」などがある。  
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3．5 電子計算機業務  

電子計算機システムは，各実験施設や野外測定のデータ解析，環境問題のシミュレーション及  

びそれらの画像・図形処理に利用されると共に，各種データベースや図専業務，賃金職員の給与  

計算，共済貸し付け業∋臥及び重要物品検索業務等の漢字利用システムで使用された。   

また，本年度は，55年2月以来5年間使用してきたHITAC M－180システムを60年12月に  

HITACM－280Hに更新した。これは，研究活動や事務処理において，計算機の利用が活発化し  

てきたことと，利用者のほとんどが端末機から回線を通じてシステムを利用することにより，計  

算機の能力や機能に不足を生じ，研究所の計算機センターとして，この状況に即応できる機能を  

持つ装置や処理能力が必要となったからである。旧システムと新システムの比較は表3．5にまと  

めてあるが，新システムの主な特徴をあげると以下のとおりである。   

1）CPUの処理能力は旧システムと比べると3～4倍である。   

2）磁気ディスクの容量が増加した。   

3）通信回線を倍増させ，かつ，パーソナルコンピュータを端末とした高速回線でT560／20  

エミュレータによるスクリーンエディタの利用を可能とした。   

4）漢字プリンター・漢字端末機等の周辺機器の増強を図ると共に，利用に応じられるソフト  

ウェアを整備しつつある。   

5）カラーグラフィック表示の可能な端末機とプリンターを備え，これらの機能を有効に利用  

するための各種ソフトウェアを整備した。   

6）システム運転の省力化を図るため，自動運転システムを採用した。   

図3．2は，新システムの構成図である。   

なお，本年度のシステム利用状況を図3．3に示す。この統計量は，各月の一日当たりの平均値  

であるが，12月のシステム更改以降，TSSジョブの一日当たりの延べ利用時間が上昇し，それ  

と共にシステムが処理したジョブの本数は，それまでの倍以上に急増した。これらの明らかな増  

加に比べ，バッチジョブの延べ処理時間やCPUの使用率に目立った増加がないのは，CPUの  

処理能力が′3～4倍になったことを顕著に表している。また，全体のジョブ数やTSSの利用が  

増えたこ七は，CPUの処理速度が速くなったことと共に，システム全体の処理機能の充実，特  

に端末機や通信回線の増強により，潜在化していた利用需要が満たされ始めたためと考えられ  

る。なお，3月現在における各回線ごとの端末機数は，300ポー回線22台，1200ポー回線25台，  

4800ポー回線4台，9600ポー回線21台，チャネル直結16台である。また，本年度，システムに登  

録された利用者は310人であった。  
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表3．5 旧システムと新システムの比較表  

装  置   項  目   
新システム   旧システム  

〃JTACM－2紺〃   HJTACMユ80   

処理性能比   3～4   1  

中 央 処 理 装 置         主記憶容量   24M8   7Mb   

容屋   2．52G♭×2＝5．04GB   0．3G且×10＝3。8  
磁気 デ ィ スク 装置         転送速度   

3，000K8／s   1．198れも／s   

6軍50／1600EP■  3台  6250／1600B。．  4台  
磁 気 テ ー プ 装 置  構成  1600／800。P．  1台  1600／800。P．  2台   

300BアS〉く5 1200×5   300EPSX4 1200×4  

通 信 制 御 装 置  回線構成          4800×6  9600×8   2400×1  9600×1  

48000×1   48000×1   

印字速度  2000行／min  

ラ イ ン プリ ン タ  印字数  同  132字／行  

台数  2台   

印字速度  
漢 字 プ リ ン タ   印字数  204字／行   

台数   1台  

カ ー ド リ ー グ  読取速度   同   1000枚／s   

紙テープリーダー／パンチ   頻   500字／s   

X Y プ ロ ッ タ  速度   同   16000ステップ／s   

カ ラ ーグラ フ ィ ック  ドット数   512×512   

デ ィ ス プ レ イ  表示色  同  
64色   

カ ラ ー・ハ ード コ ピ ー  出力媒体   同   写真フイルム．ポラロイド，8×10   

漢字グラフィ ック端末  台数   4台   無   

ノ／  プリンタ   1台   無   

カラーグラフィックプリンタ   〃   1台   無   

チ ャ ネ ル直結端末   ロ  10台十2台（漢字，フロッピィ付）   10台   

プ  リ  ン   タ   6台＋2台（漢字可）   6台   

2020×3台 PTl／EXXl台  T560／20PSx2台PTl／EXXl台  
インテリジェント端末   

L320×1台   L320×1包   

プ  リ   ン   タ   〃   5台（漢字グラフィック可）   4台（漢字可）   

ポータブル端末・′′   DT308×1台   DT3D7×1台，DT308×9台   

－129 －   



電話局   



0
 
 
0
 
 
0
 
 
＜
U
 
O
 
 

O
 
 
史
U
 
 
6
 
 
▲
’
 
 
2
 
 

C
P
U
使
用
率
 
 

3 月   4 5 6 7 8 9 101112 1 2  

∧
U
 
 
（
U
 
O
 
 
（
U
 
∧
U
 
O
 
 
（
U
 
 
人
U
 
 

5
 
 
・
一
寸
 
 
3
 
 
2
 
 
 

J
O
B
本
数
 
 

4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3月  

時間  

0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
鑓
U
 
 
6
 
．
4
 
 
2
 
 

R
U
N
タ
イ
ム
 
 

4 5 6 7 8 91011121 2 3H  

図3．3 日平均利用状況  

3．6 図書及び編集業務  

現在，研究所には官制上の図書館はなく，環境情報部業務室が環境情報の収集・整理及び提供  

に関連する業務の一部として図書館業務を行っている。所内ロビー等を暫定的に整備して，閲覧  

室（電動書架を含む）〔423m2〕を設け，閲覧座席数32席を用意しているほか，書庫（棟数1，202段）  

〔195m2〕，情報資料室（暗室，半暗室を含む）〔176m2〕及び複写室〔33m2〕を別に設けて，利用者の  

使を図っている。表3．6に60年3月現在の蔵書数等を示す。   

なお，図書等の整理検索等に電算処理を導入する体制をさらに改善して，漢字入出力装置の整  

備に合わせて，環項データベースの一環として実用化を進めた。   

60年度は，59年度に改善した雑誌管理用ファイルNIES－SCによる逐次刊行物所蔵リスト  

（1985年版）（国立公害研究所環境情報部資料第9号）を発行した。同じく，58年度にシステム開発  

と検索実用テストを完了した単行本ファイルNIESBOOKは，58年4月以降収集の図書を入力  

し60年度末で，5，283件を入力した。60年1月開始のNIES－BOOKオンラインサービスは，61  
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年2月，利用案内を記載した単行本所蔵リストNo．2補遺版（国立公害研究所環境情報部資料第12  

号）の発行によりさらに充実した。   

出版物編集業務については，60年度中の刊行物を表3．7に示す。この表の（1ト（4）の刊行物は，  

国立国会図書館，公害関係研究機関及び各省庁・自治体公害担当部局等に寄贈交換託として配布  

し，（5ト（和は国立匡会図書館及び関係機関に配布した。  

〔発 表〕K－150．160  

表3．6 蔵書数等  

資料形態   内  容   59年度末  60年度末  増加数等   

単行本   18，800冊  20，676冊  1．876冊  

外国資料類   1，482冊  1，502冊   20冊  

冊子体  国内資料類   9，331冊  10，532冊  1，201冊  

洋雑誌   742種   794種   52種  

和雑誌   714種   762種   48種  

（寄贈交換）   （437種）  （474種）   （37種）   

航空写真（モノクローム・リアルカラー・赤外カラー）  1．498枚  1．498枚  
写 真  

衛星写真（LANDSAT）  （整理中）   

地勢図（国土地理院，20万分の1）   123枚   129枚   6枚  

地形図（国土地理院，5万分の1）   1．242枚  1，242枚  

地形図（国土地理院，2万5千分の1）   4，343枚  

せ F  地形図（国土地理院，1万分の1）  55枚  55枚  

湖沼図（国土地理院，1万分の1）  105枚   105枚  

土地利府図（国土地理院，2万5千分の1）   1，269枚  1．269枚  

その他の図案（地質図等）   665枚   731校   66枚  

JICST環境公害編（日本科学技術情報センター）  1975－78年度  

磁気テープ           EnvironmentalAbstracts（EIC．USA）  197478年  

NIES－MF  （国立公害研究所環境情報部）  1983年度版  

NIES－EPA  （  〃  ）  1977－85年  

NtESrSC  （  ］J  ）  1985年度版  

NIES－NEWS  （  ノJ  ）  1973－77年  

NIES－BOOK  （  ／／  ）  1985年度版   

マイクロ  EPA及びその他のNTISフィッシュ   44．236件  50．099件  5．863件   

フイルム  EICフィッシュ   5．507件  5．507件   

その他   新聞切り抜き   柑，786件  20，889件  2．103件   
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表3．7 刊行物一覧  
（1）国立公害研究所年報  

（2）国立公害研究所研究報告  

雷  名  

重金属環境汚染による健康影響評価手法の開発に関する研究 昭和57～59年  

度 特別研究総合報告（1985）  

Studies onthe RateCotl飢a】1tS Of F代e RadicalReactions and Related  

SpectroscopicandThermochemicalParameters（1985）  

GC／MSスペクトルの検索システムに関する研究（19跳）  

光化学二次汚染物質の分析とその細胞毒性に関する基礎的研究 昭和53～58  

年度 総合報告（1986）  

都市域及びその周辺の自然環境等に係る環境指標の開発に関する研究11  

環境指標一応用例とシステムー 昭和59年度特別研究報告（1986）  

Measuring the Water Quality of Lake Kasumigaura by LANDSAT  

RemoteSensing（1986）  

ナショナル・トラスト運動にみる自然保護にむけての住民意識と行動  
一知床国立公園内100平方メートル運動と天神崎市民地主への参加者の分析  

を中心として－（1986）  

EconomieAnalysesofMan’sUtilizationofEnvironmentalResourcesin  

AquaticEnvironmentsandNationalParkRegions（1986）  

アオコの増殖及び分解に関する研究（1986）  

汚泥の土壌還元とその環境影響に関する研究 昭和58～59年度 特別研究総  

合報告・革1分冊（1986）  

汚泥の土壌還元とその環境影響に関する研究 昭和58～59年康 博別研究総  

合報告・窮2分冊（1986）  

自然浄化横鰍こよる水質改善に関する総合研究（Ⅰ）汚濁負荷の発生と流出・  

流速 昭和58～59年度特別研究報告（1986）  

自然浄化機能による水質改善に関する総合研究（11〉水草帯・河口域・池沼の  

生態系構造と機能 昭和58～59年度特別研究報告（19鮎）  

自然浄化機能による水質改善に関する総合研究（1ⅠⅠ）水路及び土壌による水質  

浄化 昭和58～59年度特別研究報告（1986）  

自然浄化機能による水質改善に関する総合研究（ⅠⅤ）自然浄化機能を活用した  

処理技術の開発と応用 昭和58～59年匿特別研究報告（1986）  

有害汚染物質による水界生態系のかく乱と回復過程に関する研究 昭和56～  

59年度 特別研究総合報告（19鍋）  

900  

1．000  

1，000  

1，000  

1，000  

1．00（）  

1，000  

1．000  

1，000  

141  

88  

188  

234  

81  

153  

146  

155  

247  

91  

92  

93  

94  

95  

96  

97  

98  

99  

61．2  

61．2  

61．3  

61．3  

61．3  

61．3  

61．3  

61．3  

11L ．ミ  

（3）国立公害研究所研究資料  

発行年月  号数   舎  ■名   貢数  部 数   

61，2  28  国立公害研究所実験は場の土壌及び気象に関する調査資料集（ⅠⅠⅠ）（1986）   350  350  

2g  生態系モデリングのための会話型ソフトウェア BGS－ⅠⅠ／ⅠⅠⅠ使用の手引  165  350  

（1986）   
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（4）国立公害研究所ニュース  

発行年月  号数   春  名   頁数  部 数   
60，4  4（1）  国立公害研究所ニュース   12  1000   

60．6  4（2）  国立公害研究所ニュース   1000   

60．8  4（3）  国立公害研究所ニュース   1000   

60．10  4（4）  国立公害研究所ニュース   12  1000   

60．12  4（5）  国立公害研究所ニュース   12  1000   

61．2  4（6）  国立公害研究所ニュース   16  1000   

（5）国立公害研究所環境情報部資料  

発行年月  巻号   書  名   頁数  部 数   

60．6  9  国立公害研究所逐次刊行物所蔵リスト（1985年）   107  500   

61．3  10  INFOTERRA国内情報源台帳 第7版   340  350   

別．3  田  大気環境データ処理システム研究会報告書   9ア  600   

61．2  12  国立公害研究所単行本所蔵リスト（No．2）補遺版   169  300   

（6）その他の刊行物  

発行年月   書  名   貢数  部 数   

60．9  LISTOFSTRAINSFirstEdition   116  500   

60．9  第2回自然浄化シンポジウム ー自然浄化機能による水質改善一   107  300   

61．1  27  

～雨水の酸性化の実態とその環境影響～  

61．2   25   

61．3  汚泥の土壌還元とその環境影響シンポジウム報告   75  500   

61．3  21世紀初頭の日本の社会経済の展望～長期予測事例のレビュー～   46  300   

61．3  地球規模大気環境問題シンポジウム報告   133  500   
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4．研究施設・設備  

4．1 大型研究施設  

4．1．1大気化学実験棟（スモッグチャンバー）  

本施設は工場・自動車等の発生源から大気中に排出された窒素酸化物・炭化水素等の一次汚染  

物質が太陽により光化学的に二次汚染物質に変質するメカニズムを実験室的に研究することを主  

目的とした施設である。  

（1）施設の概要   

1）建設規模  

鉄筋コンクリート造，平家建，延床面積723m2   

2）光化学スモッグチャンバー装置  

① チャンバー  

形状：横置円筒形（内径1，450mm，長さ3，500mm），内容積：約6n13  

材質二SUS304，内面処理：テフロンMコート，温度制御範囲：0～50BC±1’C  

排気系：スパッターイオンポンプ，チタンゲッターボンプ，ターボ分子ポンプ，ソープシ  

ョンポンプ，油回転ポンプ  

到達真空度：10‾7Torr台  

② ソーラーシミュレーター  

型式：多灯式同軸水平投射型，光源：1kWキセノンランプ19灯  

③ 試料空気調整装置  

精製方式：白金系酸化触媒，モレキュラーシープ  

精製能力：240J／min  

④ 分析用計測機器  

（i）長光路フーリエ干渉赤外分光器  

（ii）ガスクロマトグラフ質量分析計  

（iii）NO，NO∫，SO2，03，非メタン炭化水素，全炭化水素分析計  

（iv）ガスクロマトグラフ  

（2）利用試験研究   

大気環境部における研究計画に従って表4．1に示すように，主として特別研究「光化学汚染大気  

中における有機エアロゾルに関する研究」の研究課題が，大気化学研究室を動いこ行われた。特  

に本年度は，オゾンオレフィンーSO2系における硫酸ミストの生成機構，NO2水系における表  

面反応による亜硝酸生成速度の研究等が重点的に行われた。  
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表4．1昭和60年度 光化学スモッグチャンバー利用研究  

（大気環境部：大気化学研究室）  

研 究 課 題   研  究  項  目   

〔特別研究〕  
光化学汚染大気中における有機  ・オレフィンーオゾンSO士系におけるSO2酸化反応機構の研究   

エアロゾルに関する研究   ・オゾンーシクロペンチン，ヘプチン系における有機エアロゾル生成機構  

の研究  
・二酸化窒素水系における亜硝憾生成速度の研究   

（3）装置の維持・管理   

大気化学研究室の研究員及び技術部理工施設管理室の職員が研究計画に基づき，スモッグチャ  

ンバー本体の運転及びこれに付随する試料空気調整装置，ソーラーシミュレーター，長光路フー  

リエ干渉赤外分光器，ガスクロ質量分析計等の運転，保守に当たった。  

4．1．2 大気拡散実験棟（風洞）  

大型拡散風洞は，工場や自動車等から排出される大気汚染の移流，拡散現象をできるだけ現実  

に即してシミュレートするための施設である。   

本施設は従来の流体力学用風洞の仕様条件に加えて，温度，速度成層装置．加熱冷却床パネル  

を備えている点に特徴がある。これら三者の組み合わせにより種々の気象条件が再現でき，移  

流，拡散に最も重要なパラメーターである大気の安定度を調節して自然大気と相似の条件で大気  

汚染をシミュレートすることができる。  

（1）施設の概要  

1）建設規模  

鉄筋コンクリート造，地下1階，地上2階建，延床面積2，329m2   

2）大気拡散風洞  

垂直密閉回流式  

締流比：1：5  

測定部：2．OHx3．OWx24Lm  

送風機：後置静翼単段軸流式，口径2．2m，回転数制御max．770r．p．m．  

材 質：測定部 2重ガラス製  

その他：鋼板製，外面断熱施工  

性 能：連続制御風速0．2m／s（ダンパー制御0．1m／5）～10．OJ刀／s  

風速分布一様性 0．5％以下  

乱れ強度  0．2％以下  

気流温度  150C′、87－C  

床面温度  7■C～1120C  

（各床パネル独立温度制御）  

速度成層装置：開孔格子板宿動方式，鉛直20段  

－136 －   



温度成層装置：シーズヒータ千鳥配列，鉛直20段，PエD．制御（△T＝300C）  

（2）利用試験研究  

特別研究「広域における大気汚染物質の輸送・混合・沈着過程に関する研究」及び大気環境部  

・技術部における経常研究の計画に従って，表4．2に示すような研究が行われた。  

表4．2 昭和60年度 大気拡散風洞利用研究  
（大気環境部：大気環境計画研究室）  

（技 術 部：理工施設管理室）  

研  究  項  目  研 究 課 題  

〔特別研究〕  
広域における大気汚染物質の輸   
送・混合・沈着過程に関する   
研究  

〔経常研究〕  
温度成層化した乱流の構造と拡   
散機構に関する研究  

地表障害物まわりの流れと拡散   
現象に関する研究  

大気拡散風洞の最適運転並びに   
温度差のある流れにおける風   
洞実験技術に関する研究  

風洞予測手法の開発  
・山越え気流  
・複合内部境界層  

・安定・不安定成層中の横方向拡散・壁近傍での挙動  

・構造物によって生ずるdowndraft現象  

・地形によって複雑になる流れの様子ヒその拡散現象に及ぼす影響  
・大気安定度が3次元建物まわりの流れや拡散現象に及ぼす影響  

・温度成層化した流れの可視化法・流れ場の測定技術の開発  

（3）装置の維持・管理   

技術部理工施設管理室の職員並びに大気環境計画研究室の研究員が研究計画に基づき，大気拡  

散風洞の運転及びこれに付随する機械・電気設備，ミニコン，各種計測器の運転保守に当たっ  

た。  

4．1．3 大気汚染質実験棟（エアロドーム）  

エアロドームは，環境大気の遠隔測定並びに粒子状大気汚染質の大気中の挙動を研究する施設  

である。最上部（7・8階）に設置されているレーザーレーダーは大気汚染質の空間分布を短時間  

に広範囲にわたって観測するための装置で，コンピュータによって操作，データ処理を行う。  

3，4階には，エアロゾルチャンバーをはじめ粒子状汚染質の生成，拡散，消滅の諸過程を研究  

する装置が設置されている。   

建設規模：鉄筋コンクリート造，8階建（最上階，ドーム構造），延床面積1．321m之，昭和54年  

8月23日竣工   

レーザーレーダー  

（1）施設の概要  

型 式：モノスタティック型  

方 式：パルスレーザー散乱光受光式  
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① レ丁ザーレーダー部（8階ドーム室）  

寸 法：5，8m（高さ），3．4m（径方向）  

レーザーこ Nd：YAGレーザー   

平均出力：基本波（1．06FLm）30W，第2高調波（532nm）10W  

望遠鏡：カセグレン型反射望遠鏡  

主鏡有効直径1．5m，合成焦点距離8m  

架 台二高度一方位方式   

② 制御・データ処理部（7階操作室）  

操作卓よりレーザー，架台，光学系を操作  

データ処理部：TOSBAC7／40，M－504  

（2）利用試験研究   

特別研究「遠隔計測による環境動態の評価手法の開発に関する研究」及び大気環境部における  

経常研究の計画に従って表4．3に示すような研究が行われた。  

表4．3 昭和60年慶 大型レーザーレーダー利用研究  
（大気環境部：大気物理研究室）  

（技 術 部：理工方毎設管理室）  

研  究  項  目  研 究 課 題  

〔特別研究〕  
遠隔計測による環境動態の評価   
手法の開発に関する研究  

・エアロゾルの光学的性質とその時間・空間変動特性に関する研究  
エアロゾル濃度の測定  
データ解析手法の開発  
エアロゾル感度の時間・空間変動特性の測定  

・エアロゾルによる光減衰の総合的把捉と環境条件との関連の研究  
エアロゾルの光学的厚さの測定  
粒径分布に関するデータの収集  

・成層圏に存在するエアロゾルの分布状態に関する研究  
レーザーレーダーを用いて定量的に測定するための手法の開発  
実際の分布状態の測定  

〔経常研究〕  
エアロゾルによる大気の光学的   
厚さの季節変動に関する研究  

レーザーレーダーによる成層圏   
エアロゾルの分布状態の観測  

（3）装置の維持・管理   

大気物理研究室の研究員及び技術部理工施設管理室の職員が研究計画に基づき，レーザーレー  

ダーの運転及び付随するデータ処理装置，各種計測器の運転，保守に当たった。  

エアロゾルチャンバー  

（1）施設の概要   

本装置は，粒子状汚染物質が環境大気中で生成する過程を実験的にシミュレートするためのも  

のであり，55年3月に完成した。チャンパー本体，ソーラーシミュレーター，空気精製装置及び  

生成物分析のためのガス分析装置，エアロゾル分析装置よりなっている。以下にその概要を示  

す。  
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① チャンバー本体   

形 状：横置円筒形（内径1，2m，長さ3．5m）  

内容積：約4m3  

内面処理：ガラスライニング及び一部テフロン（RFAM）コート   

到達真空度：1×10‾！Pa（オイルミストフリー）   

② ソーラーシミュレーター   

型 式：多灯式同軸水平投射型  

光 源：1kWキセノンランプ12灯   

③ 空気精製装置   

モレキュラーシープを用いるコールドトラップ方式で，NOズ，SO2濃度がそれぞれ5ppb  

以下である。  

精製能力：240J／min   

④ ガス分析装置，エアロゾル分析装置及び表面電離型質量分析器   

構 成：NO，NOズ，0。，全炭化水素の各ガス濃度計，及びガスクロマトグラフ；ビュゾ  

バランス式エアロゾルモニター，光散乱式エアロゾル測定器：表面電離型質量分析  

器（GC－MSも可能）  

（2）利用試験研究   

特別研究「光化学汚染大気中における有機エアロゾルに関する研究」に従って表4．4に示すよう  

な研究が行われた。  

表4．4 昭和60年度 エアロゾルチャンバー利用研究  
（大気環境部：エアロゾル研究室）  

（技 術 部こ理工施設管理室）  

研 究 課 題   研  究  項  目   

〔特別研究〕  
光化学汚染大気中における有機  ・有機エアロゾルの同定と生成機構に関する研究   
エアロゾルに関する研究   ・炭化水素のエアロゾル生成能に関する研究   

（3）装置の維持・管理   

エアロゾル研究室の研究員及び技術部理工施設管理室の職員が，研究計画に基づきエアロゾル  

チャンパー本体の運転並びにこれに付属する各装置の運転，保守に当たった。  

エアロゾル風洞   

エアロゾル風洞は，エアロゾル粒子の大気中での動力学的挙動を研究し，エアロゾル粒子の関  

与する大気汚染現象（粉じん飛散，酸性雨，雨洗など）を解明するための施設である。  

（1）施設の概要   

型  式：密閉回流式（ダンパーの切り換えにより開放式運転もできる）   

設置場所：大気汚染質実験棟2～4階  

2階：送風機，温湿度調整装置，3階：縦型測定弧 4階：横型測定部  
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細流比：5：1（横型測定部），6．6：1（縦型測定部）   

送風機：単段軸流式，口径1．55m  

回転数制御（rnax．1500r．p．m，）  

主モータ75kW，副モータ2．2kW   

材  質■：ステンレス製（外面断熱施工）  

（測定部はペアガラス製）   

測定部：縦型測定部（酸性雨・雨洗関連）長さ2．7m，断面0．7×0．7m  

横型測局部（粉じん飛散関連）  

長さ3．Om，高さ0．5m，幅0．8m  

※内部に三次元トラバース装置を有する  

※測定部は取り外し可能   

性  能：連続制御風速 0．8～40m／s（横型測定部）  

風速分布一様性 1％以下  

乱 れ 強 度 0．5％以下  

気 流 温 度 －10～500C  

気 流 湿 度 30～100％RIT（－10～00C）  

15～100％RHく0～100C）  

7～100％RH（10～500C）  

粒 子 除 去  

○運転開始時  

粒径0．3／〟n粒子を99％以上除去（バイパス風格の高性能フィルターによる）  

○運転中  

粒径0■3／∠m粒子を80％以上，1叫m粒子を99％以上除去（メイン風路のフィル  

ターによる）   

粒子を扱うために湿度コントロールまで考慮し，また粉じん飛散のために高風速まで可能にし  

た。  

（2）利用試験研究   

特別研究「広域における大気汚染物質の輸送・混合・沈着過程に関する研究」及び，大気環境  

部・技術部における経常研究の計画に従って表4．5に示すような研究が行われた。  

表4，5 昭和60年度 エアロゾル風洞利用研究  
（大気環境部：エアロゾ／レ研究室，大気環境計画研究室）  
（技 術 部：理工施設管理室）  

研 究 課 題   研  究  項  目   

〔特別研究）  

広域における大気汚染物質の輸  
送・混合・沈着過程に関する  
研究  

〔経常研究】  
粉じん飛散現象に関する基礎的  
研究   

ー140 －   



（3）装置の維持・管理   

エアロゾル研究室の研究員及び技術部理工施設管理室の職員が，研究計画に基づきエアロゾル  

風洞の運転並びにこれに付属する各装置の運転，保守に当たった。  

4．1．4 大気共同実験棟（大気フリースペース）  

本施設は，室内実験，フィールド調査などに使用される各種計測器の校正試験及び大気化学実  

験棟，大気拡散実験棟，大気汚染質実験様など既設の各施設では対応できない大気関係の特別研  

究，経常研究その他のため，その必要性に応じ一定期間の使用に供する目的で昭和58年12月に完  

成した。  

（1）施設の概要  

1）建設規模  

鉄筋コンクリート造3階建，延床面積885m2   

2）内部構成及び主要設置機器  

校正試験室：化学系機器校正室（標準ガス・ゼロガス発生装置，温湿度環境試験室），物理  

系機器校正室（標準温度計，圧力計，露点計，流量計，波長計，榛準光源装置）．エアロゾ  

ル校正室（エアロゾル発生乳 粒径分析器，粒子濃度測定器，凝縮核測定器）  

実 験 室：反応実験室，拡散実験室，レーザーレーダー観測室，エアロゾル実験室  

そ の 他：天秤室，管理室（大型電子計算機端末装置）  

（2）利用試験研究   

本年度は，表4．6に示すような特別研究が行われた。  

表4．6 昭和60年度 大気共同実験棟利用研究  
（大気環堵部：大気化学研究室，エアロゾル研究室，  

大気環境計画研究室、大気物理研究室）  

（技 術 部：理工施設管j里室）  

研 究 課 題  研  究  項  目  

〔特別研究〕  
光化学汚染大気中における有機   
エアロゾルに関する研究  

・レーザー蛍光法によるラジカルの検出   
反応中間体の物性，反応性の検討（大気：大気化学研究室）  

・エアロゾル粒子表面における変質機構の解明  
（大気：エアロゾル研究室．技術：理工施設管理室）  

・シミュレーション実験による地形性気流（斜面風等）の力学的構造の解   

明（大気：大気環境計画研究皇）  

・高分解能レーザーレーダーの開発  
・混合層高度の観測（大気：大気物理研究室，技術：理工施設管理室）  

広域における大気汚染物質の輸   
送・混合・沈着過程に関する   
研究  

遠隔計測による現場動態の評価   
手法の開発に関する研究  
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（3）施設の維持・管理  

校正試験に関しては，運営連絡会の委貞が技術指導，試験法の開発及び機器の維持・管理に当  

たり，その他の施設管理は理工施設管理室が当たった。  

4．1．5‘大気モニター棟■  

本施設は環境大気中の汚染物質及び地上気象要素を測定する施設で，風向・風速・気温・湿度  

等の気象要素と亜硫酸ガス・窒素較イヒ物・オキシダント等の大気汚染物質を測定している。   

また，これら大気汚染物質自動測定器の比較実験，各計測器の精度，安定性，妨嘗物質等の実  

験研究にも利用されている。  

（1）施設の概要   

建設規模：鉄筋コンクリート造1階建，延床面積81m2   

設置機器：二酸化硫黄自動測定器，窒素酸化物自動測定器，オゾン及びオキシダント自動測  

定器，叫酸化炭素自動測定器，二酸化炭素自動測定器，炭化水素自動測定器，水  

銀自動測定器，標準ガス発生装置，超音波風速計，温湿度計，日射計，その他気  

象測器及びデータ処理装置  

（2）利用試験研究（表4．7）  

表4．7 昭和60年度 大気モニター棟利用研究注）  
（計測技術部：分析室）  

（技 術 部二理工施設管理室）  

研 究 課 題   研  究  項  目   

〔経常研究〕  
大気中のガス状汚染物質の測定  
法に関する研究  

大気中の浮遊粉じんの測定法に  
関する研究   

注）この他に，計測技術部，大気環境瓢，環境生理部などの研究に測定データが利用されている。  

（3）施設の維持管理  

計測技術部分析室が装置の維持及びデータの管理を行っている。  

4．1．6 ラジオアイソトープ実験棟（Rl棟）   

本施設は放射性同位元素を利用することにより，汚染物質の挙動を解明するためのものであ  

り，登録されている核種はα放射体を除き36核種である。  
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（1）施設の概要  

1）建設規模：鉄筋コンクリート造，2階建，一部屋階（温室），延床面積1，310．36m2   

2）主要設備及び機器：RI使用実験室（5実験室のうち，1実験室には動物用チャンバーを，  

他の1実験室には植物用チャンバーを付設し1実験室は放射性ヨウ素使用室としている），  

廃水処理を考慮し，各実験室ではイオン交換水を使用。RI希釈室，オートラジオグラフ  

イー用暗室，測定室，低温室，温室，RI貯蔵室，廃棄物貯蔵室，廃水処理施設，コール  

ド実験室。  

液体シンチレーションカウンター，GMカウンター，低バックグランドガスフローカウ  

ンター，Nalシンチレーションカウンター．Geガンマ線スぺクトロメーター，オートガ  

ンマカウンター，ラジオアクティブスキャナー，高速液体タロマト連続ラジオアクティビ  

ティモニター，螢光X線分析装置，オートマチックサンプルオキシダイザー，高速液体  

クロマトグラフ，ラジオガスタロマトグラフ，超遠心分離機，凍結乾燥機，RI動物廃棄   

一 物凍結乾燥機，放射性有機廃液焼却装置。  

（2）利用試験研究   

表4．8に示すように，原子力利用研究，特別研究及び経常研究が行われた。  

（3）装置の維持・管理   

RI棟における放射線管理，廃水処理施設運転及び施設の維持管理は，技術部理工施設管理室  

と技術室の職員によって行われた。  
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表4．8 昭和60年度 RI棟利用研究  

研  究  項   目  研究課題  

原子力利用研究  1．環境汚染物質の生物影響の作用横構に関する研究  

1．1植物影響関係（生物環境部：生理生化学研究室）  

1．2 動物影響関係（環境生理郡：急性影響研究室・嘩境生理研究室，  

慢性影響研究室，環境保健部：環境疫学研究室）  

2．湖軌河川生態系の酸性化に伴う物質代謝の変化機構に関する研究（計   

測技術部：生体化学計測研究室，水質土壌環境部：土壌環境研究室）  

3．水界生態系における環境汚染物質の動態に関する研究（生物環境部：   

水生生物生態研究室，環境保健部：環境疫芋研究室，人間生暦研究室）  

（環境生理部）  

（水質土壌環境部：水質環境計画研究室，計測技術部：水質計測研究室）  

（水質土壌環境部：陸水環境研究室）  

（環境保健部：環境保健研究室）  

［特別研究］  

複合ガス状大気汚染物質の生体影   
響に関する実験的研究  

自然浄化機能による水質改善に関   
する総合研究  

土壌及び地下水圏における有害化   
字物質の挙動に関する研究  

呼吸器系健康影響に係る長期潜在  
リスクの評価手法に関する研究  

［経常研究】  

海域の汚染と植物プランクトン群   
集の種の多様性に関する研究  

生体中に含まれる元素の化学形態   
に関する研究  

底質土壌中の元素の状態分析に関   
する研究  

環境化学物質の胎仔毒性に関する   
基礎的研究  

人肺組織より得られた科学的知見   
と大気及び生活環境中の有害物   
質との関連につし－ての研究  

体液中及び臓器中メタロチオネイ   
ンの病態生理学的意義に関する   
研究  

（水質土壌環境部：海洋環境研究室）  

（計測技術部：生体化学計測研究室）  

（計測技術部二底質土壌計測研究室）  

（環境生理部：環境病理研究室）  

（環境保健部：環境保健研究室）  

（環境保健部：人間生態研究室）  

4．1．7 水生生物実験棟（アクアトロン）  

本施設に陸水域における水質汚濁の機構とその防止，及び水生生物への有害汚染物質の影響に  

ついて総合的な試験研究を行うための施設である。  

（1）施設の概要   

本施設には人工湖沼2基，培養槽5基及びその付属装置からなるマイクロコズム，水生生物用  

毒性試験装置，及び海水用マイクロコズムが設置されている。これらの大型実験装置はそれぞれ  

の研究目的に応じて設計製作されたもので，マイクロコズムは湖沼の富栄養化の機構を解明しそ  

の防止対策を検討するための装置である。毒性試験装置は魚類を始め水生生物に対する重金属，  
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農薬等の慢性影響を研究する目的のものであり，海水マイクロコズムは内湾，閉鎖性海域で発生  

する赤潮の機構解明のための装置である。この他に培養及び水生生物飼育のための恒温室等があ  

る。  

（2）利用試験研究   

各部から提出された研究計画に沿って，衰4．9に示すように3部4研究室が本施設を利用し研  

究を行った。マイクロコズムを使っては，水質土壌環境部経常研究「湖沼の水質管理に関する基  

礎的研究」を行った。ラン藻類（〟yc和り岱ぬ）と緑藻類（CJ血∽γゐ肌0乃那）及びケイ藻類（伽gdm）  

の混合培養を行い，水塊の混合（エアレーション）が種の遷移に及ぼす影響について知見を得た。  

また，恒温室B，培養室A，Bでは表4．9に示す特別研究及び経常研究が行われた，汚水処理  

表4．9 昭和60年度 水生生物実験棟利用研究  

研  究  課  題   利用部室   使用施設   供群生物，備考   

［経常研究］  

湖沼の水質管理に関する基礎的研究   水質土壌環境部  マイクロコズム  
バイオテクノロジーを活用した汚水及び汚泥処理  陸水環境研究室  恒温室   
に関する研究  培養室   

陸水域に及ぼす合成洗剤の影響に関する研究  温室   
陸水域における難分解性化合物の生分解に関する  低温実験室  
研究  無菌室  

［特別研究］  アクアフリー   
土壌及び地下水圏における有害化芋物質の挙動に  スペース   
関する研究  屋外実験地   

海域における赤潮発生のモデル化に関する研究  

自然浄化機能による水質改善に関する総合研究  

［特別研究］  

海域における赤潮発生のモデル化に関する研究  水質土壌環境部  海水用マイクロ  
赤潮発生生態系の物矧軋化学的，生物的過程の  

解析（1）増殖，集績特性の解析   

〔特別研究1   生物環境部   毒性試験室  ギンブナ・グッピー   
水界生態系に及ぽす有害汚染物質の影響評価に関  水生生物生態研  人工環境室温室  アカヒレ・ゼブラ   
する研究   究室   （魚頼）   モツゴ・ヒメダカ   

［経常研究］   環境保健部  イトミミズ   
水生生物の実験動物化に関する研究   人間生態研究室  オオミジンコ  

ヌカエビ   

に適するわむし顆及び貧毛頬の大量培養法を確立し，嫌気，好気性活性汚泥法によるリン除去の  

機構及び水路浄化法の浄化特性に及ぼす環境因子の影響に関して多くの知見を得た。また難分解  

性物質♪クロロビフェニルを分解する菌株の分離に成功した。   

毒性試験装置を使っては生物環境部による特別研究「水界生態系に及ぼす有害汚染物質の影響  

評価に関する研究」の諸テーマが行われた。海水用マイクロコズムでは水質土壌環境部海洋環境  

研究室による特別研究「海域における赤潮発生のモデル化に関する研究」の一環として，瀬戸内  
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海等で赤潮を形成する〃g／g和ぶな椚αα々〟5ゐf紺∂やC加地傲溺＝抑如肌の大量培養を行い，藻類細  

胞内の構成元素・光合成色素比の測定から，海域の富栄養化がこれら赤潮藻類の増殖機構に与え  

る影響について知見を得た。  

（3）実験水生生物の飼育管理   

施設内の飼育設備を用いて試験・研究に利用される水生生物を飼育・培養している。今年度保  

有している生物種は，計85種・系統であり，陸水域に生息する多様な生物を含んでいる。新たに  

オオミジンコ血砂山液＝耽紗那卵生メダカ18種・系統，胎生メダカ2種の飼育を始めた。オオミ  

ジンコは（財）化学品検査協会日田研究所を通してEPA，Duluthより，メダカ顆は放射線医学総  

合研究所及び東京大学理学部より譲り受けた。   

今年度，試験研究に供試された種は38種・系統にのぽり，主なものは表4・10に示すとおりであっ  

た。  

表4，10 昭和60年度実験水生生物飼育供給実績  

実験水生生物   総生産量  総供給量   主な使用 日的   

ギンブナ   10．ODO尾   3．000尾  毒性試験   

黄色系グッピー   30．000尾   12，400尾  急性・慢性毒性試験   

野性系モツゴ   50．000卵   24．000尾  急性毒性試験   

ゼフ●ラ   20，000卵   16，000尾  実験飼育・急性毒性試験   

アカヒレ   8，000尾   3，000尾  生育試験・急性毒性試験   

ヒメダカ   9．000尾   4．500尾  急性毒性試験   

ヌカエビ   6，000匹   3．000匹  生育試験・急性毒性試験   

オオミジンコ   12．OnO匹   4，000匹  生育試験・急性毒性試験   

タマミジンコ   40kg湿重   40kg湿重  魚類，フサカの餌料   

ヘイケボタル   30，000卵   6，000匹  実験飼育・急性毒性試験   

ヤモンユスリカ   150万卵   25，000匹  急性，慢性毒性試験   

淡水ワムシ   100g湿重   100g湿重  急性毒性試験，餌料   

クロレラ   5．200J   5，200J  実験餌料   

セネデスムス   43．2m〇   43．2mヨ  実験前料   

ホテイアオイ   3，00n株   1，600抹  栽培試験，稚魚飼育   

ミズキャラハゴケ  栽培試験，稚魚飼育  

生物生態園実験池   

本施設は，自然条件下における池生態系の遷移現象や水質変化に伴う生態系としての反応を，  

主として生物群集の面からとらえ解析するための野外実験施設である。  

（1）施設の概要   

この実験地では魚類の生息を排除している。したがって，植物性プランクトンと動物性プラン  

クトンの関係の解析が容易である。また地中心部分の水深を4mに掘り下げ，特にプランクト  

ンの垂直分布を解析できる構造になっている。竣工から現在まで引き続き生物群集の動態を調査  

してきている。今年度は，昨年度に引き続き生物群集の動態の研究を行うため各種の採集用具・  

モデ／レ生態系実験装置等のほか浮き桟橋を設置し実験の効率化を図った。  
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（2）利用試験研究   

生物環境部による「動植物プランクトンの増殖制限要因の解析」及び「モデル生態系による生  

態系かく乱機構の実験的研究」が行われた。  

4．1．8 水理実験棟  

本施設は湖沼・河川・沿岸海域の水理現象と水質に関する物質の輸送と混合・拡散現象を実験  

的に解明することを目的とした施設である。  

（1）施設の概要   

本施設内には，モデル湖（長さ20m，幅10m，深さ1m）及び造波装置（造波板長6m，周期0．7  

～2・0秒），屋外長水路（長さ80m，幅0．6m，水深1，Om），可変こう配水路（長さ27m，幅2m，  

表4，11昭和60年度水理実験棟利用研究  

研究課題   利用部室   慣用施設   備考   

［特別研究］  

自然浄化機能による水質改善に関する総合研究  水質土壌環境部   中禅寺湖模型  
層ヶ浦模型  

土壌及び地下水圏における有害化字物質の挙動  水質環境計画研究室   現地泥カオリン  
に関する研究  ベントナイト   

・沿岸構造物による内海と外海との水質交換に  モデル湖と造波                    砂  
関する研究  装置   
・人工河川を使った付着性徴生物の増殖に閲す  鯉  
る研究  

・河Jrl河口部における個体粒子の沈降と堆積に  ポリマー  
関する研究  

・水温躍層の発達した深い湖の流動形態に閲す  中禅寺湖水理模型  
る研究  漁塩密度場   

・底質中の物質の括れによる溶出に関する研究  循環水路  塩分濃度染料   
・底泥の物性に関する研究  粘性土限界掃流  

実験水路  
・底泥の限界掃流力に関する研究  同上   現地泥，カオリン  

ベントナイト  
・不飽和浸透流による物質の土壌吸着量に閲す  PO≡P溶液  
る研究  コラム   

・内部重複波の破壊に関する研究  淡塩密度場  
波水槽  

・受熱・放熱による水温鉛直分布の変化に閲す  受熟・放熱水槽  
る研究  ナイト   

・水中における合成有機化合物の挙動に関する  模型井  トリタロルエチレ   
研究  ン  

クロロホルム  
・飽和・不飽和多孔体中における合成有機化合  円筒カラム  トリクロルエテレ   
物の浸透に関する研究  ン  

タロロホ／レム   
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深さ0．3m），三次元拡散水路（長さ11m，幅1．5m，水深0．5m），吹送流水理模型装置（風洞部，タ  

ーンテーブル付），循環水路，粘性土限界掃流実験水路，不飽和浸透土壌コラム，二次元可変こ  

う配水路（長さ6m，幅0．3m，深さ0．25m），内部波発生用造波水槽，受熟・放熱水槽3基，ガ  

ラス製模型井3基（内径100，50，25mmで長さ3m），水質浄化実験水路（長さ9m，幅0．3m，  

深さ0．5m）等が設置されている。  

（2）利用試験研究   

各部から提出された研究計画に基づき，表4．11に示すとおり1部1研究室が利用した。主要な  

研究課題は，屋外水路，受勲・放熱水槽と水質浄化実験水路を利用した水質土壌環境部「自然浄  

化機能による水質改善に関する総合研究」，沈降対流実験簡及び円筒カラムを利用した「土壌及び  

地下水圏における有害化学物質の挙動に関する研究」等である。この内，吹送流水理模型装置内  

には中禅寺湖水理模型を設置し，水温躍層の発達した深い湖の流動形態が調べられた。  

（3）施設の管理   

水質環境計画研究室研究貞及び技術部理工系施設管理室職貞が研究計画に沿って本施設内に設  

置された実験装置，各種計測機器の管理・運転に当たった。  

4．1．9 土壌環境実験棟（ぺドトロン）  

本施設は，土壌・底質環境の保全並びに汚染土壌の浄化等に関する研究を行うことを目的とし  

ている。現在，有害化学物質による土壌・底質環境の汚染のメカニズム，及び各種の無機，有機  

廃棄物の土壌生態系に及ぼす影響を動的に解析する研究が行われている。  

（1）施設の概要   

本施設の特徴は，植物生育域の環境に加えてi地温，土壌水分等の土壌環境条件を制御できる  

各種の環境調節装置類が設置されており，土壌一植物系を総合化して実験できることにある。   

主な設備である地温制御大型ライシメーター（内径170cm，土層厚230cm；畑地用4基，底質  

・水田用4基）は2階建て構造をとり，1階が土壌環境制御部，2階が制御温室になっており，  

降雨発生装置が付設されている。本設備では制御環境下で土壌の浸透水や土壌中の各種成分の移  

動状態が精密に計測できる。   

他にポット恒温槽を組み込んだグロースキャビネット（1700×2300×1900cm：3台），地温制  

御チャンバー（3室），農薬チャンパー（2台），材料提供温室（40m2）や研究用土壌の保管のため  

に土壌置場がある。材料擢憐温室には小型ライシメーター（75×75×50cm：畑地用14台，水田用  

14台）が設置されている。  

（2）利用研究   

昭和60年慶に本施設で実施された試験研究は，表4．12に示すように，3部5研究室によって，  

特別研究2課題及び経常研究5課題が行われた。特に，水質土壌環境部・技術部による特別研究  

「土壌及び地下水圏における有嘗化学物質の挙動に関する研究」が本年度より開始された。  
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表4．12 昭和60年度 土壌環境実験棟利用研究  

研  究  課  題   利用部室   主な使用設備   供試土壌   

［特別研究］   水質土壌環境部   
土壌及び地下水圏における有害化芋物質の挙動   
に関する研究   

技術部   降雨発生装置   
生物施設管理室  培養室   

［特別研究］   水質土壌環境部   
自然浄化機能による水質改善に関する総合研究  陸水環境研究室   地温制御チャンパー  

［経常研究］   水質土壌環境部   
材料提供温室   灰色低地土   

土壌中における無機汚染物質の挙動に関する研究  グロースキャビネット  黒垂土   
土壌酵素の有断傭巨に関する研究  農薬チャンバー   淡色黒墨土   
土壌養分の物質循環に関する研究  土壌環境制御室   黄色土   

［経常研究）   環境情報部   
環境主題図の作成に関する研究   情報調査室   土壌環境制御室  

（3）研究用土壌試料の保管   

本施設には全国各地から集められた土壌試料の他，各種の有機廃棄物施用土壌，重金属汚染土  

壌，農薬汚染土壌等が保管されており，研究の目的に応じて供給した。  

（4）施設の管理   

本施設の種々な土壌環境実験用環境調節装置類の運転管理は，研究計画に沿って土壌環境研究  

室及び生物施設管理室のスタッフが当たった。  

4．1．10 動物実験棟（ズートロン）  

本施設は環境汚染物質が生体に及ぼす影響について，BiomedicalScienceの立場に立脚し基  

礎的及び応用的側面から試験研究することを目的とした動物実験施設である。現在は，環境汚染  

物質の中から大気汚染，重金属汚染及び残留化合物汚染の各物質の生体への影響を主たる研究課  

題として取り上げている。   

以下に，本施設の特長と使用状況について概説する。  

（1）施設の概要と特長   

施設の構成は，SPF区域（Specific Pathogen Freeの環境でSPF動物を実験飼育する区域，  

昭和52年2月稼働），中動物区域（Conventional動物の実験飼育区域，昭和52年10月稼働）からな  

る第1棟と，第2棟（Conventional区域で重金属・残留化合物関係研究を主体とした実験飼育区  

域，昭和55年10月稼働）とで構成されている（図4．1参照）。  

① 動物実験棟Ⅰ：第1様には，大気汚染生体影響研究用の小動物用慢性ガス暴露チャンバー  

4台（ASC，ASG－1・2・3），中動物用慢性ガス暴露チャンバー4台（AMC，AMG－1・2・  

－149 －   



乱立公嘉研究所動物実験場設立面概念隊  

施 設  名    構  造   面  積       竣 工 時 期  

第  SRC7F  3，694m⊇  51年9月  
1  

條   RC－3F  1，492m～  52年2Jl  

第 2 棟  RC3F  1，紬2m2  55年5H  

7，048m2  

一次エネルギ  
増入（エネルギ  

図4．1動物実験施設立面概念   



3），複合ガス暴露チャンバー5台（ACC，ACGrl・2の慢性用3台とACG3・4の亜急性用  

2台）及び急性用ガス暴霹チャンパー3台が設置されてtlる。なお，これらのガス暴露チャンパ  

ーは，実験精度の確保のために飼育環境条件を厳密に制御しており，また暴露後の実験ガスは排  

気処理装置で吸収するなど，正確かつ安全な試験研究を可能にしている。   

② 動物実験棟lI：第2棟は，各種重金属及び残留化合物の生体影響研究を主体として使用さ  

れており，実験精度の確保と共に実験終了後の固体・液体・気体廃棄物の安全処理に組心の対策  

が講ぜられている。特に排水系については，SD・CD・動物・生活・雨水の5系統に分離され  

ており，指定濃度以上の重金属や残留化合物は回収できるようになっている。  

（2）施設使用試験研究   

60年度内に本施設を使用して実施された試験研究を表4．13に示した。本年度は環境生理部4研  

究室，環境保健部3研究室，生物環境部1研究室及び技術部動物施設管理室が中心となり，大気  

汚染物質及び重金属・残留化合物の生体影響等に関する動物実験が合計214課題（60年度分：180  

と継続分：34）が実施された。なお，本年度は特別研究による第2回複合ガス低濃度長期暴露実  

験（60年5月～62年3月の22か月間暴露）を，予定どおり開始させることができた。  

（3）実験動物の導入，自家生産供給実績   

60年庭中に施設に導入された動物（施設内で自家生産された動物及び卵を含む）を表4．14に示し  

た。また，各動物種別に各月の1日平均飼育管理匹数を図4．2に示した。   

今年度は，研究課題が214と前年度同様に活発に研究が遂行された。特に今年度はマウス・ラ  

ット・モルモットの導入が20％以上増加した。また，近交系マウス及びNARラットなど特殊敷  

物を含めた自家生産動物は前年度と同様に高い需要があった。以上のことは，研究の種類が多岐  

にわたってきたことを示している。  

（4）実験動物の品質管理と環境管理   

本施設では第1棟内にバリアーシステム（以下BSと略す）を設け，SPF動物の飼育管理を行  

っている。SPF飼育環境の適正な維持管理は，実験精度向上のために不可欠な業務であり，施  

設ではBS区域内の微生物学的清浄度の検査を定期的に実施している。図4．3は60年庭中の各検  

査時期における平均落下菌数を示している。その結果，本施設のBS区域は微生物学的に清浄度  

が満足すべきレベルで維持されていることが確認できた。   

また，本施設へ導入する動物並びにBS及びコンペ区域で飼育しているモニター動物の微生物  

学的検査も，従来に引き続き各々2か月に1回の割合で実施している。検査においては，導入動  

物が規格ビおりの動物であること，またBS区域飼育動物がSPF動物であるこLt及びコンペ区  

域動物の保有微生物を各々確認している。さらに，動物に給与する飲水についても定期的に細菌  

学的検査を行い，給与水の清浄度を維持するように努めている（図4．4）。  
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表4．13 昭和60年度ズートロン使用研究  

研  究  課  題   利 用 部 室  課題数  使用施設   供試動物   

［特別研究〕   環境生理部   AS系チャンパー   

複合ガス状大気汚染物質の生体影軌こ関する実験  3  ラット  
的研究（他）   

実験室   

NO2及び03の複合暴露がラット肺のグルタチオ  環境生理部   ロ  
ン合成系酵素活性に及ぼす影響   環境生理研究室  飼育室   

03暴零が呼吸一得環器機能に及ぼす影響（他）  4   

大気汚染物質の生体影響に関する行動生理学的研  
究（他）  

フタル酸エステルの培養胎仔への影響検索（他）   環境病理研究室  13  AC系チャンバー  マウス   

・各種大気汚染物質の細胞遺伝毒性への検索（他）  7  飼育室   ラット   
・NO2．03による肥満細胞に及ぼす影響（他）  10  実験室   

・NO2，0。による過酸化脂質生成の比較（他）   慢性影響研究室  14  AC系チャンバー  マウス   

・03によるマウス免疫能に及ぼす影響（他）  23  飼育室   ラット   
・モルモットでの喘息モデルの作成（他）  四  実験室   モルモット   

・NO2，03の臓器代謝系に及ぼす影響（他）   急性影響研究室  19  AC系チャンバー  マウス   

・0。がマウスの肺胞マクロファージヘ及ぼす影  田  飼育室   ラット   
響検索（他）  2  実験室   ウサギ   

・NO。，0。の臓器代謝系に及ぼす影響（他）  

・15N標識NO2の暴露結果の解析   環境保健部   ロ  AC系チャンバー  ラット   

・ラット系統内の環境中有機化合物に対する代謝  環境保健研究室  田  飼育室   ウサギ   
活性の差（他）  ロ  実験室   

・ラット肝臓でのS9の調整  

・ラットでのアスベストの気管内投与実験（他）   環境度学研究睾  3  飼育室  ラット  
実験室  モルモット   

・ラットでのCd気管内投与後の影響（他）   人間生態研究室  8  実験室   ラット   
・Cd投与後のラット膵臓機能への影響（他）  10  実験室   ウサギ   
・Cdのラット肺に対する影響（他）  8   

・Cdによるラット肝臓への障害（他）  16   

・Pb投与後のCa，Srの動態観察（他）  3   

・ニンジンの糖タンパクに対するウサギ抗血清の  生物環境部   ロ  飼育室   マウス   
作成  生理生化学研究室  ロ  ウサギ   
・細胞壁タンパク質に対するクローン性抗体の作  
製  

・マウスでの毒性アオコの急性毒性試験（他）   技術部   8  AC系チャンバー  マウス  

ラット  
・環境科学研究に適した実験動物の開発（他）   動物施設管理室  2  飼育室   ハムスター  

ウズラ  
・導入時動物検査（他）  13  実験室  サル  

イヌ  

計：4部  9室   214  8種   
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表4．14 昭和60年度における実験動物の導入数及び自家生産数（卵供給を含む）   

動物種   
年月   60年  61年   計  

4月5月．6月．7月．8月．9月．10月．11月．12月．1月，2月．3月   

導入   349 925  340 632  851  0  222   0  10  590  258   0  4177   
マウス  

自家生産  0  25  24 146 108  17  20  19  237   0 124  16  736   

導入  1590 426  86 527 2511防2 420 437  42 262 152 273  5518   
フット  自家生産  79 10 10  54  7  23  21 23  30  50 10 117  434   

導入   0  0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   

ハムスター 自家生産  93  0  22  0  0 13  0  0 184  51  0 199  562   

導入   0  0  0  0  20  20  0  26  0  24  54  26  170   モルモット  

導入   0  0   4   2  1  4   0   0   0   0   0   0  
ウサギ  

産  329 240   0 279 307 152 223 242   0 268  46   0  2086  
ゥズラ  

636 693 640  675  677  590 608  540  608  558  504  558  （7287）   

導入   2－  0   0   0   0   0  0   0   0 ’0   0   0   
ィヌ  

導入   8●  0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   8   

サル  

13704  
計  

（20991）   

※ 前年度からの継続飼育  

4 5 6 7 8 910111212 3月  
60  61  年  

4 5 6 7 8 910111212 3月  
60  61  l  

図4．2 昭和60年度 月別1日平均動物飼育管理匹教  
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図4．3 昭和60年度 SPFバリアー区域における落下細菌数  
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図4．4 昭和60年度 SPF棟・第II棟，蒸留水中の一般細菌数  

（TS培地1枚当たり出現コロニー数）  
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（5）ガス暴露チャンバーの運転と管理   

単一ガスチャンバー4台（AM系：4台）及び複合ガス暴露チャンパー9台（AS系：4台，Aq  

系：5台）の計13台のチャンバーを使用した実験の進行状況を図4．5に示した。   

AS系チャンバーは，前年度に引き続き第2回複合ガス低濃度長期暴露実験（環境生理部特別  
研究）が，昭和60年5斤15日から22か月間（62年3月15日終了）の予定で開始された。   

AM系チャンバーでは，NO2亜急性暴露が計3課題と，18か月間の長期暴露が10月24日から  

開始された。さらに，AC系チャンバーでは，NO2と0。の急性・亜急性の単成分又は複合暴露  

が計21課題実施され，1年間を嘩して極めて高頻度に使用された0   

なお，AS・AM・AC系各チャンパーとも年度初めにオーバーホール期間を設け，システム  

の信頼性の確保に努めた。   

これらのガス暴露チャンバーは，実験ガス濃度，温度の設定条件を各チャンバーごとに24時間  

連続監視体制をとり，技術部技術室，生物施設管理室，エネルギーセンター，廃棄物処理施設及  

び動物飼育委託管理の担当者各位の一致協力により，当初の実験計画に基づいて，ほぼ満足すべ  

き状態で運転され実験を遂行することができた。  

（6）各種実験への施設対応   

研究者の依顎書に基づき，当施設は以下の各種実験に対応した。  

（イ）代謝ケージ使用実験：11件，（ロ）動物移動・持ち出し等：41件，（ハ）機器類の持ち込み・  

持ち出し：19件，（こ）特殊飼料給与・測定等：5件，（ホ）滅菌作業依頼等：8件，（へ）自家生産  

動物供給：12件及びその他：16件の計112件に対応し，前年度以上に活発な施設対応を実施し  

た。   

動物実験においては，飼育管理も実験の一部になっている場合が多く，今後とも各種実験への  

施設対応が増加するものと予想される。また，研究内容の高度化に伴い，動物施設管理室の職貞  

及び飼育管理委託者とが一体となり研究者に対応する必要性がますます高まってきている。   

なお，60年度中に発見・対応した異常動物数とその内訳は表4．15に示した。  

表4．15 昭和60年庭中に発見・対応した異常動物数とその内訳  

ラγト  マウスハムスターウサギ サル  

〕  

218  47  2  8     8   283  

芸言霊芸霊芝芸〔芝讐芸芸こ警芸霊  227  84  2  8  8   329   

上記動物使用者からの依頼で施設  解剖検査匹数  45  0  0  1  2   48   

検疫係が検査．解剖を行ったもの  治 療 匹 数  1  0  〔）  0  5   6  

下 垂 体  17（18．3％）  

心   臓  4（4．3％）  

異                     肺   11（11．8％）  1（100％）2（50％）  

常  肝   臓  8（8．6％）  

部  腎   臓  5（5．4％）  

位  娠」■■■■■■：  8（8．6％）  

莱  性 殖 器  11（11．8％）  

皮下腫瘍  9（9．7％ト  

そ の 他  20（21．5％）  2（50％）   

賓解剖検査結果の異常部位については，1匹で複数の異常を認めたものも含まれる。  
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チャン  設宅  設定  星霜   60年  61年  稼動時間   
パー名  l且煙  温度  方法 ●  4  5  6  7  8  9 1D l1 12 1  2  3  （芸冨苦警む）   

ASC  

ASG－l  

11か月  

ASG－3   
ASG－2   25±1 （℃）  55±10 （％）  NO2 及び 03 複合〝ス           エ＝二三二三二竺ノ  △       ◎       ◎  

AMC  

AMG－1  

AMG2   
11かH  

AMG－3  ×      ×      ×            ×            ×       ×       ×             ×             ×      ×      ×           ×  

↑′ヾt－ル  

NO量  

ACC   ‾－－■－－■－－－■■・・・・・一■一一一＿■■＿．－＿．■■＿●－  

0】   
ACG－1  △   ◎   △  △  △    △   △   X  

25±ユ  55±ユ0  
ACG－2  あるいは  △  ◎  △ ◎ △  △  △ ×  11か月  

（℃）  （％）  NO】  
ACG－3  

ACG－4  

又は  ‾‾‾‾‾                                          単一グ1                         ‾‾‾‾‾  ‾■■－－－－－－‾＝－■・・・一■・－・■■・・・・・・・・－－■■－－－→－●－■－－＿－－          ＋ 0ヨ  圭△二三；三三二三二二三二；二二三二三二＝ご     複合ガス  1＝ご：±二∑／   

図4・6 長期ガス暴露実験でのデーター処理システム  
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（7）施設導入計算機の運用状況   

当施設で取り扱われる各種の管理・実験データはその処理手続きは単純なものが多いが日常的  

に間断なく発生し，これを長期間継続して蓄積し，解析することにより，初めて意味のあるデー  

タになるものが多い。これら大量のデータを処理するために，パーソナルコンピュータを導入  

し，施設の実情にマッチしたシステムの構築を目標としてその製作を行ってきた。   

内容は次のとおりである。  

（む 飼育数物の動態管理と記録  

飼育動物のロット別に種・匹数・実験者・研究テーマ別その他についての管理と記録   

② 管理業務の省力化  

会計処理その他   

③ 各種実験研究データ（施設分担）の処理記録  

i）長期ガス暴露実験の各種環境因子の連続記録と処理（図4．6にシステムの概要を示す）  

ii）長期暴露動物に関する個体別記録データの処理．   

iii）落下菌によるSPF区域内の微生物学的清浄度の検査データの記録  

iv）飼育室内温湿度記録データの処理  

Ⅴ）その他  

4．1．11植物実験棟（ファイトトロン）  

本施設は植物及び陸上生態系に及ぼす大気汚染などの環境の人為的改変の影響を植物生理生化  

学，生態学及び農業気象学的立場から，制御された環境下で試験研究することを日的にしてお  

り，種々な型式，性能の植物実験用環境調節装置が2研究施設に設置されている。   

植物実験棟Ⅰは昭和50年12月に竣工し，環境基準値レベルの低濃度域の大気汚染質の植物に及  

ぼす影響について研究が行われている。また，昭和56年8月に竣工した植物実験棟11は植物実験  

棟Ⅰで得られた成果を踏まえて，植物群落や陸上生態系にかかわる環境要因の相互関係や環境汚  

染物質の挙動について研究が行われている。  

（1）施設の概要   

①植物実験棟Ⅰ   

植物の大気汚染質暴露試験に供用されるグロースキャビネット（植物実験用環境調節装置）とし  

て人工光型（2．3×1．7×1．9m）9重，自然光型（2．0×2．0×1．8m）4室が設置されている。大気汚  

染質の暴露システムは最大5成分の大気汚染質（SO，，NO2，03，HC，CO2）を数十ppbの低濃  

度レベルの複合暴露が可能であり，自然条件に近い大気汚染環境条件を長期間にわたって再現で  

きる。   

この他に，実験植物を育成供給するための制御温室群（自然光室：40m23室，材料提供温室ニ  

40m23室）があり，それらの施設は年間を通して一定の温・湿度条件で制御され，本施設で実施  

される実験の再現性を高めるように実験値物を均一に育成管理している。  

②植物実験棟ⅠⅠ   

主な設備として自然環境シミュレータ2基と人工光室3室がある。  
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i）自然環境シミュレータ2基：植物実験用の縦型回流式微風速風洞（実験部：2．4×2．4×4．O  

m）であり，陸上生態系（大気一植物一土壌）にかかわる各種環境要因（光，温度，湿度，ガス条  

件，気流条件，土壌条件）を任意に制御できる。特に，温度，湿嵐風速は鉛直方向に十段の成  

層状態に制御できる。したがって，任意のプロファイルを持った環境空間を設定できるので，陸  

上生態系内の大気汚染質等の物質の輸送現象やその変遷過程などが解析できる。また，光条件も  
光量，光質共に制御できるユニークな実験装置である。  

ii）人工光室：大規模な人工光型植物実験用環境調節装置（4．0×2．7×2．8m）であり，高光量  

が得られること，及び温度・湿度・CO2濃度が高精度に制御できることに特徴があり，再現性  

の高い植物生長実験が実施できる。  

（2）利用研究   

昭和60年度に本施設で実施された試験研究は，3部4研究室によって，特別研究1課題，経常  

研究12課題が行われた（表4．16）。特に，生物環境部・技術部による特別研究「槽物の大気環境浄  

化機能に関する研究」が主体になって，施設が利用された。研究内容は細胞レベルから自然環境  

シミュレータで実施される植物群落レベルまでの広範囲な大気汚染質の植物への影響や植物体に  

よる大気汚染質の吸収機能に関して，植物生理生化学・生態学・農業気象学的な解析・調査が実  

施された。  

（3）実験植物の育成管理   

本施設で供試される実験植物の育成管理は生物施設管理室のスタッフが本施設独白に開発した  

育成様式によって行われ，研究計画に沿って実験植物を円滑に供給した。また，均質な実験植物  

を供給するために，主な実験植物は自家採種，育種改良を行っている。一方，試験研究の進展に  

伴い，精密な育成管理が要求されるようになり，一部の実験植物では養液栽培方式が採用されて  

おり，養液栽培の自動化システムを開発した。   

本年度に供給された実験摺物は，ソラマメ，ハッカダイコン，ホウレンソウ，ポプラ等を中心  

に60穫に及び，年間供給鉢数は約22千個体に達した（表4．17）。  

（4）グロースキャビネット等の運転管理   

本施設の種々な檀物実験用環境調節装置，ガス濃度制御システム等の運転管理は生物施設管理  

室のスタッフが当たり，実験の再現性，信頼性を考慮して，研究計画に沿って実験環境条件を最  

適に制御した。特に，自然環境シミュレータで実施された植物群落の大気汚染質の吸収に関する  

実験では，各種環境要因を成層状態に制御して，設備機能を最大に発揮させた。  
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表4．16 昭和60年度 植物実験棟利用研究  

研 究 課 題   利用部室   使用施設   供試植物等   

［特別研究］   生物環境部   
植物の大気環境浄化機能に関する研究  生理生化学研究室   

人工光キャビネット  
研究  （7盲果題）  技 術 部  ウ他   

同上   ヒマワリ，インゲン，   

（3課題）  樹木類   
・植生の大気汚染質抵抗性に関する研究  同上自然環境シミュ        ヒマワリ他   

（5課題）  レ一夕   
・植生の大気汚染質吸収に関する研究  イネ，ポプラ，ケヤキ  

（7課題）  タ   

［経常研究］   生物環境部   
人工光キャビネッ  カボチャ  

影響に関する研究  ト，人工光重   

・緑葉の中性脂質代謝に及ぼす環境要因  同上  ソラマメ，インゲン  

の影響に関する研究  
・高等植物細胞のエネルギー代謝系に及  同上  ソラマメ  
ぽす腐墳要因の影響に関する研究  

・環境要因変動時の気孔運動と孔辺細胞  同上  ソラマメ  
の代謝ヒの関係に関する研究  
・葉緑体におけるタンパク質一夕ンバク  同上   ホウレンソウ，レタス   

質，タンパク質一膜相互作用に関する研  

究  

［経常研究］   生物環境部   
人工光キャビネット  

NMRの応用に関する基醍的研究  

・イタドリの生長に及ぼす土壌要因の影  自然光キャビネット  
響に関する研究  
・湿生酵首項植物の生長に関する生理生  無菌室  コケ類  
態学的研究  
・植物体内における同化産物の転流と定  人工光キャビネット  
量的研究  

・植物の生長に及ぼす高CO2濃度と高  人工光重   CAM植物．ポプラ   

温の影響   

【経常研究］   計測技術部   
自然光キャビネット  アカマツ，シラカシ  ・大気中ガス状有機物質の測定法に閲す  

る研究   

［経常研究］   技 術 部   
人工光室   ハッカダイコン   

可塑剤の影響   
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表4．17 昭和60年度 実験植物栽培実績と主な用途  

（単位：個体）  

栽 培 鉢  主   な   用   途  実 験 植 物  上半期 下半期  

プロトプラストの抽出，気孔開閉機構の解析  

汚染ガス及びプラスチック可塑剤の生長影響調査  
シミュレータ実験用植物群落の作成  
汚染ガスの光合成電子伝達系への影響解析  
薫の汚染ガス交換塁に対する他の要因の影響解析  
葉の汚染ガス吸蜘こ対する他の要因の影響解析  
紫外線の影響調査  
汚染ガスの抵抗性，無毒化機構の解析  

汚染ガスの抵抗性，無毒化機構の解析  

汚染ガスの抵抗性，無毒化機構の解析  

汚染ガスの抵抗性，無毒化機構の解析  

汚染ガスの抵抗性の種内間差解析  

シミュレータ実験用植物群落の作成  
シミュレータ実験用植物群落の作成  
汚染ガス吸収能の種間羞調査  
生活型の異なる植物の汚染ガスの抵抗性調査  
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ソ  ラ  マ  メ  
ハッカダイ コ ン  
イ  ネ  
ホ ウ レ ン ソ ウ  
ヒ  マ  ワ  リ  
ソ リ  グ  ゴ  
キ  ュ  ウ リ  
タ  バ  コ  
イ ン ゲ ン マ メ  
ト ウ モ ロ コ シ  
レ  タ  ス  
イ  タ  ド リ  
その他草本頬（9種）  

ポ  プ   ラ  
ケ  ヤ  キ  
その他樹木類（26種）  

CAM植 物（8 種）  

00  90  

20  60  

170   270  

690   120  

540  70  

590  1020  

70  40  

計  11070 11340  22410／y（60種）  

植物実験1，ⅠⅠの合計．10個体以下は切捨て。他にバット播き幼苗穂物（3種）300箱がある。  

4．1．12 微生物系統保存棟  

本施設は微生物が関与する環境汚染・環境浄化の研究を推進させるために必要な環境微生物培  

養株を収集，確保して系統的に保存すること及び研究者の要請に応じて保存株を株データと共に  

提供することを目的とした施設である。   

本施設は昭和58年1月に完成し，4月より業務が開始された。7月より微生物系統保存委貞  

会，微生物系統保存運営連絡会が設置され，培養株の収集・保存及び分譲，株データの整理と保  

存株リスト発行に関しての基本方針の討議がなされた。また昭和59年9月より微生物系統保存株  

評価委員会が設置され，保存株の評価と保存株リストの監修がなされた。  

（1）施設の概要   

本施設は2階構造で延面積800m2の規模である。本施設には明暗サイクルのついた光照射培養  

棚が設置されている保存室（5，10，15，200C）と5～400Cまで任意の温度に設定できる培養器が  

設置されている高温培養室，低温培養室があり，各種微生物の継代培姜，保存が実施されてい  

る。また，プログラムフリーザー，冷凍頗徴鏡及び凍結乾燥リサーチシステムが設置されている  

凍結乾燥室では，微生物の凍結保存，凍結乾燥保存を検討することができる。クリーンペンチが  

設置されているP2レベルの無菌室2室，純水製造装置，走査型電子顕微執，各種光学顕微鏡，  

各種天秤，高速冷却遠心機，分光光度計が設置されている実験各分類同定室，測定暗室，洗浄  

室及び各種滅菌器が設置されている滅菌室があり，そこでは培養株の植え継ぎ，培養液の作製，  
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器具の洗浄と滅菌，培養株の分類，形態学的特性，生理的特性の観察，検査を行うことができ  

る。そして，これらの業務の計画と遂行状況のチェック及び株データの整理・保管は管理室で行  

われている。  

（2）施設に保存されている微生物   

本施設に保存される微生物は，①環境汚染の原因となる微生物，②環境汚染の指標となる微生  

軌③自浄作用に関係する微生物，④有機合成化合物の分解に関係する微生物及び⑤廃水及び廃  

棄物処理に関係する微生物が対象となっているが，昭和60年度までには①，②に対応する微細藻  

類，すなわち赤潮形成藻類，水の華形成藻類，水道水の臭味異臭の原因となる藻類，貝毒の原因  

藻類，汚染指標藻類，AGP供試藻類等約500株が収集，保存された。また⑤に対応する原生動物  

の試験的保存も開始された。  

（3）保存株データの整理   

保存株データとして，保存株の種名と系統名，履歴（産地，採菓者，採集月日等），株状態，培  

地，培養条件，保存方法，形態学的特徴，生理生態的特徴及び環境上の役乱文献等がパーソナ  

ルコンピュータで処理されている。  

（4）保存株リストの刊行   

昭和60年2月には，施設の概要，基本業務及び安定した保存条件の確立した保存株262株につ  

いて，パーソナルコンピュータにより整理された保存株データを載せた「国立公害研究所微生物  

系統保存施設 保存株リスト 第一版 微細藻類」が，9月には第一版の英語版が，昭和61年2  

月には，新たな67株を載せた追補版が，微生物系統保存株評価委員会の監修のもとに発行され  

た。  

（5）研究への利用   

昭和60年度の保存株の所内外への分譲は，赤潮・水の華形成藻類，汚染指標藻類，AGP供試  

藻類を始めとして多種にわたった。分譲先の内訳を表4．18に示した。また，保存株及び本施設関  

連の試験研究を表4．19に示した。  

表4．18 昭和60年度 微生物系統保存株分譲状況  

国    内   国  外  合  計  所  外  所  内  件数  株数  件数  株数  件数  株数  件数  株数  68   241  14   43  14   54  96   338   

（6）施設の運営・管理  

水質土壌環境部海洋環境研究室主任研究員の協力を得て技術部生物施設管理室が業務計画に沿  
って本施設内に設けられた培養保存のための装置及び各種計測機器の管理・運転に当たった。  
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表4．19 昭和60年度 微生物系統保存棟利用研究  

研  究  課  題   利 用 部 室   

〔特別研究〕   
水界生態系に及ぼす有害汚染物質の影響評価に関する研究   生物環境部：水生生物生態研  

・有害汚染物質の水界生態系に及ぽす毒性発現機構に関する研究   究室，水質土壌環境部：海   

・有害汚染物質に対する指標生物の検索に関する研究   洋環境研究室，技術部：生  

物施設管理室  
海域における赤潮発生のモデル化に関する研究   水質土壌環境部：海洋環境研  

・ライフサイクルシミュレーションによる周期的赤潮発生機構の解明   究室   
・赤潮発生生態系の物理的・生物的過程の解明   

〔経常研究）   

環境浄化に有用な微生物の探索・保存とその利用に関する研究  生物環境部：生理生化学，水  

生生物生態研究室，水質土  

壌環境部：陸水環境，海洋  

環境，土壌環境，水質環境  

計画研究室，環境生理部：  

急性影響，環境生理研究室，  

技術部：生物施設管理室  

毒性物質を生産する藻類の発生と制御に関する研究  水質土壌環境部：陸水環境，  

海洋環境研究室，生物環境  

部：水生生物生態研究室，  

技術部：動物施設管理室  

海域の汚染と植物プランクトン群集の種の多様性に関する研究   水質土壌環境部：海洋環境研  

究室  
藻類の生体制御因子に関する基礎的研究  生物環境部：生理生化学研究  

室，水質土壌環境部：海洋  

環境研究室  
環境汚染にかかわる微細藻類の系統保存に関する研究   技術部：生物施設管理室，水  

質土壌環境部：海洋環境研  

究室  

〔その他〕   
過伝子資源としての有用微生物の探索と機能評価に関する研究  水質土壌環境部：陸水環境，  

海洋環境，土壌環境，水質  

環境計画研究室，生物環境  

部：水生生物生態，生理生  

化学研究室，環境生理部：  

急性影響，環境生理研究室，  

技術部：生物施設管理室  

4．1．13 騒音・保健研究棟  

本施設は，環境中有害物等の人体への影響に関して，人を直接の対象として研究することを目  

的とした施設である。   

大気汚染や重金属汚染等による人体影響を研究するための医学的検査は1階及び3階で行われ  

る。1階は対象者を本施設に招いて医学的検査を行うことができると共に，現地における疫学調  
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査の基地としての機能を持たせるため，ロビー・診察室・処理室・採尿室・洗浄室が設けられて  

いる。3階は日周斯以上の時間経過が必要な医学的検査に対処するための観察室，特有の臭気を  

発する排せつ物や胎盤などの試料を扱う処理室がある。   

3階には疫学調査で集められた資料の保管・解析のためにデータ管理室が設けられている。2  

階は騒音影響の研究施設で，主に音響工学的実験を行うための無響室・音響心理・生理実験を行  

うための暴露象 これらの実験をコントロールするためのモニター室，及び採血や薬剤投与のた  

めの処理室からなる。  

（1）施設の概要   

建設規模：鉄筋コンクリート造，地下1階，地上4階建，延床面積3，722m2   

設置機器：低温喜（5凸C），無智宴、臨床自動分析装置（TBAr360，TBA580），データ分析用  

ミニコンビュータ（EC－LIPSES／140），サインランダム発生器，アンプ，周波数分  

析乳 フィルター，スピーカー，多用途計測記録装置，集中維持機能測定装置，電  

算機端末3台，周辺機器，データ収納用移動ラック  

（2）施設使用試験研究   

60年度に本施設を使用して実施された試験研究を表4．20に示した。環境保健部，総合解析部の  

2部4室で，特別研究1課題，原子力特別研究2課題，経常研究8課題が実施された。  

表4．20 昭和60年度 騒音・保健研究棟利用研究  

研 究 課 題   研 究 項 目   

［特別研究］  

呼吸器系保健影響に係る長期潜在リスクの評価手法に  ・経気道暴露による重金属の呼吸辞内沈着と体内移行   
関する研究   並びにその影響に関する実験的研究   

水界生態系に及ぽす有害汚染物質の影響評価に関する  ・有害汚染物質の水界生態系に及ぼす毒性発現機構に   
研究  関する研究   

［原子力持研］  

項境汚染物質の生物影響の作用機構に関する癖究   

水界生態系における環境汚染物質の動掛こ関する研究  

［経常研究］  

健東面からみた都市における生活環境条件に関する研   
究  

生体内における元素間の相互作用に関する研究  
体液中及び臓器中メタロチオネインの病態生理学的意   
義に関する研究  

重金属による肝傷害の指標としての分泌性タンパク質   
に関する研究  

代謝異常動物における微塵元素の動態に関する研究  

骨に蓄模した微量元素の溶出とその生体影響に関する   
研究  

蘭書の人体に及ぼす影響とその客観的評価法の研究  

・生体中の特異的な重金属結合タンパク質の単離と同  
定  
・水界の大型指標動物に音標している有害金属の定量   
と存在状態の解明  

・騒音等の都市域生酒環境条件の変化が住民に及ぼす  
影響の研究  
・生体内の必須元素聞の相互作用を明らかにする  
・カドミウム投与ラットの体液及び臓器中のメタロチ   
オネインの定立  

・肝傷害の指標として．肝臓からの分泌性タンパク質   

の意義を明らかにする  
・無アルブミンラットにおける重金属の動態を明らか   
にする  

・骨に蓄積するストロンチウムの動態をカルシウム代   
謝と関連付ける  

・騒音暴雷実験に基づく，影響評価法に関する研究  
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（3）施設の維持・管理   

関連研究使用者の計画に基づき，技術部動物施設管理室及び同部技術室が各種実験施設設備及  

び計測器等の保守管理を行った。   

無響室の使用表示灯設置，防音実験室ガラス屏のハーフミラー化工事等は，現在依頼中であ  

る。  

4．1．14 実験ほ場  

本施設は，植物及び土壌生態系の環境保全機能に関する野外実験や所内の各生物環境調節施設  

で得られた研究成果の野外条件下での応用試験並びに実験植物の系統維持，供給を行うことを目  

的とした生物系野外実験施設である。  

表4．21実験ほ場の施設概要と特徴  

施  設   構造・規模・付属設備   特  徴   

（本構内ほ場）  一般的な畑地環境試験地  
畑地ほ場  

水設備  
採種水田   環境指標性イネの系統維持用   
有底枠試験地  簡易式の隔離型試験地（畑地用）  

排水量自動記録装置   土壌中の水収支が計測できる  
有底ほ場   簡易式の土壌隔離型試験地（水田用）   

ガ ラ ス 温 室（A）  栽培温室120m2，ミスト繁殖室45mヱ，  実験植物の繁殖・育成用   
前室30m2，計195m2  

試験温室75m2，45m2×2，前室30m2，  植物・土壌のポット試験用   
計195m2  

試験温室185m2  大規模な植物・土壌試験用   
与≡  剋■ 臨  構造用鋼管製15mH，上郡に計測機器を設置  野外植物の生体情報，環境情報の計測用  

理  棟  RC2階建427m2   

・グロースチャンバー  小糸工業3HN－25型，3室×2基   実験植物の育成，発芽試験用   

・種 子 貯 蔵 庫  4m2×2室（100C，－5～5‘C）   系統維持用種子等の長期保存用   
農  具  舎  RC平屋140m2（計測機器室7m2を含む）   

土  壌  置  場  RC平屋建98m2   

実験植物栽培保存地  2，098m2   

（別団地ほ場）  一般的な凪地環境試験地ポプラ母樹園  
畑地ほ場  

（5mm／h）  

植生回復観察地   赤松二次林地の跡地で植生遷移を調査   
緑  地  1，500m2   老朽栗林を伐開整地   
這≡  」≡  重  構造用鋼管15mE3層に観測ステージ設置  植物・ほ場状態観測用   

微気象観測装置  計測要因19因子   気象要因を自動測定，基礎資料用   

管  理  棟  RC2階建218m2   

実験植物栽培保存地  800m2   
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表4，22 昭郡60年度 実験ほ場利用研究  

研究課題及び業務内容   利用部室   使用施設   供試植物   

［特別研究］  

土壌及び地下水圏における有害化芋物  水質土壌環境部   本構内畑地ほ場  裸地   
質の挙動に関する研究  土壌環境研究室  イネ  

技術部  
生物施設管理室  

植物の大気浄化機能に関する研究     生物環境部   温室  セイタカアワダチソウ  
・他生の大気汚染質吸収に関する研  陸生生物生態研究室   
究  技術部  

生物施設管理室  
・植生の成立過程に関する研究    生物環境部  有底枠試験地  シノヾ  

植生回復観察地                陸生生物生態研究室   

［経常研究］  

億物の生長に及ぼす高COヱ濃度と高  生物環境部   本構内畑地は場   クズ   
温の影響に関する研究   陸生生物生態研究室  別団地畑地ほ場 シラカシ  

窒素固定植物による土壌形成作用に関  生物環境部   
する研究   有底枠試験地 ラッカセイ，陸稲  

コムギ  
地表面土砂流出量に及ぼす植被の影響  生物環境部   
に関する影響   別団地畑地ほ場 ソルガム，ヒマワリ  

コムギ  
イタドリの生長に及ぼす土壌要因の影  生物環境部   
響に関する研究   本橋内畑地ほ場 イタドリ  

人為影響下における自然環境保全に関  生物環境部   
する生態学的研究   別団地畑地ほ場 オオマツヨイグサなど  

畑地ほ場における土壌形成過程に閲す  技術部   
る研究   生物施設管理室   別団地畑地ほ場 ラッカセイ，陸稲  

コムギ  
環境主題図の作成に関する研究  環境情報部  

情報調査室  本構内畑地ほ場裸地  
湿性蘇苔類植物の生長に関する生理生    生物環境部   
態学研究  発芽育苗チャンバーコケ  

高等植物の生育に及ぼすプラスチック  
可塑剤の影響   技術部  

発芽育苗チャンバーハッカダイコン  

［業務］  

実験値物の系統維持  技術部   別団地畑地ほ場   ポプラ，アサガオ  

生物施設管理室   採種水田  イネ  
実験植物の供給  温室  サンゴジュ．観葉植物   

畑地環境の作出  別団地畑地ほ場   カンショ   

（1）施設の概要   

施設は昭和52年度にⅠ期工事が完成し，以来，数次にわたり拡充され，昭和56年度に当初計画  

による施設整備が完了した。施設は所内にある本構内実験ほ場（筑波郡谷田部町小野川16番2：  

北緯36度02分44秒，東経140度07分14秒）と本所の西方約7kmの飛び地にある別団地実験ほ場  

（筑波郡谷田部町八幡台3番：北緯36度02分56秒，東経140度04分50秒）の2地域に分かれており，  

ー165 －   



表4．21に示す研究，管理施設から構成されている。  

（2）利用試験研究   

昭和60年度に本施設で実施された研究課題は表4．22のとおりであり，水質土壌環境部土壌環境  

研究室，生物環境部陸生生物生態研究室，環境情報部情報調査室，技術部生物施設管理室によっ  

て特別研究及び経常研究がそれぞれの利用施設の特色を生かして実施された。また，ほ場施設で  

は樹木を主体とした実験植物を系統維持しており，植物実験棟及び土壌環境実験棟に供給され  

た。  

（3）施設の管理運営   

施設の管理運営は，技術部生物施設管理室ほ場係が中心となって管理運営に当たっている。利  

用試験地，実験植物の管理と共に，施設利用の試験研究に必要なバックグランドデータとして，  

各試験他の土壌，浸透水及び雨水等の化学分析，気象観測，各施設の制御特性と供試植物の育成  

管理記録等を調査収録し，これらの一部として「実験ほ場の土壌特性及び気象に関する調査資料  

集（ⅠⅠⅠ）」が出版された。本年度には，温室及びほ場管理棟の蒸気供給配管の改修工事が行われる  

と共に本構内の土壌置場真に実験植物の見本樹木が整備され，研究利用を中心としたほ場運営を  

行った。  

4．1．15 霞ヶ浦臨瑚実験施設  

本施設は陸水域の富栄養化機構の解明とその防止策にかかわる基礎的，応用的研究を行うこと  

を目的として霞ヶ浦（西浦）湖岸の7haの敷地に昭和59年2月未完成した。   

本施設においては，我が国における代表的な宵栄養湖である霞ヶ浦の水質，水理，生物あるい  

は底泥などを連続的に観測する調査研究及び霞ヶ浦湖水，地下水を連続取水し，これを用いて富  

栄養化に及ぼす汚濁物質の影響，水草や魚類等の水生生物を用いた水質回復あるいは各種処理法  

による湖水や排水の浄化等の実験研究が行われている。調査研究のために調査船の係留桟橋，取  

水塔に付設された観測室が設けられており，得られた試料の処理，分析，データの解析には実験  

管理棟が利用される。実験研究のために実験水路，多目的実験地，土壌浸透実験施設，フリース  

ペース及び水処理パイロットプラント等が設けられている。さらに地下水汚染の研究を行うため  

の観測井がある。   

さらに実験研究に必要な湖水，除濁湖水，井水等を供給する取水設備，井戸設備及び湖水処理  

設備があり，実験済みの廃水及び生酒排水を処理する廃水処理設備がある。また，本施設を管理  

し研究を円滑に推進するために，実験管理棟内に管理室，会議室，セミナー室，機械室等の管理  

施設，倉風車庫，守衛所がある。  

（1）施設の概要   

施設の概要は表4．23のとおりである。  

（2）施設利用研究   

水特研「自然浄化機能による水質改善に関する総合研究」並びに水質土壌環境部，生物環境部，  
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計測技術部及び技術部の経常研究が展開されている。表4．24に施設利用研究テーマを示した。  

（3）施設の維持管理   

施設管理委員会で検討，決定された研究，業務計画にそって関係研究部，総務部及び技術部の  

職員が施設の維持管理に努めた。   

今年度における湖水取水量，地下水取水量，廃水処理量並びに処理水質は表4・25のとおりであ  

る。  

表4．23 霞ヶ浦臨湖実験施設概要  

施  設  構造・規模・設備  

実  験  管  理  棟  RC2階建，1，750m2  

1階：管理室，第1化学実験室，第2化学実験室．恒温無菌室，生物微生  

物実験室，機器分析室，観測機器室，準備室．機械室   

2階′：モニター室，会議室，大会議室，標本睾，セミナー室，休養室，寝  

室，倉庫．機械室   

屋上：気象観測塔  

150m沖合，取水管125mm≠，観測室9m2，通信ケーブル，動力ケーブル  

湖水処理設備：（処理能力300m3／d）  

取水ポンプ設備，長毛ろ過設備，砂ろ過設備，給水ポンプ設備  

廃水処理設備：（処理能力350mソd）  

加圧浮上設備，砂ろ過設備．活性炭吸着設備，晶石脱リン設備，モニタリン  

グ設備  
取水丑（50mユ／d）．井戸（深さ15m），ポンプ設備，除鉄設備，塩素消毒設備．  

給水ポンプ設備  
鋼板ゴムライニング製，客筋（2mx2mX2m，5槽）2連，地温計，流量  

計  
大型実験地く10mx30mx深さ3m）2槽，小型実験地（六角形，1辺3mx深  

さ2m）6槽，成層実験地（円形，3．8m¢×5m）2槽  

エアレーションタンク2基，回転円仮装置2基，浸滑ろ床装置2基，砂ろ過  

塔1基，活性炭吸着塔1基，限外ろ過装置1基，逆浸透膜ろ過装置1基，嫌  

気性消化装置2基  

実験水路A：RC製110m，循環ポンプ  

実験水路B：プラスチック製，110m 2連，循環ポンプ  

面積1ha，給水栓（湖水，除濁湖水，井水），配電盤，排水路  

（探さ101n，116mm¢）12本，（深さ20m，250mm¢）1本，（深さ50m，250mm≠）  

1本，（深さ100m，Z50mm¢）1本，水位観測設備  

浮桟橋45m，消波堤60m，消波右横40m  

45mx45mX深さ4．2m  

RC，46m2  

ト 
c，231m2  
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表4．24 施設利用研究  

研 究 課 題  実験施設  

多目的実験池  
（成層池）  

（小型池）  

（大型池）  

土壌浸透実験装置  

観測井  

60／6－60／10  

59／4－62／3  

59／4－65／3  

59／4－62／3  

59／4－永続  

59／9－65／3  

59／4－62／3  

59／4－62／3  

59／4－63／3  

60／4－63／3  

60／462／3  

59／9－65／3  

68／4－62／3  

59／9－65／3  

60ノ4－63／3  

59／8－62／3  

成層した湖沼における藻類の沈降特性  
湖沼の物質循環に及ぼす滞留時間の影響  
浅い湖沼の生態系管理による水質改善に関する研究   

土壌による湖水浄化に関する研究  

沿岸地下水の長期モニター  
地下水汚染機構の解明の研究   

自然エネルギーによる水質浄化システムの構築  
水草の栄養塩吸収及び枯死分解が水質に及ぼす影響の研究  
湖岸常における魚類，手長娠などの栄養供給楔備に関する研究  

霞ヶ浦産魚類，手長蝦の成長解析  

湖沼におけるC，N及びPの循動こ関する基礎的研究  

水草成長過程の熱力学的解析  
酸性降水の生態影響に関する研究  

生物による富栄養化湖水の浄化に関する研究  

気象量の水理，水質特性に及ぽす影響に関する研究  

藻類種組成に対する環境因子の影響に関する研究  

フリースペース  

パイロットプラント  

喫水塔  

実験管理棟  
（モニター室）  

（実 験 室）  

58／462／3  

59／4－62／3  

60／4－62／3  

58／462／3  

58／4一永続  

59／4－63／3  

59／4－64／3  

59／965／3  

60／4－65／3  

60／4－65／3  

60／4－62／3  

水質の自動連続測定法に関する基礎的研究  
江戸崎入沖帯及び水草帯の水質．生物調査  

沿岸稽の水質浄化機構に関する研究  
底泥からのリンの溶出機構に関する研究  
霞ヶ浦の魚類現存量調査  
湖岸帯における魚類の行動調査  
霞ヶ浦の長期モニタリング  
微生物の基質代謝過程の熱測定  
走査型電子顛微量削こよる霞ヶ浦の生物研究  
合成有機化合物の固体表面への液相吸脱着機構の研究  

簡易炭素・窒素安定同位体比測定法の改良とその応用に関する研  究  
生物膜法による湖水浄化に関する研究  
加圧浮上装置の適正操作条件の検討  

霞ヶ浦の貴重動・植物の保存  
沈水植物の成長解析  

60／4－62／3  

60／461／3  

60／4一永続  

60／4－62／3   

用排水処理棟  

菜摘池  
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表4．25 湖水取水量及び廃水処理量・処理水質  

平均処理水質（mg／J）  
年  月   湖水取水量  廃水処理量  

（m3／月）  （m3／月）  COD TLN T－P  

1．6  0．79   0．03＞  

1．6  0．62   0，03＞  

1．5’ 0．58  0．03＞■・■  

1．5  ，1．16   0．03＞  

1．3  0．75   0．03＞  

1．8  0．31  0．03＞  

1．8  0．70   0，03＞  

1．4  0、68   0、03＞  

1．3  0．69   0．03＞  

1．5 ’◆ 0．73  0．03＞  

1．6  0．79   0．03＞  

1．7  0．78   0．03＞  

4
 
5
 
6
 
7
 
n
D
 
q
）
 
n
U
 
1
 
2
 
1
 
2
 
3
 
 

4．249  4．020  

5．052  4，180  

4．350  3．790  

4，360  4．390  

4．173  3，810  

3，496  3，560  

3．899  3，800  

3．744  3，4別  

5．516  3，370  

3，638  2．960  

3．157  2，410  

2，503  2，110  

48．137  41．朗0  

注）処理水質は2回の平均値であり．主要な項目のみを示した。  

4．1．16 研究本館ⅠⅠ（共同利用棟及び共同研究棟）   

（l）人間環境評価実験施設（ELMES：EvaluationLaboratory of Man－Environment Sys－  

tems）及び環境総合解析のための情報システム（SAPIENS：System岳 LAnalysis and  

PlanningonIntelligentEnvironrrLentalInforlnationSystern）   

ELMESは昭和54年度に竣工し，共同利用棟内に設置されたもので，デル71ァィ．会議やコンピ  

ュータ支援会議のための一集団実験室（中会議室と兼用）と，ゲーミングシミュレーション等のた  

めの多集団実験室，及びこれらの実験制御室からなり，昭和55年度中にその基本部分の整備を終  

え昭和56年度から本格的使用に入った。SAPIENSはELMESのデータベースから▼出発し，昭  

和58年に環境総合情報システムとして別途ま■とめあげられた。   

これまでに，土浦市民120人による道路環境評価実験，地方自治体環境部門担当者による大気  

環境評価実験，環境指標による専門家間情報交流会議，筑波地区住民310人石とよる景観評価会議  

実験，及びSAPIENSによる環境状態の表示など各種実験や研究結果のデモンストレーション  

に広く用いられている。  

（1）施設の概要   

一葉団実験室は，中会議室とこれに付随する実験用ブース，実験準備スタジオ．（以上3階）から  
なり，実験制御装直は実験制御室（2階）内に設置されている。各室に整備された機器ゐ概要は表  

4▲26，図4■7のとおりである。昭和60年度には多人数会議での情報交流効率をあげるために高解  
像度大型ビデオプロジェクターが設置され専門家会議での討議に供せられた。   

図4．8に一集団実験室の鳥轍図を示す。会議への提示情報は視聴覚データとコンピュータ情報  

の二系列からなる。視聴覚情報の媒体はビデオ画像（動画，静止画），スライド，映画，OHPが  

使われる。コンピュータ情報はカラーグラフィックディスプレイ出力，もしくはそれをビデオ大  
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型画像に変換して提示される。一方，会議参加者の意見や反応等はグループアナライザー（集団  

反応解析器）の回答端末よりコンピュータヘ入力される。入力結果は必要に応じ集計表示され，  

またモデルの集団対話型運用時の入力データとしても使われる。グラフィックディスプレイ部分  

は，SAPIENSの表示システムとして用いられ研究結果の検討に役立っている。   
このように，本施設は専門家，行政，住民等の集団による環境評価を支援するための施設であ  

るが，視聴覚機器とコンピュータの対話型運用により環境情報を最大に有効利用する施設どし  

て，研究目的だけでなく各種の会議にも使用されている。  

表4．26 一集団実験室の施設概要  

室  名   付  帯  設  備   

中会議室  
ェクター  

実験用ブース   
実験準備スタジオ  

蓄積装置，騒音影響実験用音響入出力装置  

実験制御室   
端  末  室  イメージレコーダー   

図4．7 ELMES／SAPIENSの機器構成（＝・・■■郡は将来構想）  
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図4，8 ELMESの烏撤回  

（2）利用試験研究   

昭和60年度には，環境指榛開発研究のなかで町並み景観評価実験に使われた。評価実験では，  
環境情報部の景観画像処理装置IPSENLISAにより作成された景観合成スライドを用い，武蔵  

野市の協力に≠り武蔵境駅前再開発を対象に住民40人による実験を行った（写真4．1）。これと並  
行して環境問題の長期予測研究においては，環境評価・分析のための情報システムSAPIENS  

（図4・9）のデータベースシステムの構築を行った。環境関連の800系列の指標により形成されるこ  

のデータは環境問題の長期予測シンポジウム等における討論に効果的に供せられた。  

写真4・1武蔵境駅前再開発のための景観評価実験状況  
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（3）装置の維持・管理   

主に総合解析部の研究員が納入メーカーの協力を得て実験室内各種オーディオ・ビジュアル機  

器及びそのデータ入出力のためのミニコンピュータVAX－11の保守管理に当たった。  

〔解析システム〕   〔解析結果〕  〔評価システム〕  〔データ〕  
データベース 管理システム  

」
 
 

－
■
 
 

図4．9 SAPIENSのコンセプト  

4．1．17 試料庫（SBS：SpecimcnBankingSystem）   

（1）施設の概要   

試料庫は，環境試料の長期保存及び保存性に関する研究のために設置されたものであり，低温  

室，ディープフリーザー室，恒温室，試料準備室，記録室から成り立っている。低温室は－20匂C  

の3低温室からなり，大量の試料の保存が可能である。ディープフリーザー室には，2基の超低  

温槽と3台の液体窒素ジャーを設置し，超低温保存（－80■C，－110■C，－1960C）の必要な少量の  

試料の保存が可能である。十50C，＋200Cの二つの恒温室は，それぞれ凍結しない保存法によ  

る保存に用いる。保存上の前処理は試料準備室において行う。記録室内には各室の温度が表示，  

記録され，また設置したマイクロコンピュータによク保存詳解Lの在庫菅摩を行っている。  
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（2）利用試験研究   

試料庫は，環境試料の長期保存にかかわる研究（襲4．27）及びパイロットバンキング（表4・28）に  

用いられている。  

表4．27 昭和60年度 試料庫利用試験研究  

研 究 題 目   利用部室   保存温度（OC）   

・大気扮じん中の汚染物質の保存性に関する研究   計測技術部  ＋20．－20   

大気計測研究室  

・水試料の保存   計測技術部  －20   

水質計測研究室  

・生体中の汚染物質の保存性に関する研究   計測技術部   －20，－80，rllO，－196   

・環境標準試料の作成と評価に関する研究   生体化学計測研究室  ＋20   

・底質，土壌試料の保存   計測技術部  20，一郎，－110   

底質土壌計測研究室  

・底質試料の保存   水質土壌環境部  －20   

土壌環境研究室  

・疫学関係試料の保存   環境保健部  －20   

人間生態研究室  

表4．28 昭和60年度 保存試料  

試 料 名   

大気試料  大気粉じん，雨水   約70   

約150   試料の種類      試料数        水質試料  湖水    底質試料  湖底質  約60  生物試料  植物，魚，鳥．貞，毛髪  約600   
（3）施設の維持・管理  

計測技術部生休化学研究室及び大気計測研究室の研翠員が各種試料の保存条件の維持・管理に  
当たった。  

4．1．18 内湾密度流実験装置   

（1）施設の概要   

本施設は内湾における密度流現象を解析する．日的で設置され，内湾及び外洋を模擬した水路部  

と，その上部に位置する風洞郡からなる。各部位の底板及び各部位に注入する淡水・塩水は，温  

度設定が可能である。また風洞部には除湿した空気を温風風鼠乱流度等を制御して吹かせる  

ことが可能である。また各部位の温度，湿度，塩分，風速，流量，波高をモニターするシステ  

ム，及び実験の対象とする物理量のデータを磁気テープに格納する処理システムを有する0ま  

た，レーザードップラー流速計（前方散乱，二成分）の設置により，乱流域を含む微流速を非接触  
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で計測することが可能である。本装置の概要を表4．29に示す。   

また，本装置には，Wedge型の造波機，消波機及びオーバーフロー装置，計測用トラバース  

装置を有する。  

表4．29 内湾密度流実験装置の概要  

（i）水槽本体：側面ガラス，天井面アクリル，床面銅製  

内湾模擬部：長さ4m，幅0．5m，水深0～0．7m可変，流体温度5～35bc  

外洋模擬部：長さ1．5m，幅1．5m，水深0．6～1．3m可変，流体温度5～350c  

（ii）風洞   ：ゲッチンゲン塾，風速5～＋5m／s（風向可逆），風速分布様性±2％以下，乱れ強度  

2％以下，気流温度5′－350C  

（jjj）淡水，塩水供給装置：淡水5段，塩水4段  

（主Ⅴ）主要計測器：レーザードップラー流速計，波高計，塩分計  

（Ⅴ）モ土タ一装置  

（vi）データ収録装置（オフライン処理用標準磁気テープ格納）  

（2）利用試験研究   

昭和60年度に行われた試験研究は以下のとおりである。  

i）二重拡散シアー流中における鉛直熱輸送の測定  

ii）水面冷却による重力循環流の支配パラメータ  

i）では，秋期から冬期の内湾において，塩水の上部に相対的に低温な淡水が流入し，湾外に  

流出してゆくような状況を対象としている。またii）では水面冷却によって，湾内に形成される  

重力循環流の特性を支配するパラメータを理論的に導出し，本実験装置によって得られたデータ  

により検証を行った。  

（3）施設の管理   

水質土壌環境部海洋環境研究室の研究員及び技術部理工施設管理室の職員が研究計画に沿って  

各実験装置の管理・運転に当たった。  
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4．2 共 通 施 設  

4．2．1エネルギー供給施設  

エネルギーに対する，生物系の安定した供給要請と，理工系の間欠的な変動の大きい要請に応  

じるために，研究室との密接な連絡と，厳重な運転保守とにより，これを対処し，省エネルギー  

につとめた。   

60年度末におけるエネルギーセンター施設の概要は次のとおりである。  

（1）規 模   

特高受変電施設1，212m2，共通施設棟（エネルギーセンター）RC2造2，700m2，共通施設棟  

（ポンプ棟）RC1造400mZ  

（2）主な設備  

1）受変電設備   

1次変電所（特高）1か所，2次変電所18か所  

2）変圧器概要  

相  1次電圧（V） 2次電圧（Ⅴ）  数 量  備  考  容 量（kVA）  

10、000  

1．500   

500   

300  

250   

200   

150   

100  

75  

50  

200   

150   

10（）  

T1  

50  

30  

20  

10  

66、000  6．600  

6．000  210  

2
 
1
 
7
 
1
3
 
1
 
8
 
8
 
6
 
2
 
2
 
3
 
5
 
1
9
 
5
 
5
 
3
 
2
 
2
 
 

〃  210．105  

／／  ノ／   

J′  ／／   

〃  ／／   

〃  〃   
ノノ  〃  
■  丁  
ノノ  〃  

3）非常用自家発電設備  
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4）熱源設備  

名  称   形 式  容 量  数 量  備  考   
ボイラー   炉簡煙管式  10，DOOkg／h  3  使用圧力5kg／cm2 白灯油   

貯油槽   円筒横置型  40kJ  2  地下タンク   
スチームヘッダー   1  500¢×5．5m   
軟水装置   1  カチオン交換樹脂   
給水ポンプ   タービン型  3001／min  2  504×gOmxllkW   
オイル供給ポンプ  ギア型  35J／min  2  25dX40mxl．5kW   

熱交換器   多管円筒型  77，500kcal／h  l   

ドレン回収装置  ろ過式  15m3／h  l 懸濁鉄0．3ppm以下   

5）冷熱源設備  

名  称  形 式  容 量  備  考  
ターボ式  400USRT  

〟  200USRTx2   

／／  500USRTx2  

蒸気吸収式  1，000USRT  

渦巻型  4，850／／nljn   

〟  10．000J／min  

／／  4，850／／min   

〟  3，140J／mjn   

ノノ  870J／min  

タtビン型  2．350J／min  

渦巻型  4，700／／mjrl   

ノ／  16．300J／min   

〃  13，000J／min  

向流吸込式  400USlミT   

／／  1，800USRT  

〃  1．290URST  

1  冷媒フロンー11  

1  〟  
1  ／／  

1  吸収剤 LiBr  

2  200≠Xエアmxlβ．5kW  

2   300¢×21mx55kW  

2  200≠×51mx75kW  

2  150≠×50mX55kW  

l lOO¢×45mx15kW  

l 150≠×58mx45kW  

2  150≠×53mX75kW  

1  300¢×33mx132kW  

1  300¢×33mXllOkW  

2  

1  

1  

6）給水設備  

名  称  形 式  容 盈  備  考  

上水槽  
〃  

給水ポンプ  
消火ポンプ  
ノノ  

原水槽   
／／  

急速ろ過装置  
井戸ポンプ  
ろ過ポンプ  
原水ポンプ  
雑用水槽  
モニター水槽  
雑用水ポンプ   

／／   

－  

処理水ポンプ  
■■  

圧力タンク  

225m3  

75m3  

タービン型  1．500J／min  

1  地下  

1  地下  
2  125≠×41mx18．5kW  

l lOO¢×55mxllkW（屋内用）  

1 100≠×66mx15kW（屋外用）  

1  地下  
1  地下  
1  ろ剤 砂  
1 100≠×60mx15kW  

1  80¢×20mx5．5kW  

3  80¢×44mx7．5kW  

2   地下  
2   地下  
3  100¢×82mxllkW  

l 125≠×32mxllkW  

l lOO¢×18mxllkW  

4  65¢×65mx3．7kW  

2  40¢×33mx2．2kW  

2   井水用1，雑用水用1  

700J／miT1  

750J／min  
150m3  

小11111  

堅型圧力式  600J／min  

タービン型（水中） 800J／min  

渦巻型  600J／min  

タービン塾  410J／min  

150m3  

200m｝ こ  

タービン型  350J／min  

／／  900J／min  

渦巻型  1，400J／min   

／／  340J／min  

タービン型  100／／min  

ニt111】  
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4．2．2 廃棄物処理施設  

廃棄物処理施設は，各処理施設と共に順調に稼動した。今年度における処理水の分析値は図  

4．10～図4．13に示すとおりである。   

60年度における廃棄物処理施設の概要は次のとおりである。  

（1）規 模  

Ⅰ期処理施設 約6．000m2，ⅠⅠ期処理施設 約3，000m2  

（2）主な処理施設  

1）一般実験廃水処理設備（処理能力 500m3／d）   

有機廃水前処理装置，凝集沈殿装置，砂ろ過装置，活性炭ろ過装置   

2）特殊実験廃水処理設備（処理能力100m3／d）   

凝集沈殿装置，砂ろ過装置，活性炭ろ過装置，キレート樹脂吸着塔（水銀・重金属用）   

3）個別実験廃液処理設備．  

酸化・還元・中和槽・液中燃焼装置，濃縮スラッジ貯槽   

4）再利用処理設備  

逆浸透式脱塩装置，蒸発式濃縮装置   

5）→般固体廃棄物処理設備（処理能力■100kg／h）  

横型固定炉床式焼却炉，欄段式アルカリガス洗浄塔，再燃焼装置   

6）特殊国体廃棄物処理施設（処理能力100kg／d）  

固体炉床式焼却炉，サイクロン  

充てん式ガス洗浄塔（酸・アルカリ・水），水銀キレート吸着塔   

7）気体処理設備（処理能力12．000Nmユ／h）  

傾斜板式湿式ガス吸収塔   

8）イオン交換樹脂再生装置（再生能力 300J／d）  

（3）分析室備品   

原子吸光2台，ガスタロマトグラフ3台，高感度水銀分析計1台，遠心分離器1台，分光光度  

計1台，全有機炭素分析計（TOC）1台。  
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4．2．3 工 作 室  

研究活動の活発化に伴い，ガラスエ作室，金工室，材料工作室，木工室，溶接重，エレクトロ  

ニクス室の利用が増し，これに伴い各種機器を導入して工作室の充実を図り，研究部門の要請に  

対処している。   

60年度における工作室の概要は次のとおりである。  

（1）ガラス工作室   

1）規 模：RC造110mユ   

2）主な設備：大型ガラス加工旋盤1台，ダイヤモンド平擢磯1台，焼鈍用電気炉2台，小型  

ガラス加工旋盤1台，切断機1台，平擢機1台，歪検査器1台，ウォーターウ  

エールダー1台，セルソルザ1台，細線バット溶接機1台，平擢加工機1台  

（2）金 工 室   

1）規模：RC造 50In2   

2）主な設備二旋盤2台，立型フライス1台，割出盤1台，卓上ボール盤1台，グラインダー  

1台，強力油圧式パンチ1台，空気圧締機1台，精密平面研削盤1台  

（3）材料工作室   

1）規 模：RC造 64m2   

2）主な設備：シャーリング1台，コンターマシン1台，カットグラインダー1台，グライン  

ダー1台，卓上ポール盤1台，折曲機1台，高速金切鋸盤1台  

（4）木 工 垂   

1）規 模：RC造 61m2   

2）主な設備：万能木工機1台，バンドソー1台，パネルソー1台，グラインダー1台，卓上  

ポール盤1台，空気圧締磯1台，産業用集じん機2台，プラスチック切削機1  

台，刃物研摩機1台  

（5）溶 接 室   

1）規 模：RC造25m2   

2）主な設備：電機溶接機1台，スポット溶接機2台，アルゴン溶接機1台  

（6）エレクトロニクス室   

1）規 模：RC造 30m2   

2）主な測定機器：ストレージ・スコープ1台，スペクトラム・アナライザー1台，GP▲IB  

アナライザー1台，ロジック・アナライザー1台，ファンクション・ジェネレ  

ーター2台，オーディオ・アナライザー1台，ディジタル・LCRメーター1  

台，ディジタル・マルチメーター1台，周波数カウンター1台，ROMライタ  
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ー1台，XYレコーダー1台，メッキ装置1台，オンロ画面撮影用ポラロイド  

カメラ1台，プログラマブル直流電圧電流ジェネレーター1台，ディジタルエ  

レクトロメーター1台，システムマルチメーター1台  
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5．成果発表一覧  

5．1研究所出版物   

国立公害研究所研究報告 第84号，（1985）重金属環境汚染による健康影響評価手法の開発に関す  

る研究 昭和57～59年度特別研究総合報告 脇阪一郎（編）  

記号   発 表 者   題  目   ページ   

K1  脇阪一郎   研究成果の概要と意義   1－12   

K－2  中野篤浩・斎藤 寛   カドミウム土壌汚染地域住民におけるカドミウムとβ2マイク  13－30  
脇阪一郎   ログロブリンの尿中排せつに関する研究   

K－3  3ト36  
遠山千春・三種裕子  
杉平直子・石原裕  
小林悦子  

Kl  37－45  
中野篤浩・遠山千春  
三種裕子・斎藤寛  
脇阪一郎  

K5   カドミウム汚染地域住民におけるN－アセチルーβ－D－グルコサ    47－59  
小林悦子・脇阪一郎   ミニダーゼ排せつ増加の意義   

K6  カドミウム暴露による腎機能障害の指標としての尿中α1－マイ  61－71  
斎藤．寛・杉平直子  タログロブリン  
中野篤浩・三種裕子  
脇阪一郎  

K7   
用   

K－8  カドミウム汚染地域住民の尿浸透圧に関する研究  81－89  
杉平直子・三種裕子  
脇阪一郎  

K－9  9196  
杉平直子・中野篤浩  
（一乗北大）  

K－10  メタロチオネインの超微量定量法の開発と環境中カドミウムの    97－110  
斎藤寛・杉平直子  
小林悦子・中野篤浩  
脇阪一郎  

K11  111－120  
中野篤浩・小林悦子  
斎藤寛・脇阪一郎   

K－12   
久保田憲太郎   の性質の比較   

K－13  三森文行・遠山千春  lHTNMRによるCdr及び（Cd，Zn）－メタロチオネインの高次  13ト149  
構造の研究   
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記号   発 表 者   題  目   ページ   

K－14  カドミウヰ汚染地域住民の呼気中炭化水素分析による過酸化脂  1511（；0  
杉平直子・鈴木和夫  質の測定 ・  
斎藤寛  

K－15  161－166  

高橋弘・高橋憤司  
清水明・山元昭二  
伊藤勇三  
（事鹿児島大）  

K16   167174  
久保田意太郎  
国本学・三浦串  カドミウムによるラット赤血球の老化に伴う変化の促進   175－184   
久保田憲太郎  
鈴木和夫・西川雅高  カドミウムの蓄積限界と必須金属濃度への影響  185－202  
山田靖子・村上正孝  
久保田憲太郎  
村上正孝  腎臓におけるカドミウムの取り込みに対するLシステインの   203－213  

効果   
K－20  村上正孝・鈴木和夫   カドミウム／システイン又はメタロチオネインの前投与が両錯  215－228  

久保田憲太郎   体の攻撃投与によるカドミウム腎毒性に与える影響   
K21  松本 理・太田庸起子  重水による水代謝異常検査手法の検討－カドミウム暴露動物に  229－241  

よる実験一   
K22  平野修助●・太田庸起子  243－252   

（一束邦大）   

K23  太田庸起子・乾 道夫●  重金属吸入摂取に対する影響評価のための一知見 6価タロ  253－265  
（・東京都監痙医務院）  ム暴露の剖検例に関して   

国立公害研究所研究報告 第85号，（1985）  

記号   発 表 者   題  目   ページ   

K－24  N．Washida，   StudiesontheRateConstantsofFreeRadicalReactionsand  128p．  
S．Hatakeyama，  RelatedSpectroscopieandThermochemicalParameters   
0．Kajimoto■  

（●Univ．Tokyo）  

国立公害研究所研究報告 第挑号，（1986）  

記号   発 表 者   題  目   ページ   

K25  澤口次夫・安原昭夫  GC／MSスペクトルの検索システムに関する研究   154p．   

伊藤裕康・新藤純子  
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国立公害研究所研究報告 第87号（1986）光化学二次汚染物質の分析とその細胞毒性に関する基  

礎的研究 昭和53～58年度 総合報告 秋元 肇・嵯峨井勝・久保田憲太郎（編）  

記号   発 表 者   題  目   ページ   

K－26  秋元 葦・久保田憲太郎  研究の目的と経緯   17   

K27  秋元 肇   光化学二次汚染物質の化学組成 芳香族炭化水素の光酸化反  915  
応   

K28  白石不二雄   光化学二次汚染物質の培養細胞に及ぼす生物学的影響   17－20   

K29  嵯峨井膵   光化学二次汚染物質の動物暴露実験用チャン／トの作成につい  2ト22  
て   

K－30  白石不二雄・坂東 博  長光路赤外分光型光化学チャンバーの製作と光化学スモッグ・  2338  
秋元 撃   シミュレートガスの培養細胞暴露システムの開発   

K－31  坂東博・賀田伸明  芳香族炭化水素の光酸化反応機構   39－83   

秋元琴  
K－32  白石不二雄・坂東 博  培養細胞に及ぼす光化学スモッグ・シミュ レートガスの細胞退  85－102  

橋本 訓   伝毒性に関する研究   

K－33  鈴木 明・局 博一  動物暴露用フロータイプ光化学チャンパーの製作と予備的研究  103113   

国立公害研究所研究報告 第88号（1986）都市域及びその周辺の自然環境等に係る環境指標の開  

発に関する研究Il環境指標一応用例とシステム 昭和59年度特別研究報告 内藤正明（編）  

言己号   発 表 者   題  目   ページ   

K34   概要   ト8   

内藤正明      K35  研究の意義と位置づけ   9－20   

K－36  森田恒幸・内藤正明   住民意識に基づく都市環境及びその評価構造の比較分析   2131   

K－37  原沢英夫・西岡秀三  住民憲識と地区条件との関連分析と指標化について   3344   

K38  森田恒幸・野田清敏－  45－57   
（－北九州市公害対策局）   

K39  原沢英夫・内藤正明   水環境指標の作成   59－76   

K40  溝口次夫・甲斐沼突紀子  グローバ／レスケールにおける大気汚染レベルを評価するための  77－91  

内藤正明   新しい指標の提案   
K41  田村正行・相本篤子  都市域における騒音影響の計量化一土浦市国道6号沿道を例と  93－101  

して   
K42  相本篤子・田村正行  騒音の生理学的影響   103107   

K－43  青木陽二   緑地環境水準の計量化   109－119   

K－44  安岡善文一猪爪京子  緑と建物の分布の計測と指標化   121－132   

K45  原料幸彦事・西岡秀三  スライド写真を用いた一般住民による街並み評価手法－10点法  133147  

（∵東京工大）・   評点づけの有効性の検証   
K46  西岡秀三・森保文  地形・自然環境場の指標化とその利用   149165   

森口祐一  
K－47  森田恒幸・勝矢淳雄一  167－176   

内藤正明（－京都産大）   

K48  環境指標における生物指標の位置づけ及び生掛指標と理化学的  177－190  
測定とその対応  

K－49   環境の評価：特に経済的評価を中心にして   191210  

K50  仁科克己   地価への反映を利用した居住環境価値の計測   211－223   

ー187 －   



記号   発 表 者   題  目   ページ   

K51  
阿部治■・勝矢落杜＝  
（●筑波大，＝京都産大）  

K－52  
阿部治●・勝矢浮雄＝  
（●筑波大，＝京都産大）  

K－53  
and Planning on lntelligent Environmental iNformation 
System）の概要  

K－54   水環境指標算定・表示のための計算機支援システム   
K－55  森口祐一・甲斐沼美紀子  

西岡秀三   
K－56  森田恒幸・猪爪京子  広域的な環境変動解明のための支援情報システム   

森口祐一・西岡秀三  
K－57  甲斐沼美紀子・後藤典弘  パソコンを使った環境評価法と環境現況の効果的表示法   

K－58  安岡善文   景観予測のための画像処理システム   

国立公害研究所研究報告 集89号，（1g舶）  

記号   発 表 者   題  目   ページ   

K－59  T．Miyazaki   MeasuringtheWaterQllalityofLakeKasumigauraby  78p．  
LANDSAT Remote Sensing 

国立公害研究所研究報告 第90号，（1986）  

記号   発 表 者   題  目   ページ   

K60  西岡秀三・北畠能房   ナショナル・トラスト運動にみる自然保護にむけての住民意識  120p．  
と行動 一知床国立公園内100平方メートル運動と天神崎市民  
地主運動への参加者の分析を中心として   

国立公害研究所研究報告 第91号，（1986）  

発 表 者   題  目   ページ   記号  
K－61  Y．Kitabatake（ed．）  EconomicAnalysesofMan’sUtilizationofofEnvironmental  141p．  

ResoureesinAquaticEnvironmentsandNationaIPark  
Regions   

国立公害研究所研究報告 第92号，（1986）  

一188 一   



国立公害研究所研究報告 第93号．（1986）汚泥の土壌還元とその環境影響に関する研究 昭和58  

～59年度特別研究総合報告・第1分冊 合田 健（編）  

記号   発 表 者   題  日   ページ   

K－63  稲森悠平ら   研究の概要   123   

K－64  大坪国順・村岡浩爾  汚泥連用が土壌の物理的性質に及ぼす影響   25－32   

K65  広木幹也・久保井徹  下水汚泥の施用が表層土壌の水分環境と通気性に及ぼす影響  3344   

K66  山口武則   汚泥の連用が土壌の三相分布に及ぼす影響   4552   
K－67  藤井圃博・服部浩之  汚泥の連用が土壌pHに与える影響   53－60   

山口武則  
広木幹也・藤井園博  

育に及ぼす影響  
藤井固博  汚泥施用土壌における土壌微生物数の変化   8ト91  

K－70  藤井圃博・服部浩之  汚泥の連用が土壌微生物フロラに与える影響   93110   

広木幹也  
隅田裕明●・藤井囲博      K－71  

松坂泰明●  物性に及ぽす影響  
（■日本大字）  

K－72  

松坂泰明■  成分の地下浸透と土壌微生物フロラの変化一  
（◆日本大字）  

K73  135147  
藤井閏博  
久保井徹・広木幹也  

K75  服部浩之・向井 哲  汚泥の有機物組成及び土壌中の微生物活性と汚泥の分解性   169179   

K76  服部浩之   汚泥中のリンの形態と土壌中における形態変化   181－188   

国立公害研究所研究報告 第94号，（1986）汚泥の土壌還元とその環境影響に関する研究 昭和58  

～59年度特別研究総合報告・第2分冊 合田 健（編）  

記号   発 表 者   題  目   ページ   

K－77  山口武別・藤井園博  1－9   
麻生末雄－（一束京農大）  

藤井函博・山口武則   1120   

K79  広木幹也・久保井徹  畑地土壌における汚泥成分の地下浸透と植物による吸収   2131   

K－80  久保井徹   土壌から発生するガスの測定法   33－48   

K－81  49－62  

藤井臨博・福士定雄●  
（■農環研）  

K－82   63－78   

K83  汚泥施用土壌から発生するN20：その発生要因・発生量・環境  79－92  

影響  
K－84  

岩田 敏   と検討  
K85  

岩田 敏   物質収支の数個シミュレーション  
K86   119126  

における化学肥料と下水汚泥の比較   

－189 ←   



記号   発 表 者  題  目   ページ   

K－87  
藤井国博  士壌間差と汚泥・化学肥料施与の比較  
（■北海道大）  

K88   汚泥施用土壌に方けるリンの垂直分布   145－149  

K－89  151159  
藤井国博  
（●東京農大）  

K－90  汚泥の水田土壌還元による陸水環境に及ぼす影響  161－175  
広木幹也・大久保紀男●  
須藤隆一（◆東邦大）  

K－91  177192  
高村義顆◆・須藤隆一  
（●茨城大）  

K－92  
矢木修身・須藤隆一   子の検討  
（■茨城大）  

K93   
矢木修身・須藤隆→   （スライム）に関する研究  
（－茨城大）   

国立公害研究所研究報告 第95号，（1986）自然浄化機能による水質改善に関する総合研究（Ⅰ）  

汚濁負荷の発生と流出・流達 昭和58～59年度特別研究報告 合田 健（編）  

記号   発 表 者   題  目   ページ   

K94  海老粛清一   研究の概要   36   

K－95  岡田光正・須藤隆一   生活系排水の原単位   7－ZO   

K－96  
山試験流域の概要と植物調査  

K－97  
流出と水質調査  

K－98   面源負荷流出に及ぼす水文条件の影響   57－70  

K99  海老瀬潜一   流達過程における水質負荷豊変化とその評価   7181   

国立公害研究所研兎報告 第96号，（1986）自然浄化機能による水質改善に関する総合研究（ⅠⅠ）  

水草帯・河口域・池沼の生態系構造と機能 昭和58～59年度特別研究報告 合田 健（編）  

記号   発 表 者   題  目   ページ   

K－100  岩熊敏夫   研究の概要   311   

K101  福島武彦・相崎守弘  河口域の降雨時流入物質の挙動   13－27   

海老瀬潜一一  
K－102  柏崎守弘・高村典子   植物プランクトンの分解による栄養塩の回帰   2944   

K103  高村健二・菅谷芳雄  手賀沼の水生生物現存堂と一次生産崖   4558   

高村典子・花里孝幸  
岩熊敏夫・安野正之  

ー190   



記号   発 表 者   題  目   ページ   

K－104  59－71  

岩熊敏夫・上野隆平  
花里孝幸  
（－都立大）  

K105  
柏崎守弘・花里孝幸  
大槻晃  

K－106   101－125  

（－都立大）   

K－107  春日清一   霞ヶ浦湖岸域の水温変動とフナの産卵回遊及び排卵   127－139   

K108  河合崇欣・西川雅高   霞ヶ浦（西浦）における湖水アルカリ度の変動と底泥の緩衝作  141－153  
大槻 晃   用について   

国立公害研究所研究報告 第97号，（1986）自然浄化機能による水質改善に関する総合研究（ⅠⅠⅠ）  

水路及び土壌による水質浄化 昭和58～59年度特別研究報告 合田 健（編）  

記号   発 表 者   題  目   ページ   

K109  須藤隆一   研究の概要   ．1－3   

K－110  稲森悠平・林紀男●  5－33   
須藤隆一（ホ東邦大）   

K111  稲森怒平・林紀男▲  35－62   

須藤隆一（事東邦大）   

K112  稲森悠平・林 紀男－  水路に出現する微小後生動物わむし頬月払痛元 sp．の増殖特  6372  
須藤隆一（●東邦大）  性   

K－113  73－83  
稲森悠平・松垂一夫  
田井慎吾・須藤隆一  

K－114  
稲森悠平・松重一夫  への影響  
田井慎吾・須藤隆一  

K－115  107119  
稲森悠平・松重－▲夫  

田井慎吾・須藤隆一  
根本雄二■・笹本和博■  
（■茨城県衛生研）  

K－116   土壌による排水の自然浄化一浄化能と目づまりについて   121129  
須藤隆一  

K117  乙間末広・久保井徹   ほ場における土壌水分分布予測モデルとシミュ」／－ション   131－146   

国立公害研究所研究報告 第98号，（1986）自然浄化機能による水質改善に関する総合研究（ⅠⅤ）  

自然浄化機能を活用した処理技術の開発と応用 昭和58～59年度特別研究報告 合田 健（編）  

記号   発 表 者   題  目   ページ   

K－118  原沢英夫   研究の概要   3－6   

K－119  臼井慎吾・松真一夫  風力エネルギーを利用した水質改善システム   7－18   

－191－   



記号   発 表 者   題  目   ページ   

K－120  稲森悠平・谷野充●  19－38   
須藤隆一（■東邦大）  

稲森悠平・高橋智己●   

須藤隆一（一乗邦大）  気性条件の効果  

K－122  6ト72  

（●滋賓県公園緑地事）  

中杉修身・天野耕二   
内藤正明   置づけ  

K124  85－99  
内藤正明  
原沢英夫・中杉修身  10ト117   

内藤正明  
天野耕二・福島武彦  119132   
中杉修身・内藤正明  
乙間末広・河村清史●  133－155   
田中勝●・内藤正明  
（●国立公衆衛生院）   

国立公害研究所研究報告 集99号，（1986）有害汚染物質による水界生態系のかく乱と回復過程に  

関する研究 昭和56～59年度特別研究総合報告 安野正之（編）  

記号   発 表 者   題  目   ページ   

K－128  安野正之   研究の目的と成果の概要   1－14   

K－129  重金属汚染河川の生物相の解析1 エルモンヒラタカゲロウの  1533  
福嶋悟●  生息密度及びコカゲロウ中の重金属濃度  
（●横浜市公害研）  

K－130  
安野正之・横山重雄＝  
（●横浜市公害研，  

＝山形大）  

K－131  49－59  
畠山成久   的なユスリカ相  

K132  61－69  
水生昆虫群集及び魚類への影響  

Ⅹ 
． 

（●日本工学院）   付着藻類群集への影響  
K－134  8ト9（）  

布の影響  
K－135  9上106  

花里孝幸・高村健二  
宮下衡・高村典子  
上野陸平  

K－136   107－118  
宮下 衛   響実験   

K－137  安野正之・花里孝幸  隔離水界によるペルメスリンの生態系影響実験   119－131   
岩熊敏夫・高村健二  
上野隆平・高村典子  

－192 一   



記号   発 表 者   題  目   ページ   

K－138  佐竹 潔・安野正之  人工水路における底生動物と付着藻類との関係   133－141   

K－139  143－149  
安野正之  
（●東京農工大）  

K－140   ディフルベンズロン及びメトプレンの底生生物群菓への影響：   151－163  
人工水路による実験的研究   

K－141  165－174  
安野正之  
（●東邦大）  

K142   食物連鎖を通した重金属（Cd．Cu，Zn）のワムシ，カプロウ   175－189  
及びユスリカに対する影響の解析   

K－143  畠山成久   グッピ⊥の生長と産仔に及ぽす水中及び餌中のタロルニトロ  19ト203  
フェンの影響   

K－144  山村 充・畠山成久   カドミウム慢性暴露によるギンブナ中の生体必須金属への影響  205214  
鈴木和夫   とメタロチオネインの誘導   

K－145  山村 充・鈴木和夫   は虫類におけるメタロチオネインの誘導とその生化学的性質  215－225   

K146  鈴木和夫   両生類に対する重金属の影響ⅠⅠ両生類に誇導されるメタロチ  227236  
オネインの特徴   

K－147  鈴木和夫・青木康展   ユスリカ，こクバエ及びカイコ幼虫のカドミウムに対する耐性  23ト247  
山村充・鷲見和●  
畠山成久  
（－聖マリアンナ大）   

国立公害研究所研究費料 第28号，（1986）  

記号   発 表 者   題  目   ページ   

K－148  山口武則・藤沼康実  国立公害研究所実験ほ場の土壌及び気象に関する調査資料集  116p．  
（1ⅠⅠ）   

国立公書研究所研究資料 第29号，（1986）  

記号  発 表 者  題  目   ページ   

K－149  袴田共之・廣崎昭太  生態系モデリングのための会話型ソフトウェア BGS－ⅠⅠ／1Il  126p．  
使用の手引   

国立公害研究所環境情報部資料 第9号，（1985）  

記号   発 表 者  題  目  ページ   

K－150  国立公害研究所環境情報  107p．   

部   

一193 －   



国立公害研究所環境情報部資料 第10号．（1985）  

記号   発 表 者   題  目   ページ   

K－151  国立公害研究所環境情報  340p 

部   

国立公害研究所環境情報部資料 第11号，（1986）大気環境データ処理システム研究会報告書  

題  目  発 表 者  

大気常時監視データの利用における課題と期待  
パソコンによる統計解析   

二酸化窒素濃度の空間変動について一大気自動測定法の補完  
手法－  

NO2濃度の時間，空間変動について  

常時監視結果による測定局の特徴づけ 一適正配置への応用例   

環墳情報における費用便益分析の試み －SOズ経堂規制を対  
象として  
広域大気汚染と常時監視データの利用  

都市空間における汚染物質濃度の評価例  

14   

5－17  

19－31  

33－42   

43－56  

57－68  

69－82  

83－95  

廣崎昭太  
芳賀敏郎■  
（－東京理大）  

山川和彦－  
（＊京都府衛生公害研）  

新藤純子  
水丸隆雄－  
（■大阪府公害監視セ）  

山本達也←  
（蠣大阪府生活環境部）  

鶴田治雄－  
（■横浜市公害研）  

鵜束正博◆  
（■横浜市公害対策局）  

K－152   

K153  

K154  

K155   

K－156  

K157  

K－158  

K－159  

国立公害研究所環境情報部資料 第12号，（1986）  

記号   発 表 者   題  目   ページ   

K160  国立公害研究所環境情報  169p．   

部   

その他の刊行物  

記・号   発 表 者   題  目   ページ   

K－161  NTES－CollectionLISTOFSTRAINSFirst Edition1985  116p．  
Micr（）algae  

K－162   SUPPLEMENTTONIES－CollectionListDfStrains   25p．  

K－163  国立公害研究所総合解析  21世紀初頭の日本の社会経済の展望   40p．  

部   ～長期予測事例のレビュー～   

K－164  国立公害研究所   第1回全国公害研究所交流シンポジウム 要旨集   27p．  

～雨水の酸性化の実態とその環境影響～   

第2回自然浄化シンポジウム 自然浄化機能による水質改善－  

－194 －   



記号   発 表 者   題  目   ページ   

K168  高村典子・柏崎守弘  霞ヶ浦における植物プランクトンの分解過程について 一高浜  3340  

安野正之   入における植物プランクトンの生産・沈降と分解－   

K169  藤井滋稽－・宗宮功暮  41－48   

津野洋－（事京都大）  

小倉紀雄●  河川における有機物の分解過程   4954   

（●東京農工大）   

K－171  相崎守弘・福島武彦  59－68   

海老瀬浩一・大槻晃   
K－172  倉田亮－  内湖の浄化機能   69－78   

（●重苦召湖研）  

K173  原沢英夫   自然浄化力を活用した処理システムに関する研究   8195   

K－174  鈴木基之事  自然浄化後能からみた小規模処理システム   97106   
（●東京大生産技研）  

K－175  討論及び総括   107   

地球規模大気環境問題シンポジウム報告  
19   

11－21   

2330  

31－41   

43－53   

5565   

6780   

81－90  

91113   

115－119  

121130  

CO2の増加とその気候影響  

地球規模の炭素循環  
地球規模での炭素循環における陸上生態系の役割   

CO2と植物の関係  

大気中の植物超原有機物質について  
大気中のハロカーボンとメタンの増加  
太陽放射とエアロゾル  
極域成層圏エアロゾ／レ濃度変化と地球規模の水蒸気・硫黄の収  
支一両極におけるレーザー・レーダ観測を基にして一  
対流圏における粒子状物質の生成と挙動  
人工衛星‘■大空’’による大気組成の観測   

大気の大循環  

田中正之－（■東北大）  

和田秀徳●（－東京大）  

依田恭二●  

（一大阪市大）  

古川昭雄  
横内陽子  
巻出義紘∵（◆東京大）  

中島映至＊（－東北大）  

岩坂春信轟  
（■名古屋大）  

福山 力  
松崎章好＊  
（●宇宙科学研）  

松野太郎－（●東京大）  

K176  

K－177   

K－178  

K－179   

K－180   

K181  

K182  

K183  

K－184  

K185  

K－186  

汚泥の土壌還元とその環境影響シンポジウム報告  
卜7  

911  

1319  

21－28  

2g－35  

37－42  

43－53  

55－61  

6369  

7ト75  

特別研究の総括に向けて  
特別研究の内容とセミナーのねらい  
汚泥成分の大気への挿散  
土壌中での汚泥成分の分解と形態変化  
汚泥中重金属の土壌への蓄辛気植物による吸収並びに‾F層への  
移動  
汚泥成分の地下浸透  
畑地からの地下水への物質移動について・   

汚泥の土壌還元と陸水環境影響について   

環境影響の総合的解析  
再生有機質資材の農用地における使用に係る土壌の管理基準  

合田 健  
藤井国博  
久保井徹  
服部浩之・向井 哲  
和地 清－  
（●神奈川県肥料検査所）  

広木幹也  
村岡浩爾・平呵陛正  
岩田 敏  
矢木修身・稲森悠平  
須藤隆一  
藤井国博  
小林慎一－  
（－環境庁）  

ー195 －   



5．2 国立公害研究所研究発表会   

発表年月  昭和60年6月6日  会場 国立公害研究所  

記号   題  名   発 表 者   予稿集ページ   

k－1  水界生態系に及ぼす重金属の影響について   畠山成久（生物環境部）   

k2  湖水中におけるかび臭の生成とその除去   須藤隆一（水質土壌環境部）   15   

k－3  環境微生物の系統保存   菅原 淳（生物環境部）   27   

k－4  汚泥の土壌還元とその環境影響について   合田 健（水質土壌環境部）   35   

k－5  45  

ションとしての摩周湖の評価  
k－6   内藤正明（総合解析部）  55   

k－7  67  

ミスト生成過程に関する研究  
k－8  77  

発  
k－9   87   

k10  植物診断のための画像計測   大政謙次（技術邪）   97   

k11  111  

一ヒトへの外挿をめざす出発点として  
k－12   121   

研究   

ー196 －   



5．3 誌 上 発 表  

A．環境情報部  

記号  発 表 者   題  目   掲 載 誌  巷（号）  ページ  刊 牢   

A－1  29  313－321  

内藤正明＝・  強調問題の最適化による定式化  
小林正妃●‥  と大気観測用レーザレーダ画像  
・（●筑波大，  への応用  
＝紹合解析部，  

＝一千薫工大）  

A2  265270  

M．Naito＝，   imagesbyaclassof   WorkshopLang．  
A．Sllimizu‥●  pleCel〃iselineaT  A11t（）m．  

（●Univ．Tsukuba，  
■’Syst．Ana）．P】ann．  

Div．．  

●●●ChibaInst，  

Techno】．）  

A▼3  Optimizationmethodfor  ISE－TR－    1－17  
Y．Asayama暮，K．Oi  enhancementoflaserradar  Sci．Electronり   8550  
（●Univ．Tsukuba）  Univ．Tsukuba  

pleCeWise］inear  
transformationofgraylevels  

A4  1985  

0．Abe●，   clusteranalysisoffree   別研究報告等ISE－TR－  
A．Katsuya暮暮，  associationsininvestlgations  
K．Nakayama●  OfcognitivestruCtureS  
（◆Univ．Tsukuba，  

‥K）・OtOSang）・0  

Univ．）  

A－5  
0－Abe●，  ofassociationstructures：A  （1）  

A．Katsuya●暮，  systematic approach 
K．Nakayama●  
．（●Univ．Tsukuba．  
‥KyotoSangyo  

Univ．〕  

A－6  文献情報の筑波ネットワークをめ  36  1531（）2  

ざして－筑波地区ユニオンカ  
タログの作成－  

A－7   包装業と気候資料そして情報化杜   （46）   2－10   

A－8  土屋巌   中小都市の熱環境   天気   32   631634  1985   

A9  土屋巌   環境データベースの構築と運用  京都大学原子炉実験所  
Tech．Rep．   

A10  14（1）  

（●東京理大）  計解析1．環境データと統計  
解析  

A11   多変立解析法の水質評価への応用   （319）   

A－12  廣崎昭太・松本幸雄・  環境統計整備の為の大気汚染質空  文部省「環境科字」研  2427  1986  

新藤純子・竹内啓一・  間分布構造の把握 Partl．乗  究報告集B270R50－1，  
奥野忠一＝  京都の例   79p．   

（●東京大，  

＝東京理大）  

一197 －   



記号  発 表 者   題  日   掲 載 誌  巻（号）  ページ   刊 年   

A－13  2．A行  EIIVironmentalData  
C．Avさrous◆  Compendium 1985 

（一OECD）  （OECD）  

A－14  Chapterl．Air  TheStateofthe  
C．Averous－  Environment 1985 

（●OECD）  （OECD）  

A－15   環境データの解析における多変丘  
解析  

水質調査法（閉鎖水域）関鎖  
性水域における普遍的な水質計  
測手法の開発一  ンシング技術の利用実  

証に関する研究」－  
研究成果集  

A▼17   画像処理による都市景観の予測技  
術  

A－18  安岡善文   環境における画像処理技術の応用  電気学会誌   105   455458  1985   

A19  安岡善文   “景観予測’’のための画像処理シス  37   6671  1985   
テム   

B．総合解析部  

記号  発 表 者   題  目   掲 載 誌  巷（号）  ページ  刊年   

B1  Assess】ngtheimpressionoL  10（1）  

Y．Yasuoka‘，  Street－SidegreerLery  
M－Naito  

（◆Environ．1nf．Div．）  

B－2   こんな景色が好き   科学朝日  60．2   44   

B－3  青木陽二   現場実験による水辺快適性の評価  環境情報科学   14（3）  43－4（）  1985   

B4  青木陽二   書評 賃山河計画3号   環境情報科学   14（3）  6768  1985   

B－5  青木陽二・鈴木忠義暮  49（2）  59－68  1985   
（●東京農大）   

B－6  青木陽二   水辺のアメニティを測る   水質汚濁研究   9   125128  1986   

B7  天野耕二   水質汚濁現象の予測手法の現状と  15（1）  13－21  1986   
問題点   

B－8  87－101  

中杉修身  の関係  
（－水質土壌環境部）  

B－9  J．Hydrol．  82  193209  
（－WaterSoil  1eachinganditsapp】1CaLion  
Environ．Div．）  forestimatingthenetrateof  

nitrateformationunderfie】d  
c〔〉nd王tions  

B1〔l  環境情搾のr表示・コミュニケー  14（1）    4751  
ション」の道具としてのパーソ  
ナル・コンビニL－一夕  

B11  12－52  
（●埼玉大）   問題   究報告集，B243－R40  

2，第3分冊の1  

B12   南アルブス・スーパー林道事例の  11ト125   

経済分析   究報告集B245R40  
2環境の理念と保全  
手法（弟3分冊の3），  
228p．   

198   



記号   発 表 者   顎  目   掲 載 誌  巻（号）  ページ   刊 牢   

B－13  廃棄物管理のための経済手段  57－7（】  

済編（山本柳平，中  
宍法規，294p．）  

B14  水質源管理にはたす汚濁賦課金の  15（3）  

役割一都市域における水環境保  
全と経済的インセンチィプ施策  

B15  Dynamicaspectsof  Environ．Plann．A  21ト229  

S．Nishioka  environTr）enta】damageina  
mu】【isec〔ore⊂OnOm〉7  

B16  乾電池問題シリーズ11・その1－  11（122）  

業務用の使用済み乾電池のゆく  
え  

B－17   「製品アセスメント」の考え方と制  11（122）  

度化（1）   

B18  後藤典弘   「製品アセスメント」の考え方と制  11（123）  88－90  1985   

度化（2）  

B19  後藤典弘  「製品アセスメント」の考え方と制  11（124）  77一呂1  1985   

度化（3）  

B20  後藤典弘  中国のごみをみる   日刊廃棄物   11く125）  112－114  1985   

B－21  後藤典弘   乾電池問題シリーズ1Ⅰ・その2  11（126）  7072  1985   

県等の指導力に斯持する  
B－22  後藤典弘  賢源化促進の立法化   月干り廃棄物   11（126）  7881  1985   

B23  醇生省生酒環境審議会廃棄物処理  11（1ヱ7）  

部会適正処理専門委員会報告書  
を読んで  

B－24  乾電池問題シリーズⅠⅠ・その3  11（127）  

使用済み乾喝池問題に関する厚  
生省の発表について  

B25  乾電池問題シリーズIl・その4－  11（128）  

乾電池中含有水銀塵の変化と将  
来の推移傾向  

B26   廃棄物処理行政と「潜在廃棄物」の  11（129）   

管理  
B27  新エネルギー技術導入評価への  8897  

「階層型重みづけスコア法」の適  
用  哲  

B一之8  1RC（国際リサイクリング会議）に  43－49  
ついて  資源化技術事情  

（（財）クリーン・ジャ  

パン・センター，  

140p．）  

B－29  Reぐentadvancesinre亡yClingin  55も2  

Japan  資源化技術事情  
（（財）クリーン・ジャ  

バン・センター，  

140p．）  

B－30   Separaしi〔〉nandreco17eryOf  1三三ー1哺   

materialswithparticular  
refere］1CetOp】astics   and Thermai 

TreatmentofWaste  
（M．P．Ferranti＆  

G．L．Ferreroed．．  
EIsevierAppl．Sci．  
Pl】bl．，521p．）  

－19g →   



記号  発 表 者  題  目   掲 載 誌  巷（号）ページ 刊年   

B－31  Sortingof   403426 1985 
K．Kondo●，S．Gotoh  refuseandrefuse－derivedYfueIHouseholdWaste  

（●EbaraCorp．）  by two-bed pyrolysis system and Thennal 
TreatmentoLWaste  

（M．P．Fe汀anti＆  
G．L．Ferreroedり  
El父VierAppl．Sci・  
Publり521p．）  

B－32  都市域における騒音影響の計量化 環境情報科学  
ー土浦市国道6号沿道地域を例  14（4）49521g85  
として一  

B－33   

（■大阪府）  試み   14（2）4ト491985  

B34  
ム  ナリオ 〔 自治体の対  158176 1985 

応とその手法（飛田椙  
宜，日本計画行政学会  
編，字陽奄房，252p．）  

B－35   
（●立正大）  の場合一   14 173019朗  

B－36  中杉修身  ごみ処理行政における情報管理  部市清掃   
B37  中杉修身  ごみ処理からみた乾電池の評価 都市清掃  38 1271341985  

その2   38 173－1771g85  

B38  化学物質の運命の歳計予測モデル 化字物質環境運命予測  
手法開発調査昭和59年  1－241985  
度報告書（不破敬一郎，  

日本環境協会，251p．）  

B39  有機塩素化合物による地下水汚染 地下水と井戸とポンプ  
の現況  27（9）21Zlgg5  

B40  資源エネルギー問題からみたごみ 現代のごみ問題－濯  
問題  済編－（山本餌平，中  2n38 1985 

央法規，294p．）  

B41  ごみ処理施設建設の費用分析と今 現代のごみ問題㌻億  
後の課題  済編－（山本耕平，中  143163 1985 

央法規，294p．）  

B42   粗大ごみ収集・処理の実態  都市清掃   
38 4764821985  

中杉修身  実態  みる廃棄物処理事業効   109－1541985  
（・川崎市）  率化調査報告召（田中   

勝．厚生省生活衛生局  
水道環境部，250p．）  

844        中杉修身  廃棄物処理における徴盈有害物貫 環境研究  
汚染の動向とその対策   

（56） 48－611985  

B45  中杉修身  環境面よりみた化学物質の適正管l環境情報科学  
理   14（4〉59－621985  

B－46  杉山涼子事・中杉修身 ごみ収集費用に影響を及ぼす要因 都市清掃  
（●東京工大）  の定量的評価   3る 637649198S  

B－47  清掃事業サービスと住民意識  清掃事業の経営と現場  
の活力（寄本勝美編，地  41－551986  
域交流センター，  
311p．）  

B－48   統計モデルによる化学物質の環境 環境情報科学  
中での挙動予測   15（1）46－511986  

B－49  西岡秀三・池田有光●・都市・産業構造と大気環境汚染レ 文部省囁境科学」特  
笠原三紀男－・  ベルの関連性に関する研究（Ⅰ‖ 別研究環境動態領域班  1831985  
溝口次夫＝・森口祐一  研究報告集B251R15一  

（●京都大，  8  

＝計測技術部）   

－ 200 一   



記号  発 表 者   題  目   掲 載 誌  巷（号）  ページ  刊 年   

B－50  西岡秀三・森口祐一  都市構造からみた大気汚染と物流  （54）  

問題   
B－51  国立公園地区経営基盤の全国的状  103110  

況把握からみた南ア地区の位置  
づけ  R40、2，環境の理念と  

保全手法  
B－52  季刊環境研究  （55）  97－108  

事大同－  

（●北京師範大）  

20  373－378  
（●東京工大）  よる街並み評価法に関する研究  

－その2．一次元尺度評価の妥  
当性の検証とスライド写真評価  
の限界についての検討  

8－5」  55（1）  
富田宗明＝  分布と予測一富栄養化による上  

い京都大，●■京郡市）  

B－55   14（3）   

（●北九州市）  その活用   
B56  森田恒幸・野田清敏■・  都市住民の意識に基づく環境指標  昭和60年塵界20回日本  （20）  133－138  1985  

堀内葉子●   の算定一北九州市の環境管理を  都市計画学会学術研究  
（●北九州市）   対象にして－   論文集   

C．計測技術部  

記号  発 表 者   題  目   掲 載 誌  巻（号）  ページ  刊年   

C－1  Anoverviewoftheresearch  2225  
activitiesrelatingto  St光C．Banking  
environmenta】specimen  （S．A．Wise＆  
bankinginJapan  R．Zeisler．Nat】．Bur．  

Standり54p．）  

C－2   15（1）   2－11   
について   

C－3  Coupldtranformationor  Limnol．Oceanogr．  820－825  
M．Aizaki●，  inorg叩icstablecarbon－13  
T．lwakuma‥，  andrlitrogen－15isotopesinto  
N．Takamura‥，  highertrophiclevelsina  
T．Hanazato‥，  eutrophicshallow）ake  
T．Kawai，  
M．Yasuno‥  
（●WaterSoil  
Environ．Div．，  
‥Environ．Biol．  
DⅣ．）  

C－4   環境汚染モニタリングステーショ  14（4）   25－32   
ンとしての湖沼  

C－5  第5章水質汚濁物質の測定分析  79－80  
15．全有機態炭素（TOC）及び  
溶存有機懲炭素（DOC）  法編集委員会隔日本  

環境測定分析協会，  
426p．）  

C－6   第5幸水質汚濁物質の測定分析  80－81   

16．全酸素消費立（TOD）   
法編集委員会縞日本  
環項測定分析協会，  
426p．）  
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C－7  第5帝水質汚濁物質の測定分斬  82－88  

17．アンモニウムイオン，亜硝  
酸イオン．硝蘭イオン，有機態  
窒素及び全窒素  環境測定分析協会，  

426p．）  

C－8  第5幸水質汚濁物質の測定分析  89－91  
18．りん酸及び全りん  第3巻（環境測定分析  

法編集委員会隔日本  
環境測定分析協会，  
426p．）  

C9  第5章水質汚濁物質の測定分析  gトg4  

19．クロロフィルa  第3巷（環境測定分析  
法編集委員全編日本  
環境測定分析協会，  
426p．）  

C－1（I  13C，lSNトレーサーの同時使用に  111124  
よる霞ヶ浦における炭素・窒素  
動態の研究  （日本微生物生態学会  

編，学会出版センター，  

172p．）  

C11  206207  

programatNational  
lnstituteforEnvironmental  
Studies  

C－12  （55）  109－117  
植弘崇嗣・不破敬一郎・  
全浩●  

（●北京市）  

C13   Analyst   11D  785789   

certiiied reference material 

C14  Preparationandcertificationof  31  15921597  

M．M〔汀ita，  humanhairpowderref即enCe  
H．Quan．，T．Uehiro，  
K．Fuwa  
（●PekingMuni亡・  

Cent．Environ．Prot．  
Monit．）  

C15  Discoveryofbacteriainthe  13  277－279  

K．Miyasaka  ceii mall oi the aquatic 
1iverwort♪l乃gg′肌〃乃乃f♂  

は仏独k庖Steph．inanacid  
StreamWithpH4．24．6  

C16  Jnsi／umeasurementsofuptake  124  2934  

K．Satake  Ofinorganiccarbonand  
（●Univ．Tsukuba）  

1iverwortsJ緑習ggrm♂乃〃ゴ〟  

㍑止甘椚■rβ由Steph．aIld  

S（即♂）！由〟乃血由由（L．）Dum．  

inanacidstream，  
Kashiranashigawa．Japan  

C－17  AccumulationofmercurYm  （34）  3－4  
theaquaticliverwort  
J！（〃gg〃ナ∽I7乃由〃〟／ビd〃∫r♂血  

Steph．  

C18   1165－11（I8   

pre▼treatmentOfbio］ogLea］  
materialshXray  
fluorescencespectrometry   
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C19  Determinationofu】tra・traCe  110  
M．Morita∴K．Fuwa  

inlVateruSinghigh－  
periormance liquid 
chramatography with 
automatedf】uorimetric  
detectiDn and an on-iine 
reduction sgstem 

C20  ldentificationofextractabLe   12  8694  

A．Otsuki，K．Fuwa  
effLuentb〉rgaS  
chromatography／mass  
SpeCtrOmetr）「  

C21  Occurrenceofchlorirlated   Environ．Sci．  19  585590  

N．H．Pi】kington◆，  pol）・nUC】eararomatic  ′1、echno】一  

A．Otsuki．K．Fuwa  

（◆CSIRO，Austra】ia）  

C－22  8l  485495  
ofthe⊂OnStituentelementsof  
silicateminera】sbyXLray  
photoelectrorlSpeCtrOSCOPy  

C－23  34  305－308  
西川雅商・葛原由章◆  

（◆国立公衆衛生院）  

C24  J．Ph）・S．Chem．  89  738742  
Ⅰ．Harada●  moleculesintheinterlayerof  
（，TohokuUniv．）  transition－metalion－  

enchanged muntmorillonite 
studiedbyresonanceRaman  
St光CtrOSCOp）・．2．  

Monosubstituted benzenes 
and4，4′・disubstituted  
biphe叫・1s  

C－25  J一Inclusion  135－142  

Ⅰ．Harada■  spectr（）∝OplCS山d）▼Ofcation  
（◆TohokuUniv．）  radicals of aromatic 

moleculesformedinthe  
irlterla〉rerOftransition・metal  
e：くChangedmontmori）lonites  

C26  触媒講座3．固体触媒  11－34  

（◆東京工大）  のキャラクタリゼーシ  
ヨン（触媒学会編，講  
談社，282p．）  

C－27  34  659664  

溝口次夫  めの降水中の徴昆元素の蒸発濃  
縮法  

C28  WaterRes．  19  503509  

A．Otsuki．K．Fuwa  
inlakewatersbylCP  
emissionspectrometrywith  
preconcentrationandtheir  
background】eve）sirlJapan  

C29  39  662－667  

M．Ma【sui－，  SimultaneOuS muitielemeni 
H．Haraguchi●  deterrninationoftracemetals  
（■Univ．Tokyo）  inseawaterbyinductively  

COuPledp）asmaatomic  
emiESion spectrometry 

C30   ぷんせき   1985   

大槻晃  
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C31  Anal．Chem．  58  544547  
K．Fuwa  nanograrn－Per・1iterlevelsof  

mercuryinlakewaterwith  
atmosphericpressurehelium  
microwaveinducedplasma  
emiSSion spectrometry 

C－32  57  490493  
（●ShimadzuCorp．）  

si］icondioxidethermionic  
emittermaterialforgas  
chromatography  

C－33  57  26252628  

（●ShimadzuCorp．）  
chromatography：Surrace  
ionizationdetectorwitha  
hotplatinumemitter  

C34  J．Phys．Chem．  89  4687－4690  

M．Obuchi●  basicorganicsonanoxidized  
（●TokyoSci．Univ．）  

emissioninaprotonated  
form 

C－35   マルチチャンネル面検出器の原子  
スペクトロスコピーヘの応用  

C－36  423434  
K．Fuwa  electron number densities 

arldanalyte］ineintensitiesin  
aninduc貢velycoupled  
plasma  

C－37  Spatialprofilemeasurementof  
ionizationandexcitation  
temperaturesinan  
inductive】ycoupledp】asma  

C38  122124  
合田健●  と水銀投与実験について  議会第36匡］全国大会講  

（■水質土壌環境部）  済集  
C39  Computer-assisted library 171  89100  

J．Sllind〔l■，  searchsystemfor  
H．Ito，T．Mizoguchi，  
K．Fuwa  mass spectra 
（●Environ．lnf．Div．）  

C－40  Temperature－prOgrammed  J．Chromatogr．  328  3548  
M．Morita，K．Fuwa  

halagenated organic 
compounds with 

1bTOmOa］kanesasreferer）CeS  

C－41   MSの環境分析への新しい応用  8  773－7別）   

C42  MonoterpenecDmPOSjtionoL  87  323326  
K．Satake，Y．Ambe  

aquatic liverwort 
ル喝珊瑚湘南抑止馴血血  
Steph．  

C43   AerosoIsformedfromthe  Atmos．Enviroll．  19  1271－1276   
Y．Ambe  亡hemicalreactiorLOf  

monoterpenes and ozone 
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D1  植田洋匡   大気の流れとグラフィックス  日本機械学会誌   88   633638  1985   

D－2  Long・rangetranSpOrtOlair  J．Clim．App】．   24  425434  
K．Sasaki●．  pollutionunderlightgradieIlt  
H．Muroga一．  wind conditions 
H，Ueda，  
S．Wal【amatSu  

（●NaganoRes．Inst．  
Hea肘IPo11ut．）  

D－3  ZO  25126〔l  

（事長野県衛公研）  の長屋巨離輸送と熱的低気圧およ  
び総観気象の関係  

D4   大気中の流れの計測   流れの計測   3（5）  

D5  不安定成層乱流中の大規模渦の構  弟2回流れの動的計測  6165  
中島正基●・植田洋匡  シンポジウム論文集  

竹野路工大）   

D－6  Evaluationofhydro亡arbon  Atmos．Enviroll．  1283－1293  
S．Wakamatsu．  reactivityinurbanair  
R．A．Wadden●，  
S．Konno‥，  
H．Koshio＝一  

（●Univ．Illinois．，  

＝SaitamaInst．  
Environ．Pot】uし  

●‥Kawasak巨Munic．  
Res．lnst．Environ．  
Prot．）  

D7  ThestructureofstrongJy  J．FluidMech．  152  249－288  
R．S．Thompson■，  Stratifiedflowoverhills；  
R．E．Eskridge●．  Dividing・StreamlinecDnCept  
R．E．Lawson－，  
l．P．Castro＝．  
J．E．Lee＋，  

J．C．R．flunt＋＋  
Y，Ogawa  
（－U．S，EPA，  

‥Univ．Surrey，  
◆LosA】amosNatl．  
Lab．，  

＋◆Univ．Cambridge）  

D－8  Windtunnelobservationof  19  65－74  
P．G．Diosey，  nowanddiffllSionunder  
K，Uehara●，H．Ueda  

（●Eng．DiY．）  

D9  
K．1zumi，  distributionofbinarycluster  
T．Fukuyama  ionsAr月X◆   

D－10  J．Phys．Chem．  89  5124－5132  
K．Izumi．  SuI光rSOnicmDlecularbeams  
T．Fukuyama  OfArandCO2  

D11  生活環境中の水銀の流れ  公害と対策  Zl  1105－1112，   

久保田宏●・  1117  
金谷健  

（●東京工大）  

D12  Turbulencestructureand  Encyclopedia of 4770  
∝alardiffusionintherma】1y－  
stratified open-channel ilow 

D－13   2075－2082   
nearLieldofaswirlinground  
freejet  
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D－14  J．Fluid．Ⅳkch．  152  337359  

structureintheintermittent  
reg10nOftheself－preSerVing  
roundfreejet  

D15  Observationalstudyonthe  J．Meteoro】．So仁．  63  419－435  

atmosphericmixedlayerand  
transition）ayerstruetures  
uslngaMielidar  

D16  Errorcausedbyusinga  Appl．Opt．  24  

E．Ⅴ．Browell事，  ⊂OnStanteXtinction／  
S．Ismail＝  backscatteringratiointhe  

（●NASALangle〉7  
Res．Cent．．  
＝SASCTechnol．  

Inc．）  

D17  54  952－95呂  

高橋良男暮・樺戸健一◆・  
清水浩・杉本伸夫・  
松井一郎＝・笹野泰弘  

（●山形大，＝技術部）  

D－18  54  972－978  

Chao－YaoShe‥  気温測定を行なうための最適設  
（一千葉工大，  計条件  
＝コロラド州大）  

D19  93100  

内藤正明●  とその性能評価  
（●総合解析部）  

D－20  レーザーレーダーによる大気環境  1－6  

の鉛直気温分布の測定  資料（（社）計測自動制  
細字会）  

D－21  LevelcrosslngSinthe2B▲State  604－610  
S．Takezawa▲  ofNO2：Rotationalanalysis  
（■GummaUniv．）  by polarilatiun spectroscopy 

D22  34（5）  

竹沢賛三＝  コAl吸収帯の回転構造の解析  
（慣波大，＝群馬大）  

D23  ′rhe2B．（∬・＝1卜又2Al（g′‘＝0）  367370  

S．Takezawa●  subbandsofNO2foundinthe  
（●GummaUniv．）  excitationspectruml）Slnga  

supersonicmoleculaTbeam  

D－24  Hadamardtransformactive  25  863865  

long・Pathabsorption  
spectrometersystemfDr  
measurementsofatmospheric  
traCe Species 

D－25  763771  

桜井捷海■・馬場浩司■・  
上野敏行＝  

（◆東京大，＝千葉大）  

D－26  13  353－364  

桜井捷海－・  ランダム変調CWライダーの試  
上野敏行＝・  作と動作特性  
井戸田催＋・新井敏弘◆・  

常見真人＋十・  

石河直樹＝  
（●東京大．＝千葉大，  

◆筑波大，十＋明星電気）  

D27   第2回大気の光学的リモートセン  141144   
シングに関するトピカルミーテ  
インプ  
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D－28  レーザー・リモートセンサーの現  2328  
状と動向  グ技術賢料（（財）資源  

観測解析センター）  

D－29  High・Speedmu）tichanne】  Rev．Sci．Instrum．  19261929  
S．Hoshina暮．  photoncou11terfortime－  
K．Sakurai暮．  renolved laser specfroscopy 
N．Takeuchi  

（●Univ．Tok）・0）  

D－30  72－75  

（●環境情報部）  ダーの性能向上とフィールド測  
疋  報領域合同研究討論会  

報告集  
D31  Visiblelightphotooxygenation  90  529532  

H．Akimot〔〉  of2，3Ldhnethyl▲2buteneat  
the contact charge-trasfer 
bandinthecr）rOgenicoxygen  
matrix  

D－32  58  2157－2162  
S．Honda暮，  forreactionsofketeneswilh  
N．1lrashida，  OHradica】sinairat299±2K  
H．Akimoto  
（●Univ．Tsukuba）  

D33  Reactionsofketene，  58  24112412  
S．Honda一，  methy】keteIle，ethy】ketene，  
H．Akimo10  and dimethylketene with 
（●Univ．Tsukuba）  

D－34  Ozone・CyClohexenereactionin   19  935－942  
T．Tanonaka◆，  ajr：Quantitativeanalysisof  
J・1Ver唱‥，  particulateproductsandthe  
H．Bandow，  reaction mechanism 
H．Takagi‥●  
H．Akimoto  

（■Environ．Pollut．  

Conけ01Cenし  
‥Chin．Res．Acad．  

Environ．Sciり  
‥暮Eng，Div．）  

D35  Rateconstantsandmechanisms  90  173178  
N．Washida，  forthereactionofOIl（OD）  
H．Akimoto  radicalswi＝1aCetylene，  

PrOp）「ne，and2－butyneinair  
a1297±2K  

D36  Onthelongtermvariationof   63  465473  
17．lⅥ・aSaka■  Sけat（）ShericaerD5DユcoJl！eJ）f  

（■Na帥yaU】1iv．）  aftertheerlJptionofvoIcano  
E】Chichon：Lider  
measurementsatNago）ra．  
Japan  

D－37  Photochemistryofketenein  89  845－849  
H．Akim〔〉〔0  0Ⅹygen／ar卯nma【ncesand  

inso】idoxygenatllK  

D38   Rjng▲Cleavagereac【ions〔〉f  58  25312540   
N．Ⅵrashida，  arornatichydrocarbons  
H．Akimoto  StudiedbyFTIR  

SpeCtrOSCOpy．l．  
Photooxidationofto）uene  
andbenzeneintheNOズーair  
S）「Stem   
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D39  Ring－CteaVagereaCtionsof  Bul．Chem．Soc．Jp†l．  25412548  
N．Washida  aromatic hydrocarbans 

StudiedbyFT－IR  
SpeCtrOSCOpy．ⅠⅠ．  

PhotooxidatiDnC．fo－，mr，and  
p・XylenesintheNOxLair  
SyStem  

D40  RingCleavagereactionsof  Bull．Chem．Soc．Jpn．  2549－2555  
N．Washida  aromatic hydrocarbons 

studiedbyFTrlR  
SpeCtrOSCOpy．ⅠⅠⅠ．  

Photooxidationofl，2，3・，  
1．2，4－，andl，3，5－trimethyl・  
benzenesintheNO，・air  
SyStem  

D－41  天気  32  501－506  
山本一夫●  

（●横浜国大）  

D－42   海陸風の水槽実験  気象研究ノート・気象  213224   
学における流体実験  
J．ColloidInterrace   

T．Miyazaki，  1argeaerosolparticles  Sci．  
H．Ueda  SuSpendednearaplate  

（●Himej工hst．  

TecllnO】．）  

D44  Zl  499－504  
（●埼玉大）  液体クロマトグラフィーの最近  

の進歩と応用  
D45  5895g4  

（●埼玉大）  液体クロマトグラフィーの最近  
の進歩と応用  

D46   酸性霧  ぷんせき   1985  

D－47  酸性降下物のpH低下におよぽす  文部省「環境科字」研  41－63  
村野健太郎・  硝酸イオンの影響  究報告集B－248・R－1ト8  
寺田信之＝・  「光化学反応により生  
氏家淳雄●  成する大気中の酸性物  

（●群馬県衛公研，  質の挙動（ⅠⅠ）」  

＝電力中央研）  

D－48  赤城山の南東面に発生する滑昇霧      文部省「環境科学」研  65－79  
関口恭一●・  の化学組成  究報告集B・248－R－11－8  
寺田信之＝・  「光化学反応により生  
水落元之＝■・  成する大気中の酸性物  
尾崎裕・泉克幸・  質の挙動（Il）」  

福山力・氏家淳雄●  
（●群馬県衛公研，  

＝電力中央研，  

＝●技術部）  

D－49  低層大気中における非メタン炭化  20（3）  
須山芳明●・  水素の組成と光化学反応性  
樫村広秋●・若松伸司・  
鵜野伊津志  

（●神奈川県公害セ）  

D－50   VacuumUVphoto】ysisof  Chem，Phys．Lett．   114（3）   

GJnoue，  NH，；Rotationaldistribution  
M．Suzuki，0．  OfNIJ（ClII）andthe】1eatOl  
Kajimoto●  fomationofNH  
（●Univ．Tokyo）  
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ロー51  Ar（3P2）inducedchemica】  Appl・Phys・Lett・  
K．Kumata暮，  VapOrdepositionof  
U．1toh一，  hydrOgenated amorphous 
K．Arai一，A．  si】icon  

Matsuda暮，  
N．Washida，  
G．lnoue．  
K－Katsumi‥  

（●E】ectrotech．Labり  

＝NihonUniv．）  

ロー52  UVandvisiblefluorescencesof  18291830  

0．Horie●，  CFユradicalsproducedbythe  
K．H．Becker◆  t、VOphotondecompositionof  

（●Univ．－  CF，Brandtheirradiative  
gesamthochschule  
Wuppertal）  

D－53  PhDtOionizationDfammonia  83  19391947  
N．Nishi－，  c】usters：Detectionand  
N．Washida  distributionofunprotonated  

（●Inst．Mo】．Sci．）  clusterions（NH。）∴n＝2－25  

D－54  EmissionspectraofSiH（A2△→  83  276g2774  

Y．Matsumi’，  片2n）andSiC12（Å1β－→え一A－）  
T．Hayashi◆．  intheVUVphotolysesof  
T．1buki‥  silaneandchlorinatedsilanes  
A．Hiraya‥◆  
K．Shobatake‥暮  

（－ULVACCorp．，  
事●KyotoUniヽ■・，  

◆■－●1nst．Mol．Sci．）  

D－55   IonizationofNOコClustersina  223227   

H．Shinollara●、  supersonicnozzlebeam：  
U．Nagashima●．  Appearanceoftheodd－  
N．Nishi●  numberclusteTionsofNO2  

（◆lnst∴Mol．Sci．）  

E．水質土壌環境部  

記号  発 表 者   題  目   掲 載 誌  巷（号）  ページ  刊年   

E－1  M．Aizaki   Totalnumberofbacteriaasa  2732－2738  1985   
trophicsta（eindex   Limnol．   

E－2  Removalandexcretionof  Jpn．J．Limno】．  46  159－168  
disso）vedorganicmatterby  
periphYtOnCOmml】nitygTOWn  
iIleutrOphicriverwater  

E－3  1－9  

海老瀬潜－  の挙動  究報告集B281R12－8  
「河川における物質循  
環」  

E－4   水   26－9（359）    98－103   

E5  稲森悠平・矢木修身・  26   392－399  1984   

須藤隆一   
良一6  富士元英二暮・  硝化を指標にした活性汚泥プロセ  710－717  1984   

関根孝夫●・  スの送風量操作に関する研究   
岩堀恵祐■・半田隆‥・  
‡宿森悠平  
（■明電舎，＝東京理  
大）  

－ 209 －   



記 号  発 表 者   題  目   掲 載 誌  巻（号）  ページ  刊年   

E7  ゲルろ過法による高度処理プロセ  26  12841295  
新井書明－・  スの評価  
岩堀恵祐－・稲森悠平・  
半田隆＝  

（●明電舎，‥東京理  
大）  

E一呂   腐敗槽   下水道協会誌  22（248）   141   

E9  22（255）  

須藤隆一  ぽす循環比の影響  
（一乗邦大）  

E10  214－220  
T．Goda  uslrlganaerObicbio・filter  

joinedwithaerobicbio・filtel  

E11   28  66－77   
須藤隆一  某，リン除去対策   

E12  稲森悠平   第3章 特殊環境の微生物   微生物生態芋Ⅰ（須藤  126－199  1986   
隆一編，共立出版）  

E13  1nt．J．Enヽ7iron．  25  7385  
estimatingstormrunoff】oad  
anditsappllCationtoLake  
Kasumigaura 

E14   汚濁物質の降雨時流出特性と流出  8   4g9－504   

負荷童  
E－15  海老瀬潜－   陰イオン物質流出動態の土地利用  37－42  19朗   

形態による相違   演会論文集   
E－16  （93）  46－57  

高崎みつる●・  素濃度の減少と底泥の酸素消費  
佐藤教久■  

（暮東北大）  

E－17  27－4（）  

M．Takasakj●．   eutrophiclakeandtherole  SedimentContaining  
A．Sato◆  Ofsedimentoxygerldemand  
（◆TohokuUniv．）  

E－18  604611  

石崎勝久●  ぽす負荷変動の影響  
（■東京埋大）  

E－19  8  729736  
寺薗克博●  ンおよび有機物の同時除去に関  

（●環境プラント）  する研究  
E20  17  315－316  

phosphorusandnitrogenby  
SequenCingbatchreactor  
activateds】udgeprt）CeSS  

E－21  163173  
（■Natl．Inst．Agror  

Enviro】l．Sci．）  1I．HydroponicCultures  

E22   湖沼集水域の汚濁負荷ノンポイ  91115   

ント・ソースの評価と制御－   

E23  合田絆   日本の命脈“水’●r名水官選一を  （6）  46－59  1g85   
終えて   

E24  合田陛   美しさ保ちたい日本の水一川や  60．5．9   8  1985   
湖の浄化で元の姿に   

E25  3957  
（■KyotoUniv・）  incorporatingintrace】】u】ar  

Carboh）▼drateandphosphorus  
poo】s  

E－26   感覚値測定をめぐって   環技協ニュース   6（3）  1 1985 
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E－27  合田健・藤原正弘暮  市政   34（7）  

仁環境庁）   

E－28  低沸点有機塩素系化合物の生成要  昭和59年度環境保全研  8卜8－20  

（■土木学会衛生工学  
委員会水質管理に  
関する研究小委貞  
会・国立公衆衛生  
院・北海道大学・山  
梨大学・京都大学）  

E－29  座談会「水と緑の蘇生流城下水  8（10）  

適の特性と機能等を中心に－」  

湖沼水質保全ヒ下水道   月刊「‾水道  3S42   

E30   地盤沈下  8（10）  

E－31  改訂第2版，上巻（藤  1985  

原元興ら編，南江堂，  
飢3p．）  

生酒排水処理システムの高度化に  9－1－9－23  

E－32  関する研究  高度化に関する総合研  1985  

（◆厚生省・日本環境整  究（環境庁，240p．）  
傭教育センター生  
活排水処理システ  
ム検討委員会・国立  
公衆衛生院）  

E33   水の文化東北の名水   家庭と電気  353   4－11  

E34  須藤隆一   生活雑排水対策の現状と課題  設計資料   21  4347  1985   

E－35  須藤隆一   水生生物とその横能   水質環境科学（合田健  213－309  19邑5   
編乱丸善，417p．）  

E－36  第5章第6節生物試験  環境測定分析法註解  305316  
（環境測定分析法編倭  
委員会，日本環境測定  
分析協会，426p．）  

E－37  第6葦第5節生物試験  環境測定分析法註解  404415  
（環境測定分析法編倭  
委員会，日本環境測定  
分析協会，426p．）  

E－38   湖沼の汚濁と生活排水  統計  36（12）  

E39  須藤隆一   下水の嫌気性処理   ‾下’水道協会詐   22（8）  Z－11  1985   

E40  須藤隆一   排水からの窒素およぴリン除去の  14  483－485  1985   

意義括集にあたって－  

Energybudget－Eff］uent   Biotechnol．  5呂呂－602  

Y．1namori  treatmentproCeSS  Biopr（〉亡eSSE】1g．  

（1＼K．Ghoseedり  
621p．）  

E42  微生物個体群の変動と相互作用  1一呂3  

隆一編，共立出版，  
205p．）  

E－43  25  1321  

wastewatertreatmerLt  
prOCeSSeS  

E44  膜による排水処理技術  最近の製剤技術とその  296－3【）0  

応用Il、（医療ジ17－ナ  
ル社，399p．〉  

E45   植物プランクトン個体群の分類階  8  435442   

（●技術部）  紋別情報エントロピー  
田井慎吾・  排水処理における小型コンビュー  21   1313－131  7 1985   

土井賢二郎◆  ターの利用第一・講概論  
（◆東京水処理管理）  
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E47  22  377383  

（●東京水処理管理）  

トにおける小型コンピューター  
の利用  

E－48   ・三芳   土質工学会東北支部設  123－132   
立三十周年記念誌  

E－49  41  33－38  

andinteractionsbetween  
nitrateandammonium  
uptakeinC／紺地〃g肋α〃如揖  

E－50  Kineticsofnitrogen・Or  41  3呂ト387  

phosphoruS－1imitedgrowth  
andeffectsofgrowth  
COnditionsonnutrientuptake  
irlC／肌伽瑚朝＝∽擁坤  

E－51  21（2）  

K．Muraoka   microstructureinthermally  
stratifiedlake   

30  43－48   
雨流出特性について   演会論文集   

E53  7585  

村岡浩爾  統計解析  
仁総合解析部）  

E－54  湖面に作用㌻る風応力の検討（中   7（137（）8  

鶴谷広一＝・  問報告）  演会論文集  
古所五郎＝・福島武彦  

（■東京工大，＝港湾技  

術研，＝●信州大）  

E－55   これからの水質保全研究について  8  208－20g   

底質研究の重要性－  

E－56  23（261）  

須藤隆一  伴う湯ノ湖の水質変化  
（●東京農工大）  

E－57  Studyonwaterquality   Trans．JSCE  15  285－286  

T．Fukushima   predictionbyboxmode］   （Hydraul．Sanitary  
Eng．Div・）  

E58   有機ハロゲン物質の地下水中の流  8（5）   

勒特性について   
E59  33（2）  

伊藤洋＝  数の測定  
（●埼玉大，＝熊谷組）  

E－60   有機ハロゲン化合物の生分解につ  8   289295   
いて   

E－61  矢木修身   バクテリアの話1．潮水中のバク  27（5）  3637  1985   

テリア   
E62  矢木修身   バクテリアの話 2．硫酸還元菌  水   27（6）  90－91  1985   

E－63  矢木修身   バクテリアの話 3．消化菌   水   27（7）  8687  1985   

E－64  矢木修身   バクテリアの話 4．脱窒菌   水   27（8）  8283  1985   

E65  矢木修身   バクテ1」アの話 5．放線菌   水   27（9）  86－87  1985   

E－66  矢木修身   バクテリアの話6．カビ臭生成放  27（10）  80－81  1985   
線薗   

E－67  矢木修身   バクテリアの話7．放線菌のカビ  27（11）  8（ト81  1985   

臭生成条件   
E－68  矢木修身   バクテリアの話 8．鉄バクテリア  水   27（12）  8385  1985   
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E69  4（i（1）  

R．Sudo  Onthemustyodor  
（◆IbarakiPrefect．）  

Kasumlgaura  

E70   バクテリアの話9．大腸菌群   28（1）   

E－71  矢木修身   バクテリアの話10．光合成細菌  水   2る（2）  9091  1986   

E－72  矢木修身   バクテリアの話11．アオコ分解ウ  28（3）  88－89  1986   
イルス   

E－73  矢木修身   バクテリアの話（終回）細胞質過  28（4）  7677  1986   
伝チープラスミドー   

E－74  57－63  
S．Suda事．  SpeCiesof〟iCrOり岱Jね  
F．Kasai＝  （Cyanophyta＝Cyanobacteria）  
T．Sawaguchi●  

（’Jpn．NUSCo．  
Ltd．．‥En官．DiY一）  

E75  微細藻類（microalgae）  微生物の分離法（山里  133－144  
一美ら編，R＆Dプラ  
ニンプ，902p．）  

E－76  Afiniteelementsolutionofa   21  14271445  
H．Nakajima●，  tidalcurrentprobleminthe  
M．Mori一  SetolnlandSeabyusing【he  
（，Univ．Tsukuba）  

E77   沿岸海域における赤潮発生機構－  
研究の現状と今後の課題－   2る     45－53  

F．環境生理部  

記号  発 表 者   題  目   掲 載 誌  巻（号）  ページ  刊年   

F－1  Biochim．Biophys．  835  77－82  
T．Kusumi●  containing lipid in Acta  
（●Univ．Tsukuba）  

F－2  875  97－102  
T．Kusumi◆  COntainingtauroLipidisolated  
（●Univ．Tsukuba）  

銑〝叩可痛沌  
F3  816  37－45  

T．Miura  CellghostsandincTeaSed  
associationofce】1membrane  
proteinswithcytoskeletons  
inducedbycadmium  

F4  AnapparentacceIerationof   77  451457  
T．Miura∴K．Kubota  

redblood亡ellsbycadmium  

F－5   田  110   
T．Miura   andratredcelLmembranes   

F－6  Changesinmembrane  J．Biochem．  99   3g7406  
K．Miyasaka－，  propertiesofratredblood  
T．Miura  Cellsinducedbycadmium  
（●Chem．Phys．Div．）  

membrarLefraction  

F－7   地球環境  総合衛生公衆衛生学，  252254   
改訂第2版，上巻（藤  
原元典ら編，南江堂，  
843p．）  
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F8久保田憲太郎  窒素酸化物（他20項目）  環境科学辞典，荒木竣  1985  
ら編，東京化学同人，  
1015p．）  

F－9L．Le＼7ine◆，  Acaveatintheinterpretation     Advancesin   R3－851985  
T．K〔〉ba），aShi   oi radioimmunoassays for Prnstaglandins and 
（暮BrandejsU一山▼．）  8raCJ】idorljcacjdJner∂bのj加s  Leukotrienes  

（RavanPressN．Y．）   

F101T．Koba〉，aShi  62 1985 
contentofmetabolitesof  

arachidonicacidir）1ung  Prostaglandin  
1avage  Research（Gendai  

Iryosh乱232p．）  

F‖／封．Suzuki－，   836  3943961985  
T．K（〕bayashi，   plasmalipids，plateletfat［y  Acta  
S．Ha）・akalヽ■a◆，   acidsandprostacyclin   
0．Wada暮●  release  

（●Natl．Foく）dRes．  

Insし，  

＝Univ．Tok〉・0）  

F1Z嵯峨井膵  ビタミンEと大気汚染  ビタミンE一基荘と臨  25（ト25呂1985  
床－（福場博保・美濾  
真監修，五十嵐佑編，医  
歯薬出版，565p．〉  

F13内山充●・松尾光芳＝・  （学会出版センター）  439p．1985  

嵯峨井防  
（一国立衛試，  

■●東京都老人総合研）  

F－14嵯峨井勝  過酸化脂質と生体（内  1451i0 1985 
差および系統差  山充・松尾光芳・嵯峨  

井勝編，学会出版セン  
タ，439p．）  

F、151嵯峨井勝  過酸化脂質と生体（内  333354 1985 

汚染物質  山充・松尾光芳・嵯峨  
井勝編，学会出版セン  
ター，439p．）  

F－16F．Shiraishi．  Thegeneticeffectsofthe   15  53ト5381985  

H．Bandow＊   photochemica】reaction   Health  
〔●Atmos．Environ．  products of propylene plus  

Div．）  NO20nCulturedChinese  
hamstercellsexpo㌍d玩1流れ  

F－17F．Shiraishi，  Mutat．Res．  173  135－1391986  
S．Hashimoto■．   exchangeshChinese   
H－Bandow◆   hamsterV79cellsby   
（●Atom（）S．Environ．  exposuretothe   
Div．）  photochemi（：alreaction  

productsoftolueneplusNO2  
inthegasphase  

F－18Y．Takahashi，  九＝正腑efrectBofnitrogen   Toxicol．Lett．  26  14515219桁  

T．Miura  dioxideandozoneDn  
ⅩenObioしicrnetal）Olizing  
systemsofratlurlgS  

F－19Y．′1、akahashi．  九卜扉旺effectofozone   15  855864 1985 

T．Miura．   inhalation on nenobiotic Hea】しh  

K．Kubota   metabolismoflungandliver  
ofrats   

F20H．Fujimaki  Suppressionofprjmar〉7  Toxicol．Lett一  25  69－741985  
antibodyresponsebyasingle  
exposuretocadmiuminmice  

F－21藤巻秀和  医学のあゆみ             金属とアレルギー気遺アレルギ  136  407－4101986  
－と金属－   
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F22  lnductionofIgEantibody   lnt．Arch．Allergy  79  206210  
M．Ozawa◆，  productiontoaerosol王zed  
1＼Ashikawa●，  ovalbumininmicetrea【ed  
K．Kubota．  intratracheally with 
N．Waran∂k暮  a】uminumsf】fc∂〔e  

（リikeiUniv．）  

F23   温度・気圧と健康   人間・環境系の雇斗芋  7387   
（メジカルフレンド社）   

F－24  27㌧34  

（●茨城県医師会）  の検討－とくに日立市にお  
ける国保と健保加入者の保健意  
識についての一考察－  

F125  Effectsofpretreatmer）teither   233236  

K．Sano●・   withCd／c）rSteineor   andTargetCel］  
R．Kawamura，   meta】1othioneinonrenal   Toxicity（P．H．  
C．Tohyama‥，   toxicityofCdchallenged  Bach＆E．A．Lock  
K．T．Suzuki■■  Withbothcomplexes  edりJo山刀Wj】ey＆  
K，Kub（〕ta  Sons，l】1亡．）  

（暮Univ．Tsukuba，  
＝Environ，Hea】【h  

Sci．Div．）  

F－26   15  323331   
T．Miura，  glycolyticenzymesinrat  
K．Kut〉Ota  】u喝SprOducedbynitrogen  

dioxide   

G．環境保健部  

記 弓▼   発 表 者   題  目   掲 載 誌  巻（号）  ページ   刊年   

G1  Eisei Kagaku 31  P50  
R，Kawamura．  accumulationofcadmium  
H．Sunaga●，  anditstoxicological  
M．Yamamura＝，  indicators  
M．Nishikawa‥●  

N．Shim（）jo暮，  

K．T．Suzuki  
いUniv．Tsukuba．  
＝BasicMed．Sci．  

Div．，  

＝◆Chem．Phys．Div．）  

G－2  Excrelionpro⊂eSSOrCOpper  17131716  
K．T．Suzuki  fromcopperpreloadedrat  

1iverparench）・ma】cells  

G3  Toxicology  36  13ト138  
N．Shimojo◆，  亡holinesteraseactivit）rby  
K．T．Suzuki  Cadmjum  
（■Univ．Tsukuba）  

G4  14  5卜57  

Ⅰ．Wakisaka  bipheIlyls（PCBs）to  Contam．Toxicol．  
（■UnれNagasaki）  

pla亡e71taandm（）thers′milk  

G5   56  ユ95－200   

H．Itoh◆  （HCB）frommotherしOneW・  
（’Chem．Phys．  bornbabythroughp】acenta  

Dれ）  andmi】k  
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記号  発 表 者   題  目   掲 載 誌  巷（号）  ページ  刊年   

G－6  Effectsoftheinsecticide   Arch．Environ，   14  535－540  
K．Wakamatsu■  acephateonelectrontransfer  
（雷Fukuoka  inbovineheartmitochondria  
Women，sUniv．）  

G－7  Methylethylketoneperoxide   517524  
A．L．Tappel■．  damagetocYt（）ChT（）meダー450  

（■Univ．California，  

Davis）  

G－8  EffectofdietaryvitaminEDn   55  317－326  

A．L．Tappel■，  methylethylketoneperoxide  
（●Univ．California，  
Davts）  cytochromeP－450peroxidase  

G9  44（4）  

白石浩二■事  圏大気汚染度の検討  
（■東京都監察医務院，  

＝東京大）  

G10  9  97－100  

太田庸起子・  る研究  共同利用研究成果報告  
本多照幸＝  書  

（●東京大，  

＝武蔵工大）  

G－11   大気汚染と塵肺  Med．Technol．   13  1161－1163   

G12  AnelectronsplnreSOnanCe  Arch．Environ．   4（I（5）  

H．Shiraishi●，  studyoffreeradicalsin  Health  
Y．Tabata●  blackdustdepositedin  
（●Univ．Tokyo）  human lungs 

G13   40   799－811   

（●長崎大）  する疫学的研究  
鈴木和夫  メタロチオネイン遺伝子▼その  133   川  1985   

DNA配列の特徴と利用  

G－15  鈴木和夫   琴境科学研究の最先端   プア／レマシア   21   536538  1g85   

G－16  lnhibitioI10fprotehsecretiorl  417ト4173  

H．Uehara●，  fromliverbycadmium  
Y．Takano‥，  
Y．Aoki，  
（●Univ．Tsukuba，  
＝KitazatoUniv．）  

G－17  Separationand   Corp．Biochem．   82C  
K．T．Suzuki，  characterization af Physio】．  

H．Sunaga．  metallothioneinintwo  
T．Kobayashi●，  SPeCiesofsealsbyhigh  
R．Doi●  performance liquid 
（●AsahikawaMed．  

Coll．）  abSOrption spectrophotometry 

G－18  Cadmiumfoundinnon－SO）uble  37  27－38  

Y．Saito●，  fractionofkidney  
K，T．Suzuki  homogenatesanditsrelation  
（●Natl．Inst．Hyg．  

Sci．）  Cadmium・CySteine  
administration  

G－19   妊産婦における水銀の経胎盤移行  40  685－694   

に関する研究  
G－2〔l  2  49－55  

松本理  ぴに臍帯血中の主要元素と微量  
元素の濃度およびその相関性  

G－21   136  305306   

小野雅司・太田庸起子・  
脇阪一郎  相関性   

（●計測技術部）   
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G22  32  P・27  

H．Uehara■，  ofproteinsfromrat】iver  
Y．Takano‥．  
K，T．Suzuki  

（■Univ．Tsukut〉a．  

＝KitazatoUniv．）  

G23  Theroleofmetallothioneinon   6  28529ユ  

C．Tohyama，  thee】evatedexcretionof  
H．Saito  copperinurinefrompe〔〉p】e  

）ivinginacadmium－pOlluted  
area  

G24  60  1〔16－108  

（●Environ．Bio】．  methodforbiologlCal  
Div．）  SamplesinNMRprQbesand  

itsapp】】Cationto  
photos〉，nthesizlnggreen  
algae  

G25  Phosphorus▲31nuclear  J．Biochem．  97  15511560  

magneticresonancestudies  
on intact erythrocytes 

Determinationofintracellular  
pHandtimecoursechanges  
inphosphorusmetabolites  

G－26  Phosphorus・31nuclear  PlantSci．  38  87－92  

T．Yoneyama●，  magneticresonancestudies  
0．1to‥  onhigherplanttjssue  

いNatl．1nst．  

Agrobiol・Resourり  
＝Environ．Biol．  

Div．）  

G27   20  120－127   

小野雅司・平野靖史郎  
（●鹿児島大）  

H．生物環境部  

記号  発 表 者   題  目   掲 載 誌  巻（号）  ページ  刊年   

H－1  Apre）iminarystudyonthe  35  461丁468  

R．Ueno  faunalmakeupandspatio・  
（暮HokkaidoUniv．）  

Carrionbeetles（CDleopteraニ  
Silphidae）onthelshikari  
Coast，NorthernJapan  

H－2  EffectsofO。andNO2aloneor  54  152159  

G．Takeba●，  incombinationonthe  
A．Shimizu‥，  distributionof13C・aSSimilate  
T．Totsuka  inkidneybeanplants  

（●KyotoPI■ef・Univ・．  

＝Eng．Div．）  

H3  Growthresponsesofplantsto   38  36卜373  

T．Totsuka，  Variousconcentrationsof  
T．Fukuzawa■，  nitrogen diaxide 
T．Tazaki●  

（■TohoUniv．）  

H4   15Ndilutionmethodfor  NewPhytol．  1（】2  73－84   

T．Fukuzawa－，  estimatingtheabsorptionof  
T．Tazaki■，  atmosphericNO2byplants   
T．Totsuka  
（－TohoUniv．）  
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H－5  可知直毅   マツヨイブサの生態   植物と自然   19（6）  1419  1985   

H6  J－Eco】．  73  887－9Dl  
（●Univ．Tokyo）  伽刷版町錘油壷服ina  

Sanddunesystemwith  
SPeCialreferencetothe  
adaptivesignificanceofsize－  
dependent reproduction 

＝丁  1045－1（）55  

SuほiteinmesDph）・1l  
protoplastsisolatedfrom  
拓也力血L．inrelatioIltO  
intracellularsu］fite  
accumulation  

H－8  Light▼inducedalkalinizationof  79  825828  
T．Sakaki，  thesusperLdingmediumof  
N．Kondo，  guardcellprotoplastsLrom  
K．KDbayashi●事，  Vkね．ねぬL．  
K．Syono－  

（◆Univ．Tokyo，  
■●TokyoGakuge】  
Univ．）  

H－9  Cyc】icandnonc）・Clic  PlantPhysi8】．  78  211－214  
E．Zeiger■  photophosphorylation in 

（■S亡anfordUniv．）  
Ch】DrOp】astsfroInlれ■rgβ兎∂α  

L．  

H－10  Bluelighトdependentproton  319（23）  

M．IinD●，  entrusion by guard-cell 
E．Zeiger‥  protoplastsofl′≠c～βノげ∂♂  

（一TokyoMetrop．  
Univ．，  

ー●StanfordUniv．）  

＝∴＝  Photosynthesisandprimary  7  303－312  
T．Iwakuma，  prDductionof〟J■仁和q岱J由  
M．Yasuno  仇㍗Ⅵg■乃ひぶβKi】t乙inLake  

Kasumlgaura  

H－12  Changesinenzymeactivities  64  111117  

Y．Takeuchi，  invoIvedinformationand  
A．Komamine●  interconversion of UDP- 
（■Univ．Tokyo）  SugarSduringthece）1cycle  

inasynchronouscultureof  
（〃′血7れ7〃Jゐ混ざ和ざβ〟5  

Hノ13  ChangesinintracellularUDP・  64  197201  

Y．Takeuchi，  Sugarlevelsduringthecell  
A．Komamine●  CyClehas〉，nChronous  

（●Un王Ⅴ．Tokyo）  cultureofCafhL27unth  
れ那花Ⅵ岱  

H－14  Changesinsyntheしicactivityof  64  202206  

Y．Takeuchi，  cell aalls during the cell 
A．Komamine暮  CyCleinasynchronous  

cullureofC（フJ／∽J甘IIJ／z〟ざ  （●UnivTokyo）  
れフ∫g〟5  

H－15   Change in nitrate-reducing PlantCe】】Physio】．  
J．Nihira●．N．Kondo，  
T．Tezuka－暮  withNO2fumigation  
（●Univ．Tsukuba，  
＝NagoyaUniv．）   
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＝l†ト  Light－aCtivationofNADP－  PlantPhysiol．  79  829－832  

K．Tanaka，  ma）atedehydrogenaseirl  
N．Kondo．  guardcellprotoplastsfrom  
K．Kobayashi‥，  l今r由カ∂αL．  

K．Syon〔I●  

（●Univ．Tokyo，  
‥Tok），DGakugel  

Univ一）  

H－17   地球的規模における二酸化炭素濃  38  110－112   

度の増加と環境変化  
H－18  46  7072  

ンクトン群集組成は決定される  
か？  

H19  Population dynamics and H），drobio】ogia  124  13－22  

M．Yasuno  productionofcladoceran  
ZOOplanktoninthehighly  
eutrophicLakeKasumigaura  

lト20  Efiect（〉ftemperatuTeintlle  46  1851gl  

M．Yasuno  1aboratoT’）rStudiesongrowth，  
eggdevelopmentandfirst  
parturitior）Offivespeciesof  
cladocera  

H－21  Oc⊂urrenCeO‖ね娘祓用仙毎M  46  212214  

M．Yasuno  ScourfieldinLake  
Kasumigaura  

H－22  Structura］assoeiationsbetween  815817  

A．Furukawa．  mitochondria and 
T．To【suka  chloioplasts in the bundle 
（●TokyoUniv．  sheathcel】so一月）rJ加Jdrd  

Agric．Techr10L．）  

n－23  Characteristicdistributionof   237ト2377  
S．Hatake〉，ama，  chiron（〕midsintherivers  
Y．Sugaya暮  pollutedwithheavymetals  

（●Eng．Div．）  

H24  Effects of insecticides on Environ．Po】1ut．  3名  31－43  

Y．Sugaya●．  benthiccommunityina  （Ser．A）  

T．Iwakuma  mode】stream  
（●Eng．Div．）  

H－25   河川モデルによる生態系擾乱の研  623－630   

究  
H－26  M．Yasuno   Hazardassessme机Ofし0Ⅹic  56－73  1985   

Substancesusingmodel  Monitoringofthe  
aquaticecosystems   Stateofthe  

Environment  
（IndianNatl．Sci．  
Acad．，2鮎p．）  

l．技 術 部  

記号   発 表 者   題  目   掲 載 誌  巻（号）  ページ  刊 年   

1－1  K．Omasa．  DirectobservatlOnOfreversible  7g   153158  1985   

Y．Hashimoto●，  and irreversible stomatal 
P．］．Kramer‥，  responsesoLattached  
B．R．Strain‥，  sunnuwer leaves to SO, 
Ⅰ．Aiga．J．Kondo  

（1EhirneUniv一，  
1●DukeUniv．，  
＝◆Director）  
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Ⅰ－2  Studiesonthe］ifecycleof  Z4  205216  
F．Kasai  郎ぬ血血涙紺＝呵痛加川  
（－Univ．TokyD）  （Bajley）Hirano  

（Coniugatophyceae）  

l－3  鳥類食餌毒性試験による生態影響  109－123  
評価～ウズラを用し－たタロルデ  
ン毒性試験～  本環境協会，130p．）  

Ⅰ－4  Amicrocomputerusageforthe  725－735  
H．TakallaS址  measurement oi 
S．Takahashi，  chromosomesandthe  
Y．Mizuma●  preparationofkaryotype  
（●TohokuUniv．）  

15  実験動物学総論  80103  
（●慶応大）  （石橋正彦ら編，講談  

社，212p．）  

Ⅰ6  実験動物学総論  124134  
（●慶応大）  （石橋正夢ら編、講談  

社，212p．）  

Ⅰ一7  Breedingforantibody  Arln．Agric．Fenn．  
H．Takahashi．  producibi］itytoNewcastle  
S．1nooka●．  diseasevirusanddisease  
Y．Mizuma■  resistan⊂einJapanesequail  

（・ナohokuUniv．）  

Ⅰ8  321329  
杉本伸夫■・笹野泰弘■・  
竹内延夫●・  性の検討  
丹野直弘‥，  

斎藤典生‥・  
横戸健一●■  

（●大気環境部，  

＝山形大）  

Ⅰ－9  22  177182  
（●水質土壌環境部）  

ピューターを使った実験制御装  
置の製作（1）  

Ⅰ－10  22  283－290  
（■水質土壌環境部）  

ピューターを使った実験制御装  
置の製作（2）  

Ⅰ一11  187193  
土井賢二郎＝  理システム  
（●水質土壌環境弧  
＝東京水処理管理）  

Ⅰ－12   21（1）  
八巻直臣●・水落元之・  
村野健太郎‥・  
若松伸司＝・  
須山芳明‥●  

（●埼玉大，  

＝大気環境部，  

＝●神奈川県公害セ）   
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5．4 口 頭 発 表  

a．環境情報部  

記号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年月   
a－1  SAR580航空機実験報告一特にグランドト  日本地理学会1985年度  盛岡  

山口武別■・  ルースデータについて  秋季学術大会  
一条美雪雄＝  

（■技術部，＝川上農場）  

a2  
宮本定明■■・阿部泊＝・  研究会第7回シンポジ  

中山和彦＝  ウム  
（●京都産大，●◆筑波大）  

a－3  
官本定明＝・  民の意識構造の調査ヒ解析  術講演会  
阿部治＝・  

中山和彦＝  
（●京都産大，＝筑波大）  

a－4  
池辺八洲彦●・大井紘  演会  
（●筑波大）  

a5   
染観測に関して   

a－6  土屋巌   ランドサットTMテー一夕によるいくつかの  日本気象学会1985年春  東 京  60．5  
都市の同時熱的環境の比較   季大会   

a－7  鳥海山・月山の衛星データに基づく残雪調  昭和60年度日本雪氷学  宵山  
査12トーランドサットTMデータによ  
る解析－  

a－8  東京  
解析   グ学会第5回学術講演  

a9   環境分野における複合的情報検索   東京   
ポジウム（学術会議）   

a－10  環境データベースの構築と運用  京大原子炉実験所「原  
子力科学情報」専門研  
究会  

a－11  
一一個生環境データベース作成のための  
試行－   

a－12  東京  
安部書也●・  との比較  ヨン・シンポジウム  
上田修一＝  
（■計測技術部，  

＝慶応義塾大）  

a－13   東京   
索用語に関する比較   ポジウム（学術会議）   

a14  
松本幸雄  部「大気汚染における  

簡易測定法の現状」、  

a－15   大気汚染常時監視データの利用にかかわる   
問題点   支部 大気質調査部会   

a－16  松本幸雄   多変量解析による広域大気環境の時間・空  第14年度多変丑解析研  熱 海  60．5  
間的変動の解析   究会 5月特別研究会   
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記号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年月   
a－17  

浜本尚子●・  ンの主成分分析による要約と分類  
渡辺加代子●  

（●日本科学技術研修  

所）  

a－18   第24回計測自動制御芋  

（雷総合解析部）  全学術講演会   
a－19  

度依存性の評価   回リモートセンシング  
シンポジウム  

a20   札幌   
統計量の評価（1）   全学術講演会   

a21  

安岡善文  回リモートセンシング  
シンポジウム  

a－22   

b．縫合解析部  

記号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年月   
b－1  ThelandscapesofJapan   IletBestuurVoor  Brus＄el  

Methodsofpsychologicalevaluation  Monumenten－eTl  
oflands亡apeS   Iノ月ndsch叩S7nrg  

b－2   「まちづくりヒ素色の評価」について   入間郡日高  
記念事業   町（埼玉）   

b－3  青木陽二   都市景観の識別と評価に及ぽす緑の影響  日本不動産学会昭和60  
年度秋季全国大会   

b4  天野耕二   閉鎖性水域関連モデルの研究動向一現状  日本陸水学会第50回大  大 津  60．10  
の整理・分析一－   会シンポジウム   

b5  

竹内延夫●  パス法の技術的検討   （ライダー）シンポジウ  

（●大気環境部）  ム  
b6  

溝口次夫＝  さのライダーによる観測  術講演会  
（●大気環境部，  

＝計測技術部）  

b－7  東京  
杉本伸夫●・  ータ処理法の改良  回リモートセンシング  
清水浩●  シンポジウム  
（●大気環境部）  

b－8  東京  
松井一郎●・  統観測結果の解析  
笹野泰弘＝・清水浩‥  

（●技術部，  

＝大気環境部〉  

b－9  金沢  
久保井徹一・   ユレーションと硝酸思量素供給速度の推  科学会  
藤井囲博■・内藤正明  
（■水質土壌環境部）  

b10   東京   
後の方向について   

b11  Towardanintegrationofeconomicand  1nt．Symp．Math．   Kanpur  60．8  
ecoIogjcalfactorsintheutilizationof  Mode11ingEcol．   （India）  

environmentalresources－aCaSeOf  
Lake Kasumigaura 

b－12   60．9         仙台      湖環境の長期保全水準と環境利用活動の経   
済・技術特性   1985年慶大会   
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記号   発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年 月   
b－13  水の経済学  日本陸水学会第50回大  

会記念シンポジウム  
「水問題の現在と未来」  

b－14  Techr10l（）gyandsystems†oTm11nicipal     中国上海市環境衛生管   
Ⅵ・aStePrOCeSSing＆disposal   埋局技術系職員研修会  

b－15  Wastemanagementandrec〉rC】ing   3rd，1nt．Symp．  Antwerp   
treIldsihJapaIl  ん柑R⑳Mater・  （Belg．）  

Energy Refuse 

b－16   過渡音場の可視化  60．10                     日本音響学会昭和60年  

度秋季研究発表会  
b－17  田村正行   過渡音響の可視化   日本音響芋全額音研  

究会   
b18  TheroleofmathematicalmDde】sfor  

thepredictionof）akewaterquality  
andecology：AnexampleDftheir  
applicationtoLakeKasumigaura  

b19   廃棄物の再資源化   第8回三島市原境遇間  
記念講演会  

b20  地下水汚染の実態  第7回日本水質汚濁研  
究協会セミナー・化学  
物質による環境汚染  

b21   Jpn－Am．Environ．  
Conf．19呂5   （USA）   

b－22  地下水汚染の実態  環境問題シンポジウム  
－トリクロロ工テレ  
ン等有機溶剤の環境間  
題と対策－  

b－23   廃棄物の埋立処分地と環境問題  下館保健所管内市町村  
公害事務研究会講習会  

b24  中杉修身   粗大ごみの処理と有効利用  茨城県清掃協議会研修   

b－25  中杉修身   環境面から見た廃棄物の適正処理   産業公害対策セミナー  呉  60．11   

b26  清掃事業サービスの基本的考え方と住民意  一般廃棄物処理施設場  長野  
諌   長研修会  

b－27   
（●東京工大）   評価   究発表会   

b28  中杉修身   廃棄物処理における微丘有害物質汚染の動  第16回公害防止推進全  東 京  61．3  
向とその対策   国大会   

b－29  廃棄物処理における微量有害物質汚染の動  横浜市廃棄物処理施設  横浜  
向とその対策   技術管理者講習会  

b－3（）   

状況一一現状の整理・分析－  

住民参加による街並みづくりのための景観   
安岡善文＝   合成・評価手順の提案－IPSEN・   年度秋季全国大会  
（●東京工大，   ELMES  
＝現場情報部）   による実験にもとづいて－  

b－32  仙台  
留悪点一成最率ヒ利子率の関係無税に  
よる便益の過少評価－  

b－33   仙台   
金津経路再考－   1粥5年慶大会   

b－34  仁科克己   地価理論からみた土地政策と環境保全  日本不動産学会昭和68  
年度秋季全国大会   

b－35  原沢英夫・西岡秀三  住民意識と住環境条件との関連分析と指標  土木学会第13回環境間  東 京  60．8  
化について   題シンポジウム   
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記号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年 月   
b－36  htegTatedapproachfore11Vironmenta】  Int．Symp．hProj．   Pattaya  61．2  

protection   Manage．Approach  
Environ．Prot．”   

b－37   地域意向の把握手法と環境指標   60．8  
計画シンポジウム   

b－38  環境管理計画策定マニュアル（案）の基本  北九州市公害対策審議    61）．き  
的考え方と北九州市の計画素案の主要な 会現場管理計画策定部  
特徴について   会  

b－39   
京と北九州を対象にして一－   年度秋季全国大会   

b40  森田恒幸   土地利用と環境保全   新潟県公害技術研修会  新 潟  60．11   

b－41  環境管理と環境評価指標  北海道生活環境部「項  
墳管理に関する講演  
会」  

b－42   環境影響評価における最近の研究動向     農林水産省試験研究機  
関研究員公害研修   

C．計測技術部  

記号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年 月   
C－1  Rainfa】1cbaracterj5土icsandtムe   ThelstlnternatiorLal  Seoul  

M．Nishikawa  variation of trace elements in rain Conference on 
WatarOfTsukuba，Japan  Atmospheric  

Sciences and 
ApplicationstoAir  
Quality  

C－2   大津   
義  

C－3  安部喜也・西川雅高  降水中粒子成分と大気浮遊粒子中の元素濃  

度   会年会   
C－4  安部書也・西川雅高  降水中粒子と大気浮遊粒子中の元素濃度の  

比較   
C－5  

高村典子雷   ロロフィル吼占及びフェオフイナン〟．ム   
（●生物環境部）   同時定量  

C－6   
討論会  

C－7  日本化学会第50春季年  

広瀬妙子■・溝口次夫・  
金澤五寿雄■■・  
土器屋由紀子■■  
（●技術部，＝気象研）   

C－8  第3回エアロゾル科学・  

広瀬妙子■・溝口次夫・  技術研究討論会  
金沢五寿雄‥・  
土器屋由起子‥  
（●技術部，＝気象研）  

C－9  日本気象学会1985年秋  

広瀬妙子■・溝口次夫・  季大会  
金澤五寿雄■●・  

土器屋由起子＝  
（■技術部．＝気象研）  

C10   

安部喜也   気汚染物質の測定（2）   

C11  瑚刀正行・宮坂恵子・  第26回大気汚染学会  東 京  60．11   

広瀬妙子●・溶口次夫・  
金澤五寿雄‥・  
土器屋由起子‥  
（●技術部，‥気象研）   
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記 号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年 月   
C－12  第26回大気汚染学会  

広瀬妙子●・溝口次夫・  
金澤五寿雄＝・  

土器屋由起子＝  
（●技術部，＝気象研）  

C－13  ホソバミズゼニゴケによる嗣蓄積と嗣の転   第14回日本蘇苔類字会   
流  鳥取大舎  

C－14   大山   
鳥取大会   

C－15  佐竹研一   水生辞首領によるスカンジウムの蓄積  1985年度日本地球化学  
会年会   

C16  佐竹研一・相馬悠子  酸性湖‘’恐山湖”の水と植物と湖底堆積物  日本陸水学会第50回大  大 津  60．10   

C－17  佐竹研一・宮崎龍男●  

（●筑波大）   

C18  佐竹研一・西川雅高・  

柴田恵子   
C19  柴田康行・森田昌敏・  HPLC／DAN－ポストラベル法による，Se  日本分析化学会第34年  神 戸  60．10  

不破敬一郎   （Ⅳ）とSe（Ⅵ）の高感度定立法   

C－20  白石寛明・大槻晃  摩周湖湖水中のHCHの濃度について   1985年度目本地球化学  
会年会   

C－2l  白石寛明・大槻晃  霞ヶ浦潮水中より検出された除草剤由来の 汚染質の同定  日本陸水学会第50回大  大 津  60．10   
物  

C－22  瀬山春彦・相馬光之  ⅩPSによるモンモリロナイトの分析   第ヱ2回X線分析討論会  東 京  6（）．9   

C－23  梅澤善夫●・相馬光之  嗣イオン選択性電極の応答と電荷の分離過  日本分析化学会第34年  神 戸  60．10  
（●北海道大）   掛こ関する研究   

C－24  相馬光之・漸山春彦  X線光電子分光法による岩石粉末の表面組  1985年度日本地球化学  筑 波  60．10  
成分析   会年会   

C－25  
原田一誠●  フェンの吸着とポリチオフェンの生成  
（■東北大）  

C－26  
抗：：■  香族化合物の反応   年会  
（●東北大）  

C－27  
原田一誠●  反応一共鳴ラマン分光法による研究一  
（●東北大）  

C28  
相馬光之・森田昌敏・  会年会  
河合崇欣・瀬山春彦  

C－29   
薄口次夫   果について   技術研究討論会   

C－30  
西川雅高  と金属元素の挙動に関する研究   術講演会  
（●京都大）  

C31  
忠鉢繁●  会年会  
（●気象研）  

C－32   
溝口次夫   ついて   

C33  
忠鉢繁●  ポジウム  
（■気象研）  

C－34   

大槻晃   会年会   
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記号   発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年月   
C－35  野尻幸宏・河合崇欣・  霞ヶ浦湖水中の微量金属元素濃度とその変  日本陸水学会第50回大  大 津  60．10  

大槻晃   動について   会   
C－36  

（●島津製作所）  を用いた表面電離検出法（1）アミン化  
合物への適用  

C－37  豊橋  
小倉美儀＝  （M十H）◆，M◆，（Mト＋H）◆の生成過程  合討論会  
（－東京理大，‥明屋大）  

C38  

（●島津製作所）   感度検出器：表面電離型検出器  メトリー東京討論会  
（SurfacelonizationI）etector）  

C－39   神戸   
－YO．Y，Y＋，Y＋＋の発光強度分布－   

C－40  日本気象芋会1985年春  
栗田秀資‥・  
苫田毅＝◆・  

季大会  
梅原茂■＝・早狩進＝1  

（■大気取掛弧  

＝長野県衛公研，  

＝●青森県公害セ）  

C－41  
古谷長蔵＝・吉次清＝・  季大会  
鈴木英治＝・  

早田寿文＝・  

寿忠相隆太郎‥  
（事大気環境部，  

＝山口県公害セ）  

C42  
吉圧懐㌣・原子昭●・’  甲田，田茂滝岳山頂での0。測定結果－  

第26回大気汚染学会  

（●大阪府公害監視セ，  

＝セイコー電子工菜）  

金澤五寿雄十  
土器屋由起子暮  

会年会   

会年会  
（●島根県西郷保障所）   

グラフイ一における保持指標について   
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d．大気環境部  

記号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年 月   
d1  HOSO∫型ラジカルの分子構造  日本化学会第50春季年  

永瀬茂暮  
（●横浜国大）  

d－2   
（●技術部）   硝酸メチル生成の促進   

d－3  オゾン生成に対する一次汚染物質追加の影  第26回大気汚染学会  
奥嶺清志’・  響  
鈴木保美，・秋元笹  
（一日本項墳衛生セ）  

d－4   第2匝】化学反応討論会   
応の研究   

d－5  炭化水素からの有機エアロゾル生成（2）シ  日本化学会第50春季年  東京  
水落元之▼・   タロヘキセンーNOズ系からのエアロゾ   

村野健太郎・尾崎裕  ル生成に及ぼす水分効果及びエアロゾル  
（1技術部）   転換率の検討  

d6  東京  
水落元之◆・   タロヘキセンーNOエー加湿空気系から  技術研究討論会  
村野健太郎・尾崎裕  
（●技術部）  

d7  東京  
水落元之●・   クロアルケンNO∫加湿空気系から  
村野健太郎・尾崎裕  
（●技術部）  

d－8   HCCOラジカルのレーザー蛍光   東京   

d－9  Tok）ト0  

（DCCO）radicalformedin  Photo⊂hem．  
0＋C2H⊇（CコD2）reactiorl  

d－10  UVphotodissociatiorLOfsmall  XllthInt．Conf．  Tokyo  

K．Kasatani●，   moleculesinisolatedconditionsand  
H＿Sato一、  inadsorbedstates  
N．Nishi‥，G．lnDue  
（暮MieUnivり  
＝Inst．Mol．Sci．）  

d－11   東京   
d－12  非結合ポテンシャルを分光学的に決められ  日本化学会第51秋季年  金沢  

るか一XeCl，KrFの場合－  会（含連合討論会）化学  
関係学協会連合協議会  
研究発表会・合同大会  

d13  GO2の光分解生成物のレーザー蛍光  岡崎  
Becker●  
（◆ボン大）  

d14  東京  
上原漕●  の中での乱流拡散  
（●技術部）  

d15  東京  
中島正基●・  列  ジウム  
′ト鑓貞義●・植田挿匡  

（t姫路工大）  

d16   乱流構造と乱流統計量  日野郡薄口  
町（鳥取）   

d－17  栗田秀耳●・植田洋匡  沿岸域から内陸域への長距離輸送の発生機  大阪管区気象講演会  大 阪  60．10  
（●長野県衛公研）   構と汚染物質の輸送過程   1985年秋季大会   

d－18  植田洋直・上原清●・  第26回大気汚染学会  東 京  6〔）．11   
松浦洋司‥・  
北田敏腐＝  
（●技術部，  

＝豊橋技科大）   
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記号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年 月   
d19  

（一長野県衛公研）  送（Ⅰ）一兵距離輸送の機構と汚染物質  
の輸送退席ト  

d－20  
（●長野県衛公研）   送（Il〉一気象条件による輸送過程の分  

類－  

d21  
佐々木一敏●・  動  
植田洋匡・光本茂記  
（事長野県衛公研）  

d22  第26回大気汚染学会  
笹井春雄◆・  素成分の特徴  
票田秀賢●・  

佐々木一敏●・  

植田？羊匡・鵜野伊津志  
（●長野県衛公研）  

d－23  
栗田発音●・  

佐々木一敏■・  
植田洋匡・洛野伊津志  
（●長野県衛公研）  

d－24  
植田洋匡  渦度およびその光化学反応  
（●長野県衛公研）  

d－25  
寺田豊●・太田幸雄●  年会  
（●北海道大）  

d26  
大書多敏一   SO2の酸化反応  

d27  第26回大気汚染学会  
木村義昭■・  
太田幸雄＝  
（－電気化学計器．  

＝北海道大）  

d28  第26回大気汚染学会  
内山政弘・大音多敏一  
（●日本気象協会，  

＝北海道大）  

d－29  日本気象学会1985年秋  
若松伸司・中村晃●  季大会  
（■北海道大）  

d30  
若松伸司・中村晃◆・  
平松親■・斉藤進‥  
（●北海道大，●■札幌市）  

d－31  
若松伸司・中村晃、・  
平松報暮・斉藤進‥  
（－北海道大．●●札幌市）  

d－32  第26回大気汚染学会  

若松仲司  
（一北海道大）  

d33  

泉克幸・福山力   って生成する二成分クラスターイオンの  
安定性  

d－34   東京   
村野健太郎・福山力  いたサイズ依存性の測定   

d－35  尾崎裕・泉克幸・   電子衝撃によるクラスターの   第2垣］化学反応討論会  岡 崎  60．12  
村野健太郎・福山力  fragmentationLdimerイオンの生成   
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記号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年月   
d36  酒巻史郎・秋元登  脂肪族炭化水素の光酸化簡易反応モデルの  

製作と光化学オゾンの生成予測  
オレフィンNO√十空気系簡易反応モデ  
ルの製作  

計算機シミュレーションによるトルエンー   
NO∫空気系光酸化反応中の光化学オ  
ゾンの生成傾向の検証  

d－39  
ける光化学オゾン生成の計算機シミュレ  
－ン／ヨン  

d40   
算倣シミュレーション   

d－41  レーザーレーダー散乱解析の手法  環境科字特別研究研究  
発表会レーザセンサ  
一班研究会  

d42  

飯倉善和◆  試作   （ライダー）シンポジウ  

（●総合解析部）  ム  
d43  福井  

斎藤典夫●・  降雪雲の測定  （ライダー）シンポジウ  

横戸健一●・清水浩・  ム  
杉本伸夫・松井一郎＝・  
在野泰弘  
（●山形大，■●技術部）  

d－44  
（●千葉工大）  （ライダー）シンポゾウ  

ム  
d45  8a】timore   

N．Sugimoto．   1idaTmeaSurementSfrornthespa亡e  Op亡・  （USA）  

Y．Iikura一  shult】e  

（’Syst．Plann．Anal．  
Div．）  

d－46   60．10  

（●技術部）   TEMooモードの高効率化   術講演会   
d－47  

杉本伸夫・松井一郎●・  
笹野泰弘・  
飯倉孝和＝・竹内延夫  
（●技術部．  

＝総合解析部）  

d－48  第10回レーザ・レーダ   
松井一郎－・清水浩・  （ライダー）シンポジウ  

竹内延夫  ム  
（－技術部）  

d－49  HadamardtrarlSformspectrometer  Baltimore   
SyStemforJonざpaSSdifferentialUV／  （USA）  

visibleabsorptlOnmeaSurementOf  
atrrLOSpherictracespecleS  

d－50  
（●群馬大）   るNOzの励起スペクトルの解析  

d－51   60．10  
分の長光臨吸収測定の検討   術講演会   

d－52  Experimentalestimationoftheerror  1stInt．DIAL Data  Virginia  60．11  
l．Matsui■，H．Shimizu  duetothefluctuationofaerosol   Collect．Ana】．   Beach  
N．Takeuchi  backscattering in DlAL Workshop   （USA）  

（●E Div）          ng．  measurements  

d－53   60．11  
松井一郎●・  －レ→ダー装置の開発   
清水浩・竹内延夫  
（－技術部）  
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記号  発 表 者   項  目   芋会等名称  開催都市名  年 月   
d－54  SDの2∑＋→Ⅹ 2ⅢにおけるLifetimeのJ依存  日本化学会第50春季年  東京  

笠谷和男●・  性  
川崎昌博◆・佐藤博保●  
（●三重大）  

d－55   Laser-induced nuorescence uf SiCI, XIlthlnt．Conf．  Tok）′0   

N．Washida，G．Inoue  radica】   Photochem．   

d56  鈴本性・井上元   超音速ジェット中でのSiCl2のLIFスペク  
トル  

d－57  鈴木睦・井上元  超音速ジェット中でのCC12のLIFスペク  
トル   

d－58  Cl丹（n≧3）の生成とスペクトル  第2回化学反応討論会  
井上隆彦●・  

笠谷和男●・  

川崎昌博一・  
佐藤博保●・鈴木陸・  

井上元  
（●三重大）  

d－59  
上野敏行＝・  変調ClVライダーの動作特性  （ライダー）シンポジウ  

桜井捷海－・  ム  
石河直樹＝－  

（●東京大，＝千葉大，  

●＝明星電気）  

d－60   東京   
演会  

第46回応用物理学全学  d61  
馬場浩司＝・   特性と測定誤差（1）幾何学的効率と回路  術講演会  
桜井捷海●●・  雑音の影響  
石河直樹＝●  

（◆千葉大，＝東京大，  

事＝明星電気）  

d－62  
馬場浩司■－・  特性と測定誤差（2）非線形歪みの影響  
桜井捷海＝  
（■千葉大，■霊東京大）  

d63  
（暮環境情報部）   変調CWライダーの試作と動作特性  発表会レーザーセン  

サー班研究会  
d64   東京   

ロゾルの観測  
半導体レーザー擬似ランダム変調CWライ  d－65  

桜井捷海●・  ダーの特性と性能評価  グ学会第5回学術講演  
上野敏行＝・  会  
石河直樹＝●  

（■東京大，‥千葉大．  

＝■明星電気）  

d66  
馬場浩司＝●・  調歪みの影響  学術講演会第6回年次  
桜井捷海…・竹内延夫  大会  
（●千葉工大，  

＝東京理大，…東京  

大）  

d－67   
清水浩・杉本伸夫・  ／レ濃度分布の測定   （ライダー）シンポジウ  

松井一郎－・竹内延夫・  ム   
大書多敏一・浦慶＝・  
北村新三＝  
（■技術部，＝神戸大）  
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記号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年 月   
d－68  

杉本伸夫・松井一郎●・  

林田佐智子・  
飯倉善和‥・在野泰弘・  
竹内延夫・大喜多敏一・  
小林守＝－・石東和＝－・  

北原隆朗＝●・  
河村武●●1  

（■技術部，  

＝総合解析部，  

＝◆筑波大）  

d－69  

清水浩・杉本伸夫・  度の空間・時間分布の観測  
松井一郎●・竹内延夫  
（◆技術部）  

d－70  
中根英昭・琶野泰弘・  
（、神戸大）   サー班研究会  

d71  東京  
秋元肇   化反応中間体の検出  

d72  X11thlnt．Conf．  Tokyo  
H．Akimoto  butenearld2，3diTnethyl・2▲buteneat  

thechargetransferbandir10Ⅹygen  
matrixatllK  

d73  金沢  
ン類の特異的光化学反応  会（含連合討論会）化  

学閥係芋協会連合協議 会研究発表会・合同大  

d－74   岡崎   
素の光化学反応  

d－75  日本化学会第50春季年  
翁運筆＝・  

高木博夫＝●・秋元肇  
（◆日本公害防止技セ，  

＝中国環境科学院，  
●＝技術部）  

d－76  

秋元肇・田野中武志＝・  技術研究討論会  
大野正文＝  
（●技術部，  

‥公害防止技術セ）  

d－77  Rateconstantsandme⊂hanismsforthe   Ⅵ【thlnt．Conf，  Tokyo  
N．Ⅵrashida．   reaction（JfOHradicalswitha】kynes  Photochem．  
H．Ak童moto   inair  

d7S   
秋元肇   ジかレとの反応速度定数および反応機構   

d－79  畠山史郎・秋元琴  Criegee中間体とSO2の付加反応機構   第2回化学反応討論会  岡 崎  60．12   

d別）  

早坂忠裕一・  光学的厚さの決定  
岩坂春信■1・  

李大会  

林田佐智子  
（●東北大，‥名古屋大）  

d81  大阪  
林田佐智子・岩坂春信一  李大会  
（－名古屋大）   

d－82   Atmosphericoxidationofsu）fur   Vl仙Int．Conf．  Tokyo   
C．J．Howard◆   dioxide：Detectior10fHO2inthe   Photochem．  
（－NOAA）   reactionofOH＋SO2（＋M）withO2   
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記号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年 月   
d－83  二酸化硫黄の大気中での酸化反応：Otlラ  第26同大気汚染学会  

C．J．Howard◆  ジかレによる反応の機構と速度定数  
（●NOAA）  

d84  
栗田芳資●  距離輸送   1985年秋季大会  

（●長野県衛′＼研）       、ム  

d85  
植田洋匡・栗田秀貰‥  1985年秋季大会  

（暮計測技術部，  

‥長野県衛公研）  

d－86  

栗田秀富●  化  
（■長野県衛公研）  

d－87  

植田洋匡  送〔ⅠⅠⅠ〕一大規模気流の関東山地越え一  
（一長野県衛公研）  

d－88   京都   
（●東－大）  

d－89  Burgers乱流中のPassiveScalar   日本物理学会1985年秋  
の分科会   

d－90  赤城山における酸性努の組成  日本化学会第50春季年  
水落元之●・  会  
泉克事・福山か  
尾崎裕・氏家房雄‥・  
関口恭一＝●・  

寺田信之＝●  

（●技術部，  

＝群馬県衛公研，  

＝●電力中央研）  

d－91  軽井沢で観測された放射穿と雨の化学組成  
寺田信之■・  
水落元之＝・尾崎裕・  

泉克幸・福山力・  
植田洋匡・大書多敏一・  
佐々木一敏＝●・  

栗田秀賢＝  
（●電力中央研，  

＝技術部，  

●＝長野県衛公研）  

d92  赤城山の南東面に発生する霧の化学組成  
村野健太郎・  
寺田信之＝・  
水落元之■＝・  

尾崎裕・泉克幸・  
福山力・氏家淳雄●  
（●群馬県衛公研，  

＝電力中央研．  

‥●技術部）  

dg3  雨水中のアルデヒド顆の測定  第26回大気汚染学会  

西川善事●・  

村野健太郎・福山力  
（●奈良県衛生研）  

d－94   長距離輸送時のガス及びエアロゾル成分の  
栗田秀賃●・  特徴と変質過程   
薩摩林光－・  

村野健太郎・  
水落元之‥・植田洋匡・  
坂本和彦＝  
（●長野県評公研，  

＝技術部，  

■■■埼玉大）  
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記号  発 表 者   顎  目   学会等名称  開催前市名  年月   
d－95  

鷲田仲明   する●●magicnumber’’とクラスター内プ  
（●分子科学研）   ロトン移動反応  

d96  日本化学会第50春季年  
篠原久典●・  ターイオンの出現  
長嶋雲兵一・西信之－  

（●分子科学研）  

d－97  
鷲田仲明  よる分解発光過程  
（●日本真空技術）  

d98  1nt．Conf．Chem．   Gaithers－   
Withatomico】くygen   Kinet．   burg  

（USA）  

d－99  PolymerizationofNOコandNOina  Int．Conf．Chem．   60．6  
H．Sllinohara◆．  supersonicnozzleexpansion  Kinet．  burg  

N．Nishi●  （USA）  

（●Inst．Mol．Sci．）  

d－100  EmissionspeCtraOfSiH（A→X）and   ⅡthInt．Conf．  6（I．8  

Y．Matsumi暮，   SiC12（A→X）irLtheVUVphotolysesof  Photochem．  
T．Hayashj●．  silaneandchlorinatedsilanes  
T．Ibuki‥，  

A．Hiraya‥●  
K．Shobatake．’’  
（●ULVACCo．，  
●－KyotoUnれ  
＝－1nst．Mol．Sci．）  

d－101  Chemical vapor depaaition of XIItllInt．Conf．  80．8  
K．Kumata●，U．Itoh●，  hydrogenatedamorphoussiliconby  Photochen，  
N．Washlda  severalphotochemicalmethods  
（●Electrotech．Lab．）  

d－102  ⅩⅠIthInt．Conf．  60．8  
N．Nishi■．N．Wa血ida  andintra▲CtuSteTenergydissipation  Photochem．  
（●Inst．Mol．Sci．）   uponiDniza110n  

d－103  
（●日本真空技術）  （Å1Bl→又1Al）およぴSiC12  

（Å】B～→え1A．）の発光スペクトル  

d－104  6【仁9  

鷲田仲明   （H20）ね（X）【のイオン化とクラスター  
（■分子研）   間エネルギー散逸  

d－105  60．9  
米澤貞次郎●・賀田伸明  
（●京都大）  

d－106  
長嶋雲兵●・西信之■  会（含連合討論会）化  
（●分子研〉  芋関係学協会連合協議  

会研究発表会・合同大  

d－107  
鷲別申明  プロトン移動反応  
（●分子研）  

d－108  60．12  
阿知波洋次＝・  ビーム装置の製作  
鷲田仲明・近藤保㍉  
朽津耕三事・木村克美＝  
（●東京大，＝分子研）  

d－109   
長嶋雲兵－・西信之◆  
（●分子研）   
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e．水質土壌環境部  

記号   発 表 者   題  目   学会等名称  開催郡司i名  年 月   

e－1  

中原紘之◆・西尾孝之事・  
石田枯三郎●  

（●京都大）  

e－2  

中原紘之●・西尾孝之－・  
会  

石田祐三郎●  

（■京都大）  

e3  

河合禁欣－・花里孝幸‥  

（●計測技術弧  

＝生物環境部〉  

e－4  

大久保紀男－・  年度大会  
須藤隆一・高村義視■  
（◆茨城大）  

e－5  

ラック●・ 稲垣典子・  年度大会  
安藤昭一◆・藤井貴明●・  

矢吹稔●  

（●千葉大）  

e6   東京   
須藤隆一   ついて   

e7  

関根達也●  へのβ一ジケトン錯体抽出の比較  
（●東京理大）  

e8   

析法の検討   
e9  

谷野充－  及ぼす影響  
（●東邦大）  

e10  

須藤隆一   生動物（生物処理における役割りと指標  
性）   

e11  

須藤隆一   活排水中の脱窒処理に及ぼす循環比の影  21回大会  
（■東邦大）   響  

e－1Z  

須藤隆一  理性能の比較   21回大会  

（－東邦大）  

e－13  
岩堀意祐一・  硝化反応に関する研究  21回大会  

富士元栄二●・稲森悠平  

（事明電舎）  

e14  筑波  
大内山高広●・  動物の影響  21回大会  

杉浦則夫＝・須藤隆一  
（◆日本環境クリエイト，  

＝茨城県）  

e－15  

須藤隆一  21回大会  

（●東邦大）  

e－16   

須藤隆一・大竹久夫■  21恒」大会   

（●東京大）   
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記号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年月   
e－17  霞ヶ浦における付着徽′ト動物相の季節的変  日本水処理生物学会第  筑波  

大内山商広◆・  遷  21回大会  

杉浦則夫＝・須藤隆一  
（◆日本環境クリエイト，  

＝茨城県）  

e－1呂   東京   
e】19  

須藤隆一・林紀男●  
（■東邦大）  

e20  

林糸己男●  22回大会  

（◆東邦大）  

e21  

須藤隆一  的特性   22回大会  

（●東邦大）  

e22  

大内山高広＝・  婿，貧毛類の単独および共存の効果  
須藤隆一  
（暮東邦大，  

＝日本環境クリエイト）  

e－23  
須藤隆一  おける浄化特性   22回大会  
（◆東邦大）  

e－24  Tokyt〉  

T－Goda  anaerobicbiofilterjoinedwith   Congr．Treat．．  
aerobicbio・fi）ter   Disp〔〉SalNlanage．  

Hum．Ⅵrastes  

e－25  
桑原文夫事・棄肘市雄■  袈会  
（●日本工大）  

e26   
福島武彦   物量の評価   補講横合   

e－27  S．Et）ise   Estimationondrainageofnitratefrom  lnt．Congr．‘‘Nitrates  Paris  60．10  
Surfacesoi）layert〔一riverbystorms  inlVater   

e－2呂  海老瀬清一   りん酸態りんの流下に伴う懸濁物への吸着  
による減少  

オキシデーションデイツチ法シミュレータ   
西嶋渉●  の開発  
（一筑波大）  

e3（）  

寺薗克博暮・長沼孝宣■■  
（◆環境プラント，  

＝東京理大）  

e31  Seou】  

A．Sato▲，   pretreatmentofp〔〉11utedrawwater  WaterSupplyConf．  
M，Takasaki◆，  fortapwatersupply  
hl．Harada●，S．Tai．  
K．Matsushige‥，  
Y．1shibashi‘‥  
（◆TohokuUniv．，  
‥Eng．Div．，  
＝■Toh（】kuGakuin  

Univ．）  

e－32  

一リン除去能の獲得と消失－   季大会  
e－33   Tokyt）   

reactoractivateds】udgeprocessesfor  
simultaneousremova】ofnitrogen，  
phosphorusandbodasapplied10  
Sma））communitysewagetrcatment   
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記号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年 月   
e－34  

須藤隆一・林紀男●   する研究1，微小後生動物の有機物除去  21回大会  
く■東邦大）   における役割  

e35  

藤井園博・矢崎仁也‥  料学会  
（－宇都宮大1＝E本大）  

e－36   前橋   
献値の解析   科学全開東支部大会   

e37  

松重一夫■  研究会第7回シンポジ  

（●技術部）  ウム  
e－38  Keynote Address 1AWPRCIstAsian  

Congr．Treat．．  
DisposalManage．  
Hum．Wastes  

e－39  GeneralreviewandnewcDnCeptSOn   
thedevelopmentofhumarLWaS   CDngr，Treat。  
tewatertreatmentinJapan   DisposalManage．  

Hum．Wastes  

e4〔l  Kyo亡0  

Y．Matsl】Oka－   totheecologicalmodelofaquatic  Biol．  
（●KyotoUnⅣ．）   ecosyStem  

e－41   

（一広島県衛適）   熱：一〝－DImass．DI’mass－   大会   
e－42  木幡邦男・渡辺正孝  藻類細胞体稽の連続自動測定   1g85年度日本海洋学会  

春季大会   
e－43  1985年度日本海洋学会  仙台  

肋′g和5な棚β払s烏f紺0の増殖（5）光制  
限培養での増殖速度  

e44  
高崎みつる●・  に関する基礎的考察  表会  
須藤隆一・岡田光正・  
石橋長信＝  
（●東北大，  

‥東北学院大）  

e45  
高崎みつる●・   内での生物膜量の変化に関する基礎的研  表会  
須藤隆一・岡田光正・  
石橋長信＝  
（●東北大，  

＝東北学院大）  

e－46  宮崎  
佐藤敦久■・  除去及び処理水の凝集沈殿性  表会  
原田正光●・須藤隆一・  
田井慎吾・岡田光正  
（●東北大）  

e－47   水質管理計画と技術的対応  熊本   
保全シンポジウム   

e－48  須藤隆一   生活維排水に関する技術的諸問題   生活系排水処理に関す  
る講演会   

e49  須藤隆一   21世紀へ向けての公害対斉～教生掛こよる  藤 沢  60．11   
水処理技術の新しい展望～   

e－50  須藤隆一   排水の生物処理における指標生物   日本水．処理生物学会第  
22回大会   

e－51  須藤隆一・国安祐子・  貧毛類，輪虫類の単独および共存下にガけ  日本水処理生物学会第  倉 敷  60．11  

稲森悠平・岡野貴子●  22回大会   

（●北里大）   
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記号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年 月   
e－52  

須藤隆↑・徐明華‥－  物・窒素の除去  22回大会  
（一読波大，  

＝東京農工大，  

●＝上海味の素工場）  

e53  倉敷  
岡田光正＝・  22回大会  

陳柄義●1●・須藤隆一  
（●環境プラント  

●■東京農工大，●＝中国  

黒竜江省製糖工場）  

e－54  鳥栖  
と展望  ンポジウム「ニューセ  

ラミックスとバイオテ  
クノロジージョイント  
講演会」  

e55   今後の生活排水処理対策について  東京   
止研究発表会   

e56  

伊藤睦雄＝  研究会第7回シンポジ  

く●技術部，＝筑波大）  ウム  
e－57  京都大学環境衛生工芋  

伊藤陸雄＝  研究会第7回シンポジ  

（●技術部，＝筑波大）  ウム  
e58  高架羞化湖水の生物学的浄化  第3匝自然浄化シンポ  

ジウムー自然浄化機  
能による水質改善－  

e－59  湖沼における水質汚濁のメカニズム  バイオフォーラム（小  
規模水処理施設におけ  
るバイオテク／ロジー  

の活用）  

e60  日本地質学会衆92年苧   
桑原徹＝・  （その2）巨大噴砂孔の発掘調査  術大会  
社本康広＝－・  

川崎洋一■  
（●日本犬，＝名城大，  

‥●清水建設）  

e－61  名古犀  
牧原依夫＝・  しせん断強度  表会  
陶野郁雄・桑原徹…  
（●竹中工務店，  

＝東京ソイルリサーチ，  

●＝名城大）  

e62  
陶野郁雄  表会  
（●日本工大）  

e63  名古屋  
遠藤邦彦＝・  一宮滝における巨大唱砂孔－  表会  
社本康広＝●・  

千葉達朗＝  
（一名城大．＝日本大．  

‥■清水建設）  

e－64   名古屋   
遠藤邦彦＝・板橋→雌・  表会   
（●名城大，＝日本犬）   
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記号  発 表 者   題  目   芋会等名称  開催都市名  年月   
e65  

板橋一雄●・  象  
遠藤邦彦＝・  

千葉達朗＝・  

上杉陽…・白石建雄＋・  
畑中宗憲◆十・  
社本康広＋＋＋  

（●名城大，■■日本大，  

＝●都留文化大，  

＋秋田犬，  

＋◆竹中工務店，  

＋◆＋清水建設）  

e－66  
遠藤邦彦＝・   一砂丘帯砂地盤の液状化と巨大噴砂孔  学術講演会  
白石建雄十・上杉陽＋◆  

（◆名城大，＝日本大．  

＋秋田犬，  

＋◆都留文化大）  

e67  東京  
渡辺正孝  C／追加刀gJ血d乃ノゴマMの現場海水培養実験  春季大会  
（●東京埋大）  

e－68  

渡辺正孝  阻害   秋季大会  
（◆東京理大）  

e－69  前橋  
の使用量について主としてエネルギー  
需給との関連において  

e70  
響（第40報）汚泥中のリンの形態と土壌  
中における形態変化  

e－71   東京   
春季大会   

e－72  
井野光秋◆  ノ王   秋季大会  
（■計測科学研（株））  

e73  Intemal wave and temperature Melbourne   
K．Muraoka   microstructureinthermallystratified  （Aust．）  

lake  

e－ア4  lUTAMS〉rmp．  榊．8  

A．Murota●．  andthermalstructureinnaturallake  
K．Muraoka  nuid”  （Aust．）  

（●OsakaUniv．）  

e75   

e76  平田健正・村岡浩爾  山地小流域の環流水質について   日本陸水学会第50回大  大 津  60．10   

e77  
カドミウム汚染地におけるカドミウム耐  
性菌   

e－78   仙台   
術講演会   

e－79  第20回水質汚濁学会  

村岡浩爾  
（●総合解析部）  

e80   

e81  第1g回水質汚濁学会  
葉柄黍基●・細見正明  
（◆国立公衆衛生院）  

e－82   

須藤隆一   除去に関する研究   術講演会   
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記号  ・発 表 者   題  目   学会等名称  開催都下行名  年月   
e－83  

須藤隆一  影響  
（■長野県衛公研）  

e一呂4  湖沼水質の評価と管理目標  シンポジウム：富栄養  
化現象の解析と防止対  
策一－リン化合物を中  
心として一  

e－85  Spec．Semin．1nl．Rice   
forenvironmentalstudieslVithspecial  
emphasisonwaterenvironment  

e86   環境影響評価と陸水   昭和60年度農林水産省  
公害研修   

e87  村岡浩爾・平間健正  地下水汚染物質の流動に関する一考察  水収支研究グループ・  東 京  60．12  
¶汚染形態の視点から－   応用地質研究会   

e－88  村岡浩爾   合成有機化合物による地下水汚染機構の解  文部省「環境科学」特  東 京  、占1．1  
明に関する基礎的研究   別研究成果報告会   

e－89  
柴崎久幸●・瀬戸裕之●  年産大会  
（●東京理大）  

e－90  
輯谷光虐■・高村義統一  年度大会  
（◆茨城大）  

e91  
矢木修身   菌株の生産する粘質多糖（スライム），藻  年度大会  
（◆茨城大）   体内および落体外可溶性糖について  

e－92  札幌  
須藤隆一  年度大会  
（◆茨城県）  

e93  
高村養親◆・矢木修身  年度大会  
（暮茨城大）  

e－94  
大久保紀男  
（一束邦大）  

e95   

（◆日本NUS）   ♪gJgγんq馳IZ∫ぬの形態と生活史について  

e96  
藤伊正●  よび葉緑体分裂時期の光周期による制御  年会  
（●筑波大）  

e97   lstAnnuCELSS  Tokyo  
Photosyntheticbacteria   ト1eet．   

e98  
佐々勤＝・井⊥勲＋・  a，bを有する渦鞭毛藻について  筑波  
須田彰一郎十◆・  
澤口友宏＋＋・千草光雄＋  

（■東北九＝宮崎医大，  
◆筑波大，＋十日本NUS）  

筑波   
（◆日本NUS）   し1て  

e－100  
原慶明‘・藤伊正－   ド藻類）の核DNAおよび葉緑体DNAの   
（暮筑波大）   挙動  

e－101   

（●環境情報部）   る表面集梯と光吸収効率   春季大会   
e－102  渡辺正孝・木幡邦男・  〟頭肌用如靴＝海山油状のポリリン醍形成と  1985年度日本海洋学会  仙 台  60．10  

｝刀刀正行◆  体内リン蓄積   秋季大会   
（●計測技術部）  
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言己号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年 月   
e－103  

中村泰男・原島省・  秋季大会  
野中昭彦●・中島重信●  

（●岡山大）  

e－104  筑波  
功刀正行■  代謝過程に関する研究  
（●計測技術部）  

e105   1nt．Symp．Math，   Kyoto   
M．Watanabe   ofbioconvectionbymotilemicro・  Biol．  
（●OsakaPrefect．  organisms   

Gov．）  

ト∴環境生理部  

記号  発 表 者   題  目   芋会等名称  開催都市名  年 月   
f－1  市瀬草道・嵯峨井膵  パラコートによる過酸化脂質生成とコラー  第8匡旧本過酸化脂質  群 馬  59．10  

ゲン代謝関連因子に関する研究   学会   
f2  

市瀬草道・嵯峨井勝  学会  
（●筑波大）  

f－3   
久保田憲太郎   謝関連因子の変化Ⅰ．急性暴露実験   

f4  
久保田憲太郎   謝関連因子の変化ⅠⅠ．慢性暴露実験（18  

カ月暴竃）  

f－5  
嵯峨井勝  関連因子の変化について   学会大会  
（●筑波大）  

f6   
久保田音大郎   響6．コラーゲン代謝関連因子の変化   

f7  市瀬草道・嵯峨井勝・  NO2＋01の混合ガス暴露による過酸化脂  第26回大気汚染学会  東 京  60．11  
久保田憲太郎   質生成の動物種差について   

f8  
楠見武徳一   む新しい脂質（Taurolipid）の構造につ  研究会  
（●筑波大）   いて  

f－9  仙台  
桶見武徳●   Tetrahydroxy脂肪酸を含むTaurolipid  
（●筑波大）   について  

f－10   仙台   
赤血球の変化   

f－11  
藤井良三●  謝  
（－東邦大）  

f12  
渡辺雅子●・鶴藤丞●・  

小林隆弘  
（●東北大）  

f－13   
代謝物とオゾン暴露   

f14  小林隆弘・轟健暮   オゾン暴露のマウス線椎肉腫NRFSの肺  日本庖学会窮44回総会  東 京  60．10  
（－筑波大）   転移におよぼす影響   

f15  オゾン暴露が腫瘍細胞の肺転移におよぽす  第26回大気汚染学会  
久保田憲太郎・  影響  
鵡健－・佐藤浩明‥  
（●筑波大，＝東邦大）  

f－16   第26回大気汚染学会   
久保田寮太郎   キシゲナーゼ系代謝物量におよぽす影響   
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記号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年月   
f17  

矢野友啓●・下條信弘●  

（●筑波大）  

f18  

嵯峨井勝・市瀬草道  トの肺における過酸化脂質抑制因子につ  
（●筑波大）   いて  

f19  
矢野友啓‥・  ーゼ阻害⊥一心＝劇作実験と玩涙雨実験  
荒川健司‥  
（■東邦大．＝筑波大）  

f－20  宇部  
福田正則■・宮崎竹二●・  2．大気汚染生体影響  

黒田孝一●・  の実験的研究分科会  
中島秦知＝・  

魚住光郎＝・  

野上浩志＝・命栄植＋・  
竹本和夫◆・  
片山博雄＋＋・嵯峨井勝・  

市雨季道  
（●大阪市環境科学研，  

＝大阪府公衆衛生研，  
＋大阪市大，  

◆＋埼玉医大）  

f－21  
市瀬草道   ール投与ラットの肺における過酸化脂質  

生成について   
f22  

久保田憲太郎   響5．過酸化脂質生成と抗酸化性防御  
系の変化  

r－23  熊本  
森本兼嚢●りJ＼泉明◆・  

村上正孝・  
久保田憲太郎  
（●東京大）  

f－24  秋田  
森本兼t◆  の相互作用   14回大会  

（■東京大）  

f－25  
久保田憩太郎   染色分体交換への影響1Il．NO2と03の  

複合  
f－26  東京  

河田明治・  響3．血液ガス分圧の変化  
久保田蕎太郎  

f27  
持立克身・国本字・  ノンの影響  
三浦卓  

f－28  
河田明治・三浦卓・  の影響  
久保田愚太郎  

f29  
鈴木明・清水明＝・   学的研究ⅠⅠ．0。連続暴露による飲水行  

河田明治・  動量の変化  
久保田憲太郎  
（●筑波大．‥技術部）  

f－30   
足川哲夫‥・  けるAdjuvant効果について   学会総会   
渡辺直観‥  
（■東京歯大，  

＝慈恵医大）  
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記号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年 月   
r－31  

今井透●・遠藤朝彦◆・  学会搾会  
本多芳男●・渡辺直照●・  

荒井康男‥・藤巻秀和  
（●意思医大，  

＝国立相模原病院）  

f－32  
西岡秀三●  診構造の変化   全紙会  
（●総合解析郡）  

f－33   東京   
t－ての検討   会  

f34  
河越昭子・  4．病理形態学的変化  
久保田憲太郎  

r35  
石田邦彦●・三浦卓  ぴオゾンの影響  
（●筑波大）  

f36  

三浦卓・久保田喜太郎  
（●筑波大）  

f－37  

三浦卓・久保田憲太郎  
（●筑波大）  

i－38   第55回日本衛生学会紹   
とセレン毒性の増強   

f－39  米元純三   メチル水銀による呼気中セレン排泄の促進  第56回日本衛生学会総  津  61．3  
とセレン毒性の増強（第2報）肝中S一ア  
チノシルメチオニン量について－  

g．環境保健部  

記号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年 月   
g－1  青木康展・鈴木和夫  Westernblotting法を利用した臓器，体液  

中のCd結合タンパク質の検出   

g2  
下條信弘■・鈴本和夫  
（一筑波大）  

g3   

g－4  Peroxidedamagetoenzymes：Methyl  69thAnnualMeeting  Anaheim，  6（）．4  
A．L．Tappel●   ethy】ketoneperoxidedamageto   Federatjonof   California  

（－Univ．California，  cytochromeP－450peroxidase  American  
Davis）  Socieries for 

Experimenta）  
Biolog〉・andGuest  
Societies  

g5  60．12  
F．W．Summerfield◆，  bylipidperoxidationand〔〉ther  
M．Ando  DXidan【reactions  
（◆Univ．California．  

Davis）  

g－6   60．7  
A．E．Saisho●・  金屑を中心として一   同位元素研究発表会   
屋正敏‥・  
本多照幸‥●  

（●筑波大，  

＝環境分析セ，  

＝■武蔵工大）  
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記 号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年 目   
g－7  環境中浮遊粒子の肺沈着に関する多面的知  第44回日本公衆衛生学  宮山  

A．E．Saisho◆・   見（1）－肺内粒子の形状と主要組成  会総会  
渡辺圭子・中野籍浩・  
脇阪一郎  
（●筑波大）  

g8   
持に感受性集団の特徴について－   

g－9  金子勇   人血液中鉛自動分析法の精度に関する統計   第56回日本衛生学会総 会  津  61．3   
学的再検討  

g－10  

嵯峨井勝●・   害Ⅰ．尿中の生化学的指標と呼気中炭  
久保田憲太郎●・  化水素に対する影響  
脇阪一郎  
（■環境生理部）  

g－11  
曜峨井勝◆・   誓11．尿及び臓器中金属元素に対する  
久保田音太郎暮・  影響  
脇阪一郎  
（●環境生理部）  

g－12  第55回日本衛生学会総  

中野篤浩・遠山千春・  
三種裕子・小林悦子・  
石原裕＝  

（暮長崎大，  

＝静岡済生会病院）  

g－13   日本薬学会第105年会   

g14  
太田和広暮・伊藤直郎●・  馬代謝－NARの特徴と投与重金属の臓  
西川雅高＝・高橋弘＋・  

長瀬すみ＋◆  

（●東邦九  

＝計測技術部，  

＋技術部，＋十佐々木研）  

g15  
太田和広暮・鈴木和夫  
（◆東邦大）  

g16  
鈴木和夫  時のカドミウムの分布と腎障害  
（暮国立衛試）  

g－17  2ndlnt．Meet．   Ztlrich   
metalLothioneinsintissuesoflower  Metallothionein   （Switz．）  

vertebratesandinvertebrates  otherlowmo】ecu】ar  
weight metalbinding 
proteins  

g－18   重金属の生体内存在状億と毒性  60．10  
支部会   

g－19  鈴木和夫   金属結合蛋白質の検索と生理的役割り   第5回微量元素研究会  
シンポジウム   

g－20  
田谷利光●  ローダストにおける検討－  
（■土浦協同病院〉  

g－21   
中野篤浩・斎藤寛●・  

脇阪一郎  
（■長崎大）   
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記号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年月   
g－22  Metal】othioneirlaSanearlierjndicator  2ndlnt．Meet．   Ztlrich  60．8  

N．Sugihira．  Ofcadmiumexposure  九tetallothiDnein  （Swit乙）  

Y．Mitane，  otherlowmo】ecu）ar  
A．Nakano．  Weightmeta】binding  
M．Murakami雷，  proteins  

H．Saito＝，  
K．T．Suzuki  
（●BasicMed．Sci．  

Div．，  

＝Univ．Nagasaki）  

g23  61．3  

斎藤寛■・脇阪一郎  
（●長崎大）  

g－24   61．3  
疫学的測定   金属ワークショップ   

g－25  
血中の主要元素と微量元素濃度及びその  
相関性  

g－26   
脇阪一郎   盤移行  

g27  中野篤浩   ICP発光分析による頭髪と尿の多元案分析  日本衛生学会第2回壷  東 京  60．11  
前処理と測定   金属ワークショップ   

g－28  中野篤浩，   尿中Cd，Pb，Cllの無炎原子吸光分析 前処  日本衛生学会第2回童  東 京  60．11  
理と測定   金属ワークショップ   

g－29  
絹本篤子・金子勇・  部気道   会  
脇阪一郎  

g－30  
相本篤子・金子勇・  部気道   フご  
脇阪一郎  

g－31   東京   
脇阪一郎   

g－3Z  松本理・安藤蒲・   発癌物質を投与したモルモットの尿の変異  日本案学会第105年会  金 沢  60．4  
太田庸起子   原性と食餌中ビタミンの影響   

g－33  
鈴木和夫・脇阪一郎  

義  
g－34  

上原弘■・高野幸子＝・  そのトキシコロジ】シ  
鈴木和夫  ンポジウム  
（●筑波大，＝北里大）  

g35  NMR】nvestlgationsoftheATP  Cambridge   
J．A．Carver●，  Synthase  Spectrosc．  （U．K．）  

F．Mitsumori，  
S．T．0Ⅹ1ey●，  
P．G．Quirk●，  
D．Rees●，  

Ⅰ．D．Campbell－  
（●OxfordUniv．）  

g36  60．11  
G．K．Radda●・  大腸菌のエネルギー代謝の研究  
I．D．Campbell●  
（●OxfordUniv．）  

g－37   
米山忠克＝  ートメントの観測   年度年会   
（一生物環境部，  

＝生物資源研）  
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h．生物環境部  

記 号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  年 月   
h1  

菅谷芳雄●  会  
（●技術部）  

h－2   
（●水質土壌環境部）   のモデル解析一霞ヶ浦を例として－   

h－3  日本陸水学会第50回大  
土谷岳令●・野原精一・  
高村典子・花里孝幸  
（■東京都立大）  

h－4  日本作物学会第179回  

戸塚穎  講演会  
（●技術部）  

h5  
戸塚腐  による比較   同位元素研究発表会  
（●技術部）  

h－6  
異二郎●  

（●名古屋大）  

h－7  
巽二郎●  機能変化  
（●名古屋大）  

h8  東京  
戸塚績  
（●技術部）  

h－9   東京   
催物影響部会  

h－10  春日清一   漁獲統計からみた霞ヶ浦と北浦の漁種間の  昭和60年度日本水産芋  東 京  60．4  
関係について   会春季大会   

h－11  
町中訃J  いて   会春季大会  
（■東京大）  

h－12  

戸塚頒  
（●亜細亜大）  

h13  
庄野邦彦●  一札辺細胞プロトプラストの体積調節－  
（事東京大）  

h－14  

島崎研一郎  弟23回大会  

い東京大）  

h－15  新潟  
川口昭彦＝・近藤矩朗・  

山田晃弘＝  
（■慶応大，＝東京大）  

h－16  
瀧本敦＝  を始動させる光反応  
（●基礎生物学研，  

＝京都大）  

h－17  
安野正之  懸（DipteT・a：ChirorLOmidae）   
（●技術部）  

h18  宮崎  
飯野盛利●・  光照射によるH＋放出  年度年会  
E．Zeiger‥  

（●東京都立大，  

＝スタンフォード大）  

h－19   
松本茂●・戸塚績  験装眉の開発と性能の検討一   第Z3回大会   

（●技術部）  
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記号  発 表 者   電  目   学会等名称  開催都市名  年 月   
h－20  高村健二・安野正之  水田ユスリカ群集の組成とその変動   日本生態学会第32回大  広 島  60．3   

h－21  有村健二・岩熊敏夫  手賀沼・雷ヶ浦におけるアカムシュスリカ  日本陸水学会第50回大  大 津  60．10  

の野外飼育実験   
h22  

鈴木義則－・戸塚績  る研究   第23回大会  

（●山口大）  

h23  
鈴木義則◆   （1）水稲群落および裸他のSO2・NO2・  
（●山口大）   03吸収速度  

h－24  
岩熊敏夫・上野隆平・  
高村典子・花里孝幸  
（●東京都立大）  

h25   大津   
Zn濃度の関係について   

h26  日本陸水学会第50匝l大  

福島情●  会  
（●横浜市公害研）  

h27  
安野正之・横山重雄＝  
（一横浜市公害研，  

■■山形大）  

h2S   

価   
h－29  

篠崎光夫●・古川昭雄・  
戸塚穎  
（●神奈川県公害セ）  

h30   Advaneesofbiomonitorir）gin  Int．UnionBiol．Sci．   
hyd†Oblology   2ヱndGen．Assem．   （Hun宮．）   

h31  安野正之   非標的生物への農薬の影響   第18回農業科苧シンポ  
ジウム   

h32  安野正之・花里孝幸・  野外における動物プランクトンのCO2に  日本陸水学会第50回大  大 津  6（）．10  

高村典子   よる制御実験  

記号  発 表 者   項  目   学会等名称  開催都市慄  年 月   
i－1  安保文彰・大政謙次・  緑地の大気浄化機能に関する研究一植物と  日本生物環境調節学会  東 京  6（）．10  

相賀一郎   種々の物質によるSOコ，NOヱの収着  第23回大会   

i2  
相賀一郎   究一植物葉と種々の物質のSO2およぴ  

NO2収着の比較  

i－3  lapan－USJoint   Tokyo  

J．Kondo●   responsesofatねChedleavesto   Seminaron  
（●Director）  environmenta］stimu】i  lnstrumentation ior 

Research in 
Physiological  
E⊂⊂DIDgY  

i－4   植物診断のための画像計測  東京   
システムシンポジウム   

i5  K．Omasa   lmageinstrumentatiDnforevaluating  Symp－LightHorm．  Berlin  60．9  
p】antresponseandgasexchage   InteractionsP】ants   

i6  大政謙次   植物診断のための画像計測   農業気象芋全開東支部  
例会   

i－7  大政謙次・相賀一郎・  植物診断のためのクロロフィル堂光の動画  日本生物環境調節芋会  東 京  60．10  

尾上守夫■  像計測   第23回大会   

（●東京大）  
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記号  発 表 者   題  目   芋会等名称  開催都市名  年月   
i8  大政謙次   植物生理計測とデータ処理   CELSS研究ワークシ  

ヨッブ   
i－9  日本植物生理学会1986  

尾上守夫●  年年会  
（t東京大）  

i－10   
（◆東京大）   形質の観察  

i11  MatirlggrOpSaSeVO】utionaryunitsin  2ndht．Phycol．   Co㌍血agen  
F．Kasai   theα血涙㈹相加融和拍species  Congr．  
（●Univ．Tok〉・0）   COmp】ex  

i12   
（1東京大）   て  

i－13  NO2＋0ヨ長斯暴露のラットに及ぼす影響  第26回大気汚染学会  
藤田村仲・高橋弘・  2．実験環境の設定と維持  
久保田憲太郎暮  
（暮環境生理部）  

i14  
安野正之●  

（●生物環境部）  

i－15  
秋元蛮1  光反応   
（事大気環境部）  

i16   檀原   
会総会  

ト17  

高橋弘・水間豊＝  会  
（｛国公研究委，  

＝東北大）  

i－1B  
高橋憤司・高橋弘・  ズラの繁殖能力の推移  
水間豊＝  

（◆国公研委託，  

＝頚北大）  

i－19  
高橋弘・水間豊＝  体重との系統間比較  度春季大会  
（◆国公研委託，  

＝東北大）  

i20  
高橋弘・水間史＝  ズラの28世代までの分系結果  度春季大会  
（●国公研委託，  

＝東北大）  

i－21   
用いたタロルデン飼料毒性試験から－  

i－22  
伊藤勇三・山元昭二・  
米元純三◆・  
久保田憲太郎●  

（●環境生理部）  

i－23   日本畜産学金茶78回大   
す影響   

i－24  藤沼康実・町田孝・  ファイトトロン内で生じる植物の異常反応  日本生物環境調節学会  東 夷  6（】．10  
松本茂・相賀一郎  1 床塗料に起因する生育異常－－  茶23回大会   

i－25  
相賀一郎   育段階に大気汚染ガスを暴露したハツカ  第23回大会  
（■生物環境部）   ダイコンの生長  

i26   東京   
大会   
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記号  発 表 者   題  目   字会等名称   開催都市名   年月   
i－27  

笹野泰弘＝・清水港＝・  （ライダー）シンポジウ  

竹内延夫‥  ム  
（－総合解析郡  

＝大気環境部）  

i－28  
杉本伸夫●・  簡易型レーザーレーダーの試作  術講演会  
飯倉善和＝・  

石河直樹＝義  

（●大気環境部．  

＝総合解析都，  

＝一明星電気）  

i29  
岡田光正■■・  メタン生成能の挙動  
川井正也＋・野沢勇人十†  

（●水質土壌環境部．  

＝東京農工大，  

◆東北学院大，  

＋＋明治大）  

ト30  

相賀一郎   義一「群落密度を変えた場合の気流の  
特性－   

i－31  筑波  
熱分離法の比較について）  部，粒子状物質部会．測  

定方法部会  
i－32  

薩摩林光■■  技術研究討論会  
ぐ大気環境部，  

＝長野県衛公研）  

i－33   

（●大気環境部）   

i－34  山口武則   クロム植物系における研究の現状と展望  農業環境技術研究所  
環境影響物質研究会   
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隷  付  

1．予  算   

（単位：千円〉  

区  分  昭和4ト50年度  昭和51年度・  昭和52年度  昭和53年度  昭和54年度  昭和55年度．  昭和56年度  昭和57年度  昭和58年度  昭和59年度  昭和60年度   

運  営  費   1．991，615  2．020．384  2，650．528  3，124．084  3．674，667  4．190．554  4，570．466  4．56（）．373  4．598．967  4．415．891  4．275．855   

1．人に伴う経費   514．i70   Jほ2．536  553，007  615．165  7801619  868．004  942．519  1，006．513  1．1Z8，429  1．154，844  l．175．042   

（1）人  件  費   506．713  477，986  547．386  608．766  773．6（）4  860．501  935．192  999．441  1．121，朗6  1．148．223  1．168．414   

（2）人 当 庁 芦   7．457   4．550  i5．621   6．399   7，D15   7，503  － 7，327   7，07：Z   6．5S3．  6．62l   6．628   

2．一般事務処理費  ′、   128．075  138．988  2（）1．687  233．069  258．4呂6  281，141  307，047  304，307  305，151  316，1甲  317，664   

3．環境情報関係経費   297．591  268．664  301．呂28  304，485  328，058  375，86¢  398．476，  3朗．559  3飢．Z∈）2  381．147  380．170   

（1）情報収集経費   33．971   13．2朗   17，578   19．850  ・38．991   37．0〔）2   36．247   35，316   34，2d3   34．243   34，244   

（2）情報処理経費   Z60，703  254，130  283．072  283，475  Z甲，9Z3  337．740  361．127  352，168  349．011  345．896  344，888   

（3）インターナショナル・  
2，917   1．250   1．178   1，16p   1．144   1．124   1．1D2   1．075   1，038   1，038   1，038   リファラルシステム経費  

4一 研  究  費   邑83，086  534．894  727，173  9（〉l．28l  1、022．726  1．174．719  1，227，335  1，197，874  l，1：軋7S5  993．085  920．269   

（1）人当研究費   9D，639   8Z，954  106，860  132．264  156．552  172，D86  190．912  194．467  191．739  193，607  196．672   

（2）経常研究費   772．447  

（3）特別研究訝  39．542  205．504  360，322  477．692  620．486  67Z，297  666．346  656．140  606．298  562．923   

5．大型特殊施設関係費  柑8．693   

施設整備費   6．625，192  2，457．113  2．927．112  2，079．715  2．117，098  1．738，942  1．3（〉9．102  1．235．330  475．3ウ6   16，331   9．309   

ト⊃  
f■・  U⊃  

l  

＊補正後予算を示す。  り＿こ   



2．組織及び定員（昭和60年度）  

所   長  

副 所 長  
主任研究  
企 画 官  

研   究  
企 画 官  

堵  
環    情 報 部  

捻   合  
解 析 部  計   測 技 術 部  大   気 環 境 部  

環   境  
生 理 部  生   物 環 境 部  

水質土壌  
環 犠 部  環   囁 保 健 部  

総 務 部  技 術 部  

第   一 グルー7d  大気物理 研 究 室  大気計測 研 究 室  環境生理 研 究 室  
陸水環境  
研 究 室  環境保健 研 究 室  

生理生化学  
研 究 室  

稔 務 課  業 務 室  技 術 室  

情   報 システム室  窮   ニ グ ルー70  水質計測 研 究 室  大気化学 研 究 室  海洋環境 研 究 室  環境病理 研 究 室  環壌疫学 研 究 室  動物施設 管 理 室  
水生生物  
生態研究室  

会 計 課  

情   報 調 査 室  第   三  
グループ  生体化学 計測研究室  

土壌環境  
研 究 室  人間生態 研 究 室  

陸生生物  
生態研究室  生物施設 管 理 室  大気環境 計画研究室  急性環境 研 究 室  

第   四 グ ルー7月  

電 界 槻  
管 理 室  底質土壌 計測研究室  水質環境 計画研究室  

理工施設  
管 理 室  傾性影響 研 究 室  環境心理 研 究 室  

生物現場  
管理研究所  エアロ、′ル 研 究 室  

管理部門  情報部門  研究部門  技術部門  計  59年度未定貝  35  23  161  30 △1  249  60年度増減月    巴 △2   田 △3  計  35  23  162  29  249   

第   五 グ ループ  地盤沈下 研 究 室  分 析 室  

△印は削減   



3．文部省科学研究費による研究一覧表  

科研費種別  所   属  研究代表者  研究分担者   研   究   課   題   

自然災害（1）  水質土壌環境部  陶野 郁雄  な  し  液状化層の堆積構造に基づく液状化深度の推定に関  
する研究   

京都大学   石原 安雄  陶野 郁雄  災害資料の収集とその解析による自然災害事象の研  
究   

環境科芋（1）  富山医科薬科大学  佐々 芋  安野 正之  ユスリカ類の環境における動態，とくにアレルギー  
疾患ヒの関連   

東京大学   山崎 弘郎  清水 浩  多次元物理計測法による環境情報の収集・解析に関  
安岡善文  
横田達也   

東京大字   松尾  陽  近藤 次郎  都市域大気中の高濃度汚染に及ぼす拡散のメカニズ  
〟  若松仲司  

鵜野伊津志   

東京大字   大村 竜治  植田l羊匡  

光本茂記   

明治大学   芝原 一之  岡田 光正  富栄養化防止を目的とした集水域と受水域の対話型  
システムモデルの開発   

東北大学   栗原  康  須藤 隆一  河口・沿岸域生態系における環境機能の評価と制御  
に関する研究   

滋賀県立短大  閲松 孝男  安部書也  
村岡浩爾  
海老瀬潜一   

筑波大字   宮本 定明  大井 紘  環境概念構造解明のための連想法による調査とデー  
タ解析   

東海大学   宇都宮深志  北畠 能房  都市並びに近郊における環境の維持・向上と国土利  
用制度・   

東京大字   服部明彦  内藤正明  
中杉修身   

東京大字   甘利 俊一  内藤 正明  環境統計整備のための基礎的問題の研究   

山形大学   鎌田 仁  内藤正明  
森田恒幸   

〟   香川医科大学  中島 泰知  嵯峨井 膠  大気中粒子状物質の生体作用に関する実験的研究   

愛媛大学   立川 涼  森田 昌敏  環境指標としての長寿命生物   

東京大字   鈴木 継美  森田 昌敏  人体汚染の長期的および広域的変動   

計測技術部  佐竹 研一  高松武次郎  酸性湖沼及び河川の生物地球化学的研究   

計測技術部   河合 崇欣  野尻 幸宏  酸性降水iこ対する陸水生態系の緩衝能力と生元素循  

環   
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科研費種別  所   属  研究代表者  研究分担者   ・l■         ．瀾■■■■陀   

環境科学（1）  水質土壌環境部  村岡 浩爾  中杉 修身  合成有機化合物による地下水汚染機構の解明に閲す  

森田昌敏  
田井慎吾  
平田健正   

大気環境部  大書多敏一  内山 政弘  降水滴およぴエアロソ1レ中の亜硫酸，亜硝酸の酸化機構   

大気環境部  秋元 肇  な  し  光化学大気汚染物質の化学的予測に関する基礎的研究   

福井大字   小林 喬郎  竹内 延夫  レーザーセンサーによる大気環境情報の新計測技術  
大井 紘  に関する研究   

環境科学（2）  水質土壌環境部  矢木 修身  須藤 隆一  揮発性有機ハロゲン化合物の生分解性に関する研究   

生物環境部   畠山 成久  宮下衛  
花里孝幸  
佐竹潔  
高村典子  
安野正之  
岩熊敏夫  
高村健二  
袴田共之   

エネルギー川  東京大学－   茅  陽一  西岡 秀三  エネルギーシステムとその評価に関する研究   

山梨大学   吉沢 正  袴田 共之  生物生産システムのエネルギー分析   

エネルギー（2）  大気環境部   清水 浩  飯倉 善和  省エネルギー型設計を施した電気自動車の性能とエ  
田村 正行  ネルギ一節約効果の評価法の開発   

特定研究（1）  名古屋大学   西條 八束  大観晃  
岩熊敏夫   

〝   淑徳大字   沼田 真  戸塚 績  植物学用語標準化の調査研究   

分子科学研究所  長倉 三郎  江上 信雄  科学研究費補助金の改善等に係る調査研究   
特定研究（2）  計測技術部  藤井 敏博  な ，し  リチュウムイオンの有機化合物への付加反応過程と  

その応用   

総合研究A  早稲田大学  平田 彰  須藤 隆一  水環境保全のための処理技術に関する反応工学的総  
合評価   

筑波大字   藤井 正  渡辺 信  赤潮構成藻の増殖機構に関する細胞生理形態生態学  
的研究   

山口大学   中西 弘  海老瀬潜一  河川の浄化作用の評価と汚濁負荷流達のモデル化に  
関する研究   

東京工業大学  佐藤 伸  秋元 撃  分光学的および動力学的手法による化学反応遷移状  
態の追究   

茨城大学   横井 洋太  古川 昭雄  植物の物質生産・再生産過程の温度および光環境に  
可知 直毅  対する馴化，適応の研究   

総合研究B  千葉大学   鈴木 伸  大喜多敏一  
戸塚績   

東京大字   尾本 意市  江上 信雄  ヒトを中心とする高等動物の分子進化の研究推進   

一般研究B  大阪大学   室田 明  村岡 浩爾  閉塞水域のサーモハイドロリクスー特にその地形効  
果について   
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科研費種別  所   属  研究代表者  研究分担者   研   究   課   題   

東京大学   神部 勉  宮寄 武  滑運動の力学及び音の放射   

一般研究C  聖マリアンヌ  鈴木 卓朗  鈴木 和夫  カド主ウムの毒性発現機構に関する研究非メタロチ  

医科大学  オネイン結合力ドミウムのオートラジオグラフイ   

東京大字   橋本 英典  宮寄 武  流体中の微粒子群の軌道とその安定性   

大気環境部  植田 洋匡  光本 茂記  大規模乱流中に生じる熱的不安定とそれに伴って生  
じる二次流に関する研究   

水質土壌環境部  海老瀬潜一  相崎守弘  
大坪閲庸  
福島武彦  
岩田敏   

環境生理部  小林 隆弘  な  し  酸化力の強いガス状物質が呼吸器系のアラキドン酸  
カスケードにおよぽす影響とその意味   

計測技術部  佐竹 研一・  高松武次郎  辞苔類による水銀の蓄積に関する研究   

奨励研究A  大気環境部  鈴木 睦  な  し  HO2ラジカルのレーザー誘起蛍光法による検出   

生物環境部  可知 直毅   マツヨイグサの繁殖臨界サイズの適応的意義に閲す  
る研究   

生物環境部  高村 健二   水田水生生物による一次・二次生産の変動   

生物環境部  竹内 裕一   気孔の開閉運動における細胞壁の関与の解析   

大気翠境郡  鵜野伊津志   〃   ChemicalMassBalance法による環境大気中炭化水  

乗発生源推定モデルの検討   

水質土壌環境部  細見 正明   〃   湖沼底泥における脱望遠度の現場測定に関する実験  
的研究   

奨励研究A  大気環境部  酒巻 史郎   光化学大気汚染現象に対する超微塵小粒子の影響   

生物環境部  伊藤 治   13Cトレーヰ一法による植物体内における光合成産  

物の転流に関する速度論的解析   

〃   環境生理部  高橋 勇二   食品中の硝酸塩が肝臓の薬物代謝系におよぽす影響  
に関する研究   

〝   環境保健部   杉平 直子   無アルブミンラットを用いた微量元素代謝の研究   

環境生理郡   白石不二雄   培襲細胞へのホルムアルデヒドとオゾンの複合暴扇  
による細胞退伝毒性に関する研究   

環境生理郡   国本 字   カドミウム等量金属の赤血球の細胞骨格構築タンパ  
ク質に対する作用に関する研究   

環境保健部   青木 康展  ▲ ノJ   カドミウム（Cd）の毒性発現に係るCd結合タンパク  

質の同定   

試験研究（1）  愛媛大学   河野 博之  藤井 敏博  オフガス中微量ヨウ素に対するプロセスモニタリン  
プ法の開発   

北海道大学  土岐 祥介  陶野 郁雄  砂地盤の力学挙動の評価と試験法に関する研究   

〃   京都大学   中川 博次  大坪 圃順  乱流制御法の開発とその土砂輸送問題への応用   

海外学術調査  京都大学   石田祐三郎  柏崎 守弘  「ネパールヒマラヤにおける微生物の分布・適応進化  
に関する調査研究」調査総括   
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4．外国人受け入れ状況  

年度  国名   氏  名   期 間   市■    ■   ．湖■■■■陛   備 考   

6D  ユーゴ  大槻  晃   
スラビア   ～61．3．14   

〃  ニュージ  鈴木 和夫   
ーランド   セ7・マクラレン   

ロ  アメリカ  G・R・カーマイケル  60．5．31  植田 洋匡   
～60．6．29   

ロ  韓  国  朴 倍 英  60．6．1  古川 昭雄   
〈一62．3．31   

ロ  オースト  森田 昌敏   
ラリア   

〟  スペイン  7ルタ・カステレヨ  ¢0．7．15  井上  元   
～60．11．15   

ロ  韓  国  キム・ジンホー  6D．11．11  
′－60．12．7   

ロ  西ドイツ  ヘルムート・  植田 洋匡   
ユッケルマン   

ロ  中  国  創 文 消  81．1．15  
～61．3．31   

5．職員海外出張等  

部室名   職 名  氏  名  出張国名   用  務   期 間   

生物環境部 水生生物生態研究室  室 長  安野正之  プルギナファソ国  世界保健機関委月会出席   60．4．22  
～60．5．6   

大 気 環 境 部  研究貞  小森 悟  イギリス，西ドイツ  乱流現象に関する理論的・実験的  60，4．22  大気環境計画研究室    オランダ，スイス  研究  ～61．4． 21   

総合解析部 グル 国  環境科字に関する学術交流   60．5．12  

弟四ープ   ・～60．5．21   

総合彼解析部 ニグノレ 廃棄物処理方法に関する講嵐助  
第ープ   吾，指導及び環境影響の実態調査   

大 気 環 境 部  室 長  徳目］洋匡  ア メ リ  カ  複雑地形上の大気科学研究に閲す  60．5．3  計画研究室     る会議出席  ～60 
大気環境  ．5．11   

〟   〃   韓  国  大気科学国際会議出席   60．5．19  

気境画究  ～60．5．25   

大気化学研究室  研究員  大 気 環境 部  主 任  鷲田仲明  ア メ リ  カ  アメリカ標準研究所で開催される  60．6．16        化学反応国際会議出席  ～60．6．21   
ン  ド  数理モデルに関する国際シンポジ  60．8．25   

総 合 解析 部  主 任  北畠能房  イ           第三グループ  研究官  ウム出席   ～60．9．1   
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部室名   職 名  氏  名  出張国名   用  務   期 間   
60．8．10  水質土壌環境部 水質環境計画研究室  研究貞  大坪園順  ア  メ リ  カ  粘性土の流送特性に関する研究   ～61．8．9   

環 境 生 理 部  主 任   ン  ス  大気中粉塵の生体影響に関する生  60．7．7   
鈴木 明  フ  ラ          環境生理研究室  研究員  理学的研究   ～60．10．3   

第21回IAHR会議及び成層流体  

水質土壌環境部 水質環境計画研究室  研究員  平田健正  オーストラリア   中における混合に関するシンポジ ウム出席  60．8．17 ～60，8．31   
スイス，西ドイツ  第2回国際メタロチオネイン会議  60．8．19   

環 境 保 健 部  室 長  鈴木和夫        人間生態研究室    オ ラ ン ダ  出席   ′－60．9．1   

日本の有害廃棄物の処理処分の現  60．8，4   
総 合 解 析 郡  主 任  中杉修身  ア メ リ  カ      第五グループ  研究官    状についての学術交流   ・－－60．8．16   

大 気 環 境 部   大気中における含硫黄化合物の光  60．8．16   
室 長  秋元  畢   酸化反応過程の研究   ～60．10．19   

水質土壌環境部  主 任   ダ  富栄養化問題に関する研究情報の  60．8．28   
岡田光正  カ   ナ         陸水環境研究室  研究員  交換   ～60．9．11   

国際生物科学連合第22回総会及び  

生物環境部 水生生物生態研究室  室 長  安野正之  ハ ン ガ リ ー   生物指標プロジェクト運営委員会 出席  60．8．31 ～60．9．12   
環 境 生 理 部  研究員  藤巻秀和  カ   ナ   ダ  マウスの肺における抗原星霜の影  60．9．18  環境病理研究室     響に関する免疫的研究  ～62．3， 17   

大 気 環 境 部  室 長  植田洋匡  中  国  大気汚染シミュレーション及び環  60．8．15   
填影響評価手法の指導   ′‾－60．9．15   

60，9，3  計測技術部 生体化学計測研究室  主任 研究員  佐竹研一  イ ギ リ ス  重金属蓄積群青顆に関する研究   ～60．9．15   

水質土壌環境部  室 長  村岡浩爾  中  国  湖沼富栄養化機構の講義及び防止  60．8．25   
対策に関する討議   ～60．9．8   

水質土壌環境部   研究員  福島武彦   〟   湖沼富栄養化機構の講義及び防止  60．8．25   対策に関する討議   ～60，9，8   

国際応用システム解析研究所視察  
水質土壌環境部  部 長  合田 健  フランス，西ドイツ デンマーク．オーストリア   及び国際湖沼環境垂貞会委員候補 者と学術交流  60．9．15 ～60．9． 23   

沿岸海域における低次栄獲段階の  
計測技術部 水質計測研究室  室 長  大槻 晃  カ   ナ   ダ   食物網に関する海洋微生物学的研 究の日・加共同研究  60．10．11 ・－－60．11．6   

大気環境部 大気化学研究室  研究員  畠山史郎  ア メ リ  カ  大気中におけるOHラジカルと 不飽和炭化水素の反応に関する研 究  60．11．15 ～61．11．14   
総 合 解 析 部  主 任   日韓両都市計画学会のメンバーと  60．11．3   

青木陽二  韓‘  国  

総 合 解 析 部  主 任   北畠能房  西 ド イ ツ  環境・経済・技術の調和に関する  60．10．12  第三グループ  研究官    国際会議出席  ～60．10． 19   

水質土壌環境部  室 長  村岡浩爾   フ ィ リ ピ ン  水稲かんがいに関する水環境問題  60．10．21   
の講演と討議   ～60．10．23   

総 合 解 析 部  主 任   ン ダ  第一回汚染土軌こ関する国際会議  60．11．10   
後藤典弘  オ ラ        第ニグループ  研究官  出席（座長）   ・－60．11．16   

大気環境部 大気物理研究室  研究員  杉本伸夫  ア メ リ  カ  差分吸収レーザーレーダーデータ 収集処理に関するワtクショップ 出席  60．11．16 ～60．11．25   
生 物 環 境 部   北スマトラ地域保健対策計画打合  60．11．21   
室 長  安野正之  イ ンド ネ シ ア      水生生物生態研究室     せ   ～60．12．4   

生 物 環 境 部  主 任   北スマトラ地域保健対顔（幼虫対  60．12．12   
春日清一   策）指導   ～61．3．11   
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部室名   職 名  氏  名  出張国名   用  務   期 間   

計測 廷術部  室 長  森田昌敏   

呼吸神経受容器に関する生理学的  61．2．1   
環 境 生 理 部  主 任  局 博－   研究   ～62．1．31   

大 気 環 境 部  部 長  大書多敏一  中  酸性雨機構，酸性雨モデル作成に  
国   関する講義と研究指導   ′、61．3．1   

総 合 解 析 部  研究員  原沢英夫  タ  環境保護へのアプジェクト管理ア  61．2．22   
イ  

生 物 環境 部   室 長  安野正之  中  国  水界生態系研究に関する講義と研  61．3．4   
究指導   ～61．3．18  

副所長  不破敬一郎  ア  メ リ  カ  分析化学応用分光学に関するピッ ツバ 
ーグ会議出席   ～61．3．16   

ー 256 －   



6．委員等委嘱  

委 嘱 名   委 嘱 先   氏 名   現  職   

評議員   宇宙科学研究所   近 藤 次 郎  所 長（～60．9．30）   

〃   統計数理研究所   
技術委員   航空宇宙技術研究所   

老化制御指標審査会委員   理化学研究所   江 上 信 雄  所 長（60，10．1～）   
評議員  岡崎国立共同研究機構  

基礎生物学研究所  
理学祝芋委員  文部省   
放射線審議会委員   科学技術庁   
科学技術会議専門委貝   〃   
昭和60年度「環境賞」審査委貞   （財）環境調査センター   

国際生物学賞委員会委員   国際生物学賓委員会   
評議員会評議員   国立遺伝学研究所   
学術審議会専門委貞   文部省   

有害化学物質対策懇談会委員   環境庁   不破敬一郎  副所長   
化学物質等設計支援のための知識ベースシス  
テムに関する調査の調査推進委貞全委員  

昭和60年度化学物質調査検討会委員   環境庁   
化学物質による環境汚染に関する検討会委員  n   

昭和60年度化学物質調査検討会委員   環境庁   廣 崎 昭 太  環境情報部長   
昭和60年度健康影響問題に関する検討打合会  
委員   

測定値の地域代表性に関する検討会委員   
環境行政情報基盤強化検討会委眉   
土壌汚染環境基準設定調査検討会委員   
昭和60年度悪臭規制基準強化対策検討会委月  田   

測定局適正配置検討会委月   東京都   
首都周辺地域環境利用ガイド検討会委員  環境庁   
地球観測衛星委員会委員   （財）リモートセンシン  

グ技術センター   

筑波研究情報セミナー運営委員会委員  日本科学技術情報セン  
ター筑波支部  

NIST情報サービス機関連絡会委員  科学技術庁   
情報ネットワーク形成に関する調査部会葬貞  茨城県   

環境影響審査総合システム開発調査検討会委  松 本 幸 雄  情報調査室長   
員   

化学物質情報研究会委員   東北大学   
昭和60年塵紙合研究プロジ1クト検討会の座  

長（地球的規模の環境保全に関する総合研  
究）   

環境影響審査総合システム開発調査検討会委  中 條 悦 造  電算機管理室長   
貞   

－ 257 －   



委 嘱 名   委 嘱 先   氏 名   現  職   

ネットワーク共用による化合物情報等の利用  
高度化に関する研究の研究推進委員会分科  
会委員   

国際有害化字物質登録制度（IRPTC）国内協  国立衛生試験所   春 山 暁 美  情＃システム室   
力委員会委員  主任研究員   

リモートセンシング国際共同研究調査委貞会  （財）リモートセンシン  宮 崎 忠 国  情報システム室   
委員   グ技術センター  主任研究員   

「安定的で効果的な国土情報整備の基盤づく  国土庁   宇都宮陽二朗  情報調査室   
りの調査」研究員委員  主任研究員   

電子計算機利用専門委貞会研究部全委員  筑波研究学園都市研究  
機関等連絡協議会電  システム設計  
子計算機利用専門委  
貞会   

専門官   

公害防止計画解析検討調査検討会要員   （財）日本環境衛生セン  
ター   研究員   

環境管理計画検討会委員   東京都   内 藤 正 明  総合解析部長   
測定値の地域代表性に関する検討会委員  環境庁  
環境行政情報基盤強化検討会委員   
窒素酸化物対策検討会作業委員会委員   〃  
昭和60年度水質環境基準検討調査委貞会委員  （社）日本水質汚濁研究  

協会  
快適環境指標作成委員会委員   東京都  
環境管理計画検討会委員   
測定局適正配置検討会委員   
派生的環境影響検討会委員   環境庁  
首都周辺地域環境利用ガイド検討会委員   
学術書議会専門委員   文部省  
学術修士学位論文審査専門委貞会蚕貞帽り査）  筑波大字  

環境浄化特別推進地区まちづくり研究会設置  武蔵野市  安 岡 善 文  第一グループ   
要綱に基づく研究会委員  主任研究官   

集合住宅に関する非破壊検査研究会委員  （社）日本非破壊検査協  

MOS－1衛星検証計画委員会委貞  （財）リモートセンシン  
グ技術センター   

リモートセンシング国際共同研究調査委貞会  
委員  

昭和60年度総合研究推進会誘幹事   環境庁   後 藤 典 弘  第ニグループ   
主任研究官   

新規利用燃料対策検討会委員   
地域環境管理検討会委員   
環境影響審査総合システム開発調査検討会委  
員  

市街地土壌汚染間趨検討会委員   
新エネルギー技術導入委員会委員   （財）日本産業技術振興   

再資源化貢献企楽表彰審査委貞全委員   （財）クリーンジャパン  
センター   

実証プラント推進委員全委員   
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化学物質による環境汚染に関する検討会委員  環境庁  
飲料容器散乱防止方策検討のための調査検討  （杜）食品容器環境美化   
会委員   協会   

適正処理が困難な廃棄物の処理基盤整備基礎  
調査委員全委員   

再資源化技術の地域適用性調査委員全委員  
センター   

クリーンジャパン合理的資源化分別回収シス  
テム開発車某推進垂員会委員   

廃棄物処理及び再資源化推進のための政策委  
員会委員   

ごみ収集車電動化調査委員全委員   厚生省   
昭和60年塵紙合研究プロジェクト検討会の座  

長（廃棄物の処理と資源化技術に関する総  
合研究）   

昭和60年度総合研究推進会議自然環境の保全  環境庁   北 畠 能 房  第三グループ   
に関するプロジェクト分科会委員  主任研究官   

昭和60年度総合研究プロジェクト検討会の助  
言者（自然環境管理及び保全に関する基礎  
的技術開発のための総合研究）   

全国沿道肇音実態調査検討会委員   環境庁   西 岡 秀 三  第四グループ   
主任研究官   

交通公害防止計画策定手法検討会委員   
高度地域情報システム研究専門部全委員   日本計画行政学会   
環境技術会議委員   環境庁   
環境管理計画検討会・大気環境総合評価分科  
会専門委貝   

快適環境指標作成委員会委員   
資源調査会専門委貞   科学技術庁   
ワーキンググループ委員   （財）未来工学研究所   

学術修士学位論文書査専門委員全委員（副査）  筑波大字   

自然環境保全基礎調査検討会自然景観資源分  
料金検討貞   

廃棄物埋立処分地管理手法検討会委員   環境庁   中 杉 修 身  第五グループ   
主任研究官   

昭和60年度総合研究推進会議幹事   

廃棄物適正処理基本問題検討委員全委員  通商産業省   
編集委員会委員   （社）全国都市清掃会議   

昭和60年度研究企画委員会委員  （社）日本水質汚濁研究  
協会  

地下水質保全対讃検討会委員  環境庁   
化学物質環境運命予測手軽開発調査委貞   （財）日本環境協会   

潤沼水質保全調査検討会委員   茨城県   
霞ヶ浦汚濁負荷流入構造総合解析調査構成員  ロ   
昭和60年度総合研究プロジュクト検討会の座  

長（都市における環境保全計画手法の開発  
に関する総合研究）   

環境管理計画検討会委員   東京都   森 田 恒 幸  第三グループ   
主任研究員   

地域環境管理検討会分科会委員   環境庁   
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環境影響審査総合システム開発調査検討会委  
月  

環境管理計画検討会・大気環境総合評価分科  
会専門委貞  

快適環境指標作成委員会委員   

日本造園学会関東支部景観部会委員   （社）日本造園学会  青 木 陽 二  第四グループ   
主任研究員   

派生的環境影響検討会委員   環境庁   乙 問 末 広  第一グループ   
研究員   

ディーゼル排出ガス影響調査検討会委員  環境庁   飯 倉 孝 和  第一グループ   
研究員   

昭和60年度水質環境基準検討調査委貞全委員  （杜）日本水質汚濁研究  
協会   研究員   

環境管理計画検討会・水域環境総合評価分科  
全委員  

神奈川県環境情報運用検討会助言者   神奈川県   

地域環境管理検討会分科会委員   環境庁   仁 科 克 己  第三グループ   
研究員   

日本陸水学会編集委員長   日本陸水学会   大 槻   晃  計測技術部  
水質計測研究室長   

昭和60年塵紙合研究推進会講幹事   環境庁   
水質分析方法検討会委員   
底質調査方法検討委貞会委員   （社）日本環境測定分析  

協会   
昭和60年度津水湾の環境湖化についての調査  （財）エンジニアリング   

委員会委員   振興協会   

環境汚染健康影響基礎調査委員   （財）日本環境協会  森 田 昌 敏  生体化学計測研究  
室長   

農薬登録保留基準設定技術検討会安貞   環境庁   
農薬残留対策調査技術検討会委員   〟   

焼却炉等による大気汚染問題検討会委員「ダ  （財）機械電子検査検定  イオキシン類の測定・分析等の確立調査」  

委員会委員   

昭和60年度総合研究プロジェクト検討会の助  環境庁   相 馬 光 之  底質土壌計測研究   
言者（地球的規模の環境保全に関する総合  室長   
研究）  

第26回大気汚染学会専門委員全委員   第26回大気汚染学会  溝 口 次 夫  分析室長   

化合物辞書データベース委員会委員   日本科学技術情報セン  
ター   

データベース調整委貞全委員   
昭和60年度化学物質調査検討会委月   環境庁   
ディーゼル排出ガス影響調査検討会委員   
常時監視物質測定等検討会委員   
環境大気調査検討会委員   
昭和60年度環境測定分析検討会統一精度管理  
調査部会専門委貞  

廃棄物処理安全審議委員会委員   高エネルギー物理学研  
究所   
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ぱい煙測定法検討会委員   環境庁  
測定機器維持管理要綱作成等に関する検討会  
委員  

昭和60年度委託事業「監視測定機器維持管理   
適正化事業（仮称）」委員   業会   

「ネットワーク共用による化合物情報等の利  
用高度化に関する研究」の研究推進委員会  
委員，  

水質評価の研究会委員   厚生省   
大気汚染測定法調査検討委員   （財）日本環境衛生セン  

ター   
昭和60年度環境測定分析統一精度管理調査結  
果検討ブロック会議専門委員  

排ガス簡易測定法総合調査委貞会委員   （社）日本環境測定分析  
協会   

化学物質情報研究会委員   東北大学   

編菓委員   日本質量分析学会  藤 井 敏 博  大気計測研究室   
主任研究貞   

昭和60年度化学物質調査検討会委員  環境庁  安 原 昭 夫  生体化学計測研究  
室  

主任研究員   
昭和60年度悪臭規制基準強化対策検討会委員   ロ  

環境庁委託「昭和60年慶大気中化学物質検討  （財）日本環境衛生セン   
調査」業務に係る検討委員   ター   

「分析化学」編集垂貞   （社）日本分析化学会  岡 本 研 作  生体化学計測研究  
室   

ISO／REMCO国際規格回答原案調査作成蚕  主任研究員   
貞会委貞   

酸性雨対策検討会委員   環境庁   佐 竹 研 一  生体化学計測研究  
重  

主任研究員   

化学物質環境運命予剰手法開発網査垂貞   （財）日本環境協会  横 内 陽 子  大気計測所究室   
研究員   

昭和60年度底質汚濁改善対策調査委員全委員  （社）日本水質汚濁研究  
協会   研究員   

北海道環境影響評価審議会委員   北海道   ，大書多敏一  大気環境部長   

ディーゼル排出ガス影響調査検討会委員  環境庁   
窒素酸化物対策検討会委員   
酸性雨対策検討会委員   
浮遊粒子状物質対策検討会委員   
湿性大気汚染研究会委員   （社）産業公害防止協会   

昭和60年度悪臭規制基準強化対策検討会委員  環境庁   

液状廃PCB高温熱分解試験検討会委貞   

北海道石炭等導入地域環境影響調査委員会委  
貞   

大気汚染に係る重金属等による長期暴露影響  
（遅発性影響）評価の手法に関する調査研究  
検討会委員   

昭和60年虔総合研究推進会言義幹事   環境庁   竹 内 延 夫  大気物理研究室長   
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調査委貞会委貞  （財）資源観測解析セン  
ター  

海洋レーザー研究会委員  海洋科学技術センター  

科学技術会議政策委員会研究評価小委員会  竹 内 延 夫  大気物理研究室長   
ワーキンググ／レープ套貞   

昭和60年度総合研究プロジェクト検討会の座  
長（環境汚染物質に係る計測技術の高度化  
に関する総合研究）  

学術修士学位論文審査専門委貞会委員（副査）   

第26回大気汚染学会専門委員会委員   第26回大気汚染学会  秋 元  肇  大気化学研究室長   
光化芋大気汚染対策検討会委員   環境庁   
二酸化窒素生成沿道大気調査検討会委員   
窒素酸化物対策検討会作業委員会委員   
昭和60年度環境庁委託「光化学反応物質測定  （財）日本環境衛生セン   
法の検討」検討委貞   ター   

環境庁委託「昭和60年度大気中化学物質検討  
調査」業務に係る検討委員   

移動用スモッグチャンバー調査検討委貞   

環境放射能研究委員会専門委員   日本原子力研究所  植 田 洋 匡  大気環境計画研究  
室長   

二酸化窒素生成沿道大気調査検討会套貞  環境庁   
昭和60年度悪臭規制基準強化対策検討会委員  〃   

植物調査委貞会委員   （財）道路環境研究所   

昭和60年度総合研究プロジェクト検討会の座  
長（大気複合汚染防止に関する総合研究）   

昭和60年度総合研究推進会議幹事   環境庁   福 山  力  エアロゾル研究室  
長   

酸性雨対策検討会委員   

大気汚染物質測定法基準作成検討会委員   村野健太郎  エアロゾル研究室   
主任研究員   

昭和甜年度環境庁委託「光化学反応物質測定   
法の検討」検討委員   

昭和60年度環境大気調査（多成分同時分析法  
を使用しての大気汚染物質分布調査）事業  
の研究委貞   

昭和60年度環境庁委託「光化学反応物質測定  （財）日本環境衛生セン  畠 山 史 郎  大気化学研究室   
法の検討」検討委貞   ター  研究員   

昭和60年度環境庁委託「光化学反応物質測定   酒 巻 史 郎  大気化学研究室   
法の検討」検討委員   研究員   

浮遊粒子状物質対策検討会委員   環境庁   光 本 茂 記  大気環境計画研究  
窒  

研究員   

理事   （社）日本水質汚濁研究  健  水質土壌環境部長   
協会   

名水百選調査検討会委員   環境庁   
下水道用語編さん委員会委員   （社）日本下水道協会   

窒素・燐等水質目標検討会委員   環境庁   
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昭和60年度瀬戸内海環境情報基本調査検討会  
委員   

赤潮対策調査検討会委員   
衛生工学委員会委員   （杜）土木学会   

湖沼の水質保全に関する検討会委員   環境庁   
国際湖沼環境委員会（仮称）設立に伴う委員  滋賀県知事   

昭和60年度水質環境基準検討調査委貝会委員  
協会  

化学物質による環境汚染に関する検討会委員   
環境工学研究連絡委員会委員   日本学術会議   
環境影響評価技術実証調査総合委員会委員  （財）電力中央研究所   

衛生工学委員会「河川の水質保全と下水処理  
調査研究小委員会」委員   

昭和60年度「生活排水処理システムの高度化  （財）日本環境整備教育   
に関する研究」委員会委員   センター   

理事  （社）日本水質汚濁研究  
協会  

昭和60年度総合研究推進会議幹事  環境庁   
農薬登録保留基準設定技術検討会委員   〃   
評定委員会委員（尿尿浄化槽性能評定委員会  

土壌小委員会）   

赤潮研究総合解析検討会委員   環境庁   
滋賀県地域環境計画検討会委員   滋賀県   
三ヶ山廃棄物埋立処分場浸出水処理施設検討  
委員会委員   

窒素・燐暫定基準適用業種指導マニュアル葦  
定検討会委員   

相模川総合整備構想懇話会委員   神奈川県   
排水処理技術ガイドライン検討会委員   環境庁   
酵素・微生物バンク開発部全委員   （財）国土開発技術研究  

センター   
バイオテクノロジーを活用した新排水処理シ  
ステムの開発浄化槽部会委員   

水質環境基準検討調査（界面活性剤）委員会  （社）日本水質汚濁研究   
委員   協会   

生活県境審議会専門委員   厚生省   
共同研究審査委員会委員   （財）日本建築センター   

昭和60年度「生活排水処理システムの高度化  （財）日本環境整備教育   
に関する研究」委員会委員   センター   

昭和60年度総合研究プロジェクト検討会の座  
長（排水処理の高度化に関する総合研究）   

昭和60年塵紙合研究推進会議幹事   環境庁   渡 辺 正 孝  海洋環境研究室長   
昭和60年鹿瀬戸内海栄養塩類総合管理モデ／レ  
作成調査検討会委員   

昭和60年度海洋汚染調査検討会委員   〃   
MARPOL73／78Annexllテストガイドライ  
ン検討会委員  

深層水有効利用研究会委員   海洋科学技術センター   
赤潮問題研究会委員   環境庁・水産庁   
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委 嘱 名   委 嘱 先   氏 名   現  職   

昭和60年度総合研究プロジェクト検討会の座  
長（沿岸海域の汚染防止に関する総合研究）   

土壌環境保全基礎調査検討会委員   環境庁   村 岡 浩 爾  水質環境計画研究  
室長   

昭和60年度水理委員会委員   （社）土木学会   

地下水質保全対策検討会委員   環境庁   
水資源開発審議会専門委貞   国土庁   

酸性雨対策検討会委員   環境庁   高松武次郎  土壌環境研究室長   
土壌汚染環境基準設定調査検討会委員   
再利用資源土壌還元影響調査検討会委員   〃   
共同利用研究者   京都大学原子炉実験所   

昭和60年産地盤沈下広域対策調査検討会（関  陶 野 郁 雄  地盤沈下研究室長   
東平野北部地域部会）委員  

地盤沈下対策検討会委員   新潟県  
環境行政情報基盤強化検討会委員   環境庁   
昭和60年度地盤沈下防止のための目標値設定  
手法調査検討会委員   

学術修士学位論文審査専門委貞会委員（副査）  筑波大字   田 井 慎 吾  臨湖実験茄互設   
主任研究官   

農薬残留対策調査技術検討会委員   環境庁   矢 木 修 身  陸水環境研究室   
水質環境基準検討調査（界面活性剤）委員会  （社）日本水質汚濁研究  主任研究員   
委員   協会   

非常勤研究員（水環境のモデル化に関する研  東京大学生産技術研究  岡 田 光 正  陸水環境研究室   
究）   所  主任研究貞   

丹沢湖水質保全調査検討会委員   神奈川県内広域水道企  
業団   

昭和60年度非特定汚染源による汚染防止対策  （社）日本水質汚濁研究   
調査委貞会委員   協会   

昭和60年度底質汚濁改善対策調査委貞会委員   

昭和60年度水質環境基準検討調査委局舎委員  （社）日本水質汚濁研究  
協会   

評定委員会委員（尿尿浄化槽性能評定委員会  （財）日本建築センター  
土壌小委月会）  主任研究員   

研究企画委員会委員  （社）日本水質汚濁研究  
協会   

バイオテクノロジーを活用した新排水処理シ  
ステムの開発浄化槽部会委員  

共同研究審査委月会費員   〃   
浄化槽における窒素・燐及び有機物処理検討  
委員会委員   

非特定汚染源による汚染防止対策調査検討会  環境庁  海老瀬清一  水質環境計画研究室   
委月  主任研究員   

衛生工学委員会委員及び幹事  （社）土木学会  

昭和60年度非特定汚染源による汚染防止対策  （社）日本水質汚濁研究   

調査委貞会委員   協会   
研究協力者（河川の自浄能力の測定とその評  

価法）  

霞ヶ浦汚濁負荷流入構造総合鰊析調査構成員   
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委 嘱 名   委 嘱 先   氏 名   可■■■■■≡・   

研究協力者（河川の自浄能力の測定とその評  東京農工大学   柏 崎 守 弘  水質環境計画研究   
価法）  室   

栃木県公害対策審議会専門委貞   栃木県  主任研究員   

昭和60年度底質汚濁改善対策調査委月余委員  （社）日本水質汚濁研究  
協会   研究員   

地下水質保全調査委貝会委員   （社）日本水質汚濁研究  
協会   室  

研究員   

衛生化学調査委員全開東部全委員   （社）日本薬学会   河 田 明 治  環境生理部  
環境生理研究室長   

昭和60年度総合研究推進会議幹事   環境庁   村 上 正 孝  環境病理研究室長   
昭和60年度総合研究プロジェクト検討会の座  

長（環境汚染物質の影響評価に関する総合  
研究）   

学術修士学位論文審査専門委貞全委員（副査）  筑波大学   三 浦   卓  急性影響研究室長   

衛生化学編集委員会委員   （社）日本薬学会   鈴 木 和 夫  環境保健部  
人間生態研究室長   

昭和60年塵紙合研究推進会議幹事   環境庁   東 郷 正 美  環境心理研究室長   
昭和60年度総合研究プロジェクト検討会の座  

長（騒音振動の防止及び評価に関する総合  
研究）   

大気汚染健康影響調査事業   高萩市   小 野 雅 司  環境疫学研究室   
桜島火山ガス等健康影響調査研究事業班貞  鹿児島県  主任研究員   

大気汚染健康影響調査事業   高萩市   平野靖史郎  環境疫学研究室   
桜島火山ガス等健康影響調査研究事業班員  鹿児島県  研究員   

昭和60年度化学物質調査検討会委員   環境庁   菅 原   淳  生物環境部長   
昭和60年度茨城県視聴者会議委員   日本放送協会   
農薬生態影響評価検討会委員   環境庁   
自然環境保全研究推進委貞会委貞   科学技術庁資源調査所   
「生態影響評価試験に関する調査研究」事業の  
ための委員   

水生生物による水質調査検討会委員   環境庁   安 野 正 之  水生生物生態研究  
室長   

60年度化学物質調査検討会委員   

農薬生態影響評価検討会委員   
研究協力者（河川の自浄能力の測定とその評  

価法）  

WIiO専門家諮門パネル委員   WHO   

窮26同大気汚染学会専門委貞全委員   第26回大気汚染学会  戸 塚   撲  陸生生物生態研究  
室長   

光化学大気汚染対策検討会委員   環境庁   
酸性雨対策検討会委員   

昭和60年度総合研究推進会議幹事   環境庁   岩 熊 敏 夫  生物環境管理研究  
室長   

研究協力者（河川の自浄能力の測定とその評  
価法）   
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委 嘱 名   委 嘱 先   氏 名   現  職   

昭和60年度底質汚濁改善対策調査委貞会委員  
協会  

昭和60年塵紙台研究推進会議自然環境の保全  
に関するプロジェクト分科会委貞   

昭和60年塵紙合研究プロジェクト検討会の座  
長（自然環境管理及び保全に関する基礎的  
技術開発のための総合研究）   

学術修士学位論文審査専門委員全委員（副査）  筑波大字   古 川 昭 雄  陸生生物生態研究  
室  

主任研究員   

HERP研究会吸入実験分科会資料検討会委  （財）日本自動車研究所  
貞  動物施設管理室兵   

（財）日本環境協会   
ための委員  

昭和60年度「化学工学」誌トピックス欄担当  竹 下 俊 ニ  理工施設管理室長   
妻貞   

7．研究所日誌  

年月 日   事  項   年月 日   事  項   
60，4．17  科芋技術週間（4．15～4．21），施設一般公開  60．9．12  中国黒竜江省環境保護局訪日団一行来所   

60．4．19  読売新聞社社長一行来所   60．9．27  環境庁古賀官房長視察   

60．4，24  天皇陛下行幸   60．10．3  環境庁水質保全局長視察   

60．5．13  中国人民共和国視察団来所   60．10．4  フランス人技術者一行来所   

60．5．14  山田科学財団理事長来所   60．10．7  中国環境科学会副秘書長来所   

60．5．29  オーストリア科学研究大臣視察   60．10，9  通産省立地公害局公害防止課長来所   

60．6．4  会計実地検査（6．4～6．7）   60．10．18  ケニア共和国湖周辺開発総裁来所   

60．6．4  フランス建築関係使節団一行来所   60．10．25  イタリア，ミラノ市エネルギー公団一行来所   

60．6．6  所外研究発表会   60．11．7  大分県水質審議会委員一行来所   

60．6，6  滋賀県環境部長来所   60．11．8  韓国国立研究所長来所   

60．6．7  環境週間（6．5～6．11），施設¶般公開  60．11．18  中国科学院アセスメント代表団来所   

60．6．8  中国訪日団，林業部保護司一行来所   60．11．21  茨城県議会衛生委員一行来所   

60．6．10  総務庁行政管理局管理官来所   60．11．28  人事院給与課長来所   

60．6．11  中国公害機器設備貿易考察団一行来所   60．12．5  スリランカ中央環境庁推進局長来所   

60．6．12  環境庁記者クラブと懇談（於：環項庁）  60．12．11  中国科学院新エネ／レギ一代表団一行来所   

60．6．18  台湾省婦幼衛生研究所副所長一行来所   60．12，13  理化学研究所一行来所   

60．6．20  環境庁企画調整局長視察   61．1．7  西ドイツ連邦議会議員一行視察   
60．6．24  総務庁行政管理局長視察   61．1．21  森環境庁長官視察   

60．6．28  地方公害研全国会議（於：環境庁）   24．25  地方公害研との連絡会議   

60，7．8  中国冶金工業環境保護考査団一行来所   27，28  地方公害研との交流シンポジウム   

60．7．18  フランス上院下院議員団一行視察   61．1．31  小杉環境政務次官視察   

60．7．19  総務庁行政管理局担当官来所   61．2，12  高知県公害防止センターー行来所   

60．7．26  日本自動車工業会一行来所   61．2．18  会計実地検査   

60．8．1  大阪市議会公明党議員一行視察   61．2．19  評議委員会（於：東京）   

60．8．9  環境庁大気保全局長視察   61．3．17  イギリス自然環境研究会議科学担当官来所   
60．S．21  OECD事務局ユーハス環境委員夫妻来所  61．3．19  永年勤続者と所長との懇談   

60．8．22  近藤鉄雄衆議院議員視察   61．3．26  評議委員会等門委員会（於：東京）   

60．9，4  矢田部理参議院議貞視察   61．3．27  動物慰霊祭   
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8．主要人事異動  

（1）職 員  

総  務  部  長一→環境庁公害研修所  
／ノ  ←環  境  庁  

技  術  部  長←技術部生物施設管理室長  
研 究 企 画 官→科 学 技 術 庁  

／ブ  ←一科 学 技 術  庁  
会  計  課  長→大蔵省関東財務局  

／ノ ←一総務課課長補佐  

→鮒省麒環根術研究所）  

′′   ←  
副  所  長←文部省仙 口大学）  

主任研究企画官・→科学技術庁（航空宇宙技術研究所）  

／／  ・一科 学  技  術  庁  
研 究 企 画 官－→厚  生  省  
副  所  長一一文部省（山 口 大学）  

所  長  
／J  ・一副  所  長  

副  所  長←文部省（東京大字）  

研 究 企 画 官←一年 金 福 祉 事 業 団  
←  ＿主究報テ主究  

副  所  長←文部省（東京大字）  

環 境 生 理 部 長  
水質土壌環境部長  

大野  昂  
先崎 武  
相賀一郎  
本間 清  
折田義彦  
児玉祥司  
内田  治   

藤井圃博   

高松武次郎   

江上信雄  
米本弘司  
若狭将治  
横田  勇  
江上信雄  
近藤次郎  
江上信雄  
不破敬一郎  
大橋敏行   

安岡善文   

不破敬一郎  
久保田憲太郎  
合田 健  

配置換  
一   

昇 任  
出 向  
転 任  
出 向  
昇 任   

出 向   

昇 任   

併 任  
出 向  
転 任  
出 向  
転 任  
退 職  
昇 任  
併 任  
採 用   

昇 任   

転 任  
退 職  
定年退職  

6．16   

1i1ト  

8．27  

9．20  

9．30   

10．1   

10．25  

61．1，1  
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（2）評議委員会構成員  

司
一
雄
郎
撃
道
 
三
 
隆
夫
博
一
公
夫
天
明
郎
郎
秀
直
夫
夫
 
 

治
∵
太
 
 

誠
俊
秀
次
 
 
正
謙
 
 
洋
 
 
忠
泰
守
竜
 
 
健
冨
清
佐
道
民
 
 
 

田
月
藤
 
々
 
後
見
坊
 
口
 
瀬
野
田
上
良
泉
治
石
内
光
本
川
 
 

茅
内
香
近
佐
船
逸
向
井
猪
奥
長
尾
吉
小
佐
末
竹
仲
僑
山
 
 

東京大学名督教授  
東京工業大学名誉教授  
放送大学長  
日本学術会議会長  
富山医科薬科大学長  
（社）全国労働金庫協会理事長  

亜細亜大学教授  
原子力委員全委員  
岡崎国立共同研究機構分子科学研究所教授  
東京大学工学部教授  
東京理科大学第一郡工学部長  
厚生省国立公衆衛生院長  
束京大学生産技術研究所長  
滋賀県琵琶湖研究所長  
東京大学医学部教授  
前技術部長  
大阪大学工学部教授  
日本気象協会相談役  
理化学研究所理事  
前筑波大字社会医学系教授  
（財）東京都臨床医学総合研究所長  

兵
 
員
 
 

貞
 
 

委
委
 
 

員
 
 

頂
″
″
″
〃
‖
″
″
″
〃
″
〃
″
″
 
 

″
 
 

″
〃
〃
″
〃
 
 

専
 
 

（3）客員研究員・共同研究員受入人数  

客員研究員  283人  

共同研究員  113人  
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9．昭和60年度研究発表会，セミナー等活動記録  

（1）国立公害研究所セミナー  

No．  年月日   題  目   発表者   所   属   

107回  60．4．30  中国の風土環境と健康一克山病とカンシンペック氏  李 芳生  中国遼寧省医科学研  
病の総合的調査研究から  究基礎医学研究所   

108回  60．6．24  中層大気の波動の観測と解析   廣田 勇  京都大学理学部   
109回  60．6．25  大気放射科学KurodaFunnelとは何か？   P．K．Kur（適a  Arkansas大学化学  

教室   
110回  60．10．17  公害の因果関係究明におけるデータ解析上の諸問題  吉村 功  名古屋大字工学部   

111回  60．11．19  核の冬 核戦争後の気象異変に関する研究の現状  増田善信  前気象研究所予報研究部   

112回  60．11．2（）  農業生産をめぐる環境とその諸問題   頼  平  京都大学農学部   
113回  60．12．11  自然保護研究の現状と課題   沼田 真  千葉大学名誉教授   
114回  61．1．10  医原病－スモン   田村善蔵  慶応大学病院   
115回  61．1．20  オブザーバー・コミュニティにおける環境工学   末石音大郎  大阪大学工学部   

（2）（所内）年次発表会   

開催日：60．11．6，7，場所：国立公害研究所大山記念ホール・中会議室，尭表  

課題数：口頭発表 28件・ポスターセッション11件  

（3）サロン■ド・ニース  

No．  年月日   題  目   発表者  所  属   

19回  若松伸司  
笹野泰弘  
佐竹研一  
金谷健  

20回   

21回  61．3．24  退官記念講演  

私の研究，そのモチベーション  合田健   
実験病理学のめぎすもの環墳と健康   久保田憲太郎  環境生理部   

（4）第1回全国公害研究所交流シンポジウム一雨水の酸性化の実態とその環境影響一   

関催日：61．1．27，28， 場所：国立公害研究所大山記念ホール  

穎  目   発表者   所  属   

〔基調講演〕  
開会挨拶   江上信雄  国立公害研究所長   
シンポジウム趣旨説明   内藤正明  国立公害研究所セミナー委貞長   
酸性雨問題が示す幾つかの側面   大書多敏一  国立公害研究所大気環境部長   
雨水の酸性化に関する政策の方向について   山中芳夫  環境庁大気規制課長補佐   
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題  目   発表者   所  属   

〔雨水の酸性化の実態分析〕  
酸性雨の監視体制について   浅川貞男  静岡県衛生環境センター   
雨水成分の統計的解析法   北村洋子  宮城県保健環境センター   
関東地域における降水成分の地域特性   小山 功  東京都環境科学研究所   
雨水による大気汚染物質の除去   牧野 宏  神奈川県公害センター   
雨水成分による大気汚染の評価  玉置元則  

〔雨水の酸性化の影響評価〕  
酸性雨の陸水への影響  佐竹研一   
土壌の酸性化について   黒川春－  北海道中央農業試験場   

関東地方におけるスギの衰退と酸性降下物の影  
響の可能性  
酸性雨と物的影響  寺部本次  

〔総合討議とまとめ〕  
総合討論：今後の酸性雨研究の課題と展望シン  

ポジウムのまとめ   大書多敏一   
閉会挨拶   不破敬一郎  国立公害研究所副所長   
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10．施設の整備状況一覧  

（昭和61年3月現在）  

施 設 名  構 造 面積・   竣  工  時  期   

研究本館I  RC－3  11、436m2  Ⅰ期昭和49年3月竣工  
Il期昭和52年5月竣工  

管理棟  RC－2  Ⅰ期昭和49年5月竣工  
ⅠⅠ期昭和52年2月竣工  

研究本館11  RC3  l‡緋嗣U54年11月竣工（共同利用棟）  

II期昭和57年2月竣工（共同研究棟）  
エネルギーセンター，厚生棟  RC－2  昭和49年10月竣工  

昭和51年一部増築  

廃棄物処理施設  特殊実験排水処   昭和49年10月竣工  
理能力100m2／d   

－▲般実験排水処   昭和54年2月竣工  
理能力500m2／d   

大気化学実験棟（スモッグチャンバー）RC－1  723m2  昭和52年1月竣工   

大気拡散実験棟（風洞）  RC－2，  2．329m2  昭和53年3月竣工   
地‾F－1   

大気汚染質実験棟（エアロドーム） SRC8  1，321m2  昭和54年8月竣工   
大気モニター棟  RC－1  飢m2  昭和53年3月竣工   

ラジオアイソトープ実験棟  RC－3  1，564m2  昭和53年3月竣工   

水生生物実験棟l（アクアトロン） RC3  2，198m2  昭和51年10月竣工   

水生生物実験棟ⅠⅠ（アクアトロン）  RC－2  337m2  昭和55年11月竣工   

水理実験棟  S－1  1．167m2  Ⅰ期昭和51年10月竣工  
ⅠⅠ期昭和55年11月竣工  

土壌環境実験棟（ペドトロン）  RC－3  昭和53年2月竣工         1，931m2   

動物実験棟Ⅰ（ズートロン） SRC－7  5．柑5m2  

ⅠⅠ期昭和51年11月竣工  

（ql動物棟を含む）  

動物実験棟ⅠⅠ（ズートロン） RC－3 1，862m2   

植物実験棟Ⅰ（ファイトトロン）   RC－3  3，348m2  昭和50年12月竣工   

植物実験棟ⅠI  RC－4  3、722m2  昭和56年7月竣工   
騒音・保健研究棟  地下－1   

実験ほ場（本構内）  管理棟  427m2  Ⅰ期昭和52年11月竣工   
温室3室  575m2  ⅠⅠ期昭和57年3月竣工   
ほ場6面  4．600m2   

実験ほ場（別団地）  管理棟  218m2  Ⅰ期昭和52年11月竣工   
ほ場11面  13．500m2  ⅠⅠ期昭和57年3月竣工   

生物生態園  1．5ha  昭和54年10月竣工   

危険物倉庫  B－1  86mコ  昭和55年11月竣工   

工作棟  RC－2  189m2  昭和56年9月竣工   

微生物系統保存棟  RC2  800m2  昭和57年12月竣工   

大気共同実験棟  RC－3  885m2  昭和58年12月竣エ   

霞ヶ浦臨湖実験施設  実験管理棟  1，750m2  昭和58年3月竣工   
用廃水処理施設  910m2  昭和58年3月竣工   
実験水路  110m  昭和58年3月竣工   
フリースペース  1．Oha  昭和58年3月竣工   

生物フィールド実験施設  管理棟  185m2  昭和61年11月竣工予定   
奥日光ステーション   
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昭和60年度 編集委員会   

委 員 長  廣 崎 昭 太   

副委員長  村 岡 浩 爾  
〃  溝 口 次 夫  
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